


[image: ]







[image: ]






[image: ]









訳者・作品紹介







　イクバールは南アジアのムスリムの歴史と政治の中で、その思想と哲学そして詩作により植民地インドのムスリムの覚醒において、他のムスリム指導者と較べ格段の力を発揮した。そしてムスリムは別の国を作るべきとのイクバールの考えで、ムスリムは新しい国家を得ることに成功し、一九四七年、パーキスターンが誕生した。だがイクバールがいくつもの著作や講演で得られた成功に較べ、ウルドゥー語やペルシア語での詩作はムスリムの覚醒やムスリム国家の建国と強化においてそれら以上に貢献した。その詩は時代や階層を問わず好まれ、ムスリムに多大な影響を及ぼした。

　イクバールはムスリムやイスラーム共同体のためにウルドゥー語と共にペルシア語での詩作に重要性を置いた。というのはイクバールは単に南アジアのムスリムだけでなく、ペルシア語を話すイランの人々やペルシア語圏の他の国々のムスリムに彼の考えを伝えようとしたからであった。

　ウルドゥー語での『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音バーンゲ・ダラー』や『ジブリールの翼バーレ・ジブリール』、ペルシア語での『自我の秘密アスラーレ・コディー』や《東洋のメッセージパヤーメ・マシュレク》のような詩集だけでなく、イクバールの出版された他のウルドゥー語やペルシア語の詩集のどれもがムスリムの心を動かした（《 》は未邦訳）。中でもペルシア語の『永遠の書ジャーヴィード・ナーメ』は思想的にも技法的にも重要性を持ち、英・独・仏語はもちろん、他のいくつもの言葉に訳され、イクバールを世界的レベルの詩人にした。

　『永遠の書』はイクバールの晩年の作で、その中でイクバールは東西の、すなわち東洋や西洋の歴史上の人物の口を通して当時の世界の情勢、問題、思想、ムスリムの過去、現在、未来の絵図をパノラマ的に描いた。この作品は預言者ムハンマドの昇天を語る『メラージ・ナーマ』やダンテの『神曲』の構想で書かれ、イクバールの他の作品に較べ、イクバールをイクバールたらしめた作品であり、それまでのイクバールの創作の集大成と言える。

　事実、イクバール自身もこの『永遠の書』を自身のライフワークと認めている。それは特にインド・ムスリムにとり極めて困難な時の中で書かれ、その困難に対しムスリムはいかに対処すべきかを語っている。イクバールはこれが多数の読者を得て、この作品から多くの人々が生きる力を得られることを願っていた。

　『永遠の書』の翻訳・出版が日本語でされたことはすばらしいことである。これはひとえに、片岡弘次氏の努力によってなったと言える。その翻訳の努力に対し惜しみなき賛辞を送らせていただきたい。

前インターナショナル・イスラミック大学

言語・文学部学部長　モイヌッディーン・アキール
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永遠の書／目　次







訳者・作品紹介　モイヌッディーン・アキール




Ⅰ　祈願（Monājāt）

１　祈願（Monājāt）

２　天の序詩　創造の第一日、天は大地を叱責（tamhīd-e āsmānī, nokhostīn rūz-e āfarīnesh, nekūhesh mī-konad āsmān zamīn-rā）

３　天使の歌（nāghme-ye malāyek）

４　地の序詩　師ルーミーの霊が現れ、預言者ムハンマドの昇天の秘密を説明する（tamhīd-e zamīnī, āshkārā mī-shavad rūh-e hazrat-e rūmī va sharh mī-dehad asrār-e meʻrāj）

５　時空の霊である時の神ザルワーンは旅人を天界の旅へ連れ出す（zarwān ke ruh-e zamān o makān ast mosāfer rā be siyāhat-e ʻālam-e ʻolvī mī-barad）

６　星々の鼻歌（zamzame-ye anjom）




Ⅱ　月光天（falak-e qamar）

１　月光天（falak-e qamar）

２　月にある洞窟の一つに住み、インドの人が世界の友ジャハーン・ドゥーストと呼んでいたインド人の聖者（ʻāref-e hendī ke be yekī az ghārhā-ye qamar khalvat gerefte va ahl-e hend ū rā jahān dūst mī-gūyand）

３　インドの聖者の九つの見解（noh tā sokhan az ʻāref-e hendī）

４　ソルーシの出現（jelve-ye sorūsh）

５　ソルーシの声（navā-ye sorūsh）

６　ヤルガミードの渓谷への旅　天使たちはそれをタワースィーンの渓谷と呼んでいる（harakat be vādī-ye yargamīd ke malāyeke ū rā vādī-ye tavāsīn mī-nāmand）

７　ブッダの教え　媚態を見せる踊り子の後悔（tāsīn-e gautam, toube āvardan zan-e raqqase-ye ʻeshve forūsh）

８　ゾロアスターの教え　ゾロアスター教の悪神アフレマンによるゾロアスターの試練（tāsīn-e zartosht, āzmāyesh kardan ahreman zartosht rā）

９　キリストの教え　トルストイの夢（tāsīn-e masīh, roʼyā-ye hakīm tālstāī）

10　ムハンマドの教え　カアバの聖域でのアブー・ジャハルの追悼（tāsīn-e mohammad, nouhe-ye abūjahl dar haram-e kaʻbe）




Ⅲ　水星天（falak-e ʻatārod）

１　ジャマール・ウッディーン・アフガーニーとサイード・ハリーム・パシャの霊との対面（ziyārat-e arvāh-e jamāl uddīn afghānī-o saʻīd halīm pāshā）

２　宗教と祖国（dīn o vatan）

３　社会主義と王制（eshterāk-o molūkiyat）

４　東洋と西洋（sharq-o gharb）

５　クルアーンの世界の基本的な信条（mahkamāt-e ʻālam-e qorʼānī）

[image: １]　神の後継者としてのアーダムの役割（khelāfat-e ādam）

[image: ２]　アッラーの支配（hokūmat-e allāh）

[image: ３]　大地は神の所有（arz melk-e khodā st）

[image: ４]　英知は大いなる神の賜り物（hekmat kheir-e kasīr ast）

６　ロシアの民に対するアフガーニーからのメッセージ（peighām-e afghānī bā mellat-e rūsīye）

７　ゼンデ・ルードの叙情定型詩ガザル（ghazal-e zende rūd）




Ⅳ　金星天（falak-e Zohre）

１　金星天（falak-e Zohre）

２　昔の諸民族の神々の集会（majles-e khodāyān-e aqvām-e qadīm）

３　バアルの歌（naghme-ye baʻl）

４　金星天の海に降りファラオとキッチナーの霊を見る（forū raftan be daryā-ye zohre va dīdan arvāh-e ferʻoun-o kitchner rā）

５　スーダンの托鉢僧が現れる（namūdār shodan darvish-e sūdānī）




Ⅴ　火星天（falak-e merrikh）

１　火星天の人々（ahl-e merrikh）

２　火星人の天文学者が天文台から現れる（bar āmadan-e anjomshenās-e merrikh az rasad-gah）

３　マルガディーンの町を巡る（gardesh dar shahr-e marghdīn）

４　預言者であることを主張した火星天の乙女（ahvāl-e dūshīze-ye merrikh ke daʻvī-ye resālat karde）

５　火星天の女性預言者の説教（tazkīr-e nabīye-ye merrikh）




Ⅵ　木星天（falak-e moshitarī）

１　天国に止まっているのではなく永遠に動き回っていることを望んだハッラージュ、ガーリブそしてクッラトル・アイン・ターヒラの偉大なる霊（arvāh-e jalīlah-e hallāj-o ghāleb-o qurratul ʼain tāhere ke be neshīman-e beheshtī nagardīdand va begardesh-e jāvdān gerāyīdand）

２　ハッラージュの声（navā-ye hallāj）

３　ガーリブの声（navā-ye ghāleb）

４　ターヒラの声（navā-ye tāhira）

５　ゼンデ・ルードはその困難をこれら霊の前で述べる（zende rūd moshekelāt-e khod rā pīsh-e arvāh-e bozorg mī-gūyad）

６　別れの人の長イブリースの登場（namūdār shodan khāje-ye ahl-e ferāq eblīs）

７　イブリースの嘆き（nāle-ye eblīs）




Ⅶ　土星天（falak-e zohal）

１　国や共同体に対し謀反を起こし地獄が受け入れなかった卑しい霊（arvāh-e razīle ke bā molk-o mellat ghaddārī karde va dūzakh īshān rā qabūl nakarde）

２　血の海（qolzom-e khūnī）

３　インドの魂が現れる（āshkārā mī-shavad rūh-e hendūstān）

４　インドの魂は嘆き悲しむ（rūh-e hendustān nāle-o faryād mī-konad）

５　血の海の船に乗っている者からの嘆き（faryād-e yekī az zouraq-neshīnan-e qolzom-e khūnīn）




Ⅷ　空の向こうに（ān sū-ye aflāk）

１　ドイツの哲人ニーチェ（maqām-e hakīm-e almānavī neitzche）

２　天国の園への出発（harakat be jannat-e alferdous）

３　シャラファニッサーの宮殿（qasr-e sharaf-n-nisā）

４　アミール・カビール・ハズラト・サイヤド・アリー・ハマダーニー廟とムッラー・ターヒル・ガニー・カシュミーリー廟への参詣（ziyārat-e amīr kabīr hazrat sayyed ʻalī hamadānī-o mollā tāher ghanī kashimīrī）

５　ハマダーン王の御前で（dar hozūr-e shāh-e hamadān）

６　インド人の詩人バルタリーハリーとの会見（sohbat bā shāʻer-e hendī bartarīharī）

７　東洋の諸王ナーディル、アブダーリー、スルターン・シャヒードの宮殿へ（harakat be kākh-e salātīn-e mashreq nādir, abdālī, sultān shahīd）

８　ナースィル・フスロー・アラヴィーの霊が現れ、ガザルを詠んで去る（namudār mī-shavad rūh-e nāser-khosrou ʻalavī va ghazal-e mastāne sarāyīde ghāyeb mī-shavad）

９　カーヴェーリ川へのスルターン・シャヒードのメッセージ　生と死そして殉教の真実（peighām-e sultān shahīd be rūd kāverī, haqīqat-e hayāt-o marg-o shahādat）

10　最上階の天国を去ろうとするゼンデ・ルードへの天女たちの要求（zende rūd rokhsat mī-shavad az ferdous-e barīn va taqāzā-ye hūrān-e beheshtī）

11　ゼンデ・ルードのガザル（ghazal-e zende rūd）

12　神に拝謁する場で（hozūr）




Ⅸ　ジャーヴィードに宛てて　新世代の若者へのメッセージ（khetāb be jāvīd, sokhane be nezhād-e nou）







解説／『永遠の書』とイクバール

主要参考文献

訳者あとがき

著者略歴・訳者略歴






装幀　山崎　登







本詩集中には、現代の社会通念や今日の人権意識に照らして、不当・不適切な表現や語句、女性・民族にまつわる差別的表現や宗教的偏見などが見られる部分があります。しかしながら、執筆当時の時代背景と本書の資料的意義を考慮し、原語訳に近い状態で掲載しております。












Ⅰ　祈願





　この寓意詩は「祈願」から始まる。その基本的なことは、「わたしは一時の者、わたしを永遠な者にしてほしい」という祈りである。イクバールによると、人間は時空（時間と空間）を征服しない限り永遠になれない。したがって、時空を征服することが祈りである。この祈りの下に、もし人間が永遠になることを望むなら時空を圧倒せよとメッセージを出している。そしてこの詩の根本的な思想は、生の目的は人間の中に神の属性が生じるように、人間は預言者ムハンマドの愛をもって時空に優越するように努めなければならないということにある。

　「祈願」の後に「天の序詩」が来る。その中で天地創造が述べられると、天は地を侮り嘲る。地は恥らい神に助けを求める。神はやがてそこに人間が現れると言い慰める。

　その後、「地の序詩」が来る。詩人はその中でペルシア文学最大の神秘主義詩人ルーミー（一二〇七～七三年）の詩を口くち遊ずさんでいるとルーミーの霊が人間の姿で現れる。詩人はルーミーに物の存在や預言者ムハンマドの昇天、人間の誕生などについて問う。

　ルーミーへの問いの答えに不安になっている時に詩人の前に、時空の霊である「時の神」が現れ、詩人は時の神の言葉とルーミーの案内で惑星天への旅を決心する。













１　祈願




１





人間は七（１）色の世の中で

毎瞬　竪琴のように嘆（２）いている。

親友を求める願望が人間を燃え上がらせ

遣る瀬なき嘆きを人間に教えている。

しかし水と土でできているこの世界が

心を持っているとど（３）うして言えるか。

海も荒野も　山や草地も　口（４）をつぐみ耳が聞こえず

空も太陽も月も　口をつぐみ耳が聞こえず。

空に群星があっても

それぞれが互（５）いに孤独である。

それぞれがわれらのように哀れで

青い宇宙の中の放浪者である。

隊商には旅の糧食の準備がなく

見渡す限りの空と長く続く夜だけがある。

こ（６）の世界が獲物でわれらが猟師か

それともわ（７）れらは忘れられてしまった捕らわれ者か。



　わたしは号泣　だがど（８）こからも声は上がらず

　ああ友よ　ア（９）ーダムの息子たちはどこにいるのか。





１

◎この叙事詩の全体は祈願の詩をもって始まる。この祈願の詩は六連から成っている。

◎１この世界で人間の地位とは何か。すなわち人間がこの世界の支配者か、それとも世界が人間を支配しているのか。この問いの返事は誰からもない。

（１）この世界の意。世界は、地、風、火、水の四大要素でできており、その中に、緑、赤、黄、白、青、黒、茶の七つの色がある。

（２）人間はこの世に来る前、霊の姿で神の近くにいたが、神と別れて来てこの世で不安。

（３）人間の嘆きに反応しないのに。

（４）胸の中に心がないので。

（５）ほかの様子がわからずに。

（６）この七色の世界はわれわれのために作られたか。

（７）世界の混乱により人生の目的を忘れ、迷路に迷い自分を失ってしまった者。

（８）誰からも同情の声はなかった。

（９）人間の親友。






２





わたしは四（１）方向がある世界の日を見た

それが出ると　その光は宮殿や路地を輝かす。

その日の存在は惑（２）星の動きのお陰である

それはあった　終わった　の言葉以外に何もない。

その日は吉兆である　太陽の日に煩わずらわされず

そ（３）の朝が午後とならず夕べとならない日は。

もし人間の魂がそのような日でも輝くと

声（４）は色のように見ることができる。

そのような日の光で隠れていたものが現れる

その時は永遠であり　決して終わることがない。



　神コダーよ　わたしにそのような日をお恵み下さい

　情（５）熱のない日から　わたしを救ってくれるような。





◎２人間が時間と空間（時空）の世界から解放されると見えない世界も見えてくる。それゆえ、時空の世界から解放されることを祈る。

（１）東西南北のある世界。

（２）太陽のお陰である。太陽が出ると存在し、沈むと消える。日とは一時的である。

（３）このような日々を知る者は神秘主義者スーフィーの聖者だけである。

（４）聞こえるだけでなく、隠れているものが現象として現れる。

（５）太陽の回転に従い動く日。それらの日は宗教を知らず無目的で生きることから心の敵である。






３





「征（１）服の節」は誰の威厳の中にあるか

この紺碧の空（２）は誰の威厳への困惑か。

諸（３）々の名前の秘密を知る者は誰だったか

その酌人と酒に陶酔した者は誰だったか。

神よ　あなたは全世界の中から誰（４）を選んだか

宇宙の秘密をあなたは誰に明かしたか。

あなたの矢がわれらの胸を射抜いた

「わ（５）れを呼べ」の言葉を誰が言ったか　誰に言ったか。

あ（６）なたの顔はわが信頼でありクルアーンである

あなたはなぜ輝きの顕現をわたしにお与えにならなかったのか。



　太（７）陽のたくさんの光線の放出でも

　太陽の光の富は尽き果てない。





◎３人間に時空を征服する能力があるかの疑問が生じる。その回答としてイクバールは人間の優秀性をクルアーンで説明する。

（１）神は人間のために天と地にあるすべての物を支配した。クルアーン第45章13節参照。さらに太陽と月を支配し昼夜を作った。クルアーン第14章33節参照。

（２）堂々たる空ですら人間に困惑。

（３）人間。神はアーダムに諸々の名を教えた。クルアーン第２章31節参照。

（４）アーダムやヌーフ（ノア）など。クルアーン第３章33節参照。

（５）神が人間に。われに祈れ、そうすればおまえたちに答える。クルアーン第40章60節参照。

（６）神はわたしにとりすべて。

（７）あなた（神）の顕現をわたしに与えても、その損失はなくわたしの人生は輝く。






４





現代は理性が足枷となっている

わたしが持つ落（１）ち着きのない命はどこにあるか。

生は長（２）い間もがく

それで一（３）つの不安な命が現れる。

もしあ（４）なたが気を悪くなさらないなら申し上げますが

こ（５）の地は願望の種には適していません。

この不毛の地から

もし一（６）つの心でも生まれるなら幸運と思って下さい。

あなたは月　わが寝室にどうか来て下さい

束の間でいいですからわが命の光のなさをご（７）覧になって下さい。



　炎（８）を枯れ草から離して置くとは　なぜですか

　雷が落ちるのを恐れるとは　なぜですか。





◎４ムスリムが理性の奴隷になり、愛の力を忘れてしまった現状を示し、再び愛の力を取り戻し精神的進歩が生じることを願う。

（１）愛の感情が見当たらない。

（２）隠れた力や能力を示すために。

（３）神を恋する心。

（４）神よ。

（５）物質主義と利己主義が通用している所では愛の願望は生まれない。

（６）真の愛に目覚めた心。

（７）神の恵みで暗いわが人生を輝かせてほしい。

（８）わが人生を神の輝きの顕現で輝かせてほしい。






５





わたしは生きている間　あなたから離れて生きてきました

こ（１）の青い空の向こうにあるものをわたしに見させて下さい。

閉った戸をわたしのために開けて下さい

この土の人間を天使たちの親（２）友にさせて下さい。

わが胸に恋の火を燃やさせて下さい

沈（３）香は残し　薪は燃やしてしまって下さい。

その沈香を火の上に焼くべて

世（４）界にその煙を広めさせて下さい。

わたしの酒杯の火を強くして下さい

知らぬ振りをして一度わたしに目（５）をかけて下さい。

われらはあなたを探します　だがあなたはわれらの視界の内にはおられません

そうでない　われらが盲目　あ（６）なたはいらっしゃる。

どうかその秘密のベールをのけて下さい

あるいは見えないこ（７）の命を引き取って下さい。

わが思想の棗なつめ椰や子しの木は葉や実がつく当てがありません

斧おのを送るか　夜明けのそよ風を送るかのど（８）ちらかにして下さい。

あなたは理（９）性を与えてくれましたが狂（10）気も与えて下さい

内（11）面の魅惑の方にわたしを導いて下されるように。

知識は思（12）考の中に場所が得られます

愛の住み処は眠りなき心の中にあります。

知識は愛（13）の恩恵を受けない限り

それは思想の芝居小屋以外の何物でもないのです。

この芝居小屋はサ（14）ーミリーの魔法です

知識には神聖な魂がない魔法使いです。

賢者は顕現なしでは道を取りませんでした

そ（15）の光を欠く者は自らの思考の混乱で死にました。

人生は顕（16）現なしでは苦痛です

理性は遠（17）のき　宗教は強（18）制となります。

山や荒池　海や陸地のこの世界を

われらは見（19）ることを望み　それらは様（20）子を語ります。

この流浪の心に目的地を与えさせて下さい

この月（21）の欠けらをもう一度月に合わせてやって下さい。

わ（22）が土から言葉以外何も生じないとはいえ

別れの言葉はいつになっても終わりません。

この大空の下わたしは自分を見知らぬ者と考えています

天（23）の向こうから述べて下さい　「お（24）まえの近くにいる」と。

太（25）陽や月が動き沈むように

この方角が　北も　南も沈み消えてしまう。



　（26）昨日きのうと明あ日すの魔術からわたしは出よう

　月や太陽　星々から成る世界からも出よう。





◎５イクバールはさまざまな仕方で神の恩寵を民族に与えるように神に祈る。

（１）わたしの神からの別離を巡り合いに変えられるように。

（２）そうすれば天使のように神に会えるので。

（３）沈香は愛、薪は理性の意。

（４）わたしに真の愛を与えよ、そしてそれをわたしの詩によって人間の間に広めさせよ。

（５）強い酒にするには神の恵みが必要である。

（６）神の顕現はいたる所にある。それを見るためには眼識が必要。その眼識の力を与えよ。

（７）あなたが見えない命では無駄なので。

（８）木を切ってしまうか、木を育てるかの決断ができるように。

（９）人間の思考。

（10）愛の心。

（11）あなたの愛の情熱に陶酔するために。

（12）霊的認識や神を知る心。

（13）知識の重要性や偉大さは愛により生じる。愛のない知識は頭脳の輝きだけを示すもの。

（14）預言者ムーサーの時代の魔術師で、かれら（イスラエルの民）のために吼ほえる仔牛の偶像を作り人を騙す。クルアーン第20章88節参照。

（15）愛における神の指示の顕現を受けない者。

（16）神の愛の顕現。

（17）人生の真実から遠のく。

（18）圧力や暴力となる。

（19）神を。理性は見えないものを信用しない。それを信じるものは愛である。

（20）山や海などに神の様子がある。

（21）心を愛の情熱で溢れさせよの意。かつて月は微塵に裂けた。クルアーン第54章１節参照。

（22）わが仕事は詩作である。だが別離の言葉を正確に完全に述べることができない。

（23）神よ。

（24）われは本当に（僕しもべたちの）近くにいる。クルアーン第２章１８６節参照。

（25）時空による捕らわれから解放される。

（26）あなた（神）との近づきが得られれば時空の囚人になる代わりに、それを征服できる。わたしは世界の従属者でなく、世界がわたしの従属者となる。






６





あ（１）なたは永遠の輝き　われらは火花のようです

われらは一息か二息を持ち　そ（２）れも一時の借り物です。

あ（３）なたは生と死の葛藤を知りません

その僕しもべは誰　神を嫉（４）妬する僕は誰ですか。

その僕は世界を征服しているが忍耐力がありません

神が近くにあろうと遠くにあろうと気（５）にしません。

わ（６）たしは一瞬の者　わたしを永遠の者にして下さい

地上の人から　わたしを天の人にして下さい。

わたしの言行に抑（７）制力を与えて下さい

道は明らか　その道（８）を行く速度を与えて下さい。

わ（９）たしが述べたことはほかの世界のことです

この本はほ（10）かの天についての話です。

わたしは海　わたしの中に台（11）風がないということは間違いです

わたしの底深い所まで下りて来た人はどこにいますか。

世間の人々がわが海岸に下りて来て休んでいました

しかしこ（12）れらの人々は波の動きを見る以外　何も見ていませんでした。

わたしはかつての老師たちには絶（13）望しています

わたしは来るべき日のことについて語ります。



　神よ　わが詩が若者にとって平（14）易なものでありますように

　わが海が若者にも渡りやすくなりますように。





◎６イクバールは永遠の生などの願望を一括して提示している。

（１）神よ。

（２）死がいつ来るかわからず、生きることもままならない。

（３）神は永遠で生死の問題に煩わされない。

（４）永遠の生は只ただで得られるものでなく努力する者が得られる。

（５）ただ永遠の存在となれるかどうかだけの関心がある。

（６）わたしが永遠の人になれるようにわたしに時空を征服させ、愛の情熱で満たさせてくれ。

（７）わが言行に矛盾と性急さが生じないようにイスラーム法の神佑を与えよ。

（８）神の導きの方へ行く神佑を。

（９）これを理解する者はいない。

（10）物質主義の世の話ではない。

（11）わが詩は熱情と熱気に満ちている。

（12）人々はわが詩を普通の詩として読み、その真髄を理解し実行することはなかった。

（13）わが詩に関心を示さず、わが深いところを理解しなかったので。

（14）若者がわが詩とメッセージを理解し、それを実行し将来を輝かせるように。









２　天の序詩　創造の第一日、天は大地を叱責




１





生（１）は見えないものと見えるものの楽しみから

この遠近の世界の絵を生んだ。

生は息（２）の線をそれぞれ切り離した

日（３）々の驚きの家に色を与えた。

どこででも自（４）己顕示の喜びで

われは別の　あなたも別の叫びを上げた。

月（５）や星々に優美な歩みが教えられ

百（６）の灯明が空に点けられた。

青い大空に太陽が

金（７）糸織りの天幕を張り　銀糸で編んだ綱で縛った。

地（８）平線から最初の朝日が昇り

新しい世界を抱き始めた。

人間の世界は土（９）の家でただそれだけ

その荒野には隊商もなくただそれだけ。

小川は山々とぶ（10）つからず

砂漠では雲は切れ切れにならず。

小鳥たちは藪や茂みで歌わず

鹿は牧草地を駆けずり回らず。

そ（11）の海や陸地には生きた者の姿はなく

立ち上る煙はそれぞれがマントを纏った姿だった。

草地は春風を見ていず

地の底で深い眠りに浸っていた。

大地を青空が嘲（12）った

「わたしはどんなものの状態もこのようには見なかったぞ。

わが大空の　おまえのような盲目はどこにいるか

わ（13）がカンテラの明かりを除き　おまえの光はどこにあるか。

もし土埃がア（14）ルヴンド山になったとしても　土埃以外の何物でもない

天（15）のように輝いたり永遠であったりしない。

そうでないなら魅力的な仕方で毎日を過ごせ

それとも自らの不足を恥じらって死んでしまえ」

地は天のこの嘲りで赤面し

絶望し　ふさぎ込み　疲れ果ててしまった。



　そ（16）れは神の前で光なき苦痛でのた打ち回った

　すると天の向こうから声がしてきた。





２

◎天も地も神が創ったものであるが、天の方が地より良く見える。そこで天は地を嘲る。地は耐えきれずに神に助けを求める。だが実際は神は地の方に力を入れていた。この詩は二連から成る。

◎１前半は神による世界の創造、後半は天による地の嘲りである。

（１）絶対の生、すなわち神の属性。神の顕現の願望がこの世のいたるところに形となって現れ出た。

（２）過去も未来もない真の時の線。

（３）人間は真の時間を知らず、時を線のように考え、過去、現在、未来に分けた。

（４）誰もの中でその自我が他の自我への同化を嫌うので。

（５）神は回転や動きを教えた。

（６）大地に近い天を神は照明で飾った。クルアーン第41章12節参照。天地創造の始まり。

（７）太陽光線。

（８）朝夕の連続が始まる。

（９）人間が大地に送られて来るまでもちろん、世界はあったがその輝きはなかった。

（10）小川は山々から流れ出ていなかった。

（11）表面的にはなんでもあったがその魅力や輝きはなかった。

（12）この様子を見て天は地を嘲り始める。

（13）太陽や月の光。

（14）イランのハマダーンの名山。

（15）確固とした天のようでなく土埃となって飛散してしまう。

（16）大地は自分に光がないことを嘆き神に助けを求める。






２





受（１）託者よ　おまえは自分の預（２）かり物に気づいていない

悲しむな　おまえは自分の心の中をよく見てみよ。

輝く日々はおまえの生（３）の騒ぎから生まれるのだ

おまえが辺（４）りで見る光からではない。

夜明けの光は　傷（５）を持つ太陽のせいである

命の光は　日（６）々の埃に塗まみれない。

命の光は道なき道の旅をも照らし

太陽や月の光線の速さより速い。

命の碑よりおまえは希望の絵を洗い落としてしまったか

命（７）の光はおまえの土から生じるのを知らないのか。

人（８）間の（アーダム）知能は世界中に夜襲を掛けるだろう

その愛は場（９）所を越えて夜襲を掛けるだろう。

その思考は案内人なくて道（10）を知る者となる

その目はジ（11）ブリールより覚醒している。

そ（12）れは土でできているが天使のように飛翔力がある

天（13）はその道の古い隊商宿に過ぎない。

それは空をチクチクと刺す

絹地の中の針先のように。

それは存在の裾の傷痕を洗う

そ（14）の目なしでは宇宙は盲目で暗い。

そ（15）れは神の賛美をせず血を流し合っているとはいえ

日々の生活にとって　そ（16）れは拍車のようである。

その目は宇宙で輝くだろう

神の属性がそ（17）の性質の中に見られるので。



　「神（18）の存在の美の愛好者となった者

　そ（19）の者は全存在の長である」





◎２天の嘲りに対しそれに耐えられない地は神に助けを求める。神からの励ましが地にある。

（１）これ以下、神から地への声。

（２）神からの委託物であるアーダム（人間）が来る予定である。

（３）地における人間の活動のせい。

（４）太陽や月の光。

（５）沈むことの悲しみを持つ太陽。

（６）太陽の昇り沈みに影響を受けず色の褪あせることがない。

（７）人間の出現が地にあるので失望するなと地を慰める。

（８）人間の知能は世界を征服する。

（９）被造物の世界を越えた世界。

（10）人間の思考は正しい目的地や道がわかる。すなわち預言者ムハンマドの昇天を通して人間の時空の征服力を示している。

（11）神の側近で四大天使の筆頭。その目が見えないものも人間の目は見ることができる。

（12）神は人間を泥から作った。クルアーン第６章２節参照。

（13）人間は時空の世界を気にせず前進することができる。

（14）人間の存在がないとこの宇宙の輝きも終わる。

（15）人間は天使のように神の賛美はせず、いつも争っている。

（16）人間により世界の進歩が可能になっている。

（17）人間の中に神の属性がある。

（18）ルーミーの詩からの引用。

（19）神を愛し心に神を抱く者は全世界を支配するようになる。









３　天使の歌





ある日土（１）の一握りの輝きが天使たちのそれを超すだろう

ある日大（２）地はその運命の星のせいで天の楽園になるだろう。

そ（３）の思考が苦難の洪水で養育されると

ある日藍色の空の渦巻きの外へ出るだろう。

少しだけ人（４）間の真実を考えよ　われらに何を尋ねるか

今もその真実で痛んでいるがある日適（５）応したものとなるだろう。



　この陳腐なテーマがやがて本当になるだろう

　あ（６）る日神の心もその影響で血に染まるだろう。





３

◎天に嘲けられ悲嘆に暮れる地に対し、天使は地のすばらしい未来を予測する歌を歌い地を慰める。

　　この歌の詩はイクバールの『ペルシアの詩篇』からの引用で、その詩の中でイクバールは人間の優秀性と偉大さを述べている。

（１）人間の輝き。

（２）今まで天に嘲けられてきた地。

（３）人間の思考は物質主義に捕らわれてきたが愛により超人的な力を得れば時空の虜から解放される。

（４）神が人間を自分の後継者にしたこと。クルアーン第２章30節参照。

（５）人間が神の愛により自らの中に神の特質を得て神の後継者になる。

（６）単に一塊の土の人間が自我を知り霊的認識を得、神の後継者に相応しくなると、神は創造者として人間を自らの傑作と考え愛するようになる。









４　地の序詩　師ルーミーの霊が現れ、預言者ムハンマドの昇天の秘密を説明する




１





混乱を起こす愛（１）は町に無関心

その炎は町の喧噪で消える。

それは荒野や山岳地帯で孤独を探す

あるいは岸辺も見えない海で。

友の中に親友が得られなかったのでわ（２）たしは

海岸でしばらく休んだ。

海と太陽の沈む賑やかさ

海の青さが夕焼けでルビー色に染まった。

日没の光景は目（３）の不自由な人にも光景の楽しみを与える

夕暮れにも夜明けの彩りを与える。

わが心とわたしは話していた

心には願（４）望や何やら探求心もあった。

わ（５）たしは一時の者で永遠とは縁がなく

生きていても真の生とは縁がなく。



　喉は渇（６）いていたが泉（７）から遠く

　わたしは思わず（８）叙情定型詩ガザルを口にした。





４

◎イクバールは友を求めていたが得られない。憔悴し夕暮れの海岸をさまよいながらペルシア文学最大の神秘主義詩人、ルーミー（一二〇七～七三年）の叙情定型詩ガザルを口にすると、ルーミーの霊が現れる。後にイクバールはルーミーの霊の案内で天空の惑星を訪れ、幾人もの歴史上の人物の霊と面会することになる。この詩はルーミーとの対面と質問で七連から成る。

◎１イクバールが友を求めてさまよっているところである。

（１）愛の確保のためには、その関心が恋人の方に向くように孤独や荒廃が必要である。

（２）イクバールは。

（３）見る楽しみを欠く人間の意。

（４）願望や探求心が何かについては次の対句で述べている。すなわち永遠の生のために努力をしない人間性は真の生でない。

（５）自分と人間の二つの意味。

（６）一時的な渇きでなく長年にわたる渇き。

（７）教えを乞える導師の意。

（８）自分の悲しみを紛らすためにルーミーによる次の２のガザルを詠む。ガザルとは二行で一つの完結した意味を持つ対句が奇数個によって構成される叙情定型詩のことである。






２





「唇を開けてくれ　わたしはそ（１）の甘さを口にして見てみたい

その顔を見せてくれ　わたしはそ（２）の庭園や果樹園を見てみたい。

片手に酒の杯をもう一方の手にあの人の巻き髪を取って

舞台の真ん中で踊って見てみたい。

おまえは気取って言った　わたしを怒らせないでもう行って

わたしを怒らせないでのその言葉　も（３）う一度聞いて見てみたい。

知能第一の者よ　愛で支離滅裂となったところを見せてくれ

恋人よわたしはおまえが頭に血を上らせて話すところを見てみたい。

運（４）命の水やパンは洪水のように不誠実　だが

わたしは鰐わにや海にもかかわらず　魚（５）になって見てみたい。

わが命はフ（６）ァラオやその暴虐にうんざり

イムラーンの息子ムーサーの懐のあの輝（７）く手になって見てみたい。

昨晩シ（８）ャイフが灯明をかざして町中を歩き回りながら言っていた

わたしは悪魔や猛獣にうんざり　本当の人間に会って見てみたい。

現代の社会の怠慢な担い手が悲しい

神のような獅子や物語の中のロ（９）スタムに巡り合って見てみたい。



　だがそんな人はどこにも得られない　うんと探してみたが

　シャイフも言った　われらもうんと探して見てみたが　だが是非とも会って見てみたい」





◎２ルーミーのガザルの引用である。この詩のそれぞれの二行は抑圧されている者の気持ちを述べているが、それは友が得られないイクバールの気持ちとも通じるところがある。

（１）恋人と話してみたい。

（２）恋人の美しく魅力的な顔。

（３）恋する者は恋人の仕草に魅了されるため。

（４）他の者が与えてくれる食料。

（５）危険な中にあっても自ら探す者になりたい。

（６）古代エジプト王。ムーサーの時代にエジプト王は神と称す。

（７）預言者ムーサーの奇跡の白い手。クルアーン第27章12節参照。

（８）神秘主義者の師。

（９）フィルダウスィー作『王書シャー・ナーメ』に出てくるイランの英雄。






３





落ち着きのない波は水の寝台で眠った

日が沈み地平線上は薄暗くなった。

夕方は太陽からその欠けらを掠かすめ取った

屋上にいる美女のような星々の。

ルーミーの霊が天の幕を破り

山の後ろより現（１）れた。

その時ルーミーの顔は太陽のように輝いていた

その老齢は青春のように瑞々しかった。

容姿は神の輝きで　神々しかった

頭から爪先まで全身　神の喜びに溢れていた。

そ（２）の唇の上に存在の隠れた秘密があった

語（３）句と声の鎖を自ら解いた。

そ（４）の言葉は前に鏡が吊されているようだった

そ（５）の知識には心の情熱が混ざっているようだった。

わたしはルーミーに聞いた「存在と不在とはなんなのですか

称賛に値すること値しないことの意味とはなんなのですか」

ルーミーは言った「存（６）在とは自分を見せることの願望である

自らを明らかにすることは存在の要求である。

生（７）とは自らを自分のために飾ることである

そして自らの存在のために証拠を求めることである。

神（８）が創造の日に人々に呼びかけ集まりを飾った

僕たちもその存在の証拠を求めなければならない。

おまえが生きているか死んでいるか　死に近いか

それを知るために三（９）人の証人より証拠を求めよ。

最初の証人は自らの意識である

自分自身を自らの光で見ることである。

第二の証人はほかの者の意識である

自分自身をほかの者の光で見ることである。

第三の証人は神の存在の意識である

自分自身を神の存在の光で見ることである。

この光の前でもしおまえが堅（10）固な者なら

自（11）らを神のように永遠に生きる者と考えよ。

その場所に到達することこそ生である

神の存在を覆（12）いなしで見ることこそ生である。

完全人間マルデ・モミンは属性に満足していない

したがってムハンマドは神（13）の存在以外　満足していない。

ムハンマドの昇（14）天とは何か　証（15）人の願望である

証人の面前で試（16）すことである。

裏づけのない公正と言われる証人では

生がわたしにとってはバ（17）ラの花の色や匂いのようなものとなる。

その公正な証人の前では誰も確固としていられない

も（18）し確固としていられるならばそれは試金石で完全である。

おまえが粒子なら手から輝きを失うな

結び目の中にある輝きをしっかりつかめ。

自らの光を増加させることはいいことだ

太（19）陽の前で自己を試すことはいいことだ。

古びた彫像はさらに削れ

自（20）らを試し存在の者となれ。



　こ（21）のような存在こそ称賛に値する

　さもなければ人生の火は単なる煙だ」





◎３暗くなるとルーミーの霊が神々しい人間の姿で現れた。イクバールは存在とはどういうことかと、ルーミーに問う。さらに預言者ムハンマドの昇天とは何かとも問う。

　　ルーミーはそれは神の前にあることだと言う。

（１）人間の姿で。

（２）ルーミーの詩（マスナヴィー）。

（３）存在の秘密をはっきり述べた。

（４）その言葉には輝きがあった。

（５）その知識には効力があった。

（６）神の前で安定していられること。

（７）生とは個を維持するためにその説明を自らし、そして他より自らを区別するものを作ることである。

（８）あなたがたの主がアーダムの子孫の背骨からかれらの子孫を取り出され、かれらを自らの証人とされた時を思え。クルアーン第７章１７２節参照。

（９）これら三人の証拠の記述は次の対句以降である。

（10）おまえが確固としており神の属性を持つ者なら、おまえも永遠に生きられる。

（11）人間は神の代理人（クルアーン第６章１６５節参照）で最も優れた神の造物であるが、それを証するには人間は自らの努力で自らをそれに相応しくすることである。

（12）心の目で見ること。

（13）神と会って神を見る以外に。ムハンマドの昇天の暗示。

（14）ムハンマドがある夜、天に昇り、アッラーの御許まで達し、再び地上に戻ったとされる伝承。

（15）神の存在を証言する者になること。

（16）証人よりその確実性の証言を求めること。

（17）色や匂いは一時的なもの。強固さが生じない限り、そしてその強固さを公正な証人が証言しない限り、その生が花にとり不忠な色や匂いのように、人生は役に立たず価値がない。

（18）それが公正な証人の前で確固たることを見せてそれを認めさせることは誰の力でもない。

（19）太陽の前で粒子のような小ささでも神はその中に輝きを生んだ。その輝きで完全人間になれる。

（20）自我を安定させ真の恋人の前に立てるようにせよ。この試練での成功がおまえの存在の証拠となる。

（21）良い立場を得た者は正しい意味で存在の場にある。それ以外の人は悪いところにある。






４





再（１）びわたしは言った「神（２）の前にいかにして行けるのですか

土と水の山をいかにして割れるのですか。

独裁者と創（３）造主には命令と創造作用が及びません

われわれが運（４）命の釣り針で喉が傷ついている時に」

ルーミーは言った「もし権（５）能がおまえの手に入ったら

おまえは天の限界を壊すことができる。

この宇宙がおまえの前でベールを外すまで待て

お（６）まえの裾から四方の周りを洗い清めるまで待て。

その存在の中におまえは不足も過多も見ないだろう

お（７）まえは自らをそれで見　それを自分で見るだろう。

諸（８）天と地の端からの脱出の要点を覚悟しておけ

さもなければおまえは蟻やバッタのように泥の中で死ぬ。

善良な人よ　おまえは誕（９）生の仕方で

四方向の世界の中にやって来た。

おまえが再び生まれることができるように

おまえは時空の結びを自分で解くことができる。

しかしその誕生は水（10）や土からではない

そのことを敬（11）虔な人は知っている。

そ（12）れはやむを得ないことであるが　こ（13）れは意図的である

それはベ（14）ールに隠れているがこれは公然としている。

それは泣きながら生まれ　これは笑いながら生まれる

すなわちそ（15）れは求める者であり　これは得る者である。

それは宇（16）宙の中での安息と散策である

これが世（17）界の外への散策であるのに。

そ（18）れは日夜の不足である

それに対してこ（19）れは日夜が乗り物である。

子供の誕生は腹の裂けること

大人の誕生は世（20）界が裂けること。

両方の誕生にア（21）ザーンが証明となる

それは唇で言い　こ（22）ちらは命を賭けて。



　覚醒した命が体に生じると

　古（23）い世界の中に地震が起こる」





◎４イクバールは人間は時間の制限があるのに神の前にいかに行けるかとルーミーに問う。ルーミーは人間は誕生でこの世に来たがこの世の限界と制限から自由になれればと言う。

（１）イクバールはその回答で問う。

（２）神と僕との間には時空の多くの障害が横たわっているので。

（３）至高神の意。

（４）時空に捕らわれている時に。

（５）この語の出所はクルアーン第55章33節参照。

（６）努力せよ。そうすれば時空の限界が終わる所に到着でき、宇宙の真実がわかる。

（７）宇宙の真実がわかることで時空の考えがなくなりすべてがアッラーとなり、神の前の存在は栄誉となる。

（８）脱出はできない。脱出には権能が必要である。クルアーン第55章33節参照。

（９）母親の腹から生まれること。

（10）母親の腹からではない。

（11）スーフィー求道者は意志と努力でその目的地に達することを知っている。

（12）母親から子供が生まれること。

（13）第二の誕生。

（14）母親の腹の中で育つ。

（15）生まれる時に。

（16）時空の限界に捕らわれている。

（17）時空の限界から自由になる。

（18）時空の限界の束縛がある。

（19）宇宙の乗り手となっている。

（20）宇宙を征服して無限の世界へ行くことである。

（21）礼拝の告知。

（22）全人生にアザーンの精神が含まれ、第二の誕生には覚醒した精神がある。

（23）日ごとに神は、（新たな）御み業わざで処理なされる。クルアーン第55章29節参照。






５





わたしは言った「この誕生が何なのかわからないのです」

ルーミーは言った「これは生の見事さの一つだ。

生（１）の仕方は隠れているか現れているかである

前者は中にあって静止　後者は外にあって動きである。

時（２）に生は自らを集会で過ごさせ

時（３）にそれは自らを独居の中に集中させる。

その集会は性質の光で明るい

その独居は神の光で明るい。

理（４）性はそれを集会の方に引き寄せる

愛がそれを独居の方へ引き寄せる時に。

理性もこの世界と戦う

水（５）と土の魔法を壊すために。

道（６）のすべての石がそれに対し教育者となる

稲（７）妻や雲はそれに対し訴え始める。

そ（８）の目が視線の楽しみを知らないことはない

しかしそれは破戒僧のような大胆さがない。

したがって理性は道の恐れで目の不自由な人のように進む

蟻のようにゆっくりと進む。

知性は色（９）と匂いで多く込み入った様子となる

そ（10）れゆえ友の道でもゆっくりと進む。

その行為は漸次進む

わたしにはわからない　それがいつ目的地に達するか。

愛（11）は年月を気にしない

道（12）の速い遅い　遠い近いは気にしない。

理性は山の周りに亀裂を作る

あるいはその周りを崇めて回る。

山は愛の前で藁わらのようである

心の回転は月のように速い。

愛は住（13）居のない者に夜襲を掛ける

この世から墓を見ることなしに去る。

愛（14）の力は風　土　火ではない

その力は神経の硬度ではない。

愛は大麦のパンでハ（15）イバルを征服した

愛（16）は月の姿に割れ目を生じさせた。

ニ（17）ムルードの頭に一撃を加えずその頭を割った　愛は

フ（18）ァラオの軍勢と戦わずその軍勢を破った　愛は。

愛は命の中に　目の中に視力があるようにある

家の中にもあり外にもあるところの愛は。

愛は灰でも火花でもある

その役割は宗教や知識を超えている。

愛（19）は主であり明瞭な論証である

両方の世界とも愛の宝石である。

愛（20）とは時がない　だが昨日きのうや明日あしたはそこから始まる

愛（21）とは場がない　だが高い低いはそこから始まる。

愛が自我を神より求めると

全世界が乗り物となり　愛はその乗り手となる。

心の位置は愛で一層明白となる

こ（22）の古い偶像寺院の魅力は愛で偽りとなる。

恋する者は自らを神に引き渡す

明（23）らかな意味と違う解釈をする知能を恋する者は犠牲にする。

お（24）まえは恋する者か　こちらから周辺でない方向に行け

死を自らの体に禁忌と定めよ。

墓（25）場の棺桶の中で死人のような者よ

ラッパの者なしで起き上がれるぞ。

喉に良い旋律と歌を持っている者よ

土の中でいつまで蛙のように鳴いているのだ。

お（26）まえは時空に乗れ　そして

そ（27）の聖せい紐ちゅうの縺もつれより自由になれ。

それら二つの目　二つの耳を鋭くせよ

おまえが見るもの　それを熟慮して聞け。

蟻（28）の声を聞ける者なら誰でも

時代から　時代の持つ秘密を聞ける。

わたしからベールを焼き尽くす視線を取れ

目の中で捕らわれていない視線を」



　「人（29）間は視力である　残りは皮である

　視（30）力とは　友を見極めることの視力である。

　体（31）全体を視力の中に溶かせよ

　視力の中を行け　視力の中を行け　視力の中を」





◎５イクバールは人の第二の誕生がわからないと言う。ルーミーによれば、それは生のすばらしさの一つであり、愛が時空を圧倒してしまった証しなのである。

（１）見えない世界にあるか見える世界にあるかのどちらか。

（２）安息の世界にあり時空の制限より自由。

（３）絶対の生（神）はさまざまの多くの中に現れる。独居では唯一性の姿であったが。

（４）性質（属性）の顕現が人間の中に理性と愛の二つを生んだ。

（５）理性は外の世界を理解し、征服しようとするが、愛の感情なしでは成功しない。

（６）自然や宇宙の秘密を知るために理性が出ると。

（７）愛の意。愛は危険に対し恐れず心配せずに進む。

（８）理性の目。

（９）物質世界の中で。

（10）真の恋人を見る勇気を欠き、表面的なものしか見ない。

（11）理性と比較して。

（12）時空の制限や障害と衝突しながら進む。

（13）神。

（14）その強度は四大元素に基づいたものや物質的な力ではない。また肉体的なものでもない。

（15）アリー（？～六六一年、後の第四代正統カリフ）のハイバル征服を指す。

（16）ムハンマドの奇跡を指す。クルアーン第54章１節参照。

（17）アッシリアの抑圧的な王。預言者イブラーヒームを火中に投じたが、火は花に変わった。

（18）預言者ムーサーは、戦わずして古代エジプト王に勝つ。

（19）愛は宇宙を征服する、そして神まで達する。

（20）愛の感情に酔い、霊的認識を知ると宇宙を支配し征服する。

（21）愛の人には物質世界は不要。

（22）愛の心は物質世界の囚人にならない。

（23）真の恋人を恋する者は策略や口実で人間を現世的私益の幻覚に入れようとする知能に騙されない。

　というのはそれらの目的は高く損得を不要とするので。

（24）物質世界を不要として周辺でない世界、すなわち時空のない方向に進め。そのようにして死んでも生きてあれ、すなわち永遠であれ。

（25）自分の中に愛の情熱を生め。それで永遠になれる。体は死んでも魂は生きて永遠となる。墓から出るのにイスラーフィールのラッパは不要である。

（26）この物質的な宇宙を征服せよ。

（27）バラモンのように古い世界の虜になるな。

（28）預言者スライマーンの故事。クルアーン第27章18節参照。

（29）以下ルーミーの詩より。

（30）真の恋人を見ることができ、自分の心を覗き込むことができる力。

（31）全身を視力にすればそれらを征服できるので。






６





おまえはこれら九（１）天を恐れるのか　恐れるな

おまえはこの世の広さを恐れるのか　恐れるな。

時（２）と場に目を向けろ

これら二つは生命の状態の中の一つの状態である。

視（３）線は顕現に耐えられず

それゆえに昨日と明日の違いが生まれた。

土の中の土の粒子は暗闇で

空（４）の広さを知らない。

それでも幾らか土の粒子は知っているか　この広い空に

自ら枝を張って見せることを。



　その真価は何か、成長の気力

　これこそその真価　これこそそれである。





◎６人間の第二の誕生に関してルーミーはさらに言う。時空はわれら人間と分かれては恒久的な存在ではなく、さらにこれら二つは生命の中で一つの状態であると。

（１）クルアーン第65章12節によれば宇宙には七つの天と七つの大地がある。その七天を支えるクルスィーとその上の神の座を加えると九天となる。

（２）人間は真実を知らないせいで時空の威厳を理解する代わりそれらを真実と考え、その上に横たわっている。愛はこの魔法を壊す。そしてそれらを征服して利用する。

（３）時間も空間も永遠でなく、真の存在でない。

（４）土の外に何があるか知らない。






７





人は言う、体（１）は魂を乗せる駱らく駝だの背の駕か籠ごだと

命の秘密を見よ　体を鼻に掛けるな。

体（２）は駱駝の背の駕籠でなく　魂のさまざまな状態の一つである

そ（３）れを駱駝の背の駕籠と言うのは話の誤魔化しである。

命とは何であるか　魅惑　喜び　苦楽の名である

回（４）転する空を征服する欲望である。

肉（５）体とは何であるか　色と匂いの世界に慣れることである

四方の住地に慣れることである。

理（６）性は遠近の関係に縛られる

昇（７）天とは何であるか　意識の中に革命を生むことである。

意識の中で革命は魅惑と愛より生じる

魅惑と愛は人間を高低の関係より解放する。



　こ（８）の肉体はわれわれの命の仲間でない

　こ（９）の土の一握りには魂の飛翔へのどんな障害もない」





◎７最後に預言者ムハンマドの昇天とは何かをルーミーは語り、それは意識の中に革命を生むものだと述べる。

（１）体は魂の道具。

（２）この見解は間違い。

（３）理性があるという人の言い方で、そこには真実がない。

（４）全宇宙の力。

（５）肉体は物質であるので、物質世界の虜である。

（６）遠近とは魂にとっての関係ではなく肉体にとっての関係である。理性はこの遠近に捕らわれている。

（７）ムハンマドは人間であった。しかしその革命の結果、ムハンマドは求道者が神秘的合一の境地に入って得られる世界に到着して真の恋人の姿を見て、早急に地上に戻った。クルアーン第17章１節参照。

（８）肉体は一時的、魂は永遠。

（９）愛の情熱に酔った人間は毎瞬、前に進む。そして目的地に達する。









５　時空の霊である時の神ザルワーンは旅人を天界の旅へ連れ出す




１





そのルーミーの言葉でわが魂は不（１）安になった

わが肉体の中のすべての粒子は水銀のようになった。

突然わたしは見た　西と東の間で

空が光の雲の中に沈んでいくのを見た。

その雲から一人の天使が降りて来た

二つの顔を持ち　半分は炎のようでもう半分は煙のようだった。

煙のような方は暗い夜のようで濃石色のような輝き

炎（２）のような顔の方は目覚めており　煙（３）のような顔の方は眠そうだった。

その羽の色は赤と黄色

さらに緑色と白　そして青に瑠璃色だった。

その気質には思考のような速さがあり

地から天の川まで一瞬の速さ。

毎瞬その中に新しい展望が生まれ

新しい雰囲気の中で飛翔が生まれ。

それは言った　「わたしは時の神ザルワーンだ　この世の征服者である

人々の目から隠れているが　明らかでもある。

すべての方策がわが運命と関係がある

すべての話し手や聞き手はわが獲（４）物である。

枝にあるすべての蕾はわたしのせいで開く

巣の中の小鳥はわたしのせいで囀さえずる。

種子はわたしの飛翔で若木となる

別離はわたしの恩恵で再会となる。

わたしは怒（５）ったり誉めたりもする

わたしは誰もが酒を求めるように喉を渇かせてやる。

わたしは生　死　復活でもある

わたしは終末　地獄　天国　天女でもある。

人間や天使はわが支配のうちにある

六（６）日の世界はわが息子である。

おまえが枝から摘んだすべての花はわたしである

おまえが目にするすべてのものの母親はわたしである。

この世界はわが魔法にかかった虜である

わが息で毎瞬この世（７）界は老いて行く。

その心の中に「（８）アッラーと一緒のわたしのためにリーマーアッラー」の言葉を持つ若者

その若者だけがわが魔法を壊せる。



　もしおまえがわたしが間にいないことを望むなら

　心を込めてもう一度「アッラーと一緒のわたしのためにリーマーアッラー」と唱えよ」





５

◎友が得られず憔悴しきっていたイクバールの前にルーミーの霊が神々しい人間の姿となって現れた。イクバールはルーミーにいくつか質問をし、最後に預言者ムハンマドの昇天の話を聞くと、心が落ち着かなくなった。

　　そんな時、イクバールの前に天使が現れる。その天使との話がこの詩であり二連から成る。

◎１その天使は時の神でこの世の征服者であると言う。

（１）不安になると同時に天の旅への願望が生じた。

（２）生の顔。

（３）死の顔。

（４）宇宙のどんなものもそして被造物もわが征服から逃れられはしない。

（５）苦しみや果報をもたらす者。

（６）神は六日で天と地を創った。クルアーン第７章54節参照。

（７）時の経過と共に老齢になるように。

（８）ハディースにある預言者の言葉。この言葉の秘密を知っている人間が時を征服し、時はその者の支配下に入る。






２





その視線の中に何があったか　わ（１）たしにはわからない

わ（２）が視線からこの古い世界が強奪された。

あるいはわが視線が他の世界を開いたか

それともあった世界が変わってしまったのか。

わたしは色（３）と匂いの世界の中で死んだ

そして騒（４）ぎのない世界に生まれた。

古（５）い世界とわたしとの関係は終わった

新しい一つの世界が手に入った。

一つの世界の損失でわが命は震えた

わが土壌からほかの世界が生まれた。

わが肉体は軽くなり　わが命は速くなった

わが心の目はより明敏となり目覚めた。



　幕が外され隠（６）されていたものが明らかになった

　星々の歌がわが耳に聞えてきた。





◎２イクバールは自分が古い世界より新しい世界に入ったことに気づく。

（１）イクバール。

（２）何千年も続いてきた世界を忘れてしまった。

（３）物質世界のこの世。

（４）下界から天界に着いた。

（５）時空に捕らわれていた物質世界。

（６）真実。









６　星々の鼻歌




１





あ（１）なたの知能は生の取得　あなたの愛は宇宙の秘密

土（２）でできた人間よ　ようこそこちらの世界へ。

金星も月も木星も　あなたのせいで今は互いに恋（３）敵

あなたの眼差しに顕現の世界が大騒ぎ。

友の道に真新しい顕示がある

興味や願望を持つ者はありきたりのものには心を許さない。



　生（４）は誠心の別名　生は成長の別名である

　原初より最後まで疾駆せよ　生は神の統治である。





６

◎イクバールの惑星への来訪を星々が歓迎する歌で、三連から成る。

◎１イクバールが星々の言葉で人間の偉大さを示す。

（１）神は人間に知能と愛という二つの恵みを与えた。知能は人間をこの世で一番優秀な者にさせ、愛は人間の誕生を促した。

（２）イクバールを指す。

（３）自分の方へ人間を呼ぼうとする惑星は、互いに恋敵である。

（４）生の中に誠心を有することこそ生の真の目的であり、その獲得のためには絶えざる努力が必要である。人間が永遠の者となり、時が人間により征服されるために。






２





ガ（１）ザルを詠む興味に騒ぐ許可を与えよ

さらにもう一度　酒壺を一杯にして放蕩者に酒を与えよ。

シリア　イラク　インド　イランの者は氷（２）砂糖に慣れてしまった

氷砂糖に慣れてしまった気持ちに願（３）望の苦味を与えよ。

高（４）い波の海と争いを起こせ

小川の心に素早い流れの洪水の楽しみを与えよ。



　托鉢僧フアキールは火である　王や将軍が枯れ枝である時

　王たちの威厳を消すには（５）ありきたりの一語で充分である。





◎２イクバールは星々の言葉で愛の方法を取ることを人類に教えている。人間の隠れた能力はこれにより始動するので。

（１）ガザルは愛をテーマとする詩である。みんなでガザルを詠めば、世界が愛のある世界に変わるので。

（２）それらの国々のムスリムはものぐさとなり努力を忘れた。

（３）努力や労苦をし、永遠の人となれるように励む気持ち。

（４）強大な力を持つ民族を打ち負かす楽しみ。

（５）誠実さのある清潔さと大胆さ。






３





カ（１）ランダルの威厳　エ（２）スカンダルの威武

前者はすべてカ（３）リームの情熱　後者はすべてサ（４）ーミリーの魔法。

前者は目（５）で征服　後者は軍をもって

前者は和解と講和をもって　後者は戦いと判決をもって。

これら両者とも世界征服　そして両者とも永（６）遠の名声願望

後者は征服の力をもって　前者は魅（７）力をもって。



　カ（８）ランダルの一撃を作り　エスカンダルの防壁を壊せ

　ムーサーの仕（９）方を新しくして　サーミリーの魔術を壊せ。





◎３世俗に捕らわれない者であるカランダルとアレクサンドロス大王を比較し、前者を優れているとする。

（１）世俗に捕らわれない者（世を捨てた神秘主義者スーフィー）。

（２）アレクサンドロス大王の意（前三五六～前三二三年）。

（３）預言者ムーサーの称号で神と対話する人の意。

（４）預言者ムーサーの時代、魔法で仔牛を作ってイスラエルの民に拝ませた呪術師。クルアーン第20章88節参照。

（５）愛の目で。

（６）名声が永遠に残ること。

（７）神秘主義者の清貧の魅力。

（８）カランダルの清貧の一撃で王の軍の残虐を排せ。

（９）奇跡を使い相手を負かす方法。












Ⅱ　月光天





　詩人のイクバールと道案内をするルーミーの二人は月光天に到着する。そこに洞窟があり、そこで二人は世間の人が「世界の友ジャハーン・ドゥースト」と呼んでいたインドの聖者と会う。聖者はルーミーに連れの者は誰かと聞き、さらに「自分はムスリムでなく神秘主義について知らない。それについて教えてくれ」とルーミーに頼む。ルーミーが神秘主義について語ると感銘し、イクバールにも哲学の真理の理解と知識があるのがわかると、自らの哲学について九項目にわたり語り陶酔する。

　その夜、詩人の美女が二人の前に現れると師ルーミーはイクバールに彼女の詩は聞く価値があると語る。彼女は詩の中で愛の重要性を語る。

　彼女の詩を聞いた後、師ルーミーはイクバールにヤルガミードの渓谷に行くことを勧める。そこに行けばブッダなどの聖人の考えを知ることができるということであった。イクバールはそこへ行く前に、預言者の地位や役割について師ルーミーに尋ね、そこへ行く準備をする。

　ヤルガミードの渓谷に行くと、ブッダ（前五六〇～前四八〇年頃／前四六〇～前三八〇年頃）やゾロアスター（前一〇〇〇年頃生まれ）、イエス・キリスト（前八／前四～三〇年）やムハンマド（五七〇頃～六三二年）の教えの真髄を知る機会が用意されていた。













１　月光天




１





これらの大地や空は神アッラーの所有である

これらの月や星々はすべてわ（１）れらの遺産である。

この道に見えるもの

それらをしっかりと見よ　旅（２）人よ。

異邦人のように自分の町を行くな

自らをなくしてしまった人よ　少し大胆になれ。

これもあれも　おまえの命令に心から従う

もしおまえが言うなら　これはせずあれをしろと　そのとおりになる。

目（３）と耳の偶像を除きこの世界は何もない

すべてその明日あしたは　昨日きのうのようになくなる。

探求の荒野では狂人となれ

すなわちこの偶像殿のイ（４）ブラーヒームになれ。

おまえが大地と空を決め

この世とあの世を決める時。

おまえは神（５）に　七つの世界を求めよ

そしてたくさんの時や場もさらに求めよ。

天（６）国の運河の岸辺で気を失って倒れ

善悪の戦闘から身を引くことは良くない。

もしわれらの救いが探（７）求でないなら

色と匂いの満つ天国より墓場の方が良い。



　旅（８）人よ　命は休息で死ぬ

　絶え間なき飛翔でさらに生き続けよ。





１

◎ここより天上の世界の旅をイクバールは師ルーミーと共に始める。まず最初は月光天への旅であり、この詩はその旅の序となる部分で四連から成る。

◎１イクバールはこの第一連で生について自説を披露する。

（１）神の所有であるものは、神の代理でその信徒である者にその所有の権利がある。クルアーン第７章１２８節参照。

（２）イクバールは自分に言い聞かせている。

（３）この世界には女、金、土地の偶像を除き何もない。この世界の存在はただ五感による。

（４）霊的認識を得て、五感でできた世界を壊すため、預言者イブラーヒームが偶像を右手で打ったように打て。クルアーン第37章93節参照。

（５）神は七層の天と七層の大地を創造した。クルアーン第65章12節参照。

（６）天国の安寧の快楽に浸り陶酔しきってしまうこと。

（７）苦しくとも努力をし恋人を求め続けることに救いがある。

（８）この対句の中にイクバールの人生の哲学の原点がある。






２





星（１）々と一緒に旅をすることは良い

旅の途中　一瞬たりとも休まないことは良い。

大気中を旅していると

今（２）まで上にあったものが下に見え始めた。

暗い土が夜（３）のカンテラのせいでよりよく見えた

不思議なことにわが影はわが頭の上にあった。

一瞬ごとにわ（４）れらは月に近づいていく

月の山々が見え始める。

ルーミーは言った「妄（５）想に捕らわれるな

天の慣習に慣れよ。

月はわれらから遠いがわ（６）れらについて知っている

ここはわれらの旅の途中の最初の目的地だ。



　ここの時の遅速は一（７）見の価値がある

　ここの山岳の洞窟も一見の価値がある」





◎２旅が始まり師ルーミーは、イクバールに妄想に捕らわれるなと忠告する。

（１）イクバールは旅の話を始める。

（２）旅で困難を感じはするが、気力が一層高まった。

（３）月の明かり。

（４）イクバールと一緒に旅をしていた師ルーミーと二人。

（５）ここは地上とは違う所であるから。

（６）われら地球に住む者を。

（７）月の時空の様子は地球のそれと異なっているため。






３





その恐ろしい沈黙と山々

月の内部は苦しみ　その表面はささくれ立ち。

そこにはカ（１）フタンだとかヤルドラムという名の火山が見え

その火口には煙が立ち　底には火を蓄えて。

その内部で緑は芽を吹かず

小鳥は空中を飛ばず。

雲は水分を含まず　突風が吹き荒れ

雲は死んだ地面と争っている。

それは色も声もない古びた世界だった

生の跡もなく死の跡もなかった。

その臍へそには生（２）の棗椰子の葉脈はなかった

その時の腰（３）部には新しい出来事はなかった。



　そ（４）れは太陽系に属しているとはいえ

　その朝夕にはどんな変化も見えない。





◎３イクバールと師ルーミーは月の世界に到着する。イクバールは月の世界の様子を語る。

（１）月にあるとする架空の火山の名前。

（２）生の表れが見えない。

（３）そこは荒廃し、声もなく生の息吹きも感じられない世界。

（４）月は太陽系に属している。






４





ルーミーは言（１）った　「立て　前に進み出よ

覚（２）醒の富を　手放すな。

月の内部は外部よりずっと良い

その洞窟の中にさらにほかの世界がある。

英（３）知の人よ　おまえの前に現れたものを

おまえの目と耳の仲間にせよ。

目（４）がもし見えるなら　すべてのものは見る価値がある

視線の秤で量る価値がある。

ルーミーが行く所　どこにでも行け

いかなる場合でもルーミー以外の者とは知らないままでいよ」



　こう言うとわたしの手を取り

　急いで洞窟の入り口へと連れて行った。





◎４師ルーミーはイクバールを洞窟の前に連れて行く。

（１）わたしであるイクバールに。

（２）たくさんの有用なものが得られる富が前にある。

（３）イクバールよ。

（４）洞察力ある人には地上、天上を問わず神である真の恋人の顕けん現げんが見えるので。









２　月にある洞窟の一つに住み、インドの人が世界の友ジャハーン・ドゥーストと呼んでいたインド人の聖者





わ（１）たしは目の不自由な人のように友の肩に手を置き

その深い洞窟に足を踏み入れた。

その暗闇に月も心を痛め

その中では太（２）陽も灯明を必要とする程だった。

妄想と疑念がわたしに夜襲を仕掛けてきた

それらがわが理性や正気を絞め殺そうとしてきた。

道を進んだ　だが（３）追おい剝はぎが待ち受けていた

心は誠心や確信の喜びを欠いていた。

だが光景が目の前にベールを取られて現れた

太（４）陽は出なかったが　夜明けのように。

その渓谷の岩石には聖（５）紐が巻いてあった

高い棗椰子の木々のせいで神々の住み処のようであった。

この場所は水（６）や土の世界の性質を持つ所か

あるいは　わが考えが　寝ね惚ぼけ眼まなこでこの絵を描いているのか。

その空中には酒のような芳香と喜びがあった

影（７）はその土との口づけで光のようであった。

その地面の上には青空はなかった

その岸辺には夕焼けの赤や黄はなかった。

そこでは光は暗闇の虜にはなっていなかった

そこには朝（８）夕の薄明かりはなかった。

棗椰子の木の下にインド人の聖者がいた

その目は眉まゆ墨ずみのせいで、一ひと際きわ光って見えた。

髪は頭の上に束ねられ体は裸だった

体には白蛇が巻き付いていた。

水（９）や土でできている人間より優れていた

世界はその人の考えの寺院に従った姿であった。

その方の時は日（10）々の巡りではなかった

青空の動きとは　その方はなんの関わりもなかった。



　聖者はルーミーに尋ねた　「おまえの相棒は誰だ

　その目に生きる願望が窺うかがい知れるが」





２

◎師ルーミーに連れられて来た洞窟に、イクバールは師ルーミーと共に入る。暗く深い洞窟であったが進んで行くと棗椰子の木の下に聖者がいて、聖者はルーミーに一緒にいるその者は誰かと尋ねる。

（１）イクバールはルーミーの肩に。

（２）極めて暗いの意。

（３）妄想や疑念。

（４）この夜明けのような光でわたしには渓谷の様子が見えた。

（５）岩の上の筋がヒンドゥー教徒が身に着ける聖紐に見えた。

（６）物質世界。

（７）口づけの喜びで影も暗くはなく明るく光っていた。

（８）そこの朝夕は地球のそれとは異なっていた。

（９）地球上にいる普通の人間。

（10）その聖者が体験している時は、ある時は朝となり、またある時は夕べとなっている。






ルーミー


神の探索に駆けずり回っている人（１）ですが

恒（２）星のようにしっかりしており惑星のような気質を持つ人です。

今も自らを未（３）熟と考えておりこれからは益ます々ます良くなる人です

お陰でわたしの方はいろいろと手助けをしなければなりません。

自分の水（４）差しのために大空に壁へき龕がんを設け

その思考は天使ジブリールから確（５）認を求めます。

彼は鷹のように月や太陽の獲物に襲い掛かり

九天を駆け巡るのに忙しい方です。

彼は地上の人に破戒僧のようになって話し掛け

そして天女や天国を偶（６）像とか偶像殿と言って罵ります。

そ（７）の煙の波の中に炎を見ました　わたしは

その跪き拝はいの中に神（８）を見ました　わたしは。

いつでも彼は葦笛のように秘めた心で嘆いています

別（９）れも巡り合いも彼を殺してしまいます。



　わたしにはわかりません　その水（10）と土の中に何があるかが

　わたしにはわかりません　その立ち位置と目的がなんであるかが。





◎師ルーミーはその洞窟の聖者に自分の相棒であるイクバールの人となりについて説明をする。

（１）相棒であるイクバール。

（２）その気質は恒星のようで行動力は惑星のようである。

（３）人間は自らを完全と考え始めるとその進歩発展は終わる。

（４）自分の心を物質主義でなく天使の世界と関係づけている。

（５）その思考が地上とでなく神と関係があることの証明の確認。

（６）偶像や偶像殿は天国への道の妨害者であり、真の目標は真実の恋人。

（７）愛についての心配の中にイクバールの情熱的な愛を見た。

（８）宇宙の創造主の映像。

（９）恋する者は会うことを望み別れを望まない。しかし出会いの後には求愛の楽しみがなくなる。それで恋する者は会うことも望まず常に不安である。

（10）イクバールを指す。外面的には普通人であるが何か才能がありそうだ。






ジャハーン・ドゥースト


世（１）界は色で成っており神は色なしである

世界とは何か　人間とは何か　神とは何か。







◎ジャハーン・ドゥーストの本名はヴィシュヴァー・ミトラで古代インドの神話上の仙人で「七詩聖」の一人。

　　ミトラは霊感のあるインドの聖人であるが、ムスリムのスーフィーが知っている神秘主義を知らない。そこでルーミーに問う。

（１）世界はさまざまな形を持つ物質で成り立つが、神は個から離れ、次元が高く形や姿を持たない。






ルーミー


人間は剣で　神は剣の使い手です

世界はこの剣にとっての砥と石いしです。

東（１）洋は神を見ましたが世界を見なかったのです

西（２）洋は世界を這っていましたが神から離れていたのです。

目（３）を神に向けることは信徒たることです

自（４）らをベールなしで見ることは真の生です。

ムスリムの信徒が人生に参加する時

神も土のようなムスリムの信徒に祝福の挨拶を送ります。



　自（５）らの運命を認識しない者には

　その土埃ですら命の情熱に味方しないのです。





◎師ルーミーはムスリムのスーフィーの立場からミトラの問いに答えている。それゆえ、世を捨てる修道生活は善しとしない。

（１）ここでの東洋は非ムスリムのインド人の意で宗教と世界を別々に扱い、現世を軽視する。

（２）物質主義に魅了され精神主義を忘れた。

（３）神を忘れてはいけない。クルアーン第59章19節参照。

（４）飾らない現実重視も重要。

（５）肉体と精神の相互関係を認識しない者。世を捨てて洞窟で修行するミトラもそれである。






ジャハーン・ドゥースト




１





東洋は存在や無存在の観念に巻き込まれた

東（１）洋はこれらの秘密をほとんど見なかった。

われら天にいる者たちの仕事は見る以外何もない

われらは東洋の未来に絶望はしていない。

昨日わたしはカ（２）シムルード山の上に

天から天使が降りて来るのを見た。

その視線から　見る興味が溢れていた

われわれの土（３）の世界の外　他のどの方も見なかった。

わ（４）たしはその天使に言った　「親友に秘密は隠さないで下さい

あなたは　あの沈（５）黙の土の中に何を見ているのですか。

金（６）星の美しさに溶けてしまったのですか　あなたは

心をバビロンの井戸に投げ込んでしまったのですか　あなたは」

天使は言った　「東（７）洋で太陽が昇る時が来ました

新しい太陽が脇にあります。

ルビーがその道の石の中から外に出て来るでしょう

あ（８）のユースフたちも井戸から外に出て来るでしょう。

その脇に復活を見ました　わたしは

そ（９）の山中に震動を見ました　わたしは。

それはア（10）ーザルの場所から旅の出発の荷作りを始めました

彫像を止めることに慣れるように。

なんと幸運な民族か、その命がのたうった民族は

その土から自らを再び創建した民族は。



　天上の者にとりその瞬間はイ（11）ードの朝です

　民族の目が覚める時は」





◎ジャハーン・ドゥーストは師ルーミーからの回答に感銘する。その結果が二連になって表れている。

◎１インドにも新しい変革の息吹きが出ているとし、天使との話を語る。

（１）それらの問題につき話しはしたが関心は払わなかった。

（２）月にあるとする架空の山。

（３）物質世界。

（４）ジャハーン・ドゥーストは天使に。

（５）インドの世界の中に。

（６）二人の天使が人々への宣教のため地上に来たが、美しい踊り子に恋してしまった。その結果、女性は金星の名で星にされ二人の天使はバビロンの井戸に閉じ込められ逆さ吊りにされた。クルアーン第２章１０２節参照。

（７）東洋に革命が起こり、隷属が終わる時が来ている。

（８）預言者ユースフは兄弟から疎まれ井戸に捨てられた。だが後に拾われエジプトに行き能力を発揮する。クルアーン第12章10節参照。すなわち東洋の人々も隷属や衰退から自由と進歩を求めて立ち上がるの意。

（９）インドの中に。

（10）預言者イブラーヒームの父。偶像崇拝者で彫刻家。クルアーン第６章74節参照。

（11）イスラーム教徒にとっての祝祭。特に断食明けの祭りと犠牲祭は民族の覚醒も祝祭のように喜びである。クルアーン第33章43節参照。






２





イ（１）ンドの聖者はしばらく黙ったままであった

それからまたわたしを見て　不（２）安そうであった。

彼は理性の死とは何かと言ったので　わたしは思考の停止だと言った

また心の死とは何かと言ったので　わたしは唱（３）名の停止だと言った。

体とは何かと言ったので　道の埃から生まれたものだと言った

命とは何かと言ったので　神（４）はなしの秘密だと言った。

人間アーダムとは何かと言ったので　神（５）の秘密の一つだと言った

世界とは何かと言ったので　目（６）の前に現れているものだと言った。

学芸とは何かと言ったので　単（７）なる物の皮だと言った

証拠とは何かと言ったので　恋（８）人の顔だと言った。

普通の人の宗教とは何かと言ったので　聞きかじりだと言った

聖者の宗教とは何かと言ったので　目（９）撃だと言った。



　わが言葉でそ（10）の人の命の喜びが増大した

　感銘したいくつかの点をわたしに明らかにした。





◎２師ルーミーにした質問をより具体的にわたしにし、聖者はわたしの学識を試そうとした。

（１）師ルーミーとの話の後。

（２）だがわたしに質問を始めた。

（３）真の恋人すなわち神を思わないこと。神を賛美しないこと。

（４）「神アッラーの外に神はなし」のことでこれが理解されるとこの宇宙で命や肉体などすべてが神の属性の反映であることがわかる。

（５）神の代理で聖者や預言者の中にそれが見える。クルアーン第２章30節参照。

（６）一見すると存在はあるが真実がないもの。

（７）脳味噌がなく人間の真実までに到達しない。

（８）それが現れると恋人の存在が確実となり、知的論拠の必要性がなくなる。

（９）自分で真実を目撃してそれに改宗する。

（10）ジャハーン・ドゥーストの命。









３　インドの聖者の九つの見解




（１）


神の存在にとりこ（１）の世はベールでない

潜水にあたり水面の模様は障害にならない。






（２）


ほ（２）かの世界に生まれることは喜びである

ほかの新しさが手に入るために。






（３）


神は死を超えて生そのものである

僕しもべは死ぬ時死（３）とは何かを知らない。

われらは鶏と冠さかや羽のない鳥であるとはいえ

神（４）よりも死に関しては知っている。






（４）


時（５）とは何か　毒を含んだ甘味である

怒りを含んだ誰へもの恵みである。

おまえは町や荒野が時の怒りで荒廃するのを見る

困難な時が過ぎたとおまえが言うのも神の恵みである。






（５）


輝かしい心（６）よ　不（７）信者は死だ

どうして勇者が死者と聖（８）戦をすることが相応しいか。

敬（９）虔なムスリムは生きている　そして自分と闘う

自分の上に飛び掛かる　羚かも羊しかの上に豹が飛び掛かるように。






（６）


偶（10）像の前で目覚めた心の邪教徒は

カ（11）アバで眠りこけている信者より良い。






（７）


間違ったものを見る目は盲（12）目である

太陽は決して　夜（13）を見ない。






（８）


土との交わりは種子を木にする

人（14）間は土との交わりで不運になる。

種子は土と縺れ合いをする

太陽の光線を捕らえられるように。






（９）


わたしは花に言った　「胸を引き千切る者よ　言え

いかにしておまえは色と匂いを風と土から取るのか」

花は言った　「分別がなくなってしまった賢人よ

静かな電流より　いかにメッセージをあなたは得るか。

わが体の上にある命　それはあ（15）れやこれやの魅力ゆえにある

あなたの魅力は表れており　わが魅力は隠れている」







３

◎インドの聖者はイクバールであるわたしの回答にも感銘し、それに加え自分の見解も述べる。

（１）この世界は神の属性の顕現の場となっている。

（２）物質世界に生まれることは余儀ないことであったが、第二の誕生として時空の制限のない所に生まれることは良い。

（３）神の属性を自らの中に生ぜしめるなら永遠になれることを人間は知らない。肉体は死ぬが神の属性を生めば永遠になれることを普通人は知らない。

（４）神は永遠であるので。

（５）時とは神の威厳が毎瞬顕現されている連続である。神は時を悪く言うなと言う。なぜなら時は神自身であるので。神の威厳には美と偉大さ、すなわち恵みと怒りの両方がある。それゆえ、ヒンドゥー教の聖者は時は甘味であり苦味だと言う。

（６）イクバールに向けて言う。

（７）神の存在を否定する者。

（８）神のために自己を犠牲にして戦うこと。

（９）神の霊的認識の感情に溢れている者は生きており、自分の欲望と闘う。すなわち神は人間を労苦するように創った。クルアーン第90章４節参照。

（10）イスラームでは偶像崇拝は不信仰とされている。

（11）マッカの聖モスクのほぼ中心にあるイスラームの聖殿。

（12）目の不自由な人とそうでない人とは同じでないとある。クルアーン第６章50節参照。

（13）自ら良き人はすべてのものを良く見る。太陽がその光のせいで夜を知らないように。

（14）人間は物質主義の虜になり精神や愛を忘れると永遠の人になれない。悪魔はアーダムとその妻を躓つまずかせた。クルアーン第２章36節参照。

（15）土や風。神はすべての物の中に、神が定めた成長のために必要な要素を持てるような力を託した。クルアーン第53章39節参照。









４　ソルーシの出現





聖者は話の扉を閉じ

自らに酔ってこの世とのつながりを断った。

その喜びが彼を恍惚とさせ

現（１）象の魔法から神の存在の世界に籠もってしまった。

その関心で埃もツ（２）ール山のようになった

その関心をなくすと輝きもなく顕現もなかった。

その夜の魔法の中に美女が現れた

星のない夜にそれは星のようだった。

その二つの巻き毛の香りは腰まで垂れ

その美貌で山や岩は輝いた。

彼女は陶酔した顕現に浸り

杯（３）なしでその酔った美女は歌った。

その前で思いの燭台が巡っていた

年（４）老いた空のように手練手管を使って。

その燭台の明かりの中にさまざまな姿があった

鷹が雀に　チーターが鹿に襲い掛かる様子があった。

わ（５）たしはルーミーに言った　「秘密を知る御方よ

学薄き者にその秘（６）密を明かしたまえ」

彼は言った　「月のようなこの明るい顔は

神聖な神のご意志で生まれた御方です。

見せる喜びにベールを外し

存在の寝所に降りて来たのです。

それはわれらのように放浪者で異郷の地にいる者です

あなたも異邦人　わたしも異邦人　その御方も異邦人です。

その威厳はジ（７）ブリールのようで　その名前はソ（８）ルーシです

そ（９）れは人から正気を奪い、また正気にさせます。

その露でわが蕾は開き

その息の熱で消えた火が燃え出します。

詩人の琴爪は心の情熱をかき鳴らします

駱駝の駕籠のベールを引き千切ります。



　わたしは見ました　その歌の中に世界を

　あなたもその光から一時　熱を得て下さい」





４

◎聖者は自らの見解に酔い、現実の世界との関係を断ち神の世界に没入してしまった。その様子をイクバールと師ルーミーは見ていた。その夜、詩人の美女が二人の前に現れ、師ルーミーはイクバールに彼女の詩は読む価値があると言う。

（１）現実の世界。賢人は現実の物質世界との関係を断ち神の世界に没入し神の輝きに夢中になった。

（２）預言者ムーサーが神の顕現を求めた所の山。神は姿は見せず神の御光となって現れムーサーは失神する。クルアーン第７章１４３節参照。

（３）酒も飲まずにの意。

（４）心を魅する仕方で。

（５）イクバールを指す。

（６）この美女は誰かの秘密。

（７）大天使の筆頭。預言者ムハンマドが啓示を受けた時、天空から現れてムハンマドに言葉を教えた。クルアーン第81章19～21節参照。

（８）ゾロアスター教の天使の名前。

（９）人は彼女を見るとその美しさに失神し、失神した人はその美しさで正気に返る。









５　ソルーシの声





わたしは恐れる　あなたが（１）蜃しん気き楼ろうの中で小舟を漕ぐのを

あなたがベ（２）ールの中で生まれ　ベールの中で死ぬのを。

わたしはラ（３）ーズィーの眉墨を洗い落とした時

わたしは民族の運命がクルアーンの中に隠れているのを見た。

畑（４）や街路に落ちよ　山や荒野に落ちよ

自分の上に落ちた雷（５）は雲の中で消える。

わたしはヨーロッパ人と一緒にいた　一生懸命探したが見出せなかった

その様子が他（６）の人と異なる人は。

世界を征服する努力をしない者は神への近づきは得られない

バラの花の匂いに飽きた者よ　花（７）園を襟に取れ。

外面だけを見ている偽善者よ　わたしは認める　自我は消滅すると

しかしおまえは見ていない　台（８）風は泡の中にあることを。



　この魅力的な声は意味の琴爪から来ているのでない

　天国から捨てられた天女が嘆いているのだ　弦楽器ラバーブの中で。





５

◎イクバールは師ルーミーの言葉でソルーシのガザルを聞く。この宇宙を支配するには知識をもってしてではなく愛の目で見ることが重要であることがすべての対句に示されている。

（１）知能の意。真実の理解のためには知能では充分でなく愛の情熱が必要である。

（２）真実はベールの中にある。

（３）本名ファフルッディーン・ラーズィー。イラン人のクルアーン注釈者（一一四九～一二〇九年）。その知能によるクルアーン解釈でなく、愛の情熱で研究された解釈を使うと、隠れているものが見えてくる。

（４）畑や山は悪の力の意で、雷はその上に落とすべきである。

（５）雲は敬虔なムスリムの意。誤った力と対決すべきである。

（６）西欧人は、愛や精神主義から離れ、みな物質主義の虜になっている。そうなっていない人はいない。

（７）花園は世界、襟は心を意味する。恋する者は愛によって世界を自分の心の中に取り込めとの意。

（８）台風は愛、泡は心で心に愛の熱があれば自我の消滅はない。









６　ヤルガミードの渓谷への旅　天使たちはそれをタワースィーンの渓谷と呼んでいる




１





恋と愛の案内人であるルーミーの詩は

詩を求める人にとって　天国の泉のようです。

ルーミーは言った　「その中に火がある詩は

その本質は「神（１）よ」の熱です。

そ（２）の歌は枯れ草を花園にし

天を混乱させます。

その歌は神を証言者とし

フ（３）ァキールに王位を与えます。

血はそれで体の中を速く巡り出し

心は大（４）天使ジブリールによるよりもずっと目覚めます。

だが多くの詩人は技法の魔術に捕らわれ

心（５）の追剝となり視線の悪魔となっています。

インドの詩人の　神よどうか　友となり

そ（６）の魂が表現の妙味だけを求めるような者にはさせませんように。

ウルドゥー語の詩人が愛に歌舞音曲を教え

カ（７）リールたちにア（８）ーザルを教えたのです。

その言葉は支離滅裂で情熱も痛みもなく

詩（９）がわかる者はその詩人を生きた人と呼ばず死んだ人と言うほど。

そ（10）の立場がわからない良いとされる詩より

夢を見て口走るうわ言の方がずっと良いです。

詩人の本性とは完全に探（11）求で

願望の創造や育成です。

詩人とは共同体の胸の中にある心（12）であり

詩人のいない共同体とは単なる土の堆積に過ぎません。

情熱や陶酔は世（13）界の画家であり

情熱や陶酔のない詩作は喪中です。



　詩にとっての目的が人間性の確立であるならば

　その詩作とは預（14）言者の役割の継承者です」





６

◎ソルーシのガザルを聞いた後、師ルーミーはイクバールにヤルガミードの渓谷に行くことを勧める。そこでブッダなど四人の偉大な宗教指導者の考えを知ることができるので。この詩はその谷に行く道程の序に当たり、三連から成る。

◎１師であり詩人のルーミーが詩や詩作の目的について語る。

（１）神は唯一であり神だけが力を持つ意の短縮された言葉。偉大な詩とはその中に確信や真理がどのくらいあるかによる。

（２）読者や聞き手だけでなく外部にも変革への影響を与える。

（３）托鉢僧。ここでは普通人の意で、普通人にも威厳を与える。

（４）ジブリールはクルアーンを携えている。クルアーン第26章１９２～１９３節参照。

（５）それらの詩作は読者の心より清浄さを奪い取り、視線の角度を悪魔的にする。

（６）魂を眠らせてしまうような美しさだけの詩は禁止させて。

（７）カリールとは神の真の友の意で、預言者イブラーヒームの称号で、純粋な一神教徒。

（８）預言者イブラーヒームの父で偶像崇拝者。偶像崇拝主義。

（９）詩の中で感情の重要性を知る人。

（10）その詩作で人間の中に建設的な感情の生じない詩。

（11）新しい偉大な思想の探求。

（12）民族の中に新しさを生む情熱。

（13）世界を生き返らせるもの。

（14）預言者たちが人間は最も貴い被造物であると人間に教えているように、詩作もそのことを伝える役目をする。






２





わ（１）たしはルーミーに言った　「預言者について少し話して下さい

この信用できる友にその秘密について話して下さい」

ルーミーは言った　「民族や共同体はそれの表（２）れである

われわれの時代はそれの創造である。

そ（３）の息で石や日干し煉瓦の中にも話す力が生じた

われわれすべてそ（４）こからの収穫でそれは畑のようである。

それは骨（５）や神経を清浄にする

ジ（６）ブリールの翼を人間の思考に与える。

それは宇宙の中のあらゆる種類の混（７）乱を起こす

その唇から出る　ナ（８）ジュム　ヌール　ナーズィアートの各章が。

その太（９）陽には衰退が全くない

その否（10）定には完全さが全くない。

それの自（11）由民との交友は神の恵みとなる

その勇（12）猛に攻撃する者への一撃は神の怒りとなる。

たとえおまえが完（13）全な知能であろうと預言者から逃げるな

というのは預言者は魂（14）と肉体を互いに一つとして見ているから。

おまえはヤルガミード渓谷の方へ急げ

見る価値のあるものが見られるので。



　そこで月の石で作られた壁の上に

　彫られた四人の預言者たちの教えを見よ」





◎２イクバールは師ルーミーに預言者の地位や役割についての説明を求める。

（１）イクバールの意。

（２）預言に従ったものである。そして時代は預言者が創造したものである。

（３）人間の頭脳が預言者の息の恩恵で変化し、無知無学が賢明になった。

（４）耕作で農夫が種を蒔まいて収穫を上げるように、預言者は人々の心に善行の種を蒔いてその収穫を上げた。

（５）物質生活に汚された人間生活。

（６）四大天使の一人であるジブリールが付けている翼で、それは飛翔力を持つ。

（７）預言者のすべての革命を起こすメッセージが啓示の基礎となっている。

（８）ナジュムはクルアーン第53星章、ヌールは第24御光章、ナーズィアートは第79引き離す章のことである。

（９）預言者の教えの意で、それは不滅である。

（10）預言者の否定は不可能である。

（11）預言者の教友との交流。

（12）第４代正統カリフ・アリー（在位六五六～六一年）の称号。

（13）学芸に秀でたとしても預言者を蔑ないがしろにすべきでない。

（14）宗教と物質世界の意。預言者はこれらを別々に考えず一つのものと考えている。別々に考えると物質世界に重点を置きがちになり、精神世界が往々にして軽視される。






３





願（１）望は道案内なしでその道を見て取る

願望はジブリールの翼をもって飛ぶ。

願望にとっては長（２）い道みち程のりも二歩である

こ（３）の旅人は飽きてしまう　決められた目的地では。

わ（４）たしはヤルガミードの渓谷の方へ陶酔しながら向かった

その頂が見えてくるまで。

その場の威厳についてなんと言ったらいいか

七（５）つの星が絶えずその周りを巡っている程の。

地上の人はその光で心が明るくなり

天上の人はその土の眉墨で洞察力を増す。

神はわたしに目や心　話す力を与えてくれた

神はわたしに秘密の世界を知る探求を与えてくれた。



　今わたしはすべての秘密のベールを取る

　預言者たちの教えについてみなさんに話す。





◎３イクバールは師ルーミーから預言者についての説明を受け、ヤルガミードの渓谷に行く準備ができると、師ルーミーと一緒に預言者たちの言葉があるその谷に向かう。

（１）愛の願望は、真の恋人を自ずと求道者が求める神秘的合一の境地や天界にまで導く。

（２）預言者ムハンマドがマッカのマスジドよりエルサレムのマスジドまで夜間飛行をした。クルアーン第17章１節参照。すなわち愛の願望は時空の世界をなくさせる。

（３）愛の旅人は出会いよりも出会いの努力をする別離を善しとするために。

（４）イクバールは。

（５）土星、木星、火星、太陽、金星、水星、月。









７　ブッダの教え　媚態を見せる踊り子の後悔




ブッダ


古（１）い酒も若い恋人もたいしたことでない

見識のある人の前では天国の天女もたいしたことでない。

「堅固で永遠と考えられているものも消える

山や砂漠　海も陸も　た（２）いしたことでない。

西洋の学問も東洋の哲学も

す（３）べて偶像寺院で　偶像を巡ることでたいしたことでない。

自分で考えよ　そしてこの砂漠を恐れて過ごすな

なぜならおまえはいる　両（４）世界の存在はたいしたことでない。

わたしが睫毛で掘った道の中にあるもの

目（５）的地　隊商　飛び散る砂はたいしたことでない」

秘密を捨てよ　この妄想や想像はたいしたことでない

この世にいながらこ（６）の世から解放されることはすばらしい。

神があなたに与える天国では価値がない

天国があなたの行為の報酬として与えられたものならすばらしい。

命の安寧を求めるのか　命の安寧はたいしたことでない

友の悲しみに共に涙することはすばらしい。

陶酔した眼差し　流し目　歌声

これらはみな良い　だ（７）がこれよりすばらしいものがある。



　顔の美しさは一瞬で　二瞬とは続かない

　行為の美しさや立派な思考はすばらしい。





７

◎その渓谷には仏教、ゾロアスター教、キリスト教、イスラーム教のそれぞれの教祖の言葉があった。

　　最初の言葉はブッダの教訓で、踊り子への教訓である。

◎ブッダとは「真理に目覚めた者」の修行完成者の意であるが、ここでは仏教の開祖ゴータマ・シッダールタ（前五六〇～前四八〇年頃／前四六〇～前三八〇年頃）を指す。

◎詩はブッダから踊り子への忠告である。対句二から対句五までは、イクバールの『ペルシアの詩篇』からの引用である。対句については31頁脚注（８）を参照。

（１）古い酒も恋人の美しさも一時的なものなので。

（２）宇宙のすべてのものが消滅する。

（３）熱情と愛に欠ける。

（４）現世や来世の存在は人間の存在があることによる。人間がいなければこの世界の意味はない。この世界は人間が意識することにより存在する。

（５）これらは物質主義の象徴であり、わたしは重要視しない。

（６）修行生活をすること。それはブッダの宗教の基本である。

（７）これらはみな一時的であるので。






踊り子


この不安な心に混乱の時を与えさせるな

縺（１）れた巻き毛にさらに解ほつれ毛を付け加えて。

あなたのせいでわたしの胸の中に顕現の稲妻がある

わたしは月（２）や太陽にも待つことの苦さを与えた。

恋人を目の前で見る興味がこの世に偶像崇拝の慣習を生んだ

恋（３）はこのような期待する心の命を欺く。

心の安寧のためにわたしが新（４）しい歌を歌えるように

牧（５）草地の鳥をもう一度牧草地に戻せ。

あなたがもし思考の崇高さを見せるなら　わが足から枷（６）を外させてくれ

あなたがくれた粗（７）末な衣服の代わりに王の賜衣を手放せるように。



　もし斧（８）が石の上に振り下ろされたとしてもなんのことがあろうか

　愛は肩にこれらすべての山を担ぎ上げてしまう。





◎物質世界の代表であるような踊り子はブッダの話で自分の生活を後悔し、それを変えてガザルを詠む。この詩も『ペルシアの詩篇』から。

（１）あなたがさらに美しくなればわが心はあなたへの愛に浸り、現世的享楽を断ち切られるので。

（２）完全な師よ、あなたの現れでわが胸の中に生じた輝きが強過ぎて太陽や月も目が眩み、見るのに苦労させられている。

（３）愛の気持ちは恋人を自分の目の前で見ることを望む。だが実際にはそれは不可能である。

（４）この世の物質的世界の束縛より自由になって。

（５）霊が死から復活までの間、止まっていた世界にわたしはいたがそこにもう一度戻せ。そしてわたしが世の束縛より自由になっていかに歌うかも見よ。

（６）この世の物質世界でいつか消滅する壮観さや威厳。

（７）托鉢僧の衣服。

（８）シーリーンの恋人、石工のファルハードは彼女を得たいためにその夫の山に運河を通せという命令を達成する。真の愛をもってすれば、宇宙全体を征服することもできる。









８　ゾロアスターの教え
ゾロアスター教の悪神アフレマンによるゾロアスターの試練




アフレマン




１





あ（１）なたのせいでわが被（２）造物は葦笛のように嘆いている

あなたのせいでわれらには春が冬のようである。

あなたはこの世でわたしを卑しめて堕落させた

あ（３）なたはご自分の絵をわたしの血で色づけた。



　あなたへのシ（４）ナイでの顕現で神は生きている

　わたしの死はあなたの輝（５）く御み手ての中にある。





８

◎ゾロアスターは紀元前一〇〇〇年頃イランで生まれ、ゾロアスター教の開祖となる。その教えは善神と悪神の二神論で、『アヴェスタ』が聖典。火、水、土、風の四要素を重視し、火を最も重要視するので拝火教とも言う。この詩は二連から成る。

◎１悪神による善神への不平である。

　　悪神をアフリーマンとも表記するが本書ではアフレマンである。

（１）ゾロアスターに語りかける。

（２）悪神の従者たち。

（３）あなたはわたしを悪の神と批判し自分の輝きを用意した。

（４）神はあなたの呼びかけに反応。クルアーン第７章１４３節参照。

（５）わが死はあなたの手による。クルアーン第20章22節参照。






２





ヤ（１）ズダーンの約束に頼ることは愚かである

その願望に従って道を行くことは邪道である。

そのバラ色の酒の中には毒が混じっている

　（２）鋸のこぎり　　（３）蛆虫うじむし　十（４）字架はその褒ほう賞しようである。

祈願以外、ヌ（５）ーフは方策を持たなかった

あの哀れな者の言葉には効き目がなかった。

ゾ（６）ロアスターよ　町を捨てて洞窟に籠もれ

天使たちと一緒になって交友せよ。

視線で土つち塊くれを金にせよ

祈（７）願で天を燃やせ。

山中をカ（８）リームのように放浪せよ

顕（９）現の火で生焼けになれ。

しかし預言者の地位は捨てねばならない

こ（10）のようにムッラーの地位も避けねばならない。

人は無能な人の間にいると無能になる

たとえその性格が炎のようであっても塵ちりとなる。

なぜなら預言者たることは神を恋する者ウイラーヤットより価値がないから

それゆえ恋（11）する者にとり預言者たることは頭痛の種である。



　立て　孤（12）独の住み処に潜め

　人との交わりを断って独りになって潜め。





◎２アフレマン（悪神）による騙し。

（１）ゾロアスター教の善神。悪神はゾロアスターにヤズダーンを信頼し、それに従って行動することは間違いだと言う。

（２）預言者ザカリヤに関した逸話。不信者を恐れて木の幹の中空に隠れたが幹ごと切断された。

（３）預言者アユーブに関する逸話。傷だらけの体に虫が食い込んできたが痛みに耐えた。

（４）預言者キリストに関する逸話。ユダヤ教徒に磔はりつけにされる。

（５）預言者ヌーフは自分の民を信仰に導けず、洪水により沈めさせてしまう。

（６）宣教を止め修道生活をせよ。

（７）神まで嘆きを届けさせよ。

（８）預言者ムーサーの別称で「アッラーと語る者」の意。

（９）ツール山で神の顕現を求めその光に打たれ失神する。クルアーン第７章１４３節参照。

（10）預言者の地位を無価値とする。

（11）この考えは悪魔の哲学である。

（12）この世との断絶を図り修道士のような生活を送れ。






ゾロアスター




１





光は海（１）である　その海（２）岸は暗黒である

その海の心の中にわ（３）たしのようなどんな洪水も生まれなかった。

わが内部には荒れ狂う波がある

洪（４）水は岸辺の破壊以外どんな役目を持つか。

誰もが見なかった色（５）なしの絵

ア（６）フレマンの血を使う以外　描けない。



　自分自身を明らかにすることこそ人生である

　そ（７）の一撃を試すことこそ人生である。





◎ゾロアスターはアフレマンに対し三連で答える。

◎１修道生活では能力が試せないと反論する。

（１）善神、ヤズダーンの意。

（２）悪神、アフレマンの意。

（３）洪水を預言者とし、預言者の地位のわたしは暗黒を押し流してしまうことが役目である。

（４）預言者である洪水の役目は悪神である海岸を破壊すること。

（５）ヤズダーンの絵。

（６）悪神の体制が終わると善神の体制がこの世に確立する。

（７）アフレマンは修道生活を勧めたが愚かな忠告である。人間は誤った勢力と衝突し、自分の能力を試すことこそ人生であるとイクバールはゾロアスターに言わせている。






２





自我は試練でさらに強くなる

自我は神（１）の顔のベールを取り払ってしまうくらい強くなる。

神ハックを見る人は自（２）分を神アッラーの助けなしでは見なかった

「ほ（３）かに神はなし」と言ってその血の中で震えた。

愛にとって血の中でのた打つことこそ面目となる

鋸（４）　杖　綱はそれにとり二（５）大祝祭である。



　神の道で起こることはなんでも良い

　友（６）の不親切でも喜びである。





◎２神からの試練は自我の強化に大いに役立つ。

（１）そして真の恋人、神が見えるようになる。

（２）自分の中に神のような性質を作り、その命令に従った。

（３）「アッラー以外は認めず」としてそれ以外には頭を下げず、アッラーもそれに応えて慈悲を示す。クルアーン第18章16節参照。

（４）絞首刑の意。

（５）犠牲祭と断食明けの祭りで非常に喜ばしい。クルアーン第38章41～42節参照。

（６）神の方から来る試練はなんでも喜びであり恵みである。






３





わ（１）が目は神の顕現を独りで見ることを望まない

美をみんなとでなく独りで見ることは過ちである。

隠（２）遁とは何か　苦痛　情熱　願望の名である

集会とは見ることで　隠遁とは探求である。

愛とは隠遁の中で神と話をするカ（３）リームである

愛が集会の方に行くと王（４）位となる。

隠（５）遁と集会の両方は悶えの完璧である

これら両方とも請願の状態と位置である。

隠遁とは何か　寺（６）院や礼拝堂から遠ざかること

集会とは何か　天（７）国へ孤独で行かないこと。

隠遁にも集会にも神がいるとはいえ

隠（８）遁は始まりで集会は極限である。

お（９）まえは言った　預言者の地位は頭痛の種であると

だ（10）が愛が完璧になると人間を作る役目をする。



　神（11）の道を隊商と一緒に行くことは良いことである

　命のように世界を行くことは良いことである。





◎３悪神は預言者の価値を否定したが、その価値は絶大である。

（１）預言者は自ら神の顕現より恩恵を受けるだけでなく、民族の中に神の顕現を見ようとする情熱を生じさせられる。

（２）隠遁において恋人との出会いの願望が、恋する者の中に情熱や苦痛を生じさせる。

（３）預言者ムーサーの別称で神と話をする人の意。それゆえ孤独で神とだけ話をする。

（４）人間の心と頭を支配する。

（５）愛が完全な域に達するとその中に隠遁と集会の両方が集まる。

（６）真の恋人と合一になること。

（７）神の創造物を天国に値するようにすること。

（８）両方共にアッラーと同行。

（９）アフレマン（悪神）。

（10）おまえは知らない。

（11）預言者はある意味で隊商の長であり、魂である。世の人々は体である。魂により体の中に生が生じる。預言者は死んだ人間の体の中に命を与える。









９　キリストの教え
トルストイの夢




１





ハ（１）フト・マルグの山中には

鳥もいない　木もない　草も生えてない渓谷がある。

月の輝きはその周りの煙で　コール・タールのような黒さ

太陽はその大気の中　喉の渇きで死にそうである。

水銀の川がその渓谷を流れ

天の川の流れのように曲がりくねって流れている。

その前方には流れの高低差がなく

急流　高鳴る波　曲がりくねった流れがある。

一（２）人の男が水銀の川に腰まで浸かり

何度も何度も呻うめき声を上げていたが無駄だった。

その運命に味方する雲や風、水はなかった

喉は渇いていたが水銀以外に水はなかった。

岸辺にわ（３）たしは優美な女性を見た

その目は幾百もの隊商にとって追（４）剝となった眼差しだった。

それは教会の神父たちに不（５）信を教えるものであった

そ（６）の視線で醜いものが良くなり　良いものが醜くなった。

わ（７）たしは尋ねた「あなたはどなたですか　それにお名前は

これはどなたの嘆きですか」

彼女は答えた「わが目の中にサ（８）ーミリーの呪文があります

わたしの名前はアフランギーンで　仕事は魔法使いです」

突然その水銀のような小川が凍った

その若者の骨が体の中で砕けた。

若者は叫んだ「残念わが運命よ

わが効き目なき嘆きよ」

アフランギーンは言った「もしあなたが見識をお持ちなら

少しはご自分の行（９）為をお考えになってみたら。

マ（10）ルヤムの息子を　その御方は宇宙の灯明であった

その光は家と家の外の両方の中にあった。

あのピ（11）ラトは　あの十字架に　あの土（12）気色の顔を

大空の下であなたは何をしたか　彼（13）は何をしたか。

その命に信仰の美味が禁じられている者よ

こ（14）の粗末な銀の偶像を崇拝する者よ。



　あなたは聖（15）霊の価値を認めなかった

　あ（16）なたは体を買って魂を駄目にしてしまった」





９

◎キリスト教とはイエス（前八／前四～三〇年）を神の子であるとし、救世主として認める一神教である。

◎トルストイ（一八二八～一九一〇年）はロシアの名門に生まれ、若い時は放蕩三昧の生活、クリミア戦争従軍、西欧旅行などで過ごし、西欧文明への批判も抱く。一八六二年結婚。その後『アンナ・カレーニナ』や『戦争と平和』などを著す。だが一八八〇年頃から関心が芸術より宗教に移り愛の心で世界を見る。その中での自己否定や清貧の心はイクバールも感銘する。

◎この詩はトルストイが見た夢の話で二連から成る。

◎１キリストを十字架に掛けたせいで今水銀の川で苦しむ若者の前に美女が現れる。その舌鋒は、「これは当然の報いであり、大いに苦しむがいい」と容赦がない。

（１）トルストイの夢の中での山。

（２）ユダヤ教徒の若者。

（３）夢の中でのトルストイ。

（４）非常に魅力的な目だった。

（５）宗教を忘れさせた。

（６）あまりの魅力の強さで宗教的指導者も騙され善悪を取り違えた。

（７）トルストイは尋ねた。

（８）預言者ムーサーの時代の魔術師で、金で仔牛を作り預言者ムーサーの民族を迷わせた。クルアーン第20章88節参照。

（９）イエス・キリストを十字架に掛けたこと。今の様子はその報いである。

（10）生母マリアの息子のイエス。

（11）ローマの地方長官。その命令とユダヤ人の主張によりイエスは十字架に掛けられる。

（12）十字架上のイエスの顔。

（13）イエス・キリストは。

（14）わたしのような美女に捕らわれ、宗教や信仰の心を忘れた者よ。

（15）イエス・キリストの価値。

（16）世俗的・物理的利害であなたは宗教と来世を破壊した。






２





その自分の美しさに酔った美（１）女の嘲笑が

その若者の心にメスのように突き刺さった。

若者は言った　「小麦を見せて大麦を売る者よ

おまえのせいでシ（２）ャイフもバ（３）ラモンも民（４）族を売る者になってしまった。

理性と宗教がおまえの不信者の行為のせいで堕落した

愛がおまえの商（５）売で卑しくなった。

おまえの愛情は病気で　隠（６）れた病気だ

おまえの悪意は死で　突然の死だ。

おまえは泥（７）と水との交流に励んだ

おまえは神アッラーの僕しもべを神ハックから遠ざけた。

ものの結び目を解ほどく英知は

おまえにチ（８）ンギス・ハーン的思考のほか何も与えなかった。

真実を知る人は知っている

おまえの過ちはわ（９）が過ちより重大であることを。

そ（10）の息で出てしまった命が体に戻った

だがおまえのせいで体（11）が命の墓穴となった。

われわれがそ（12）の体に対してしたことを

その共同体はその魂に対して行った。



　お（13）まえの死は世界の人々にとり生となる

　少し止まっていよ　おまえの結（14）末がどうなるかわかるから」





◎２その美女は西欧人であった。若者は彼女に反論する。

（１）アフランギーンを指すが西欧人の意。キリスト教の教えを主張するが、それを忘れ物質主義の虜となった西欧人。

（２）イスラーム教の長者や長老。

（３）インドのカースト制度で最高位の司祭階級。

（４）それぞれの民族を無宗教にさせ、売国奴にさせた。

（５）甘言や色っぽさ。

（６）内側から冒される。

（７）人間の意。クルアーン第６章２節参照。ここでは物質主義。

（８）世界制覇の思想。チンギス・ハーンとは十三世紀初期モンゴル高原に興り、中央ユーラシアに版図を拡大したモンゴル帝国の支配者。

（９）ユダヤ教徒がイエス・キリストを十字架に掛けたこと。

（10）イエス・キリストの息は死者を蘇よみがえらせた。クルアーン第５章１１０節参照。

（11）生きている人は死者よりも悪い状態となった。

（12）イエス・キリストを十字架に掛けた行為、それと同じようなことを民族の魂に対してした。

（13）ヨーロッパ文化や知能の崩壊。

（14）世界の人々がおまえに嫌悪感を抱き、人間性の担い手が社会や文化を自分のものとする日がやがて来る。クルアーン第22章11節参照。









10　ムハンマドの教え
カアバの聖域でのアブー・ジャハルの追悼
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わ（１）が胸はムハンマドのせいで悲嘆に暮れている

その息のせいでカアバの灯明は消えてしまった。

ムハンマドは古代皇帝たちの滅亡を語り

若者たちをわれらの手から奪ってしまった。

その方は魔（２）術師で　その言葉には魔術がある

「ラ（３）ー・イラーハ」の二語は自ずと不信者の言葉である。

わが祖先たちの宗教の敷物を踏んづけると

その方はわが神々に対し言（４）うこともできないことをした。

その一撃でラ（５）ート神やマナート神が粉々になった

宇宙よ　その仕返しをしてほしい。

心（６）を見えないものに結びつけ見えているものとの関係を断った

見えているものをその魔術は破壊した。

見（７）えないものに目を向けることは間違いである

見えないものの存在はどこにあるか。

見えないものの前で跪拝をするのは目が不自由だからである

新（８）宗教は目の不自由な人で　そのような人は遠（９）く離れている。



　祈（10）る方角のない神の前で跪ひざまずくことは

　そのような跪拝は僕しもべたちに興味を起こさせない。





10

◎唯一神アッラーとその使徒ムハンマド（五七〇頃～六三二年）を信じ、聖典クルアーンの教えに従うことをムハンマドの敵アブー・ジャハルを通し語る。

◎アブー・ジャハル（無知な者の意）の本名はウマル・ビン・ハシャーム。クライシュ族一番の賢人であったが、ムハンマドが神の唯一性を唱え始めると強く反発。それゆえその名で呼ばれた。

◎ムハンマドの教えが有力になるとカアバの聖域から偶像が排除され出し、ジャハルはそれを追悼する。詩は三連から成る。

◎１神の唯一性について嘆く。

（１）アブー・ジャハルはムハンマドにより、カアバに祖先たちが置いた偶像が壊され彼らの宗教が終わらされたことを嘆く。

（２）倫理の美を語り、人々をイスラームに改宗させる魔術師。

（３）アブー・ジャハルには偶像崇拝こそ宗教で、神の唯一性を示すのは不信者のものである。

（４）預言者ムハンマドによるマッカ聖殿における偶像の破壊。

（５）イスラーム以前の部族の守護神。

（６）預言者ムハンマドの教えは人々の関心を偶像崇拝から追い払い神の唯一性に向かわせた。

（７）アブー・ジャハルの考えでは目に見えるものの信仰でなければならない。

（８）イスラーム教を指す。

（９）真実から離れている。

（10）偶像に跪拝することは禁止。クルアーン第７章33節参照。






２





そ（１）の宗教は国や血統の否定である

その関係はクライシュ族とあるがアラブの優秀性の否定である。

その視線では高い者でも低い者でもみな同じである

そ（２）の奴隷とも同じ食布に座って食事を取った。

アラブの自由民の価値を認めず

エ（３）チオピア人の風采も気にしなかった。

白人は黒人と交わり

血（４）統の面目を失わせた。

この平等関係　この朋友関係は非アラブの人々の見解である

わ（５）たしはよく知っている　サ（６）ルマーンはマ（７）ズダクであることを。

ア（８）ブドゥラーの息子はそれに騙され

アラブに混乱をもたらした。

ハ（９）ーシム家の一族はそ（10）こから離れ

二回の祈りで彼らの目は光を失った。

非アラブ人にとってア（11）ドナーンの名誉はどこにあるか

口のきけない人にとってサ（12）フバーニーの演説はどうして可能か。

アラブの貴族たちは目が見えなくなった

ザ（13）ヒールよ　墓の土から出て来ないか。



　あなたはわれわれにとりこの砂漠での案内人だ

　ジ（14）ブリールの呪文など壊してしまえ。





◎２人間の平等について嘆く。

（１）イスラーム教は人種や国の別により優劣の判断はしない。

（２）イスラームではすべて同じ食布に座って食事をする習い。

（３）民族の違いで区別はしない。

（４）クライシュ族の誇りも壊した。

（５）アブー・ジャハルを指す。

（６）預言者ムハンマドの教友の一人（？～六五五／六年没）。

（７）六世紀頃イランでマズダクが始めた宗教で、所有権を悪の根源とし社会的不平等を否定。

（８）預言者ムハンマドのこと。

（９）預言者ムハンマドの曾祖父を名祖とする一族でクライシュ族を構成する一部。

（10）クライシュ族としての優秀性を放棄し、低い地位の人々も自分と同じと考えた。

（11）預言者イスマーイールの子孫で預言者の系譜に結びつく。北方アラブ人の祖とされる。

（12）マッカの有名な弁士。マッカ征服後、イスラームに改宗（六七三年没）。

（13）アラブの詩人でイスラームを不信者として非難した詩人。

（14）預言者ムハンマドに最初に啓示を教えた大天使。ここではクルアーンの意。






３





カ（１）アバの聖黒石よ　もう一度言ってくれ

われわれがムハンマドのせいで見（２）たことをもう一度言ってくれ。

フ（３）ブルよ　自分の僕たちの懇願を受け入れてくれる御方よ

宗（４）教のない者のもとから自分の家を取り戻せ。

狼を羊たちの中に忍び込ませてやれ

棗椰子の木にある実を苦（５）くせよ。

砂（６）漠の風を強風にして吹かせよ

棗椰子のすかすかの幹が倒れるように。

ラ（７）ート神よ　マナート神よ　ここから外に出るな

もしここから出るとしても　わが心からは出るな。



　わが両方の目の中に　おまえの家がある

　もしおまえが行くなら　しばらく止まれ。





◎３アブー・ジャハルはイスラーム以前の社会の再来を望む。

（１）預言者イブラーヒームがカアバ聖殿を建てた時、大天使が天上より持って来た石。

（２）イスラーム教徒がカアバ聖殿にあった偶像を破壊したこと。

（３）イスラーム以前にカアバ聖殿に祀られていた多神教の神像。

（４）イスラーム教徒から、かつての住み処であったカアバ聖殿を取り戻させよ。

（５）イスラーム教徒のために。

（６）七夜八日にわたり嵐が襲って。クルアーン第69章７節参照。

（７）マッカのカアバ聖殿にあった偶像。クルアーン第53章19～20節参照。












Ⅲ　水星天





　詩人のイクバールと案内をするルーミーは月光天より水星天に上昇して移り、二人はそこでムスリムの再生と復興に共に尽くしたイラン生まれのジャマール・ウッディーン・アフガーニー（一八三八／三九～九七年）とトルコ生まれのサイード・ハリーム・パシャ（一八六九～一九二一年）の霊と会う。ルーミーは二人にイクバールを「流れる川ゼンデ・ルード」と言って紹介する。

　アフガーニーはイクバール（ゼンデ・ルード）からムスリムの現状を聞くと宗教と政治の相互関係を述べ、さらに社会主義や王制についての抗争も知らせる。パシャは二人の話を聞き、東洋と西洋について自説を述べる。彼はトルコ出身であったのでトルコの近代化について述べ、ムスタファー・ケマル（一八八一～一九三八年）の近代化政策には批判的である。

　パシャの言葉を聞きイクバールはアフガーニーにクルアーンについて尋ねる。アフガーニーはクルアーンの中より、四つのテーマについて語る。ゼンデ・ルード（イクバール）はその説明を聞くと、こんなすばらしいものを人々が知らないのはなぜかと問う。

　その後、ゼンデ・ルード（イクバール）は世界のムスリムの現状と再興を述べ、アフガーニーはロシアの民に社会改革のメッセージを送る。













１　ジャマール・ウッディーン・アフガーニーとサイード・ハリーム・パシャの霊との対面
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土（１）の一握りは自分の仕事を前進させた

その顕現の景色を見るために。

わたしは時（２）空の罠に捕らわれたのか

存（３）在がわが罠の虜になったのか。

わ（４）たしのせいでこの青い空に割れ目があるのか

わたしは天から来たのか　天（５）はわたしの存在ゆえにあるのか。

わたしの良心を天が天の中に混ぜたか

わたしの良心が天をわたしの中に混ぜたか。

これはわたしの中の眺めか　それとも外の　一（６）体なんだ

わが目が見ているもの　これは何か　い（７）かにあるか。

わたしは今ほかの空へ羽ばたき始めた

わたしの前にほかの世界が見える。

そ（８）の世界には山が　荒野が海が陸がある

われわれの地球よりずっと古い世界である。

その世界は一つの小さな雲から生まれ

まだ人間による略奪は見ていない。



　この世界の存在の碑の上にどんな印（９）も記されていなかった

　その中の自然の様子について粗探しをする者は誰もいなかった。





１

◎ルーミーの案内で月光天の旅をしたイクバールの旅は水星天に移る。ここでムスリムの再生と復興に共に尽力したイラン生まれのアフガーニー（一八三八／三九～九七年）とトルコ人のパシャ（一八六九～一九二一年）の霊と対面する。この詩は五連から成る。

◎１水星天への旅の様子である。

（１）人間、すなわちイクバールは月光天の世界から水星天の世界に向かう。

（２）人間が霊的認識を得ないと人間の上に時空の世界、すなわち物質世界の圧力が及んでくる。

（３）人間が霊的認識を得ると人間は時空の世界を征服する。

（４）そのとおりである。

（５）そのとおりである。

（６）わたしの中にある眺めである。

（７）存在するものすべてがわが存在のゆえに存在する。

（８）わたしが今行こうとしている世界。

（９）領有権を示すもの。






２





わたしはル（１）ーミーに言った　「この砂漠は良い

山の中で川の流れの音も良い。

だがわたしにはここでの生活の様子が見えない

ア（２）ザーンの呼びかけはどこから来るのだろうか」

ルーミーは言った　「ここはスーフィー聖者たちのいる所です

この土地に住む者たちはわ（３）れわれの土地のことを知っています。

人（４）類の父が旅の道具をまとめて天国から旅立った時

二に三さん日にち　ここに滞在しました。

ここの大気はその吐（５）息の熱さも見ました

夜明けの嘆きも時おり聞きました。

ここに参詣に来る方たちは尊敬すべき方々です

身分の高い出身の清らかな方々です。

清らかな方々とはフ（６）ァズィールやブ（７）ーサイードのことです

賢者とはジ（８）ャニードやバ（９）ーヤズィードのことです。



　わ（10）れわれも礼拝ができるように　早く起きましょう

　しばらく祈りの恵みが得られるように」





◎２イクバールが水星天の印象を語ると、案内人のルーミーはここはスーフィー聖者たちの魂のある所であると教える。

（１）イクバールの旅の案内人。

（２）礼拝への呼びかけ。

（３）地球に住むわれら人間のこと。

（４）アーダム。

（５）天国から追い出された時、ここで情熱的な吐息を洩らし嘆き号泣したと言われる。

（６）サマルカンド出身のスーフィー聖者（八〇二年没）。

（７）ホラサーン出身のスーフィー聖者（九六七年没）。

（８）バグダード出身のスーフィー聖者（九一〇年没）。

（９）ビサータム出身のスーフィー聖者（八七四年没）。

（10）それらすばらしい人々と一緒に。






３





わたしは前に進んだ　二人の人が礼拝中であるのを見た

礼拝の先導に従うのがタ（１）ータール　先導を務めるのがア（２）フガーニーであった。

わが師ルーミーはいつも神の側におりますが

その顔は熱意と喜びとで輝いておりました。

ルーミーは言った　「これら二人以上に優れた方はおりません

かれらの爪がわれらの難問を解いてくれました。

そのうちの一人サ（３）イイド・アッサーダート・モウラーナー・ジャマールが

その言葉で石（４）や土器を蘇らせました。

も（５）う一人のトルコ民族の指導者は同情心に篤く

その思想はその御方の地位のように高いものです。



　このような人々と一緒に僅かでも祈ることは真の宗教的実践であります

　少なくともこのような礼拝はその報酬が天国が得られるようなものであります」





◎３イクバールとルーミーは人々が礼拝中であるのを見る。ルーミーはその中にアフガーニーとパシャを見つけ、彼らと一緒に礼拝ができることは幸運だと語る。

（１）サイード・ハリーム・パシャのこと。タータール系の人である。

（２）ジャマール・ウッディーンのこと。育ちがアフガンであるので。

（３）アフガーニーのこと。

（４）死んだムスリムを。

（５）パシャのこと。






４





そのクルアーン朗誦は勤勉な老（１）師の先導の下にあり

星（２）章の部分の朗誦は、深い雰囲気を感じさせるものであった。

それは預言者カ（３）リールが歓喜する仕方の朗誦で

ジ（４）ブリールの清純な魂も歓喜するようなものであった。

心はその朗誦でじっとしてはいられなくなり

墓の中から「アッラーの外に神はなし」の声が上がってくるようだった。

その朗誦は煙に炎の不安を与え

預言者ダ（５）ーウードにも熱情と陶酔を与えるものであった。



　その朗誦ですべて隠れていたものが現れた

　その朗誦で「書（６）の母」のベールが取り外された。





◎４イスラーム寺院での礼拝の先導者イマームはアフガーニーであった。

（１）アフガーニーを指す。

（２）その章には預言者ムハンマドの昇天の記述があり、時空の征服の意味が込められている。

（３）預言者イブラーヒームのこと。前十九世紀頃～前十七世紀頃の人物で一神教徒。カアバ聖殿を建設。

（４）大天使の筆頭で、最初にムハンマドに啓示を教えた。

（５）クルアーンの中に出てくる預言者の一人で旧約聖書中のイスラエル王ダビデ。その声のせいで木や石、鳥や獣に歓喜を与えたという。

（６）クルアーンの意。その中には正しい教えがあるが、それが現れた。






５





わ（１）たしは礼拝の後　席から立った

懇願して　そ（２）の手に口付けをした。

ル（３）ーミーは言った　「この者は大空の旅をしています

その心の中には熱情と苦悩の世界があります。

彼は自分以外の誰にも目を向けませんでした

心を誰にも与えず　こ（４）の者は自由です。



　広大な宇宙を忙しく旅する人です

　わたしはからかって言います　（５）流れる川ゼンデ・ルードと」





◎５礼拝が終わるとルーミーはイクバールをアフガーニーとパシャに流れる川ゼンデ・ルードと言って紹介する。

（１）イクバール。

（２）アフガーニーの手に。

（３）アフガーニーにわたしを紹介して。

（４）物質的関係に捕らわれず、また誰かの愛の罠に陥らずにいる。

（５）イランにこの名の川がある。






アフガーニー


流（１）れる川ゼンデ・ルードよ　わが現世について少し語ってくれ

わが大地と空について語ってくれ。



　土でできてはいるが天使たちのような鋭（２）い視線の者よ

　ムスリムについてわれらに少し知らせてくれ。





◎十九世紀の人アフガーニーはイスラーム世界の現状に関心がありイクバールにそれを問う。

（１）イクバールよ、そこの現状について少し語ってくれ。

（２）深い眼識を持つイクバールよ。






流れる川ゼンデ・ルード


世界征服も可能なイ（１）スラーム共同体の心の中に

わ（２）たしは宗教と祖国愛との葛藤を見ました。

体中の魂は確（３）信の弱体化で死に

輝かしいイスラームの宗教の力に絶（４）望しています。

トルコ　イラン　アラブのムスリムの国々はヨーロッパに陶酔し

それぞれどの国も喉元にヨーロッパの釣り針が掛っています。



　東洋は西洋の支配で疲弊し

　社会主義は宗教とイスラーム共同体より輝（５）きを奪い取っています。





◎ゼンデ・ルード（イクバール）はアフガーニーの要望に応じて語る。

（１）国境を越えて一体化した世界中のムスリム。

（２）今日のムスリムは西洋文化と思想の影響で肌の色や人種、祖国愛の渦に陥り、宗教の普遍的な魂を失った。そこで今日のムスリムはイスラーム共同体を分裂と混乱の犠牲にした。

（３）信仰に対する確信の弱体化。

（４）西洋の政治の奴隷となって。

（５）宗教と政治は分離できないという見解をムスリムに忘れさせてしまった。









アフガーニー




２　宗教と祖国




１





西洋の君（１）主は完全なる誤魔化しとペテンである

宗（２）教の人々に祖（３）国というものについての教育をした。

そ（４）れは自らを中心と考え　あなたがたは分裂の中にいる

シリア　パレスチナそしてイラクなどという区（５）別なしであれ。

もしおまえに真偽の区別を識別する力があるなら

土（６）の塊や煉瓦　石に心を煩わせるべきでない。

宗教とは何か　土（７）の上から立ち上がることだ

清い命を自分自身に知らせるために。

「（８）神アッラーよ」と言う誰もが収まりきらない

こ（９）の四方の体系の境界の中に。

草の葉は土のものであるとはいえ　土から生えてくる

だ（10）が残念　もし土の中で清い命が死んでしまったら。

人間は水（11）や土からできているとはいえ

色（12）や湿り気は花のように水や土から得ている。

残念だ　もし人間が水（13）や土の中をいつも転げ回っているなら

残念だ　もし人間がこの地よりより高く飛ばないなら。

体は言った　おまえは旅（14）路の土の中に紛れ込め

命は言った　宇宙の広さを見よ。

命（15）は東西南北の境界に捕らわれない　賢人よ

自（16）由人はいかなる束縛をも知らない。



　自由人は暗（17）い土に対して落ち着かない

　なぜなら鼠の仕事は鷹にはできないのだから。





２

◎アフガーニーはイクバールからムスリムの現状を聞くと二連で宗教と祖国に関して自説を述べる。

◎１宗教について。

（１）支配階級。

（２）イスラーム共同体の人々。

（３）国家は民族から成っているのであり、宗教で成っているのではないという西欧的な考え。

（４）西欧の国々の君主は一致連合し、それに対しムスリムはその同胞間でいがみ合いをしている。

（５）祖国愛に捕らわれるな。

（６）祖国を神としてイスラーム共同体を破壊させるべきでない。

（７）宗教とは物質主義より優れ、霊的認識を得て永遠の準備をすることである。

（８）神の唯一性を信じる者は祖国愛の渦に巻き込まれず、全世界が祖国となっているので、時空の世界に捕らわれた民族には収まりきらない。

（９）この時空の世界の境界。

（10）もしムスリムが物質主義に陥り、魂を知らないままとなることは残念である。

（11）水、火、土、風の四大要素の中の水と土でできている。

（12）人間は単に水と土でできている像でない。人間の体の中には真の感情が生まれる魂もある。

（13）人間が物質主義に捕らわれていることは残念である。

（14）物質主義の方に行け。

（15）魂は時間や空間の境界を超えるので。

（16）自由人はアッラーへの愛を持っているのでそれ以外はどんな束縛もない。

（17）物質主義の意。神を愛する者はその人生を物質主義では送ることはできない。






２





あなたが祖（１）国として国名を付けた土の一握り

それがエジプトでありイランでありイエメンなどである。

確かに祖国の人々は郷土と関係を持つ

というのはそ（２）の土から一つの民族が出現するので。

しかしもしあ（３）なたがこの点に関し洞察力を持つなら

髪（４）の毛より扱いにくさがあるのがわかるはずだ。

太（５）陽がたとえ東から昇るとしても

すばらしく輝いて。

だが太陽はその内的な情熱のせいで葛藤している

太陽は東や西の境界より出ようとして。

しかし太陽はそのすばらしさに酔いながら東から昇る

その光の覆いの中に宇宙全体を包み込もうとして。



　太（６）陽の性質は東や西の限界に捕らわれない

　もちろん太陽は東と特別な関係にはあるが。





◎２祖国について。

（１）イスラーム共同体の分裂の原因となったのは祖国という考えからくる祖国愛である。

（２）民族の存在は祖国から生じ、宗教からでない。この考え方はヨーロッパ的思考である。

（３）イクバールよあなたが。

（４）この見解で民族、特にムスリムの中に分裂を生じさせている。

（５）ムスリムの意。ムスリムはイスラーム教を通し、地域の限界を超えて一つの共同体を成すという考えがムスリムの根本原理である。対句四から対句七までがその説明である。

（６）自由人もこのように限界（境界）の束縛より自由である。そして人間はそうあらねばならないと言っている。









３　社会主義と王制




１





カ（１）リールの子孫で『資本論』の著（２）者は

似（３）非えせジブリールたる預言者である。

その本の中で真理と誤ご謬びゅうが混在しているので

その心は敬虔なムスリム　だが頭は邪（４）教徒である。

西洋の人々はより高い天（５）を見失ってしまい

腹（６）の中に清い命を探そうとしている。

色や匂いを体から取らない　清い命は

体（７）を除き外と関係を持たない　社会主義は。

真理を究めていない預（８）言者の宗教は

腹の平等に基礎を持つ。



　友（９）愛に対する場は心の中である

　その根は心の中にあり水や土の中ではない。





３

◎アフガーニーは社会主義と王制についても言及する。

◎１社会主義について。

（１）クルアーンに出てくる預言者で純粋な一神教徒のイブラーヒーム。旧約聖書ではアブラハムに当たりユダヤ人。

（２）ドイツ系ユダヤ人の共産主義思想家カール・マルクス（一八一八～八三年）。

（３）マルクスは四大天使の一人であるイスラームの預言者ジブリールのようではないが『資本論』を通して人類に社会主義のメッセージを伝えたのでイクバールはマルクスを預言者と書いた。

（４）神の否定である。

（５）求道者が神秘的合一の世界に入って得られる境地。すなわち物質的世界でなく精神の世界。

（６）物質主義の中に魂を探す。

（７）物質主義。

（８）マルクスの社会主義。

（９）イスラームでは友愛は心の中にあり、その中ですべての人間は平等である。






２





王制も体（１）を肥満にさせるものである

その光なき胸は心（２）を欠くものである。

そ（３）れは花の蜜を吸う蜜蜂のように

葉を残しその蜜だけを吸い取る。

花（４）の枝も葉も　色も匂いもそのまま

その美しさに小さ夜よ鳴なき鳥どりの嘆きもそのまま。

そ（５）んな色や匂いの魔術など捨ててしまえ

見掛けを捨てて真の意味を見よ。



　内（６）部の死を見ることは難しい

　だがそ（７）れを花と言うな　実際に土となっているものなど。





◎２王制について。

（１）物質主義を第一として神を否定するものである。

（２）人間的な友情を欠き個人的利益が優先される。

（３）王制とは蜜蜂が作るような状態である。

（４）蜜蜂が蜜を吸った後、表面的な美は変わらないがその内側にある甘みはなくなっている。

（５）花には蜜がなくなっているがあるように見える。すなわち人々は王制下で楽しそうに見えるが実際は隷従で魂は失っている。

（６）王制下の大衆の死の様子。

（７）蜜のなくなってしまった花。






３





両（１）体制とも魂の敵　心は不満で不平を抱く

両体制とも神（２）を知らず　人間を騙すものである。

人生は前（３）者のせいで反乱　後者のために貢（４）ぎ物

これら二つの石の間で人間はガラスである。

前（５）者は学問　宗教　芸術に破壊をもたらす

後（６）者は肉体から精神を　手からパンを奪い取る。

わたしはそれら二つが水（７）と土の中に浸っているのを見た

それら二つが体を輝かせてはいるものの心が暗かったのを見た。



　人（８）生とは苦闘し建設することである

　土の中にその種子を蒔くことである。





◎３社会主義も王制も人間社会に悪を及ぼすものとアフガーニーは考えている。

（１）社会主義体制や王朝体制。

（２）神を否定している。

（３）社会主義のせいで資本家と労働者の間で抗争や虐待が起きる。

（４）王制の領主は隷属民より貢ぎ物を収納し快楽的生活を送る。

（５）社会主義は人間を精神的な情熱より遠ざけるので。

（６）王制は人間から魂を奪う。

（７）物質主義。

（８）真の人生とは生物学的な一生を送ることでなく、魂を生き返らせ永遠の生の準備をすることである。









サイード・ハリーム・パシャ




４　東洋と西洋




１





西（１）洋人にとっては賢明さこそ人生の道具である

東洋人にとっては愛こそ宇宙の秘密である。

賢明さは愛で神を知るものとなる

愛の力は賢明さで強力なものとなる。

愛が賢明さと道連れになると

愛は新しい世界の画家になる。

さあ立ち上がり　新しい世界の絵を描け

愛（２）を賢明さと混合させて。

西洋人の炎は湿（３）り出している

彼らの目は見えているが　心は死んでいる。

西洋人は自らの剣で自らを傷つけた

自（４）らの獲物のように生け贄となった。

熱情と陶酔をその（５）葡ぶ萄どうの蔓つるから求めるな

彼らの空には新しくなる時代はない。



　人生に対しての情熱はあ（６）なたがたの火からである

　新（７）世界創造はあなたがたの務めである。





４

◎パシャはアフガーニーとゼンデ・ルードの対話を聞き、自らも東洋と西洋のテーマで自説を述べる。

◎１東洋人は西洋人と異なり、愛で世界を描くべきとする。

（１）西洋人にとっては知能こそすべてである。しかし知能だけでは人を迷わせる。愛がなければ正しい方向に向かわない。

（２）物質世界ではなく精神世界を重視すべく両者を利用せよ。

（３）西洋の文化や思考の魔術は壊れつつある。

（４）厚顔無恥の考えを広げ、それに基づき日毎の糧の欠如の餌食となった。

（５）西洋の酒から。

（６）東洋のイスラーム教徒たち。

（７）イスラームによる新しい生活の創造。






２





ム（１）スタファー・ケマルはイスラームの復興と改革を謳うたい

古い絵図は洗い流してしまうべきだと言った。

だがその生活様式はカアバを新しくしない

もし西洋からラ（２）ート神やマナート神が来るならば。

トルコ人にとって新しい曲はハープの中に入っていなかった

そ（３）の新しいものは西洋人が使い古したもの以外の何物でもなかった。

彼の胸には新（４）しいどんな息吹きもなかった

彼の心には新しいどんな世界も見えなかった。

彼は自らの世界を西（５）欧世界に同化させただけだった

だがその世界は熱気で蠟ろうのように溶けてしまった。

宇宙には多様性や想像性の計り知れない余地がある

それゆえ偉大なる民族の存在は単なる模倣ではありえない。

生きている心とは時代の創造者で

模（６）倣ではその命が神から離れて過ごすことになる。

もしあ（７）なたがイスラーム教徒のような気概を持つなら

自分の心の中を覗き　クルアーンを見るがいい。

そ（８）の各節には数百の新しい世界がある

その時代の中にたくさんの転変が隠されている。

現代の改革にク（９）ルアーンから取った一つの世界で充分である

もしあなたの胸の中に真実に達する心があるならそれを取れ。

敬虔なムスリムモミンの僕しもべは至（10）高神の諸節の中の一節である

クルアーンのあらゆる世界はその背丈に合ったガウンのようである。



　世界がその者にとって古くなると

　ク（11）ルアーンはそれに他の新しい世界を与える。





◎２パシャはトルコ出身である。それゆえトルコの近代化に関心があり、第二連ではケマルの近代化に批判的で、東洋人が進む際の指針はクルアーンに求めるべきと示唆している。

（１）第一次世界大戦後のトルコ革命の指導者（一八八一～一九三八年）。

（２）イスラーム以前にカアバ聖殿にあった偶像神。ここではムスタファー・ケマルがもたらす西洋文化。

（３）西洋文化。

（４）彼はムスリムでありながら西欧の体制を取り入れ、それはイスラームに反するものだった。

（５）アラビア文字を廃しラテン文字を採用するなど、さらなる非イスラーム化は自らを辱めるだけであった。

（６）西欧を模倣することで神との関係が希薄となり、魂は神の恩恵を受けなくなる。

（７）トルコ人に向かい、霊的認識を得てクルアーンの教えを自らの案内人にせよと言っている。

（８）クルアーンの各節を熟考すると日毎に新しい世界を生じさせられる力が得られる。

（９）クルアーンはどんな世界でも案内することができ、現代でもそれより助けを求められる。

（10）クルアーンの意。クルアーンは正しい道への導きである。クルアーン第17章９節参照。

（11）ムスリムは古くなった世界をクルアーンで再び調整する。クルアーン第17章９節参照。






ゼンデ・ルード（流れる川）


われら土（１）の者の小舟には船頭がいません

誰も知らないのです　クルアーンの世界がどこにあるのか。







◎パシャの言葉を聞き、アフガーニーにクルアーンについて尋ねる。

（１）人間の意。特にムスリム。






アフガーニー


その世界とは今もわれわれの胸の中に隠（１）れている

その世界とは今も「立（２）て」の言葉を待っている。

そ（３）の世界とは血や肌の色で差別がない

そ（４）の夜は西洋の朝より輝かしい。

その世界とは王や奴隷の区別がなく

敬（５）虔なムスリムモミンの心のようにその境は見えない。

それは新しく緑豊かな世界である　預言者ムハンマドの恵みが

預（６）言者ウマルの命の中にその種を蒔いたように。

その世界とは不滅でその出来事は真新しく

そこから出て来る葉や実も真新しい。

その内（７）側は変質の懸念がなく

その表面は毎瞬変わりつつある。



　その世界はおまえの中にある　見よ

　わたしはその様子について知らせたい。





◎クルアーンの世界についてアフガーニーはゼンデ・ルードに語る。

（１）ムスリムはクルアーンの教育を忘れてしまったので。

（２）「アッラーの命で立て」との言葉を待っている。

（３）イスラームでは人間はすべて平等である。民族や部族の違いや血筋の誇示を戒め、最も貴いのは敬虔な人間とする。クルアーン第49章13節参照。

（４）イスラームの夜。西洋文化は物質主義や偶像主義で暗黒。

（５）モミンは民族や国家のような境界を設けず普遍的である。そのように人間の中に身分の上下関係を作らない。

（６）預言者ウマル（五九二～六四四年）は初期においてイスラーム迫害者であったが改宗後、熱心な信者。第二代正統カリフ（在位六三四～四四年）となりその統治は公平さで有名。

（７）クルアーンの本質は不変で、本質から生ずる言葉は状況に応じて変化する。なおこの啓典はアッラーから下された物。クルアーン第３章７節参照。









５　クルアーンの世界の基本的な信条




[image: １]　神の後継者としてのアーダムの役割
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両世界の中でいたる所に愛（１）の形跡がある

アーダムの子孫は愛の秘密の中の秘密である。

愛の秘密は血統の誇りとは関係がない

それはノアの息子サームやハーム　古代ローマやシリアとも関（２）係がない。

そ（３）れは西とも東とも関係がなく沈むこともない星のようである

その軌道には北も南もなく星のようである。

「われは地上に代理者を置く」の言葉が人（４）間の運命である

それが地から天まで人（５）間のクルアーン注釈である。

死　墓　審（６）判の日　復活は人間にとって通過点である

光（７）の世界や火の世界は人間の行為の報酬である。

そ（８）れ自身が礼拝先導者イマームであり礼拝者でありカアバ聖殿である

それ自身がインキ壺であり本でありペンである。

少しずつそ（９）の隠れたものが姿を現す

そ（10）の限界はない　その国の国境はない。

そ（11）の存在により可能性の価値が出る

そ（12）の中庸は可能性の試金石となる。

わたしはそ（13）の岸のない海についてなんと言おう

その心の中には時や時代が潜んでいる。

人（14）間の中に入りきれるものは世界である

世界の中に入りきれないものは人間である。

太陽や月は人間の存在によって明らかとなる

そ（15）の独居の中にはジブリールでさえ接近は不可能である。



　人間の地位は天より高く

　文（16）化の本質は人間の尊厳である。





５

◎アフガーニーはクルアーンの次の四つのテーマについて語る。すなわち、[image: １]アーダムの地位、[image: ２]アッラーの支配、[image: ３]大地は神の所有、[image: ４]英知は大いなる神の賜り物である。これらのことはクルアーンの中で重要な部分である。
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（１）神アッラーの跡。神による一切の創造。クルアーン第２章29節参照。

（２）出自や人種などと関係がない。

（３）完全人間は時空を超越し、永遠の生命が目的である。

（４）人間は神の代理人とされたので神のような属性を持つ。クルアーン第２章30節参照。

（５）この宇宙は人間のために作られた。もし人間がいなければ宇宙の存在の目的はない。

（６）現世が終わる終末の時、すべての人が受ける神の裁き。クルアーン第18章49節参照。

（７）天国や地獄の世界。

（８）これらすべてのことが人間が神の代理人のせいで現れた。もし人間が天地創造での目的でなかったとしたら、人間の中に何も存在しなかった。

（９）創造主が人間に与えた能力。

（10）人間の持つ能力には限界がなく全宇宙を収容できる。すなわち偉大なる進歩の可能性がある。

（11）人間が存在することで他の被造物の価値が生じる。

（12）人間の中庸が他の被造物の価値判断の基準となる。

（13）完全人間の心の意。

（14）宇宙は心より小さいので。

（15）人間の心の深奥には大天使ジブリールでさえ近づけない。

（16）イスラームの基本的な教えは、人間は父母の出自や人種による優劣はなくすべて平等であるということ。






２





目（１）覚めた心の人間よ　生とは何か知っているか

多数の眺めの中に唯（２）一の愛を見ることである。

男女は互いに関（３）係を持ち

両者は愛の世界にとっての画家である。

女性は生（４）の火の擁護者である

その性質は生（５）の秘密が記される碑である。

女性はわれわれの火花を自らの命（６）の中に吸収する

その命の真価は土塊を人間にする。

その心の中に生（７）の可能性が隠されている

その熱で生（８）の連続が生じる。

それはたくさんの火（９）花が出てくる炎である

命と体はその情熱なしでは形を成さない。

われらの威厳はその栄光ゆえにある

われらすべての存在はそ（10）の絵師による。



　もし神があなたに理（11）解の眼差しを与えてくれたなら

　あなたは清純となり　その気高さを感じ取るようになれ。
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（１）イクバールに語り掛ける。

（２）神アッラーを見ることである。神は一つの魂から人間を作り、その配偶者を作り、無数の男女を増やしたので。クルアーン第４章１節参照。

（３）男女の互いの愛や魅力が人類の増大をもたらす原因である。

（４）女性の子宮に入った精子を養護し、人類の増加に尽力する。

（５）人類の増加の原因となり、全人類は女性のお陰で生じる。

（６）子宮の中に取り入れる。

（７）生の存在と連続は女性のお陰である。

（８）女性が人類の増加に貢献している。

（９）火花は子供で、炎は女性の意。

（10）女性により人間の存在がある。

（11）母親の役割の重要性を理解する能力を与えられたら。






３





ムスリムよ　現代はおまえの宗教から輝きを奪ってしまった

わたしはおまえにベ（１）ールの秘密をはっきりと語ろう。

創（２）造の喜びが体の中に火のようにしてある

そ（３）の輝きによって人々の集まりも輝く。

この火を分かち持つ者は誰でも

自らの火と願望に対して見（４）張り人となる。

それはいつも自（５）分の絵に注意している

その石板が何かほかの絵を取らないように。

ム（６）ハンマドはヒ（７）ラーの洞窟に独居を選んだ

一いっ時とき自分以外の誰とも会わなかった。

われわれの絵はムハンマドの心に投げ入れられた

その独居の中で共（８）同体がかき立てられた。

あ（９）なたは神ヤズダーンの否定者にはなれる

だが預言者ムハンマドの威厳や偉大さの否定者にはなれない。

カ（10）リームのような輝かしい命を持っているとしても

あなたの思考は独居を除いては不妊である。



　人との交流を少なくすることで構想力はより強まり

　益々生き　求めることができ　得（11）る者となれる。
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（１）クルアーンに女性隔離の秘密がなぜあるか。

（２）それが人類を増加させる原因。

（３）男女が情熱を欠くと人類の増加はできない。

（４）その擁護と世話が必要。さもないと創造の行為は冷めて終わってしまう。

（５）意図どおりの絵となるように。

（６）創造に際しなぜ女性隔離が必要かを預言者ムハンマドの例を挙げてこの対句以下で説明。

（７）預言者ムハンマドが初めて啓示を受けたマッカ郊外にある山の洞窟。

（８）イスラーム共同体を考察する。

（９）神は目に見えないので否定はできる。だがムハンマドがしたことは明確であるので否定はできない。

（10）神と話す人の意で超能力を持つ預言者ムーサーのこと。クルアーン第28章物語章参照。

（11）自分の目的を。






４





知識や愛も生（１）に関係する

両（２）者とも出来事と関係する運命である。

知（３）識は探究で美味を得る

愛（４）は創造で美味を得る。

探究する者は集（５）会を好む

創造する者は独（６）居を好む。

預（７）言者ムーサーの目は神の姿を求めた

これはすべて探究の楽しみからであった。

「あ（８）なたはわれを見ることはできない」との神の言葉には意味がある

しばらくこの深（９）い海に潜っていてみよ。

ど（10）こにでも生の形跡がベールなしで見えるので

そ（11）の源泉は宇宙の中心にあるのがわかるので。

お（12）まえは世界の混乱に目を落とせ

創（13）造主に集会の困難を与えるな。



　すべての絵を創造する神の擁護は独（14）居の中にある

　その指輪の宝石は独（15）居の中にある。
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（１）生を続けるためには知識と愛の両方が必要である。

（２）知識と愛の中でどちらかを欠くと生は無目的となる。

（３）知識は探究で最新のものを発見。

（４）愛は新しい世界を創造する。

（５）探究とはその存在が以前からあったものを学者が知能を使って発見することで、学者は共同作業を好む。

（６）創造とは存在していなかったものを新しく作り出すことで、創造者は孤独の作業をする。

（７）ムーサーは神がどんな姿をしているか知ろうとして。クルアーン第７章１４３節参照。

（８）クルアーン第７章１４３節参照。

（９）前の行の神の言葉の意。

（10）人間が目にするものすべて、神の作ったもので、創造主の神の存在があるのがわかる。

（11）創造の絵は常に独居を取って生まれている。

（12）神の印を宇宙の中に見て、それが形なきことを確信し、被造物を見て神を確信せよ。

（13）創造主は孤独を愛するので創造での孤独の邪魔をするな。

（14）創造者が集団の中に入るとその創造力は弱体化するので創造者には独居が最も良い。

（15）創造者にとっての最適なこと。






[image: ２]　アッラーの支配
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神（１）の僕しもべは身分関係には捕らわれない

誰（２）かの奴隷にならず誰をも奴隷にしない。

神の僕はまさに自（３）由な人である

国や法規はまさに神からの賜り物である。

自由な人の習慣や宗教　自由な人の法規も神が下されたも（４）のである

その善悪や　その苦味や甘味も神が下されたものである。

そ（５）の分別は他の繁栄には無頓着である

自己の利害に捕らわれ他の利害には気を配らない。

だが神の啓示ではす（６）べての者の利害に関心を払う

その目にすべての利害と改善がある。

そ（７）れは平時でも戦時でも公平である

友好の中にあっても敵対の中にあっても値引きせず何者をも恐れない。

神以外の者が誰かを禁じたり命令したりする者になると

力（８）のある者は力のない者に恐怖を与える者になる。



　大空の下　独（９）裁制が暴政になると

　神の支配を離れた独裁制は異（10）端となる。
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（１）人間による統治を認めず、クルアーンの真実だけに従う者。クルアーン第28章88節参照。

（２）他の奴隷になったり他を奴隷にすることは神以外の支配者が存在することになりイスラームの一神教の理念に反する。

（３）クルアーンではアッラーの支配を認める者はすべての隷属より解放される自由が神より与えられる。

（４）これを犯す者は死をもって罰せられる。

（５）人間は利己主義で、常に自らの利害を中心に考えるので。

（６）神の目はすべてに平等である。

（７）神の法はあらゆる場合に平等。

（８）金持ち、地主、官僚など。

（９）独裁制は宗教と化し神の代わりとなる。

（10）自分の仕方で神を主張するので。






２





老獪な専制的な独裁者は

法（１）律で自らの周囲に城塁を築く。

鋭い嘴くちばしで一瞬にして獲物を捕らえる白（２）鷹は

ゴ（３）シキヒワをその仕事の相（４）談役にする。

独裁者は独裁制に法（５）律や慣行を与えた

あたかも目の不自由な人が同様の人に眉墨を与えるかのように。



　専制君主たちの法律や慣行の獲得は

　専制者たちを太らせ農夫たちを糸（６）紡ぎ車の心棒のようにさせた。
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（１）自らの独裁を隠すために法律を作る。

（２）圧政者。

（３）スズメ科の小鳥で、ここでは大衆。

（４）独裁制を隠すため。

（５）大衆を騙すため。

（６）やせ衰えさせた。






３





おおヨーロッパの民主主義の方式よ残念

死者はヨーロッパのラ（１）ッパのせいでさらに死者となる。

手（２）品師たちは回転する大空のように

自分のチェス盤に諸民族を駒（３）として置いた。

チ（４）ェスをする人は財を蓄え　他の者が苦痛に苛さいなまれるに任せ

毎瞬　互（５）いに待ち伏せし合っている。

はっきりと美（６）女たちの秘密を言うべきであった

わ（７）れらは物品で　彼らは商人であると。

金（８）銀に対する欲望で涙を欠き

母親たちには子（９）供は肩の荷となった。

そういう民族は残念と言わざるをえない　果実の恐れで

木々の幹より湿り気を取ってしまう民族では。

その琴爪が弦からメロディーを生じさせないように

生まれる前に絞（10）め殺してしまう。

ヨーロッパ人はさまざまな方法を持つとはいえ

わたしはヨーロッパから教（11）訓以外何も得ていない。



　西洋の模倣の虜になっている者よ　自由になれ

　ク（12）ルアーンの教えを取り　自由になれ。
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（１）生き返らせる代わりに。終末の日に大天使イスラーフィールのラッパの音で死者は生き返る。だがヨーロッパの民主主義のラッパの音は隷属民をさらに隷属化してしまった。

（２）民主主義を見せ物にするヨーロッパ人。

（３）隷属化された弱小民族。

（４）ヨーロッパ人。

（５）欧米人の間で互いに。

（６）弱小民族の血を搾り取り、美しい顔になった者たち。

（７）欧米人の間でのわれわれの立場。

（８）対句五から対句八までは民主主義が人間の倫理を壊したことの説明。

（９）そこで産児制限などを行う。

（10）妊娠中絶をする。

（11）西洋の文化・文明そして学芸は世の称賛を受けているが、それら物質文化は人間性に限りない損害を与えているとアフガーニーは警告をしている。

（12）クルアーンの教えに従っていけば正しい意味で自由で偉大な共同体になれるとアフガーニーは提言する。






[image: ３]　大地は神の所有
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東洋や西洋でも人間の歴史は

土（１）地を介して戦争や抗争を語る。

すなわち花（２）嫁は一人であるがその婿（３）はわれらすべて

だが魔（４）術師もわれらすべてを相手にしなかったりしたりして。

そ（５）の媚び様は全くもって言葉巧みで色気たっぷり

それはあなたのものにならずわたしのものにもならない。

この石やその欠けらもあなたに従わない

そ（６）れは定住し不動　あなたは旅にある。

眠（７）っている者と目覚めている者との交流はいかなるか

不動のものが旅（８）人とどんな関係にあるか。

神（９）は土地をわれわれの財と言う以外　何も言わなかった

この高価なものは只（10）で正真正銘の只である。

そこの神（11）よ　わたしからの言葉を聞け

食（12）料や墓（13）の土地を大地から取れ　だが占拠はするな。

いつまでそれとの関（14）わりがあるか　お（15）まえは存在しそれは存在しない

おまえは存在し　それは不在を表している。

人間よ　おまえは鷹だ　大空を舞え

羽を広げて舞え　土に捕らわれるな。



　土地は神の所有であるとのクルアーンの意味は明白である

　この明白さに気づかない者は異（16）端である。
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（１）土地は歴史的に見ても常に抗争の原因であった。なおこの対句から五番目の対句までがこの詩の序である。

（２）土地の意。

（３）求愛者で土地を求める者。

（４）土地の意。土地は誰か一人の花嫁にならない花嫁である。

（５）土地である花嫁は魅力たっぷりで男の気を引くが、その心は誰にも向けない。

（６）土地は常に同じ場所にあるが人はいつかその場から離れる。

（７）土地は眠って死んでいる。おまえは目覚めて生きている。

（８）不動の土地に対し人間はその土地の奴隷となることは真の人生でない。土地の取得は人生の目的にはなれない。

（９）神は大地を生あるもののために設けた。クルアーン第55章10節参照。

（10）光や水や空気のように無料。

（11）地主たちよ。

（12）神は糧を授ける御方。クルアーン第51章58節参照。

（13）死後自分を埋葬するための土地。

（14）土地の取得が人生の目的か。

（15）もし土地が耕作されないとそれは役立たない。土地の存在はおまえが存在するからこそあり、おまえは土地より優れている。

（16）土地はアッラーの所有である。クルアーン第７章１２８節参照。それを人間のものと考えるのはクルアーンに反しており邪教徒ということになる。






２





わたしは言わない　住（１）み処と人里を捨てよとは

こ（２）の色と匂いの世界はおまえの財産であるから。

この土地より穀物という真珠を一粒ずつ取れ

白鷹のように獲物をその天からも捕れ。

自分の斧をその山に打ち下ろせ

自（３）分の中から光を得よ　そしてそれで火を付けよ。

ア（４）ーザルの仕方を無視せよ

自分の願望に従って新しい世界を彫れ。

心をこ（５）の世の色や匂い　王宮や人里などに渡すな

心（６）とは神のマッカ聖域である　それを神以外の誰にも渡すな。

装備なしで　墓や屍衣なしで死ぬこととはどういうことか

財（７）や富　女子供や家族の中に自らを失うことである。

「（８）神はなしラーイッラー」を暗記している者は誰でも

全世界を自分の中に取り入れている。



　空腹や踊り　裸体での清貧などどこにある

　清（９）貧とは王権である　出家しての清貧などどこにある。





◎[image: ３]‐２

（１）修道院生活をせよとは。

（２）現実の世界。

（３）土地の生産物や他の利益をアッラーからの忠告に従ってみよ。物的利益を精神的利益よりすばらしいと考えるな。

（４）預言者イブラーヒームの父親で偶像崇拝者で彫刻家。クルアーン第６章74節参照。土地や物的利益を神とするアーザルの模倣はするな。

（５）現世の魅力や安楽。

（６）心は神聖なる場所である。神だけを住まわせよ。

（７）全生涯、それらの獲得のために過ごしたこととなり、その人生は自然死よりも不名誉である。

（８）「アッラーの外に神はなし」の神の唯一性を確信している者は物質世界の混乱に陥らず世界を征服することになる。

（９）この仕方の清貧は非イスラーム教徒の清貧である。真の清貧とは世を捨てないイスラーム的な清貧である。






[image: ４]　英知は大いなる神の賜り物




１





神は英（１）知を多くの良きものと言った

どこでもこの良きものが見えたら捉とらえよと言った。

知識は文（２）字や声に翼を与える

真珠でない物に真珠の清らかさを与える。

知識にとって道は空の上まで通じている

そ（３）れが太陽の目から視線を取れるように。

知識は万物の説明をする処方箋である

すべての運（４）命はその方策と関係がある。

もし知識が荒野に水の泡を作れと言えば作る

また海に蜃気楼を立てよと言えば立てられる。

その目は宇宙の出来事にある

宇（５）宙のさまざまな原理が見られるように。

心がもし神につながると預（６）言者の地位となる

神を知らないとそれは邪教徒となる。

英知を心の情熱なしで扱うと悪（７）となる

その光は海や陸の暗黒の原因となる。

そ（８）のガスのせいで世界は暗黒色となる

その春は花も咲かず実を落とす春となる。

海や荒野　山岳や花園　そして牧場も

その飛行機の爆弾で粉々となった。

ヨーロッパ人の胸はそ（９）れで火の海となった

そのせいで夜襲や略奪の美酒に酔った。

その英知は時代を後（10）戻りさせた

諸民族の資本をずたずたにしてしまった。

その英知の力は悪魔にとり友となった

その光（11）は火と友好関係を結び火となった。

悪魔を負かすことは難しいことだ

それは心の奥深い所で見えなくなっているので。

そ（12）れらをムスリムにするのがいい

クルアーンの剣で殺すのがいい。

優（13）美さのない威厳からお助けを

合一のない別離からお助けを。

愛のない英知はマ（14）ッカにあった異教の神像

愛のある英知は神（15）の世界のもの。

愛を欠く知識や英知は死（16）んだもの

そのような知識は標的に届かない矢だ。



　目の不自由な人に眺めを見させよ

　ブ（17）ールハブを襲（18）う獅子にせよ。
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◎最初の対句より七番目の対句までで英知の美について語り、八番目以下の対句で扱いを誤ると英知も害となると述べている。

（１）英知は哲学や心理学のような観念的なものと、物理学や数学のような学問的なものに分けられる。クルアーン第２章２６９節には、英知を授けられた者は本当に多分の良いものを授けられた者とある。

（２）文字には書面で声にはスピーチで、人の運命を変える力がある。

（３）知識は土地より収穫の益を上げるだけでなく、月や太陽を利用して利益を得られる。

（４）運命を推測と取れば宇宙にある全部のものの推測が可能で、また目的と取ればなぜ宇宙が作られたかがわかる。

（５）学問は宇宙の万物にまで達して、基本的原則も認識する。

（６）英知が神と心を結びつけるとその目的は宇宙の創造となる。

（７）人間に利益をもたらす代わりに命の責め苦となる。

（８）情熱のない英知は人間性の建設の代わりに破壊の原因となる。春も本来の春にならない。

（９）使い方を間違った英知や学問で。

（10）人間は進歩する代わり衰退に向かい始めた。

（11）欠点のない人間も悪魔の性質を得た。

（12）悪魔を打ち負かす方法は。

（13）現世的な安寧は得られるが、人間的友好や偉大さを得られない英知は悪魔の英知である。西欧の教えは人間を神や人間性から遠ざけてしまった。

（14）イスラーム以前の多神教。

（15）イスラームの神の世界。

（16）迷いの原因となる。

（17）預言者ムハンマドのおじでイスラーム信仰に厚くなかった。

（18）第四代正統カリフ（在位六五六～六一年）のアリーの称号。預言者ムハンマドの従弟でイスラーム信仰に厚かった。






ゼンデ・ルード


あ（１）なたはクルアーンでその教えを明らかにしました

だがそ（２）の世界は今もなおベールに覆われています。

ベールを顔からなぜ取らないのですか

わ（３）れらの心から外へなぜ出ないのですか。

われらの前に一つの古（４）びた世界があります

その土の中でイスラーム共同体は休（５）んでいます。



　タ（６）ータール人やクルド人の胸の熱情も消えてしまいました

　ムスリムは死に　クルアーンもその存在感を無くしてしまいました。





◎ゼンデ・ルードイクバールはアフガーニーからクルアーンの説明を聞いた後、こんなすばらしいものを人々が知らないのはどういう訳かと問う。

（１）アフガーニーよ。

（２）クルアーンの世界。

（３）クルアーンの教えがイスラーム国家になぜ見えないのか。

（４）西洋式の教育と学芸を受容して生じた世界。

（５）クルアーンの教えより離れて。

（６）トルキスタンのタータール人、イラン西北地域のクルド人は共にムスリム勢力の拡大に貢献した。






サイード・ハリーム・パシャ
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神の宗教は不信よりも悪名高くなってしまった

ム（１）ッラーは敬虔なムスリムであったが不信心になってしまった。

わが朝（２）露はわが視線の中で海である

その視線によれば　わが海は朝露である。

クルアーンの売（３）り手の不思議な言葉に

天使ジブリールが泣（４）き叫ぶのを　わたしは見た。

そ（５）の心は天の方の世界を知らない

その意見では　ク（６）ルアーンは単なる小説である。

ムハンマドの宗教の英（７）知を持たず

その空は星がなく暗い。

それは弱視でつまらない者　無駄口をたたくだけ

イスラーム共同体はその口論や論争で粉（８）々になった。

ムッラーとその付属の学習塾はクルアーンの秘密を失い

生（９）まれつき目の不自由な人と太陽の輝きとの関係である。



　邪教徒の宗教は熟考と策略が聖（10）戦であり

　ムッラーの宗教は神（11）のための暴動である。





◎１ゼンデ・ルードの疑問にアフガーニーは答えず、パシャが代わって答え、第一の責任はイスラーム説教師ムッラーにあるとする。回答は三連から成る。

（１）ムッラーは、その魂を忘れ多食に耽ふけっている。クルアーン第２章16節参照。

（２）朝露は日常的なイスラームの習慣の意、海は大原則となる断食や巡礼のこと。現代のムッラーによるとその無知のせいで、大原則も無価値である。

（３）クルアーンの注釈を支配者の意に適うように行い、それで利益を得ようとしていた当時のムッラー。

（４）ムッラーが神の啓示から離れ、無視するようになったので。

（５）ムッラーは神の愛を知らない。

（６）実際は神が地上の人間のために下した神への導きの書。

（７）クルアーンを理解する力。

（８）さまざまな派に分裂。

（９）目の不自由な人に太陽の明かりがわからないように、今日のムッラーにはクルアーンの明かりがわからない。

（10）自らの宗教を拡大するために努力し戦争も辞さない。

（11）目的貫徹の熟考を欠き、聖戦からも逃げ、イスラーム教の分派同志を戦わせるだけ。






２





神（１）の人は四方八方のこの世界にとっての命である

昨今独居をしているその人にわたしからの伝言を伝えてくれ。

あ（２）なたの思考で敬虔なムスリムの生があり

あなたの息で共同体は安（３）定を保つと。

クルアーンの擁護はあなたの務めであり

ア（４）ッラーの言葉を明白に述べることがあなたの宗教であると。

あなたはカ（５）リームなのに　いつまで頭を垂れたままかと

自（６）分の手を袖から外に出せと。

輝かしい共同体の出来事を語り

鹿（７）たちに砂（８）漠の広さを語れと。



　あなたの本性はム（９）スタファーの光で輝いている

　結局わ（10）れらの立場はなんなのか語れと。





◎２イスラーム神秘主義者に自覚を促す。

（１）神との合一を目指し、清貧に甘んじて修行する者。

（２）あなたは神の側近なので。

（３）信仰における信念の確立。

（４）イスラームの布教。

（５）預言者ムーサーの意。

（６）神はムーサーに輝く御手の奇跡を与えて当時の専制君主ファラオに立ち向かわせた。今、人の前に出てファラオと対決し、共同体を救えの意。クルアーン第７章１０８節参照。

（７）イスラーム共同体のムスリム。

（８）イスラームの教えの偉大さ。

（９）預言者ムハンマドの光。

（10）ムスリムの立場と目的。






３





神（１）の人は誰からも色や匂いを得ない

神の人は神アッラーだけから色や匂いを得る。

毎瞬その体の中に新しい生命が生じる

毎瞬それは神のような新しい輝きになる。

神の人よ　敬虔なムスリムモミンに忘れてしまった秘密を語れ

「（２）日ひ毎ごとに彼は」の秘密の説明を再び語れ。

カアバを除き隊（３）商は目的地を持たない

神を除き隊商は心の中に何も持たない。



　その道はほ（４）かにあるとわたしは言わない

　だが隊商は以前と異なり　その視線も異なっている。





◎３神の人の性質を述べる。

（１）神の人とは自らの中に神と同じ属性を持つ人。

（２）クルアーン第55章29節「日毎にかれは、（新たな）御業で処理される」からの引用。すなわち、神は人間のあらゆる事柄の指導をする。

（３）イスラーム共同体の目的地はカアバ聖殿である。

（４）イスラーム共同体の目指すべき道はカアバ聖殿に通ずるものだけであるが現在はそれが非イスラームへの道となってしまっている。






アフガーニー


ムハンマドのハ（１）ディースをあなたは知っているか

神の宗教はこの世に謙（２）虚さの姿で現れた。

わたしはあなたにその目新しい語の意（３）味を語る

この宗教の謙虚さは神の名を唱える人の清（４）貧からのものでない。

探索をする人　それらの人々のために

宗教の謙虚さはそのクルアーンの章のユ（５）ニークさにある。

宗教の謙虚さは毎（６）瞬新しい方法で現れる

この点を理解せよ　もしあなたが見識ある人であるなら。

心（７）を再びクルアーンの輝かしい章に結びつけよ

現代を投げ縄の中に捕らえることができるように。

誰（８）もわからない　クルアーンの秘密が

西洋人も東洋人も抗争に巻き込まれており。

ロシアの民は新（９）しい絵図を作った

パンと水をもたらせたが宗教を失った。



　神（10）を見よ　神を言え　神以外は探すな

　一（11）、二語　わたしからその共同体に言おう。





◎パシャの話が終わると今度はアフガーニーがゼンデ・ルード（イクバール）に答える。

（１）預言者ムハンマドの言行を記した言行録。

（２）偉ぶらず控え目で攻撃的でなく現れ、誰もイスラームを知らなかった。

（３）謙虚さの意味。

（４）アッラーとの合一を目指して修行する者に現れる態度。

（５）宇宙の創造者の奇跡。

（６）クルアーンの各節そのものは同じであるが、時に応じて新しい意味となって出てくる。

（７）現代の悪業や弊害を終わらせ、それに神の意に従った姿を与えられるように。

（８）クルアーンの章句の現代に関してある奇跡が人々の前に現れていないので。

（９）社会主義の絵図。

（10）ゼンデ・ルードに向かって言う。

（11）諸民族の再建策について。









６　ロシアの民に対するアフガーニーからのメッセージ
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クルアーンの目的とするところはほ（１）かにある

ムスリムの規範と法はほかにある。

その心に燃えている火（２）は今はない

その胸にム（３）スタファーは生きていない。

敬（４）虔なムスリムはクルアーンから御ご利り益やくを得なかった

わたしはその酒杯の中に酒（５）や滓を見なかった。

それは自分でカ（６）エサルの魔法を解いた

だが自分で王制の玉（７）座に就いてしまった。

王朝の若木は力を得た

そ（８）の宗教は王朝から新たな絵図を得た。



　王朝体制で視線が変わった

　愛（９）や正気　生活習慣が変わった。





６

◎アフガーニーのロシアの人々への社会改革のメッセージは六連から成る。

◎１はクルアーンについての再考。

（１）今日のムスリムはクルアーンとその偉大な教えから離れ、それを知らなくなった。

（２）今日のムスリムの心には誤謬を燃やしてしまう火がない。

（３）物質主義の餌食となり預言者ムハンマドへの愛がない。

（４）今日の敬虔なムスリム。

（５）イスラームの教えの普遍的な輝き。

（６）ムスリムは初期の一人の政府、王制を廃止しカリフ制にした。

（７）間もなくカリフ制を止めて王朝体制となった。

（８）今やカリフ制は終わり、王朝体制の中で統治が第一、宗教が第二になってしまった。

（９）すべてがイスラーム的でなくなった。






２





ロシアの民よ　みなさんは新（１）しい体制の基礎を置き

古い規律や方式から心を解き放した。

あなたがたはわれわれムスリムのように世界で

王朝体制の骨格を砕いた。

あなたがたが心の中に灯明を点けられるように

われわれの出（２）来事から教訓を得よ。

自らの足をこの戦いにしっかりと置け

ラ（３）ート神とフブル神の周りは回るな。

今この古い世界には次のような民族が必要である

吉（４）報をもたらす者ともなり警告者ともなるような民族が。

東洋の諸民族の方へ戻れ

東洋の時代とあなたがたの未来は関係があるので。

あなたがたは新しい情熱を命に投げ入れた

あなたがたの心に新（５）しい日夜が生じている。

ヨーロッパの法令や宗教は古くなってしまった

それら古くなってしまった寺（６）院の方には目を向けるな。

あなたがたはすべて古（７）い主人との関係を終わらせた

さあ今度は「ラ（８）ー」より「イ（９）ッラー」の方へ行け。

もしあなたがたの中に探求の能力があるなら「ラ（10）ー」を通り過ぎて行け

確信の道を通り　永遠となるために。



　ロシア共同体の方たちよ　世界的な体制を望むなら

　あなたがたはそのために何か基礎となる堅固なものを探（11）し出したか。





◎２イスラームと共産主義は共に平等主義に基づき王朝体制に反対し人々の味方。それゆえ、偽りの信仰は止めるようロシアの民に提言する。

（１）共産主義の基礎を置き王朝体制を終わらせた。

（２）われわれはムスリムとして誇りある人生を送ってきたが今は心がイスラームから離れ、不名誉な人生を送っている。

（３）カアバ聖殿にあった偶像。イスラーム成立時に破壊される。この破壊された偶像のように王朝体制は復活させるな。

（４）信仰厚き者にはこの世と来世での吉報を告げ、信仰薄き者には苦痛で脅す。クルアーン第48章８節参照。

（５）体制が共産主義となり、毎日の生活に変化が生じている。

（６）ヨーロッパの法令や宗教。

（７）ロシア皇帝や貴族、ロシアの封建領主など。

（８）「神はなし」の意で、すべての主人となる者を否定。

（９）「アッラーを除いて」の意で、神の唯一性を信じよとのこと。

（10）この否定の先に最終目的地があるので。

（11）アフガーニーにはそれが見えず暗にイスラームだと示唆。






３





あなたがたは古（１）い物語のそれぞれの章を消した

さあ　（２）本の母アム・アルキターブで　あなたがたの思考を輝かせよ。

黒（３）人たちに輝（４）く御手を誰が賜わったか

古（５）代皇帝存在否定の吉報を誰がもたらせたか。

さまざまな顕（６）現に捕らわれるな

ヨーロッパから断絶し自分自身を発見せよ。

もしあなたが西洋人の誤魔化しに通じているなら

狐のような狡猾さを止めて獅（７）子のような気質となれ。

狐（８）の狡猾さとは何か　装（９）備や装具の探索である

モ（10）ウラーの獅子が自由と死を求めている時に。

クルアーンを欠くと獅子も狡猾な狐である

クルアーンの清（11）貧は王権の精神である。

クルアーンの清貧とは（12）唱ズィ名クルと（13）思フィ考クルの混合である

思考を唱名なしでは完全と見ない。

唱名とは何か　熱（14）意に礼儀を教えることである

これは心の仕事であり　単なる口や喉でのことでない。

そ（15）れで情熱の胸の炎が上がる

あ（16）なたがたの性格と今もって一致しない。



　思考の麗しさを恋する人々よ

　あなたがたに思（17）考の顕現について言おう。





◎３アフガーニーはロシア人にクルアーンの研究を勧める。

（１）ロシアのさまざまな歴史。

（２）クルアーンで。クルアーン第14章５節参照。

（３）アラブ人に。

（４）ムーサーに与えられた奇跡の手。クルアーン第28章32節参照。

（５）預言者ムハンマドやクルアーンそしてイスラーム教による平等思想で。クルアーン第30章２～６節参照。

（６）ヨーロッパの思想や文化。

（７）イスラームの教えで。

（８）西欧の統治の仕方。

（９）弱者から搾取すること。

（10）第四代正統カリフ（在位六五六～六一年）アリーの称号。アッラー以外支配者として誰をも認めず、奴隷になるより死を選ぶ境地でいる時に。

（11）財産などの世俗的なものに一切の執着心を持たないこと。

（12）神や神からの恩恵を思い浮かべ、神を賛美すること。

（13）自分や自分の周囲、神やクルアーンを熟考すること。

（14）人間を貪欲から救い、その興味を真の愛の感情で酔わせる。

（15）アッラーの唱名で。

（16）ロシア人は今もって唱名の喜びを知らない。

（17）次の連で、すなわち第四連で。






４





クルアーンとは何か　主（１）人にとって死のメッセージ

だが無一文の僕しもべにとっては援助者である。

富の亡もう者じゃに善意を期待するな

「愛（２）するものを（施しに）使わない限り、信仰を全まっとうし得ない」

高（３）利から結局何が生まれるか　騒動だけである

誰も知らない　無（４）利子金融の美味を。

高利で命は暗く　心は煉瓦や石のようになる

人間は歯や爪なしでも獣になる。

自らの糧（５）を土地から得ることは適法である

土地は僕たちの財であるが真（６）の所有者は神アッラーである。

敬虔なムスリムモミンの僕は神の土地の受託者で　神が所有者である

神（７）以外あなたが見る物すべてが消える。

真理の旗は専制君主たちにより引き裂かれた

村（８）々はそれらの侵入で疲弊崩壊した。



　われらの水やパンは同じ食卓から

　ア（９）ーダムの家族は唯一の魂から。





◎４思考の概念を明らかにしクルアーンがどんな社会を構築しようとしているかを述べている。

（１）資本家や富豪など搾取する側。

（２）富は他者のために使用しないと神からの恩恵は得られない。クルアーン第３章92節参照。

（３）イスラームでは利子は禁止。クルアーン第２章２７８～２７９節、第３章１３０節参照。

（４）ある時払い。

（５）神は人々のため果実を実らす。クルアーン第２章22節参照。

（６）大地は神の所有である。クルアーン第７章１２８節参照。

（７）神の顔以外すべてが消える。クルアーン第28章88節参照。

（８）帝王が町に入ると荒廃がある。クルアーン第27章34節参照。

（９）すべて人間はアーダムの子孫である。クルアーン第31章28節参照。だがその情欲が人間をばらばらにさせた。






５





クルアーンの絵図がこの世で描かれると

バ（１）ラモンや神父の絵図が消えた。

わたしは心の中に隠れていることを明確に述べる

そ（２）れは本でなく何か別物である。

そ（３）れが命の方に向くと命が別になる

命が別になると世界も別になる。

それは神のように隠れてもいるし　明白でもある

そ（４）れは生きており永遠でもあるし話す者でもある。

そ（５）の中に西洋と東洋の運命がある

電流のように思考のスピードを上げよ。

それはムスリムに言った　命（６）を手の平の上に置けと

必要以上に持っている者は他（７）に与えよと。

あ（８）なたがたは別の法令や規則を作ったが

それらをクルアーンの明かりの下で見てみよ。



　そ（９）うすればみなさんは人生の浮沈を知らされる

　人生の天命も同じく知らされる。





◎５本連では、クルアーンの持つ偉大さを語る。

（１）ヒンドゥー教やキリスト教の宗教的指導者の占有権の存在の余地がなくなった。

（２）クルアーンは偉大で不滅だ。

（３）クルアーンが命の中に入って来ると、それぞれの命の中に真の恋人の姿が見え始める。

（４）その教えはあらゆる時代のものであり、言葉は変わらず終末まで存在する。

（５）クルアーンの中に全世界のため、さまざまな指示、神の導きがある。それらを利用するため、人間は思考力を強く働かせる必要がある。

（６）アッラーのため聖戦をし命を差し出せとクルアーンは言う。クルアーン第９章１１１節参照。

（７）余分なものは他に施せと。クルアーン第２章２１９節参照。

（８）ロシアの民の作った新体制には、人間に繁栄をもたらす代わりにその発展を害する部分がある。それをクルアーンの光の下、修正しなければならない。

（９）その結果、『資本諭』に代わってクルアーンに関心を向けるようになる。






６





わ（１）れわれの宴には酒もなく酌人もいない

だがクルアーンという楽器には今も旋律が残っている。

もしわが撥ばちに効き目がなくても

空（２）には数千の撥を打つ人がいる。

至（３）高神の唱名は諸民族で豊か

それは時や場が豊か。

神アッラーの唱名は唱名する者から別れている

東（４）ローマとかシリアなどの必要はない。

もし神がわれわれの前からそ（５）れを取り上げると

他の民族の前にそ（６）れを置くだろう。

ムスリムの中にわたしは他の民族を模倣する者を見た

それで毎瞬わが命は体の中で震（７）えている。



　わたしはその日が怖い　ムスリムがクルアーンを奪われてしまい

　神が自らの愛の火を他の者の心に与えてしまわないだろうかと。





◎６第五連の最後の対句までで、アフガーニーによるロシアの民へのメッセージは終わる。

　　最後の第六連でアフガーニーはムスリム全般への注意を喚起している。

（１）今日のムスリムはクルアーンから離れ、そこへ誘う人もいないが、今も千三百年前の情熱は残っている。

（２）クルアーンを布教する人がいなくとも神はその役目を他の民族に与える。

（３）至高神の唱名の影響はすべてにあり、時空を超えている。

（４）クルアーンは神の言葉であり、クルアーンの宣教だからといって国や民族を区別する必要はない。

（５）クルアーン。

（６）クルアーンを広める役割。

（７）いつか神の怒りがあるのではないだろうかと恐れて。






師ルーミーはゼンデ・ルードに何か詩を詠めと言う


情熱と苦痛に満ちた師ルーミーに

そ（１）の言葉が彼の命にどんな影響を与えたか　わたしにはわからない。

彼は心から悲しみの溜ため息をついていた

その涙は殉教者の血よりも赤かった。

ルーミーの眼差しの矢は神アッラーの僕だけに突き刺さるものであったが

彼（２）はアフガーニーの方へその視線を向けて言った。

「心を血で夕焼けのように色づけねばならない

そ（３）の手を神の革ひもに結ばねばならない。

命は希望で流れる小川のようである

希（４）望を絶つことは永遠の死である」

再びわたしを見て言（５）った　「ゼンデ・ルードよ

一、二の対（６）句を詠み心に火を付けよ。

わが駱駝は疲れ　背の駕籠は重い

駱駝曳きの声はよ（７）り強くしなければならない。

敬虔な人の試練とは不（８）幸に会うことである

喉の渇きはさらに渇かせることが良い。

カ（９）リームのようにナイル川を渡れ

カ（10）リールのように火の方を進め。



　友（11）の香りを持つ敬虔な人の歌声は

　共同体を友の待つ路地まで連れて行く」





◎アフガーニーによるロシアの民へのメッセージが終わると、師ルーミーはゼンデ・ルード（イクバール）に、イスラーム共同体の中に再びクルアーンや預言者ムハンマドへの愛を起こさせる詩を詠めと言う。

（１）アフガーニーの言葉が。

（２）アフガーニーが前の詩で言ったことは正しいが絶望すべきでないとルーミーは言う。

（３）神の方に関心を払い、クルアーンに基づいて行動することが未来への希望を可能にする。

（４）希望は人間を行動に駆り立てるので。

（５）ルーミーがイクバールに。

（６）心に熱情が生じるような。

（７）その歌に酔い、重荷を感じず目的地に到達するために。

（８）真の友である神から賜るものは悲しみや喜びを問わず全部良い。

（９）預言者ムーサーのこと。古代エジプト王のファラオに追われナイル川を渡って逃げた。だが奇跡により追っ手のファラオたちをナイル川に沈める。クルアーン第２章50節参照。

（10）預言者イブラーヒームのこと。専制君主ナムルードにより火の中に投げ込まれたが、その火が花に変わり助かった。クルアーン第21章69節参照。

（11）イスラーム共同体の中に再びクルアーンや預言者ムハンマドへの愛を起こさせる詩を書くようルーミーはゼンデ・ルードに要求している。









７　ゼンデ・ルードの叙情定型詩ガザル





あなたは言うが　これらのバラやチューリップの花はいつもあると

だがそよ風の波のように　す（１）べて旅の道を行くものである。

われらは探すが得られない新しい意味　それはどこにある

マスジド　学校　居酒屋　それらはすべて不（２）妊である。

自分で一（３）語を学び　その語句で燃え上がれ

なぜならこのハ（４）ーンカーのすべてのカ（５）リームが情熱なしである。

タ（６）キヤに座る者の清浄の度合いについて聞かぬのがいい

髪（７）はこんがらかり　衣服は洗濯の跡もないままである。

マッカ聖域内に作った聖域はいくつだったか

神の唯一性の考えの者は同じ考え方　だ（８）が実際はばらばらである。



　宴で騒ぎを起こさないようにするのは難しくない

　難しいのは宴（９）の人々が酒のつまみなしだったり仲間なしだったりでいることである。





７

◎ゼンデ・ルードは師ルーミーの言葉に従い、ムスリムへの詩を詠む。

（１）この世の財産、権力、宇宙のすべてのものが消滅する。それゆえ、執着心は起こすな。

（２）何も得られない。すなわちムスリムの中に探求の熱意がない。

（３）神の唯一性。

（４）スーフィー教団の道場。

（５）預言者ムーサーの別称。今はムーサーのように神アッラーへの愛を持つ者はいない。

（６）長い枕。ここでは托鉢僧の庵、スーフィー道場などの意。

（７）自分の弟子を騙すためこの方法を取っている。精神性や敬虔さを欠いている。

（８）今はたくさんのムッラーなどの宗教学者たちが、神の唯一性に自己流の解釈を始め、分裂と分派を起こすことになった。

（９）ムスリムの中に今もイスラームの熱気はある。だがムスリムを正しい方向に導く指導者がいなくなってしまった。












Ⅳ　金星天





　イクバール（ゼンデ・ルード）は師ルーミーの案内で月光天と水星天の旅を終え金星天の近くまで上がって来ていた。師ルーミーから金星天には諸民族の神々の霊がいると聞き、そこに降りることにする。

　金星天に降りてみると最初、暗黒に見えた。しかし進んで行くと春の世界が現れ、昔の諸民族の神々の霊が住んでいるのがわかった。だがそれぞれの神々はクルアーンを恐れている。

　師ルーミーとゼンデ・ルードは、それら古代の神々の中に嬉しそうに歌っている神に気づく。その歌い手はフェニキア民族の偶像神バウルで、彼は一神教のイスラームの衰退を喜び歌っていた。

　師ルーミーとゼンデ・ルードは勝ち誇るようにイスラーム批判の詩を詠む昔の霊魂に対し、叙情定型詩ガザルを詠みさらに進んで行くと、偶像崇拝者たちの居場所に着く。金星天の海に降りて行くと二人の男が憔悴しきった姿で立っている。一人は預言者ムーサーの軍を追ってナイル川で水没死した古代エジプトのファラオで、もう一人はイスラーム共同体を目指したスーダン・マハディー国家に対する征服戦争を指揮したイギリス人のキッチナー卿（一八五〇～一九一六年）であった。キッチナー卿は、マハディー・スーダーニー（本名ムハンマド・アハマド、一八四四頃～八五年）の墓を掘り起こし、その死体を辱めたせいで、埋葬されることなく海の藻屑と消えたのだった。













１　金星天




１





月と太陽の光の間に

幾重にも大気のベールがある。

われわれの前にも百のベールが吊されている

それらの中に火の顕現が包まれている。

そ（１）の火の熱が加減されてなお一層心が熱くなるように

枝や葉っぱそれに実の成長に具合が良くなるように。

太陽のその熱でチューリップの血管には血が生まれる

小川は太陽の光の踊りで水銀のようである。

こ（２）のように清い命も土から生まれる

そして清い命は方（３）角のない世界の方に向かって行く。

清い命の道には死と再生そして再生と死がある

熱（４）情以外その旅の荷物は何もない。

それは数百の青い空の大気の中に

絶えず飛び込んだり出たりしなければならない。

そ（５）れは自ずとカアバの外壁となりイ（６）ブラーヒームとなる

生（７）け贄の仰せに自ら進んで従う者となる。

その命の前に九つの空が九つのハ（８）イバルの砦のように立ちはだかる

だがその一撃はハ（９）イダルの力のようでそれらを打ち破る。

絶え間ないこの争（10）いは清い命を更に清浄にする

そして強固で活発で機敏にさせる。

それは一面の光の中を飛び

その爪はジ（11）ブリールや天女を捕まえるものになる。



　それが「か（12）れの視線は吸い寄せられ」の運命を得れば

　それは神の僕の地位の者の監督となる。





１

◎この詩は金星天訪問の序で二連より成る。

◎１金星天訪問を決める前に宇宙で太陽光の強さを感じたことにより、それ以上の神の顕現の強さに思いを巡らす。

（１）もし太陽の強い熱と大地との間にベールがないと、この物質世界は燃えてしまう。そこでその熱がベールで調節され。

（２）太陽の光線は幾重ものベールを通り抜け宇宙の物の生の原因となる。魂はわれわれの土地、すなわち体の中に生じる。もしわれわれの魂と神との間にベールがないと人間は神の顕現に耐えられない。

（３）神との合一を望み神の方へ。

（４）旅の荷物となる糧食は情熱、すなわち愛の情熱で、それにより人間の魂は高い境地を得る。

（５）清い命は努力と修行で。

（６）クルアーンに登場する諸預言者で使徒の一人。偶像崇拝を批判。カアバ聖殿の建設者。

（７）神アッラーはイブラーヒームの信仰心を試すため息子のイスマーイールを殺し犠牲とすることを命じた。クルアーン第37章１０２～１１１節参照。

（８）アラビア半島におけるユダヤ教徒の拠点の一つで、預言者ムハンマドの時代の六二八年に後の第四代正統カリフのアリーが陥落させる。

（９）アリーの称号で獅子の意。彼はあらゆる偽りを打破し威厳を得る。清い心の一撃はアリーと同じような力を発揮する。

（10）聖戦ジハードに参加しての戦い。

（11）大天使の筆頭。最初に預言者ムハンマドに啓示を教えた。

（12）預言者ムハンマドの昇天を通して、清浄なる命が自らを預言者の色にすれば、それは神の僕の位置を得られる。クルアーン第53章17節参照。






２





わたしの位置についてはわからない　わたしはどこなのか

だがこれだけはわかる　仲（１）間から離れていることは。

わたしの中に軍隊や部隊を持たない闘（２）いがある

わたしのような識見を持つ人だけがそれがわかる。

人々は不信仰と宗教の闘いを知らない

わが魂はザ（３）イヌル・アービディーンのように孤（４）独である。

目的地や道に誰も気づいていない

わ（５）が声を除き道の灯明はない。

子供や若者そして老人すべてが怠慢の海に溺おぼれ

托鉢僧ファキールの一（６）人だけが命拾いして岸辺に到着。

わたしは怠（７）慢の家のベールを外した

わたしは合（８）一を恐れる　別離には呻くが。

合一が愛の到達点ならご（９）用心

実りなき嘆きこそ幸せ。

道を行く者が道を知る努力をしないことになる

もし旅人の魂に休憩が心地よいなら。

わが心とは眺めを見るのが楽しく

毎瞬よ（10）り新しい世界を望むような心である。

わたしの諸（11）事情に通じているルーミーは言った

「ほかの世界をあなたは望むのか　な（12）らばこの世界を取れ。

愛はチェスをする人　われらはその手の中のチェスの駒

おまえは前を見よ　われらは金星天の境界近くにいる。

そ（13）の世界はその支えが　水や土から成っている

そしてカアバ聖殿のように麝じゃ香こうの黒色の聖（14）被覆の中にある。

ベールを焼き尽くしてしまう視線をもって

その雲や霞の中で過ごすのがいい。

その中におまえは古（15）い神々を見るだろう

わ（16）たしは一人ひとりすべてを見分けられる。

バ（17）アル　マルドゥーク　ヤーウク　ナスル　ファサル

ラム・カン　ラート　マナート　アスル　ガスル。



　これらの神々は今日自らの存在で証明している

　カ（18）リールのいないこの時代の風潮を」





◎２ゼンデ・ルードは師ルーミーに金星天の見学を勧められる。

（１）普通の人々から。

（２）真理と偽りとの闘い。

（３）預言者イマーム・フサインの息子（六五八～七一二年）。六八〇年カルバラーの戦いでフサインとその一族の大半が殉教したが、その一族で生き残った唯一の人でイマーム姓を継ぐ。

（４）今日のムスリムの宗教離れで誰も一緒に闘う者はいない。

（５）イクバール自身の詩。

（６）すべてが怠慢の餌食。助かったのはゼンデ・ルードだけ。

（７）人々に道と目的地を示した。

（８）恋人と結ばれることを死、別れを生と考えている。

（９）合一を避ける。困難と共に安楽はあるので。クルアーン第94章６節参照。

（10）安楽より旅が好きなので。

（11）安楽より死を好むわが求道精神などのこと。

（12）前に見える金星天。

（13）金星天の世界。

（14）カアバ聖殿を覆う黒色の布。

（15）自らを神と主張した昔の神々が住んでいる。

（16）ルーミーの意。

（17）昔の神々のそれぞれの名前。

（18）預言者イブラーヒームの別称で神の真の友の意。カアバ聖域にあったすべての偶像を破壊した純粋な一神教徒。現在はいたる所に偶像が見えるがその破壊者はいない。すなわち偶像の僕はいるが神の僕はいない。









２　昔の諸民族の神々の集会





そこは風が強く　夜の闇のような黒雲に覆われ

雷もその暗黒の中で輝（１）きを失っていた。

そこは空中に吊された海のようだった

その裾は破れていたようだったが真珠が零こぼれ落ちてくることはなかった。

その岸辺は見えなかったが波足は速かった

波足は速かったがその風程には荒れてなかった。

ルーミーとわたしはそのコールタールのような海の中で

まるで夜の礼拝の小部屋シャビスターンにいるような気持ちであった。

ルーミーは旅のベテラン　わたしは新前

そこでわが両目は落ち着かなかった。

繰り返しわたしは言った　「わたしには見えない

あ（２）なたが言った他の世界とはどこにあるか」

やがて山岳地帯の様子が見えてきた

小川や牧草地が見えてきた。

山や砂漠にはたくさんの春の喜びがある

山から来るそよ風には麝香の香りがする。

小鳥たちは楽しげにさえずり

いくつもの泉　新芽が萌え出る草地があった。

体はその空気の恵みでさらにしっかりとし

清い命は肉体の中でさらに明敏となった。

わたしは山の上から一つひとつを見下ろした

それらの山や谷　荒野や峠は瑞々しかった。

その渓谷の上り下りの道はきつくはなかった

その土地ではヒ（３）ズルの水も顔（４）色なかった。

そ（５）の渓谷の中には昔の神々がいた

ある者はエジプトの神でまたある者はイエメンの神であった。

何人かはアラブ出身でイラク出身もいた

ある神は合（６）一の神でありまたある者は別（７）離の神であった。

こちらが太陽の子孫の者で月の娘婿の神であれば

向こうは木星の連れ合いに好意を寄せた神であった。

また両手で諸もろ刃はの剣つるぎを持つ神もいた

首に蛇を巻き付けている神もいた。

だがこれらすべての神々は（８）美の言及ズィクレ・ジャミールを恐れていた

これらすべての神々はカ（９）リールの一撃に苦しめられた。

マルドゥークは言（10）った　「人間は神（11）から逃げてしまった

キリスト教教会やマッカ聖域に不平を言いながら逃（12）げてしまった。

今日の人間は理解力や知識を増やそうとして

過（13）去の時代の方へ視点を移している。

古い遺跡を通して彼らは楽しみを得ている

われわれの顕現について話している。

時は今　物語の新しい章を開いた

この世の土よりわ（14）れわれに好ましい風が吹いてきている」



　バ（15）アルは大喜びで喜びの歌を歌っていた

　そして神々にわが秘密を暴露していた。





２

◎師ルーミーの勧めで金星天に降りてみると最初、暗黒の世界に見えた。しかし進んで行くと春の世界が現れ、昔の諸民族の神々の霊が住んでいるのがわかった。だがそれぞれの神はクルアーンを恐れている。

　　この詩の前半は暗黒の世界が、後半に春の世界が叙述される。クルアーンではイスラームと預言者を光に、不信者を暗黒に喩えている。クルアーン第14章１節には、「あれは（神は）あなたに（預言者ムハンマドに）人々を暗黒から光明に導き出すために啓典を下した」とある。

（１）輝きを消してしまう程の暗さ。

（２）師ルーミーが語った世界。

（３）預言者の一人で生命の水を飲み永遠の生を保ち、道案内をする者。

（４）そこの水は死んだ人も飲めば生き返る程で、ヒズルの水よりも良い水であった。

（５）この対句十三より対句十六までは、神々についての記述である。

（６）平和や愛の神。

（７）戦争や嫌悪の神。

（８）クルアーンのこと。古い神々はクルアーンにより終わらされていたので。

（９）預言者イブラーヒームの称号。彼は純粋な一神教徒で偶像破壊者であったので昔の神々はその一撃を恐れた。その威力についてはクルアーン第37章93節参照。

（10）仲間の神々に向かって。

（11）イスラームの神の唯一性。

（12）しかし人間のこの逃亡は古い神々に新時代の到来を告げるものであった。

（13）イスラームが生じる前のアラブの無明時代（ジャーヒリーヤ）。

（14）古い神々を崇拝する考え。

（15）マルドゥークの言葉を聞いて。









３　バアルの歌




１





人間はこの青い空（１）を引き裂いた

だが大（２）空の向こうの神を見なかった。

人間の心の中に思想の外に何（３）があるか

波（４）のように一つが頭をもたげると他は逃げる。

その命は五感により安心を得る

それゆえ過（５）ぎ去ってしまった時代が再来する可能性がある。

東（６）洋人の性格を知っている西洋人よ　どうか末長くあれ

わ（７）れわれを墓から外に出させた御方よ。



　かつての神よ　今こそ思いを叶える時だ。





３

◎それら古代の神々の中に、師ルーミーとゼンデ・ルードは嬉しそうに歌を歌っている神に気づいた。その歌い手はフェニキア民族の偶像神バアルであった。

　　バアルとはヘブライ語で主あるじとか神とかを意味したが、太陽神の古い名称でもあった。バアルは一神教のイスラームの衰退を喜び歌っていたのだった。その内容は四連から成る歌である。

◎１西洋人がイスラーム衰退の原因となる端緒を開いた。

（１）それで人間は星まで届いた。

（２）空間を超えた所。

（３）何もない。

（４）今日の人間は知識の奴隷で熱情や愛に欠ける。

（５）偶像崇拝の時代。

（６）西洋人、特にイギリス人はイスラーム教徒に物質主義を教え、神の唯一性から離れさせてくれた。そしてわれわれの方に目を向けるようにさせた。

（７）われわれの崇拝者を生みわれわれに新しい人生を与えてくれた西洋よ。






２





見よ　神（１）の唯一性を語る集まりは壊れてしまった

イ（２）ブラーヒームの子孫は創（３）造の日の呼びかけに興味を示さなくなった。

その宴は四散し　その酒杯も粉々

ジ（４）ブリールの酒で酔っていた宴や酒杯は。

自由であった人々は四（５）方の制限に捕らわれている

生まれ故郷に縛られ　神から切り裂かれてしまった。

その血は偶像崇拝の威圧で冷めてしまった

そのせいで聖域カアバハレムの師は首（６）に数珠を掛ける者になった。



　かつての神よ　今こそ思いを叶える時だ。





◎２イスラームの人々はその根本精神をなくしてしまった。

（１）イスラーム教の根本精神。

（２）純粋な一神教徒でカアバ聖殿の建立者。

（３）「われらは汝らの主でないか」の呼びかけ（クルアーン第７章１７２節参照）にそのとおりと肯定的に答えていたことも昨今のムスリムは忘れてしまった。

（４）大天使の筆頭。最初に預言者ムハンマドに啓示を教えた。

（５）祖国愛に捕らわれている。イスラームでは祖国愛でなく神の唯一性を基に人々が結集する。

（６）非イスラームの信仰の心酔者となってしまった。






３





世界にわれらの喜びの日が戻ってきた

宗（１）教は国や血統に敗北を喫して。

ム（２）スタファーの灯明で何が恐れか

今は百人のブ（３）ールハブがそれを吹き消すので。

「神（４）はなし」の声はするが

しかし心から出てしまったものは唇に戻るか。

西洋の呪文は（５）悪魔アフレマンを生き返らせた

神の日が夜の恐怖で青ざめる程。



　かつての神よ　今こそ思いを叶える時だ。





◎３今はイスラームだった世界に偶像崇拝の喜びが戻ってきた。

（１）西洋文化の影響によりムスリムが重視しなかった肌の色や人種、祖国愛に関心を払うようになってしまった。

（２）預言者ムハンマドの称号。

（３）古代の神々の中の一人。

（４）神の唯一性の声でイスラームの根本原理。しかしそれを遵守する者はいなくなった。

（５）ゾロアスター教の悪神。






４





その首から宗教の束縛を解かねばならない

わが僕しもべたちは自由な僕であったので。

礼（１）拝は今ムスリムにとりきついものになってしまった

そこで一（２）ラクアの礼拝を望む　跪（３）拝なしの礼拝を。

情熱は歌で高まる

歌（４）のない礼拝にどんな楽しみがあるか。

隠（５）れていることが相応しい神よりも

現れている神の方がよりいい。



　かつての神よ　今こそ思いを叶える時だ。





◎４イスラームの一神教の世界より多神教の物質世界が良い。

（１）彼らは望むことをしてきた。だがイスラームのせいで今日多くの制約に縛られている。

（２）礼拝の始めより最後までの10段階の連続した基本動作。

（３）礼拝の仕方の中で六、八番目に当たる平伏礼のこと。額を床につけ平伏し、「至高なるわが主に栄光あれ」と三回唱える。

（４）イスラーム世界では「歌舞音曲は宗教的には忌避行為」と一般的にはされている。

（５）イスラーム教では神は姿として表現されていない。









４　金星天の海に降りファラオとキッチナーの霊を見る




１





師ルーミーは『精（１）神的マスナヴィー』の著者で

その一撃はカ（２）リールの一撃のようで威厳があった。

師ルーミーは次の叙情定型詩ガザルを陶酔しながら詠んだ

昔のすべての神々はそれを聞いてみな平伏した。






　（３）叙情定型詩ガザル


「過去や未来に再び視線を向けなければならない

さあ気をつけて　そのようなことすべて再び考えなければならない。

愛は時代の駱駝にその振り分け荷を結びつける

おまえは恋人か　ならば朝（４）夕を自分の乗り物にしなければならない。

わが師は言った　世界の歩みは恒久不変の歩調ではない

それゆえその好き嫌いには目をつぶらなければならない。

おまえがもし世と断絶して神を望むなら

まず第一に自分の欲情を抑えなければならない。



　わたしはわが師に言った　わが心の中にラ（５）ート神マナート神がおります

　するとわが師は言った　その偶像殿は壊してしまわなければならない」





ル（６）ーミーは再びわたしに言った　「息子よ立ち上がれ

わたしの裳も裾すそ以外ほかの何物にもしがみつくな。

前に山が見える　カ（７）リームのいない山だ

雪のせいで銀が積み上げられたような山だ。

その山の後ろにダイヤの色の海がある

その中は外よりはっきり見える。

荒立つ波はそこに見えない

そこの様子には永遠の静寂がある。

そこは自分の力に陶酔し神に反抗する者の居場所だ

そ（８）れらは見えないものの否定者でただ存在するものだけを崇拝する者たちだ。

それらのうちの一（９）人は東洋と関係を持ち　もう一（10）人は西洋とだ

それら両人は神の人と闘争中だ。

そのうちの一（11）人がその首にカリームの一撃を食らい

も（12）う一人が（13）托鉢僧ダルヴェーシュの剣で真っ二つ。

それら両人ともフ（14）ァラオで　小ファラオと大ファラオ

それら両人とも海や川に沈んで溺れて死んだ。

誰もが死の苦しみは知っている

だが圧制者の死は神（15）の恐るべき仕し業わざである。

わ（16）が後に続いて来れ　誰をも恐れるな

おまえの手でわしの手をつかみ　誰をも恐れるな。



　わたしは海の胸をム（17）ーサーのように引き裂いてやる

　わたしはおまえを海の底まで連れて行ってやる」





４

◎師ルーミーとゼンデ・ルード（イクバール）は金星天に着くと勝ち誇ったようにイスラームを批判する詩を詠んでいた昔の霊に会ったが師ルーミーはそれに対するガザルを詠む。そしてさらに進んで行くと偶像崇拝者たちの居場所に着く。

（１）十三世紀イスラーム世界を代表するルーミーの思想作品。

（２）預言者イブラーヒームの意。

（３）このガザルは五つの対句から成り、それぞれの対句に一神教的な傾向が見える。

（４）恋人はその情熱と努力で時代をつかみ、思いどおりのことをする。おまえもそのようにせよ。

（５）共にイスラーム以前の偶像神。ここでは物質主義の意。

（６）ルーミーは旅を続けようとイクバールに言う。

（７）預言者ムーサーの意。彼は神に、「わたしの前に姿をお現し下さい」（クルアーン第７章１４３節参照）と言ったが今はそのような者はいない。

（８）彼らの信仰は神でなく、物質世界に没入することが彼らの信仰である。

（９）預言者ムーサーの時代の古代エジプト王、ファラオ。自らを神と称し預言者ムーサーを虐待する。最後は預言者ムーサーの軍を追ってナイル川で水没死。

（10）イギリス人のキッチナー卿（一八五〇～一九一六年）。英占領下のエジプトで勤務。エジプト軍総司令官としてイスラーム共同体を目指したスーダン・マハディー国家に対する征服戦争などを指揮する。

（11）古代エジプト王、ファラオ。

（12）イギリス人のキッチナー卿。

（13）マハディー・スーダーニー。

（14）古代エジプト王のような専制君主。

（15）神が下す戒めである。

（16）ルーミーはイクバールを促す。

（17）ファラオの軍勢にムーサーたちが追われている時、ムーサーは杖で海を打つと海の中に道ができたという。クルアーン第20章77節参照。






２





海はわれわれにその胸を開いた

水のように見えたのは風であった。

その底は色も匂いもない渓谷だった

その中に幾重もの暗闇のベールが掛っていた。

師ルーミーはクルアーンのタ（１）ー・ハー章を読んだ

海（２）の底から月光が現れた。

その光の中に見えたものは緑なき裸の冷たそうな山だった

そこに二人の人が憔悴して立っていた。

二人はルーミーの方を一いち瞥べつし

再び二人は互いに顔を見合わせた。



　フ（３）ァラオは言った　「こんな朝に光の川とは

　こんな朝にこの光とは　この顕現とは　一体どこから来るのか」





◎２ゼンデ・ルードは師ルーミーの後について行くと海に出て、そこに二人の男たちが憔悴しきって立ち、ゼンデ・ルードたちの方を見ていた。

（１）クルアーン第20章のター・ハー章の朗読の恩恵で海の面に光が射した。

　この章は第二代正統カリフ（在位六三四～四四年）であるウマルのイスラーム入信となったことで知られている。

　ウマルはイスラームの迫害者であったが、妹ファーティマの読む本章を聞き感激し、イスラームに入信したという。

（２）そのクルアーンの恩寵のせいで。

（３）古代エジプト王。






ルーミー


隠れていたもの　それがこ（１）れで明らかになる

というのは　この光の根源は輝（２）く御手である。







◎師ルーミーはファラオのどうして明るくなったかの疑問に答える。

（１）クルアーンのター・ハー章の朗読のお陰で。

（２）預言者ムーサーの奇跡の手。ムーサーが袖から手を出すとその手は輝いていた。クルアーン第７章１０８節参照。それゆえその中には太陽の中にはないような強い光が宿っている。






古代エジプト王ファラオ


残念　わたしは知識と宗教の現金を浪費してしまった

わたしは見（１）たが　そ（２）の光を認識できなかった。

現世主義の者よ　わたしの方を見よ

損害を受けている者よ　わ（３）たしの方を見よ。

悲しいかな　そ（４）の民族は貪欲で盲目となり

宝石を墓の中からも奪った。

博物館にある彫（５）像は

その沈黙の唇に物語を浮かべている。

その彫像は王権について語り

盲目の目に視（６）力を与えている。

王朝体制の支配方法は何か　（７）仲なか違たがいをさせ

不信感を煽あおる仕方で　統治の強化を目指させるだけだ。

そのような思い違いで　国の運命は疲弊し

国の方針は誤り　より混乱する。



　もしわたしが　ムーサーに再び会えるなら

　わたしは望む　ム（８）ーサーから賢明な心を得ることを。





◎ファラオは師ルーミーの言葉を聞き今までの自分の行為を後悔する。もう一度預言者ムーサーに会えるなら教えを乞いたいと願う。

（１）預言者ムーサーはイスラームの宣教をするためにわたしのところに来た。

（２）預言者ムーサーや神を確信しなかった。その結果、戒めの死で死に地獄が住み処になった。

（３）わたしの様子を見て学べ。

（４）イギリス人はファラオの墓を掘って金や宝石を盗み取った。

（５）ピラミッドから盗掘された像。

（６）戒めの目を与えている。

（７）人々の間に争いを起こさせ、支配階級の方に目を向けさせない仕方の強化。

（８）神やその預言者たちから、正しい道へと導く忠告を得たい。






ルーミー


命の輝きなしでは統治は未完である

輝（１）く御手なしでは王制は禁忌である。

支配権は被支配者の弱小化で強固になる

その根は疎外される者の疎外感で強固になる。

王（２）冠は貢ぎ物ゆえにある　そして貢（３）ぎ物の供出ゆえにある

人間が石であっても　それはガ（４）ラスになる。



　軍隊　監獄　鎖は追（５）剝である

　真の統治者とはこれらのものの必要がない者である。





◎統治の仕方について預言者ムーサーに会って教えを乞いたいと言ったファラオに、預言者ムーサーに代わって師ルーミーは、真の統治の仕方とは何かを四つの対句で述べる。

（１）人間世界が平和であるためにはなんらかの統治は必要である。王制では王が神の僕たちを自分の奴隷にしてしまうので良くない。ムーサーの輝く御手が神の代理となって統治するのが良いとする。クルアーン第７章１０８節参照。

（２）王権の存在の意。

（３）主は人民の血を吸い強くなる。

（４）人民は王の搾取で弱体化する。

（５）上記の手段で人民の人権を奪う。






ハルトゥーム卿


イギリス民族の目的は高かった

宝（１）石のために墓を掘り起こしたのでなかった。

エジプトやファラオそしてカリームなどの出来事は

古（２）代遺跡の観点より見られるべきである。



　学問や学識は秘密発見の手段　まさにそのとおりのことだ

　探（３）究のない学識は無価値で下らないもの　まさにそのとおりのことだ。





◎エジプトのファラオはイギリス人によるピラミッドからの彫像などの採掘を盗掘と言ったが、ハルトゥーム卿はそうでなく、古代遺跡の研究のためだと言った。

　　ハルトゥーム卿とはイギリス人のキッチナー卿のことで、またハルトゥームとはスーダンの首都である。そこを一八九八年、キッチナー卿が征服したので彼をハルトゥーム卿と呼ぶ。

（１）その目的は財宝略奪ではなく古代エジプト王たちが築いた高い文明をエジプトのムスリムに見せてイスラーム文化を遠ざけることだったとキッチナー卿はイギリスを擁護する。

（２）イギリス人を略奪者として見ることは間違いだとの意。

（３）学識を好む民族にとっては。






古代エジプト王ファラオ


わ（１）が墓を学問や学識のために掘ったと言うのか

では　マ（２）ハディーの墳墓の中には何があったと言うのだ。







◎イギリスによるピラミッドの採掘、マハディー・スーダーニーの墓の掘り起こしの言い訳への反論。

（１）ピラミッド。

（２）マハディーはスーダン解放のために戦った。その人の墓の中に何か古代研究に役立つものがあったかと一八九八年にその墓を掘ったキッチナー卿に強く抗議した。

　マハディー・スーダーニー、本名はムハンマド・アハマド（一八四四？～八五年）は、エジプトとイギリスに対してスーダン解放の聖戦の指揮を一八六一年よりその死まで執る。









５　スーダンの托鉢僧が現れる




１





稲妻が水の中でぴかぴか光った

波は水の中で泡立って互いにぶつかり合った。

芳香が天国の花園より漂ってきた

エ（１）ジプトの托鉢僧の魂が現れた。

貝の中ではそ（２）の情熱で真珠が溶けた

キッチナーの胸では石（３）が溶けた。

「キッチナーよ」と言（４）った　「もしおまえが賢明なら

この托鉢僧の土（５）の復讐を見よ。

天はおまえの体に墓を与えなかった

荒れる海以外の所に　墓（６）を与えなかった」

これだけ言うと再びその喉の奥に言葉が引っ掛った

その唇から肝臓を溶かしてしまうような溜め息が出た。

ま（７）た言った　「アラブの魂よ　覚醒せよ

祖先たちのように　創造者となれ。

フ（８）アドよ　フ（９）ァイサルよ　イ（10）ブネ・サウドよ

い（11）つまで煙のように身を捩よじっているのか。

胸の中で消えてしまったその情熱を呼び起こせ

この世になくなってしまった日々を呼び戻せ。

マッカの地よ　誰かまたカ（12）ーリドのような人を産んでくれ

神（13）の唯一性の歌を歌ってくれ。

おまえの荒野の棗椰子は益々すばらしくなる

おまえのところよりあのフ（14）ァールークのような人は産み出せないか。

黒（15）色の敬虔なムスリムモミンの世界よ

おまえの方からいつもわたしに永遠の芳香が漂ってくる。

おまえはいつまで味気無い人生を送るのか

いつまでおまえは自分の運命を他（16）人の手の中に置いたままなのか。

おまえはいつまでおまえの元の場所に戻らないのか

そ（17）のせいでわが骨は海の中で葦笛のように呻いている。



　逆境を恐れているのか　ハ（18）ディースには

　〈信者にとっては逆（19）境は清浄なことである〉とあるではないか。





５

◎マハディー・スーダーニーの霊が現れ、過去や現代のムスリムに思いを馳せてそれを二連で述べる。

◎１長いイスラームの歴史を思い、かつての賑わいをもう一度と願う。

（１）天国の方よりマハディーの魂が現れた。

（２）マハディーの情熱。

（３）石のように冷たく冷酷な心。

（４）托鉢僧マハディー。

（５）おまえはわが墓を掘り起こし、わが死体を辱めた。おまえはその罪で溺でき死しした。それで土の墓に葬られなかった。

（６）おまえは海に沈み死んだ。そしておまえの死体は土を得なかった。海の中で鰐にでも食べられているだろう。

（７）托鉢僧マハディーの魂は。

（８）エジプトの王。

（９）イラクの王。

（10）サウディアラビアの王。なお（８）（９）（10）の各王はイクバールの時代の王。

（11）個人的利害を民族的利害より優先させているのか。

（12）預言者ムハンマドの時代のムスリム軍の司令官。

（13）不信仰や誤謬を聖戦で正せ。

（14）第二代正統カリフ（在位六三四～四四年）ウマルの称号で真偽を分かつ人の意。

（15）アフリカの敬虔なムスリム。マハディーは特にスーダンとエジプトの情勢に心を痛める。

（16）イギリス人の手の中に。

（17）このことを思うと。

（18）預言者ムハンマドの言行を記録したもの。

（19）殺されれば殉教者となり、生きていれば異教の地の征服者。両方とも勝者であるので。






２





駱駝曳きよ　友（１）はヤ（２）スリブにいて　われらはナ（３）ジュドに

駱駝を陶酔させるあの駱（４）駝曳きの歌はどこだ。

慈雨があった　それで大地は緑になった

駱駝の歩みはそれで遅くなった。

わが命は別れの痛みで悲鳴を上げている

駱駝曳きよ　緑（５）の少ない道を取ってくれ。

駱駝は緑に酔っている　わたしが友（６）に酔っている間

駱駝曳きよ　その手綱はおまえの手の中に　わたしは友の手の中に。

水（７）が砂漠に無料で振る舞われ

山々の棗椰子の葉が洗われた。

見よあ（８）れを　鹿が二匹追い掛けっこをしながら

丘の上から駆け降りて行く。

一瞬それらの鹿たちは立ち止まり砂漠の泉より水を飲み

再び道を行く旅人の方を見た。

荒野の砂漠は湿り気で綾絹のようになり

道は駱駝にとり困難でなくなった。

空には麝香鹿のような灰色の雲が浮かんでいる

わたしは目的地にはまだ遠く雨（９）が怖い。



　駱駝曳きよ　友はヤスリブにいて　われらはナジュド

　駱駝を陶酔させるあの駱（10）駝曳きの歌はどこだ」





◎２現在のムスリムに対し聖戦と努力を呼びかける。

（１）預言者ムハンマド。

（２）マディーナの旧名。預言者ムハンマドの埋葬地である。

（３）アラビア半島中央部の内陸地帯を指す地名でマッカやマディーナから離れている。非イスラーム地帯。

（４）駱駝に疲労感を感じさせないで歩かせる歌。ここではムハンマドへの愛やマディーナの思い出がマハディーに対して駱駝の歌の役目をしている。

（５）駱駝が休まず歩き続け、早く目的地に着けるように。

（６）預言者ムハンマドへの思いで。

（７）雨が降って。

（８）これは旅の光景である。

（９）雨となりわれわれの進む妨げにならないかと。

（10）早く到着して恋人である預言者ムハンマドに会いたいという気持ちを起こさせる歌。あるいは非イスラームのナジュドの人々にイスラームに改宗しようという気持ちを起こさせる歌ともとれる。












Ⅴ　火星天





　道案内のルーミーと詩人のゼンデ・ルード（イクバール）は金星天から上昇して火星天に移る。そこで二人の前に火星天に住む天文学者の霊が現れ、地球人が火星天に来たことに驚くが、自分も地球に行ったことがあり、ヨーロッパのことなどを知っていると言う。そこでその天文学者に火星天での案内を頼む。

　天文学者は、今われわれがいる所はマルガディーンという町の近郊だが、その中心の方が良いと言う。その言葉に従い、中心の方に行ってみると、ゼンデ・ルードもルーミーもそこの人々の生活の質の高さに驚く。

　ゼンデ・ルードはそこの人々の生活振りの良さを見てそこの人々に神の意志が働いているのではないかと考え、天文学者に運命について問う。天文学者は、運命は本人の努力次第で変わり、神のこの世での目的は人間に恩恵を施すことであり、この世のものはすべて神により人間に委嘱されていると、神と人間との関係で運命を説明する。

　ゼンデ・ルードとルーミーは人ひと集だかりの中心となってスピーチをしているヨーロッパ生まれの女性預言者に気づく。彼女は火星天の女性たちに独身の人生を送ることを勧めていた。

　ゼンデ・ルードにはそのヨーロッパ女性の主張に批判的なところもあったが、この火星天には他の惑星の天界では感じられない大らかさが見えた。













１　火星天の人々




１





わ（１）たしはしばらく水の中で目を閉じた

わたしは少しの間　水の中で自分から離れた。

わたしはそ（２）の世界から他の世界への旅の準備をした

違った時間と違った空間を持つ世界への。

やがてわが太陽は新しい世界の地平線に着いた

そして日夜を新（３）しい仕方で始めた。

そ（４）こでの肉体は魂の様子がわからない

それは時の中にあっても時がわからない。

わが魂はあらゆる情熱と合う

その時はあらゆる日であれ喜ばしい。

わ（５）が魂は日々の飛翔ゆえに古ふる惚ぼけない

日々は魂の光で世界を輝かす。



　日夜の絶えざる転回は（６）魂のせいである

　魂の旅をせよ　すべての世界はそれがあるからこそある。





１

◎金星天から火星天に来る。この詩は二連から成る。

◎１新しい地、火星天に来たことを語る。

（１）金星天でゼンデ・ルードはファラオやキッチナー卿を水の中に見た。この対句はそれと関係がある。

（２）金星天から。

（３）そこでの日夜は前の世界とは異なっていたので。

（４）火星天。地球と火星の日夜の違いを背景にして肉体と魂は別々であると語る。

（５）人間の肉体は老いて衰弱する。しかし愛の情熱に酔う魂は生きているだけでなく、肉体や世界をも明るくする。

（６）肉体は物質主義の象徴であり、それに心を傾けることは良いことでない。関心は魂の方に向けるべきである。もし魂が生きているなら愛の情熱で酔い、死体のような体も生き返る。それゆえ、魂に旅をさせることが必要である。






２





そこに緑一面の牧草地があり高い天文台があった

そこの望遠鏡でス（１）バル星も見えた。

ここは九（２）天の青空の辺鄙な所でないか

ここはこの世の外れでないか。

時にわたしはこの広がりの涯はてを探した

時にわたしはこの大空の空間に目をやった。

見識の導師　師ルーミーは言った

「こ（３）こは火星です　さあご覧なさい。

ここはわが世界のように色と匂いのある世界です

ここの中には町や人里そして路地もあります。

ここの住民はヨーロッパ人のように学芸に秀でており

命と体の諸学においてわれわれより優れています。

時空の学問においてはわれわれより力を持っています

それゆえ大気の学問においてはわれわれ以上の専（４）門家です。

彼らはその存在についての研究に執拗に取り組んでいるので

宇宙のすべての捻ねじれや捩よじれを知っています。

地球の人にとっては心は水（５）と土に縛りつけられており

こ（６）の世界では体は心に縛りつけられています。

心が水と土の中に目的地を作ると

何（７）かを望む心は水と土のためにします。

陶酔　興味　喜びは魂の命令があるからこそあり

体（８）にとっての不在や存在も魂の命令があるからこそあります。

わ（９）れわれの世界において存在は二つに大別できます

魂と体で　前者は現れていず後者は現れています。

地球の人にとっては魂（10）と体は鳥と鳥籠のようですが

火星人の思考法はわれわれと異なったもので魂と体は一（11）つです。

火星人にとっては別（12）れの日が近づくと

別れの悲哀で魂の動きはより活発になります。

その死より一日前か二日前に

人々の前で　死（13）の宣言をします。

かれらの魂は体の養育をしません

それで魂は体との交流に慣れていないのです。

体を自分の中に引っ張り込むことが死（14）です

世界から自分の中に逃げ込むことが死です。

このことはあなたの思考よりずっとすばらしいことです

あ（15）なたの魂は体の被支配者なので。



　ここで一いっ時とき旅（16）の荷物を解かねばなりません

　このような時を神は誰にも与えなかったからです」





◎２師ルーミーが火星について説明する。地球人と火星人との違いも説明する。

（１）おうし座にあるプレアデス星団の名称。

（２）クルアーンによれば、宇宙には七つの天と、その上に神の玉座を乗せる台座に当たる天と玉座の天の九つがある。

（３）驚くことはありません。

（４）優れています。

（５）水と土でできた体に。

（６）火星天の住民の体は心の束縛を受けている。

（７）心は精神的熱情を享受できず、ただ自分の現世的必要を満たすことだけを目的にする。

（８）真のものは魂であり、肉体ではない。それゆえ陶酔や興奮、喜び、そして不在や存在の様子も魂が原因である。体の中にこの様子を生じさせる能力はない。すなわち魂を清める者は成功し、汚す者は滅びる。クルアーン第91章７～10節参照。

（９）地球に住む人々にとっては。

（10）鳥が鳥籠の中に捕らわれているように魂は体の中に捕らわれている。

（11）魂と肉体とに存在を二つに分けず魂と肉体を一つのものとする。

（12）死ぬ日。

（13）火星の住人は星座で自らの死を察知するのだろう。

（14）火星の人々にとって。

（15）地球の人は魂は体によって支配されているので。

（16）われわれが火星に着いたのは神の神佑である。とすればここの住民と会うためしばらく止まらねばならない。









２　火星人の天文学者が天文台から現れる





一人の師　その髭は雪のようで

何年も学問を追究してきた人のようだった。

鋭い目は西洋の学者のようで

その衣服は西洋の教会の牧師のようであった。

年は老いてはいたが背丈は糸杉のように高く

その顔にはトルコ人のような輝きがあった。

あらゆることの事情を熟知しており

その目付きから深い思考の持ち主であることも察せられた。

わ（１）れらを見ると花のように目（２）を開けた

そしてト（３）ゥースィーやハ（４）イヤームの言葉で言った。

「質（５）と量の虜である土の生き物が

下（６）部とか上部とかの場から外に出てきてしまったか。

それが土の人間に飛行機を使わず飛（７）翔力を与えたとは

地球の人間は住民に行（８）動の美を与えたか」

その言葉と思考は小川の流れのように流麗であった

わ（９）たしはその話し振りに驚いた。

これはすべて夢か幻か

火星人の唇にダ（10）リー語があるのは。

その火星人は言った　「ム（11）スタファーの時代

火星人の中に一人の高潔な人がいました。

彼は世界を見る目を地球に向け

そしてアーダムの地球を旅することを心に決めました。

彼は宇宙のさまざまな所を飛び回り

ヒ（12）ジャーズの砂漠に降りました。

彼（13）は東洋や西洋で見たものはなんでも描きました

その絵は天国の花園より華やかでした。

わたしもイランやヨーロッパに行ったことがあります

ナ（14）イル川やガンジス川のある国々も放浪しました。

わたしはアメリカもそして日本や中国も見てきました

地球の金属についての調査のために。

わたしは地球の日夜についても知っています

その陸地や海の旅をしてきました。



　われわれの前には人間世界の混乱があります

　地球人はわたしのしていることを知ってはいないでしょうが」





２

◎ゼンデ・ルードと師ルーミーの前に火星人の天文学者が現れる。

（１）ルーミーやゼンデ・ルード（イクバール）の地球人。

（２）喜んで。

（３）イランの中世における数学や占星術、天文学の学者（一二〇〇～七三年）。

（４）イランの天文学者、数学者、詩人（一〇四八～一一三一年）。特にそのルバーイー（四行詩）は有名。

（５）知能や理性の虜である人間。

（６）時間と空間のある地球を出て地球とは違う時空のある世界にやって来たか。

（７）地球から火星に来るための。

（８）その体に飛翔力を与えた。

（９）ゼンデ・ルード（イクバール）。

（10）後でペルシア語と呼ばれることになるアラビア文字で表記される前の、サーサーン朝宮廷及び当時のイラン文化圏の共通語。

（11）預言者ムハンマドの称号。

（12）サウディアラビアの紅海寄り西部山岳地域の名称。ここにマッカやマディーナがある。

（13）天文学者が話している火星人。

（14）エジプトやインド。






ルーミー


わたしは出身が天（１）界ですがわが友は地球の出身です

彼は陽気ですが葡（２）萄の蔓からの汁は飲みません。

呑気者で名前はゼ（３）ンデ・ルードという者です

その酔っているのは宇（４）宙の眺めのせいです。

われらはあなたの町に来ていますが

われらは現世の者　だがその世からは自由です。

われらはより新しい顕現を探し求めている者です

しばらくわれらの道案内になっていただけないでしょうか。







◎師ルーミーは火星人の天文学者に自分たち二人の紹介をして、ここでの案内人になってほしいと頼む。

（１）ゼンデ・ルード（イクバール）が旅の案内人としてきた人は尊敬するペルシア文学最大の神秘主義詩人のルーミーであった。だがルーミーはすでに一二七三年に亡くなり天界にいるので出身を天界とした。

（２）葡萄酒。イスラーム教徒なので禁酒。

（３）その意味はさらさら流れる川。

（４）宇宙のすべてのものに神の顕現、すなわち真の恋人の顕現があるのでその眺めを見て酔っている。






火星天の賢者


ここはバルフィヤのマルガディーンの近郊の地域です

バルフィヤとはわれわれの祖先の名前です。

フ（１）ァルズムルズとは悪業を唆そそのかす者ですが

一度天国にいるバルフィヤの下に行（２）きました。

そして言（３）いました　「おまえはどうしてここで安閑としているのだ

おまえは長い間（４）神ヤズダーンの支配を受けているのに。

おまえのところよりずっと良い場所がある

そこではこの天国でさえ一瞬の春に過ぎない。

そ（５）の世界はどの世界よりも高い

その世界は天界よりも高い。

神ヤズダーンもその世界について知らない

わたしはそれ以上自由な世界を見たことがない。

その世界の中には神コダーのどんな介入もない

ど（６）んな本もどんな預言者もジブリールもいない。

その中にはどんなタ（７）ワーフもどんな跪（８）拝もない

その中にはどんな祈りもどんな祝（９）福もない」

バルフィヤは言（10）った　「魔術師め　とっとと消えうせろ

おまえこそ行って好きなようにせよ」

祖先のバルフィヤはそ（11）の騙しに乗らなかったのです

そこで（12）神ハックは他のもう一つの世界をわれわれに託したのです。



　神コダーが与えたそこを旅してみて下さい

　マルガディーンの地とそこの慣習と法もご覧になって下さい。





◎火星の賢者はわれわれが今いる所はマルガディーンの近郊だがその中心の方が良いとし、そこへ案内することを約束する。

（１）ペルシア詩人フィルダウスィー（九三四～一〇二五年）の書いた『王書シャー・ナーメ』に出てくる英雄ロスタムの息子で悪人。

（２）バルフィヤを騙すために。

（３）バルフィヤに。

（４）神（ゾロアスター教の善神）の支配を受けており自由でない。

（５）今、話そうとしている世界は。

（６）人々を圧倒するための教典や預言者、天使はいない。

（７）神聖な対象の周りを回る行事、特にカアバ聖殿の周りを回る儀式。

（８）礼拝の中の一動作で額を床につける動作。

（９）個人的な祈願の意。

（10）ファルズムルズの無駄口を聞くと。

（11）ファルズムルズの騙し。すなわち悪魔の囁き。クルアーン第20章１２０節参照。

（12）至高神。









３　マルガディーンの町を巡る





マルガディーンの町とそこに聳え立つ建物

わ（１）たしはその立派な所についてなんと言ったらいいか。

そこの住民は蜜のような甘い言葉を話し

身み形なりが良く　穏やかな性格で　質素な衣服を身に着けている。

物資の取得で気を煩わせることもなく

彼らは太（２）陽の錬金術の秘密を知る者である。

金銀が欲しい者は太陽光より得る

われわれが塩水から塩を取るように。

ここでは学芸の目的は他（３）人への奉仕である

仕事を誰もここでは金銭的に考えない。

誰もデ（４）ィーナールやディラムの通貨体系を知らない

これらの偶（５）像はマッカ聖域では通用しない。

ここの人々の性格には機械の悪魔は入り込んでいない

ここの空は煙で黒ずんではいない。

農夫は勤勉で家々の灯明は明るい

農夫は神（６）々の略奪から無事である。

そこの農耕には灌漑でのいざこざがない

そ（７）この農夫の収穫には他の誰かの分は含まれていない。

そこの世界には軍や軍隊がない

そこでは誰もが殺さつ戮りくで日々の糧を得ていない。

ペ（８）ンはマルガディーンでは輝きを得ていない

書き方や噓偽りを有名にするので。



　この町の市場には物乞いの叫び声がない

　物乞いたちの声は耳（９）障りでない。





３

◎天文学者の案内でマルガディーンの町を訪れ、そこでの人々の生活振りを見て驚く。

（１）ゼンデ・ルード（イクバール）の意。

（２）苦労して財を獲得することに比べれば太陽の光線より金を作れる程の安楽さである。

（３）誰でも善い行いをすればわれ（神）はそれに報いる。クルアーン第16章97節参照。

（４）金貨や銀貨。

（５）ディーナールやディラム。

（６）村々の村長や地主、大地主。

（７）収穫した分における地主の取り分を考慮する必要がない。

（８）ここでは文人は自分の名声のために真実を噓として、噓を真実のように書くことはしない。下らぬことを広める仕方で書いていない。

（９）気になる程の多さでない。






火星天の賢者


こ（１）こには物乞いも爪つま弾はじきされる者もいません

奴（２）隷も主人も　支配者も被支配者もいません。







◎マルガディーンに住む人々についての天文学者のコメント。

（１）マルガディーンの地域で。

（２）この地域の住民は階層で区分されることはない。






ゼンデ・ルード


物乞いや爪弾きされる者も神の意志によるのです

支配者も被支配者も神の意志によるのです。



　神を除き誰も運命の創造主たりえません

　運（１）命の治療は方策ではありえないのです。





◎ゼンデ・ルードはそこの人々の生活を見て、神の意志が働いているのではないかと考える。

（１）どんな方策を取っても決められている運命は変えることはできない。






火星天の賢者




１





も（１）し肝臓が一つの運命で血に染まるなら

神に他の運命を求めよ。

あなたが新しい運命を望んでもそれは許される

というのは神（２）の運命は限りがないからである。

地球人は自（３）我の持ち金をなくしてしまった

というのは地球人は運命のこの点を理解しなかったからである。

この深い秘密が次の言葉に隠れている

もしあなたが変（４）われば運命も変わる。

も（５）しあなたが埃になれば神はあなたに風の贈物をするだろう

石（６）になればあなたをガラスの上に落とすだろう。

おまえは露か　落下こそおまえの運命だ

おまえは海か　おまえの運命は不変だ。

毎瞬おまえはラ（７）ート神やマナート神を作っている

消え去る者よ　おまえは偶像に永遠を求めるのか。

自（８）我に合致しないことがあなたの信念である限り

あなたの思考の世界はあなたの牢獄である。

努（９）力しても富は手に入らない　運命とはそんなもの

富は努力せずして手に入る　運命とはそんなもの。

宗教の本質がもしこうだと　愚か者よ

困（10）窮者はさらに困窮してしまうだろう。

残念　おまえを寝かせてしまう宗教は

さ（11）らに深い眠りの中におまえを連れていってしまう宗教は。



　そ（12）れは魔法か呪術か　それともそれは宗教か

　それは麻薬の錠剤か　それともそれは宗教か。





◎ゼンデ・ルードのこの世での人の運命は神の意志によるとの言葉を受けて天文学者は運命について述べる。この詩は三連から成る。

◎１天文学者は人は努力次第で運命を変えられると述べる。

（１）肝臓は人間に力を与えるところである。それが血に染まるとは苦しい思いをするということであり、その時は神に別の運命を求めるべきである。すなわち元気を失ったり絶望したりすべきではない。クルアーン第３章１３９節参照。なおこの対句は前のゼンデ・ルードの運命は変えられないとの考えへの反論である。

（２）神は運命を変える方策を持つ。

（３）自我に気づけば運命に対抗する力が生じ、宇宙を征服する力も得られる。だが地球人はその自覚を失ってしまった。

（４）努力をし、新しい方策を取れば運命は変えられる。この行はこの連の命である。

（５）対句五は本人が変わった時の運命の変化の例である。

（６）ガラスより石は堅固なので、ガラスは割れて石は残る。

（７）イスラーム以前の異教の偶像。

（８）自分の霊的認識と自我を知らず、その力を利用しないこと。

（９）対句九は間違った考え方で、努力すれば富は手に入る。

（10）方策を利用せずただ運命に頼るだけでは困窮者はいつになっても困窮者である。努力と実践が改善の必須事項である。

（11）真の宗教とは努力や実践、さらに覚醒を促すものである。

（12）行動を忘れさせるものは宗教ではない。イスラーム教は常に人々に行動を促す。






２





おまえは知っているか　この鋭い性質はどこから来（１）るのか

この天（２）女は土（３）の小部屋の中にどこから来るのか。

哲学者のような思（４）考の力はどこから来るのか

カ（５）リームのような言及の力はどこから来るのか。

この心そしてそ（６）の出来事は誰と関係があるか

これらの学術そしてその奇跡は誰から来るのか。

おまえは議論の情熱を持っているか　おまえは持（７）っていない

おまえは行動を促す燃える心を持っているか　おまえは持っていない。

これらすべての恩（８）恵は自然の春からである

自然とは神からの賜り物である。

人生とは何か　真（９）珠の山である

おまえはそれを委嘱された者　委嘱者は別（10）である。

明（11）るい性格は聖者にとって面目を施す手当てである

神（12）の被造物への奉仕は手当ての目的である。



　奉仕とは預言者の習慣によるものである

　奉仕の報酬を欲することは商（13）売である。





◎２神のこの世での目的は人間に恩恵を施し、人間に奉仕することであると賢者は述べる。

（１）人間の中に。

（２）鋭い性質。

（３）人間の体の中に。

（４）理性や学識、愛情などの力。

（５）預言者ムーサーの称号で「神と話す人」の意。カリームは言語の運用力を持つ。

（６）その上を過ぎた気持ち。

（７）誰か他の者からの恩恵である。

（８）神からの恩恵。なおこの対句五はこの第二連の対句一から対句四までの問いへの回答である。

（９）ダイヤの鉱山の意。神から与えられた恩恵が山となってある所である。

（10）神である。

（11）奉仕をすることは預言者やスーフィー聖者にとり名誉である。

（12）人間への奉仕は聖者の目的であり、聖者はなんらの見返りも人間に求めない。

（13）奉仕が役立たなくなる。






３





こ（１）の風　土地　雲　畑　そして

花園　牧草地　宮殿　路地　石　煉瓦。

おまえは言う　「これらすべてはわれらのものだ」と

愚か者め　こ（２）れらすべては神アッラーの所有である。

神の土地をおまえは自分の土地と考えているがどういうことだ

「地（３）上で悪を行ってはならない」の説明はなんとするか。

ア（４）ーダムの子孫は心を悪魔に与えてしまった

わたしは悪（５）魔に騒動以外何も見なかった。

誰かからの委託物を自分のものとして使わない

神の所有を神に任せた者は幸（６）せである。

おまえはおまえのものでないものを奪った

わたしはおまえがおまえに相応しくないことをしたのが悲しい。

もしおまえが何か物の所有者であるならその権利を主張するのは良い

だがもしそうでないならどうしてそんなことをして良いか言え。

神（７）にある所有権は神に戻せ

おまえの問題の混乱が遠のくように。

この大空の下　貧困や困窮の問題がなぜあるか

神のものを自分のものと言い張るからだ。

水（８）と土からの外に出て探し求めなかった者は

自（９）分の鏡を自分の石で打ち砕いてしまった。

かわいそうにおまえは　目的地と道の区別ができない

すべての物の値段は買い手によって決まる。

真珠といい　それはおまえの財である限り真珠

だがそうでなければそれは単なる石で一文の価値もない。



　新（10）しい仕方で見よ　そうすれば世界は新しくなる

　この土地も空も総てが新しくなる。





◎３この世の物はすべて神より人間に委嘱されている。それゆえ人間は自分勝手に使用できない。神の所有権は神に返せ。このことができれば世の混乱はなくなると火星天の賢人は考える。

（１）対句一に掲げたすべてのものを対句二で自分のものと主張する。

（２）天と地の大権は神のもの。クルアーン第２章１０７節参照。

（３）クルアーン第７章56節から引用。土地を自分の所有と考えることは争いの原因となり悪を引き起こすことになる。

（４）人間は心を神から離した。

（５）悪魔の仕事は人間を騙すこと。クルアーン第７章14～18節参照。

（６）悪魔主義に陥らなかったので。

（７）この対句はこの連の要である。

（８）水と土、すなわち物質主義の世界で利潤の追求に翻弄された者。

（９）自分の行為で自らの人生を崩壊させてしまった。

　この対句一〇までで火星の賢人は経済的視点で問題を見ているがこの対句十一より心理的視点で見ている。

（10）土地などの所有にまつわる混乱はクルアーンに反して、神の所有であるものを個人の所有と考えることで起きている。この認識がムスリムに欠ける。









４　預言者であることを主張した火星天の乙女





わ（１）たしたちはいくつもの路地や建物を通り

町（２）の外れにある広い広場に着いた。

その広場に男女の人集りがあり

その中に楡にれの木のように背の高い女性がいた。

その顔は輝いていたが生気がなく

その話に　意（３）味は重過ぎた。

そ（４）の語句は情熱を欠き　その目には潤いがなく

願望の喜びを知らなかった。

その胸は若々しい情熱を欠き

その鏡（５）は盲目で姿を映さない。

彼女は処女の愛やその掟を知らなかった

彼女は愛の白鷹が拒否した小（６）鳥のようであった。

われわれにそ（７）の賢明なる賢者が言った

「あの乙女は火星生まれではありません。

彼女は素朴で自由　誤魔化しなど知らなかったのですが

悪（８）魔が彼女をヨーロッパから誘拐して連れて来たのです。

悪魔は彼（９）女に預言者の訓練をさせ

こ（10）の世に連れて来て置いたのです。

乙女は言いました　〈わたしは空から降りて来ました

わ（11）たしの布教は終末のものです〉と。

彼女は男女のことについて語ります

体の秘密をあからさまに話します。



　その最後の審判の時　生の運命を

　それをわたしは地球の言葉で話します」と。





４

◎イクバールは火星天の賢者の言葉を受けてヨーロッパの女性の昏迷について批判をする。

（１）イクバールとルーミー。

（２）火星天の架空の地バルフィヤのマルガディーンの町。

（３）彼女が言っていることはすべて無意味のように見えた。

（４）その中には愛の情熱の跡がなく、努力や実践の跡もない。

（５）心の鏡は曇りきって無分別でそこにはどんな姿も映じていなかった。心には光がなく言葉には喜びがなかった。

（６）それは完全に渇望の見本であった。

（７）われわれの道案内の火星人。

（８）ファルズムルズと呼ばれる悪魔。

（９）悪魔は彼女を誘拐した後に。

（10）火星天に。

（11）最後の審判が始まる前、最後に来る預言者はわたしですの意。









５　火星天の女性預言者の説教




１





女（１）性のみなさん　母親たち娘たちのみなさん

いつまで恋人たちのように生きているのですか　みなさんは。

かわいい人でいることはこの世で圧（２）迫の標的となります

かわいい人でいることは従（３）属と絶望を意味します。

女性は髪を梳かし　二房に編み

女性は男性を自分の獲物と見立てています。

男性は自身獲物となりながらわたしたちを獲物にします

みなさんを鎖につなごうとしてみなさんの周りを回ります。

男性の恋に蕩とろける様さまは誤（４）魔化しです

その苦痛や悲嘆　願望の様子は誤魔化しです。

その不信の徒はみなさんを囲い者にしますが

みなさんを苦（５）痛と悲哀の虜にさせてしまいます。

そんな道連れになることは人生の不幸です

それとの合一は人生の毒　そ（６）れとの別離は氷砂糖です。

それは曲がりくねる蛇でありそ（７）の曲がりくねりは避けて下さい

そんな毒はみなさんの血の中に混ぜさせないで下さい。



　母親になることで母（８）親の顔は青ざめてしまいます

　夫のない自由はなんといいことでしょうか。





５

◎ゼンデ・ルードとルーミーは火星天の女性預言者のスピーチを聞く。スピーチは二連から成る。

◎１スピーチが始まり、女性に男性からの独立を促す。

（１）火星天の女性預言者は言う。

（２）男性の恋人や妻となって。

（３）女性としての権利を失う。

（４）女性を騙すための仕草。

（５）女性の権利を否定する。

（６）男性より離れることは女性の喜びの原因となる。

（７）人間として夫婦関係は作らないのが良い。

（８）子供を産まねばならず、また子供の養育で血が絞り取られてしまうので。






２





神の啓示がわたしに絶えず降りて来ています

それはわたしにとって信仰の美味を増大させるものです。

今その時が来つつあります　サイエンスの奇跡により

女性の体の中の胎（１）児が見られる時が。

あなたがたは生の畑より収穫を上げられるでしょう

息子を望もうと娘を望もうとなんでも好きな方の。

もし胎児がわたしたちの意図にそぐわないなら

恐れずそれを（２）殺あやめるのもわが宗教の決まりとなるでしょう。

その時代の後　さらに新しくなる時代に

他の新しい秘密が明らかになるでしょう。

胎児は他の方法で育つでしょう

子（３）宮の夜を経ることなくして朝を得るでしょう。

その完全な悪魔（４）が死ぬように

太（５）古の動物のように。

チ（６）ューリップは黒の花芯なしの美しい顔をつけ

朝（７）露の恩義を受けず大地より芽を出すでしょう。

生の秘密は自然と表れるでしょう

楽（８）器は琴爪なしで生の弦を搔き鳴らすでしょう。

シ（９）リア暦の七月　雲（10）から落ちて来るものは取らないのがよいです

それより海の底で喉の渇きで死んでしまう方がよいです。

立ち上がりなさい　そして知恵を絞って闘いなさい

あなたの闘いで奴隷となった女性が自由を得られますように。



　二（11）人の肉体関係からの解放こそ女性の唯一性です

　自分を大切にして男性に諂へつらうのは止めましょう。





◎２女性と出産についての話となり女性は自らを大切にと説教。

（１）胎児は何カ月経ったかや、その胎児は男か女かなどがわかる時が来る。

（２）イスラームでは殺人は許されない。それゆえ胎児も基本的に生存権を持っているので中絶は安直にできない。それが合法的に許可されるだろうと。

（３）女性なしで子供が生まれる。

（４）男性を指す。

（５）今は絶滅して跡形もない動物。

（６）女性の意。

（７）男性なしで女性は子供を産めるようになり男性から解放される。

（８）性的行為なしで出産が可能。

（９）この月の雨の滴が貝の口の中に入ると真珠ができると言われている。

（10）男性の精液は取らないことだ。

（11）女性は男性との間のあらゆる種類の関係から自由になれ。






ルーミー


新（１）しい法のある時代の宗教を見よ

宗教のない文化の結果を見よ。

人生にとりその注釈や法は愛である

文（２）化の根本は宗教で　宗教は愛である。

愛（３）の外面は情熱と火である

そしてその内面は全世界の神の光である。

愛の内部の輝（４）きで学芸が現れ

その無数の狂気で学（５）芸が現れる。



　愛（６）の礼儀作法なしでは熟した宗教は得られない

　愛の礼儀作法のある人より宗教を学べ。





◎ルーミーは女性預言者の説教を通して宗教と文化の関係を語る。

（１）ルーミーはゼンデ・ルードすなわちイクバールに言う。

（２）火星天の女性預言者が言及したのは宗教なしの文化についてであり、それは愛のない宗教によってもたらされたのである。愛のない宗教は社会における悪と破滅をもたらす。

（３）愛を持つ人の心は神の顕現と光輝が充満している。

（４）愛の輝き。

（５）そのような学芸は人間の繁栄の原因となっており、それは神の要求に従う。

　別の観点からすれば、それは不自然で人間に損失を与えるものにもなる。

（６）熟した宗教は本による研究からでは得られず、スーフィー聖者のような修行を積んだ人から得られる。












Ⅵ　木星天





　火星天より木星天の世界にゼンデ・ルードと案内人のルーミーは上昇して着く。二人は天国に止まっているのではなく永遠に動き回っていることを良しとする三人、すなわちインド最大のウルドゥー語とペルシア語の詩人ガーリブ（一七九七～一八六九年）、イラン人で存在一元論の支持者で「われは神なり」と言って世に知られたハッラージュ（八五七／九～九二二年）、そして十九世紀イランの女流詩人クッラトル・アイン・ターヒラ（生没年不詳）の霊と会う。これら三人の人物をゼンデ・ルードは好きであったが、霊になった彼らから改めて自説を聞くと一層好きになり、特にガーリブとハッラージュにいくつもの質問をする。すなわち、みなさんは立派であるのになぜ天国に住んでいないのか、運命の転回とはいかなることか、「われは神なり」と言ってなぜ処刑されたか、預言者や神アッラーの存在とは何か、それらに会うことはどういうことかなどの質問をし、最後に悪魔イブリースの役割は何かとも問う。

　悪魔イブリースは神の下に行き、人間との交友を嘆き、自分を負かすような強力な人を与えてほしいと神に懇願する。













１　天国に止まっているのではなく永遠に動き回っていることを望んだハッラージュ、ガーリブそしてクッラトル・アイン・ターヒラの偉大なる霊




１





わたしはこの狂（１）人の心の犠牲になろう

毎瞬わたしに一つずつ廃（２）虚を与える心の。

わたしがどこかに止まろうとすると立てと言（３）う

能（４）力ある人は海をも杯と考えるから。

神コダーの印には限界がない

そこで旅人よ　道（５）にとり終わりはどこか。

知や哲学の仕事とは見ることと後（６）退することである

神の神秘的認識の仕事とは見ることと前（７）進することである。

前（８）者は技芸の秤で測り

後（９）者は視線の秤で測る。

前者は水と土でできた人（10）間を捕らえる

後者は清（11）い命を捕らえる。



　前者は視線を顕（12）現の上に置く

　後者は権限を自（13）らの中に没入させる。





１

◎１は最初の三つの対句で狂人の心について述べ、残りの四つの対句で知と愛、すなわち哲学と霊的認識の相違について述べる。

（１）毎瞬わたしを新しい旅に出掛けさせ、飽くなき探索を知らせる心。

（２）暴力的な新鮮さを与える心。

（３）その心は言う。

（４）心は恋する者に休ませることを望まず、限りなく大きな海をも障害と考えさせない。普通の人は宇宙は限りなしと見るが、恋する者の目には宇宙も小さく見えるのである。

（５）能力のある者にとりすべての目的地は新しく見え、絶えず前進を続け終わりがない。

（６）理性は初めに見解を立てるが後で誤りであることが判明する。そして混乱が起きる。

（７）霊的認識でさらに前進する。

（８）学識など論理の秤で測る。

（９）愛の秤で測る。

（10）物質主義の外に出ない人間を。

（11）精神力の顕現の恩恵を受けての清い命。

（12）顕現の理解のため視線を使う。

（13）自らの中に吸収する。すなわち自分の中に神の属性を移す。






２





わ（１）たしはつぎつぎと新しい神の顕現を探して

七天を巡り竹笛のように嘆いている。

これらすべてが清（２）い出生の人の恩恵による

そ（３）の情熱がわたしの命に入って来た。

これら二（４）人の宇宙を見る旅の者たちは

木星の辺りに降り立った。

その世界は未完の地で

その周りをいくつもの星々が急速度で回っていた。

葡萄酒用のガラス瓶には今もって葡萄酒は見えなかった

そ（５）の土から今もって願望は生じていなかった。

真夜中が月明かりのせいで真昼のようであった

その大気は寒くも暑くもなかった。

わたしが空の方に目をやると

わたしには星々がより近くに見えた。

その眺めの畏怖でわたしは正気を失った

そして遠（６）近や遅速の感覚が変わった。

そこでわたしは目の前に　三人の清浄な魂を見た

それらの胸の中には宇宙を焼き尽くす火（７）があった。

彼らはチューリップ色の衣服を着ていた

その顔は内面の情（８）熱で輝いていた。

彼らは「わ（９）れは汝らの主でないか」と言われた時の輝きの中で

彼ら自身の歌の酒で酔っていた。

ルーミーはわたしに言った　「自（10）分から逃げるな

新しい火の旋律の息で生き返れ。

おまえは無関心の愛を見なかった　今見よ

おまえはその酒の力を見なかった　今見よ。

ガ（11）ーリブ　ハ（12）ッラージュそしてイ（13）ランの女性が

騒（14）ぎを起こしている　聖地マッカの命の中に。



　彼らの声は魂に確信を与える

　そ（15）の熱さは宇宙の中より出ている」





◎２イクバールとルーミーは木星天に着き、三人の霊に会う。

（１）イクバールは七天を巡り嘆く。七天とは宇宙にある七つの天（それに七つの大地も存在する）で神により創造と管理がされる。クルアーン第65章12節参照。

（２）ルーミーの恩恵。

（３）ルーミーの愛の情熱。

（４）イクバールとルーミー。

（５）その地から何かの成長や生の息吹きは見えなかった。

（６）ここの時間や空間は地球でのものと違っていた。

（７）愛の火。

（８）愛の情熱。

（９）創造の日の神の呼びかけ。クルアーン第23章52節参照。

（10）自我を失うことがないように。

（11）ムガル帝国時代末期のインド最大のウルドゥー語・ペルシア語詩人（一七九七～一八六九年）。その詩には哲学的思想があるだけでなく革命や変革の願望もある。

（12）イラン南西部ファールス出身の神秘主義者。存在一元論の支持者で、「われは神なり」と唱え処刑される。その布教活動はイスラーム社会を震撼させるものと捉えられた（八五七／九～九二二年）。

（13）19世紀イランの女流詩人で弁説家であったクッラトル・アイン・ターヒラ（生没年不詳）。ある人が自らを預言者と唱えるとそれを信奉し、その自称預言者のために自分の命を犠牲にした。

（14）彼らに会って彼らの意見を聞いてみたら。

（15）彼らの声の中に宇宙の良心の声がある。それらにより宇宙の秘密や秘義の暴露がある。









２　ハッラージュの声





自分の土にそ（１）の生まれていない火を求めよ

何（２）か他の顕現は欲求や願望に値しない。

わたしは自分の上に視線を注いだ　なぜなら神の顕現が

この世を包囲していたが　わたしにはそ（３）れを見る暇がない。

わたしはナ（４）ズィーリーの詩の半句をジ（５）ャム王の国と引き換えはしない

その半句とは「殺（６）されなかった者　それはわが部族出身でない」

魔法使いの理（７）性が軍勢を集めているとはいえ

おまえは落胆するな　愛（８）は孤独ではない。

おまえは道（９）を知らない　目的地もわからない

さはさりながらサ（10）ルマーの堅琴に奏せない曲はない。

鰐に襲われ餌食になる話をせよ

こうは言うな　わが船は海を知らない。

わたしは勇気ある人の弟子でそ（11）んな所には行かない

谷がなく　山がなく　荒野がなく　海のない。



　おまえよ大酒飲みの者が座る座の仲間となれ

　快活で努力を惜しまぬ者でない師には弟子入りをしない。





２

◎この詩はイクバールの詩集『東洋のメッセージ』の中の叙情定型詩ガザルより引用。そのガザルを基に自我についてハッラージュは述べる。

（１）神より与えられているはずなのにおまえに認識されていない火。

（２）自分を眺めよ。おまえは神の傑作であるので、おまえの顕現は他に劣ることはない。それゆえ、神以外の他の欲求や願望の必要はない。

（３）友である神の顕現がこの世に溢れているとしても、神の顕現がわが心にある時は、他を見る必要はない。

（４）ペルシアの詩人（一五五二～一六一二年）。インドで没。

（５）古代ペルシア王ジャムシード。

（６）真の恋する者は恋人に命を捧げる者であるの意。

（７）理性は愛を妨げるためさまざまな根拠を持ち出す。

（８）愛も一つの軍勢である。

（９）愛の道や方法、目的地。

（10）サルマーとはアラブの美女の名前。その美女の奏でる曲には人生にとり癒やしとなる慰めがある。

（11）困難と共に安楽はある。クルアーン第94章６節参照。









３　ガーリブの声





さあ恋人よ来たれ　天（１）の法則を変えてしまおう

運命を大杯の巡りで変えてしまおう。

もしも市（２）警察に逮捕投獄されようとも恐れないでいよう

もしも王より贈（３）物が届いたら返してしまおう。

カ（４）リームが話し掛けても話さないでいよう

カ（５）リールがわれらの客人となることを望んでも帰してしまおう。

花園から花（６）を引き千切る庭師は

花園の戸口から空の籠のままで追い出してしまおう。

朝早く巣から飛び立った小鳥たちは

無（７）事に枝から巣の方に帰らせてしまおう。



　われら両者がハ（８）イダルに従う者になれば不思議はない

　もしわれらが太（９）陽を東の方へ戻させてしまおうと。





３

◎この詩はガーリブの『ペルシア語詩集』中のガザルからの引用。このガザルにはガーリブの感情と心理が表されており、この革命論をイクバールは評価する。

（１）天の回転と人間の運命は関係があると考えられている。

（２）権力者の意。ガーリブは二度、賭博の容疑で逮捕されている。

（３）領地や位階などの贈物。

（４）預言者ムーサーの称号、「神と話をする人」の意。

（５）預言者イブラーヒームの称号、「神の真の友」の意。カリームやカリールに拒否の態度を示すのは権力者に邪魔されることを望まないので。

（６）徴税官。

（７）すべての暴力から守ろう。

（８）第四代正統カリフ・アリーの称号で獅子の意。

（９）われわれの中にもそのような力が生じる。この話は預言者ムハンマドの逸話を踏まえている。預言者はアリーの膝の上に頭を置き眠っていたのでアリーは午後の礼拝ができず、太陽は西の方に傾いてしまった。預言者は目を覚まし、西に傾いてしまった太陽を東の方に呼び戻した。それでアリーは午後の礼拝ができた。









４　ターヒラの声




１





もしあなたと面と向かいわが視線をあなたの顔中に注げるなら

あなたへの愛の悲しみを一つずつ詳細に申し上げたいです。

あなたの顔を見るために風のように歩き回っています

家から家へ　戸口から戸口へ　小道から小道へ　路地から路地へと。

あなたとの別れでわが心の血がわが二つの目から流れています

川となり　海や泉となり　小川となって。

わが悲しい心はあなたへの愛で命の絹布を織っています

あなたの愛とわが血管を縦糸と横糸にして。



　タ（１）ーヒラは己の心の中を覗き見ますがあなた以外は見えません

　どのページにも　どの行にも　どの幕の後ろにも　どこの下にも。





４

◎ターヒラの声は真に恋する者の声である。世の中のどんな力も彼女の恋を止めさせることはできなかった。イクバーンはターヒラのその態度に感銘し、ムスリムの中にもそのような心を求める。

◎１ターヒラの恋する切ない気持ち。

（１）わたしは今まで自分の心の本の中を見てきた。しかしその中のどこにもあなた以外の人は見えなかった。






２





苦痛に満ちた恋（１）する者たちの情熱が

新しい興奮をわ（２）が命の中に起こした。

古（３）い困難が頭をもたげてきて

わが思考にまた夜襲を仕掛けてきた。

わが思考の海は完全に混乱状態となり

その岸辺はその台風の力で荒れ放題となった。

ルーミーは言（４）った　「チ（５）ャンスを逃すな

すべての困難の結び目を解くことを望んでいる者よ。



　いつまでおまえは心配の虜なのだ

　そんな厄介な事など心から追い出してしまえ」





◎２三人の偉大な霊魂の話に感銘したゼンデ・ルード（イクバール）の反応。

（１）既述のハッラージュ、ガーリブ、ターヒラを指す。

（２）ゼンデ・ルードの中に。

（３）またわたしは愛の情熱について考え始めた。

（４）わたしの様子を見て。

（５）おまえの前に偉大な霊魂がいる。それに今、おまえの困難を語り解決する時だ。









５　ゼンデ・ルードはその困難をこれら霊の前で述べる





モ（１）ミンの地位より遠くにあるのはなぜなのですか　みなさんが

すなわち天（２）国より離れているのはなぜなのですか　みなさんが。







５

◎ハッラージュに質問する。

（１）敬虔なムスリム。来世では天国、すなわち楽園に住めるとされている。

（２）あなたがたのような偉大な人々は今、天国にいるべきだが天国でなくここにいるのはなぜか。普通は天国にいる。






ハッラージュ


善悪を弁わきまえる自由人は

その魂を楽園の中に置けない。

ムッラーの天国とは酒　天女　美（１）少年である

自由人の天国とは絶（２）えず続く旅である。

ムッラーの天国とは飲食　惰眠　歌舞である

恋する者の天国とは実（３）在の顕現である。

ム（４）ッラーの終末の日とは墓が開きラッパの音のする日である

騒ぎを起こす者の愛が自ずと終（５）末の日となるのに対して。

知識は恐（６）怖や希望にその基礎を置く

愛する者は希（７）望も持たず恐れも持たない。

知識は宇宙の壮麗さに戦おののく

愛（８）は宇宙の美に見とれている。

知識にとっては視線は過（９）去や現在の上にある

愛は言う　来（10）たるべきものを見よと。

知識は強（11）制の規則と契約を結んだ

その解決には強制と忍耐のほかに何が必要か。

愛（12）は自由で　自尊心が高く　忍耐強くない

愛は存（13）在の姿を見ることに大胆である。

わが愛は不平を知らない

それが陶（14）酔の涙を零すとはいえ。

わが心は余儀なしでは済まされない

わが心が傷ついたのは天（15）女の視線の矢のせいではない。

別離はわが火を激しくする

別（16）離はわが命によく似合う。

刺痛なしで生きることは生きることでない

火（17）を足の裏に置いて生きなければならない。

こ（18）のように生きることが自我の運命である

こ（19）の運命により自我の確立がある。

微（20）粒子はその限りない情熱で太陽にとって嫉妬の原因となる

そ（21）の胸中に九天をも取り込んでしまうので。



　そ（22）の熱情が世界に夜襲を掛けると

　そ（23）の微小なものは永遠の生命を得たものとなる。





◎ハッラージュはゼンデ・ルードの質問に、モスクで礼拝の先導をするようなムッラーと自由人の違い、知識と愛との比較そして別離の定義の仕方を例にして回答する。

（１）天国にいる美少年の奴隷。

（２）精神を高め続ける旅。

（３）神である真の恋人を見ること。

（４）天使イスラーフィールの吹くラッパの音で死者が審判のため生き返らされる日。

（５）恋する者が真の情熱に基づいて起こす大混乱の前に起こる審判の日。その日はその人の人生最後の審判となり真の恋人に出会える。

（６）終末の日の様子がわからずに。

（７）神の目撃だけが念頭にあるゆえ。

（８）愛の人は神の美しさだけに見とれており知識人のように神の畏怖に抑えつけられない。

（９）それらの行為に対し報酬が得られるかどうか心配して。

（10）終末の日に行為の報酬は示されるので安心していよと。

（11）知識は強制の哲学を認める。

（12）知識とは違って暴力を認めない。

（13）神である真の恋人。

（14）別離と合一の涙。

（15）どうしようもない自らの心のせいである。

（16）合一は熱情を終わらせてしまうので別離の方がよい。

（17）恋する者にとって絶えず続く不安こそ真の人生となる。

（18）不安の状態で生きること。

（19）神の出現を求め神の探索をし続ける運命。

（20）人間の意。

（21）微粒子すなわち人間が真の愛に溢れるとその中に宇宙全体をも取り込んでしまい。

（22）真の愛。

（23）消滅する生を持つ者の中に真の愛により永遠の原因となる神の属性が生じる。すなわち神の属性を得て人間が永遠となる。






ゼンデ・ルード


運命の転回は生と死です

誰（１）にもわかりません　運命の転回がどうなるか。







◎ゼンデ・ルードはハッラージュの回答を受けて運命について質問をする。

（１）人間はその決定に関与していないので。






ハッラージュ


運命に対し装備を持つ者に

その力に悪魔も死も震える。

胆（１）力とは勇気ある人の賜物である

勇気ある人の胆力とは　力（２）の完璧さからくる。

し（３）っかりした人は胆力でさらにしっかりする

未（４）熟な者には胆力は墓を抱かせる。

預言者カ（５）ーリドの胆力は世界をひっくり返す

わが胆力はわが根や根元を根こそぎにしてしまうだけ。

承（６）認と同意は勇気ある人の仕事である

弱（７）い者にはこの古いガウンは似合わない。

師ルーミーの立ち位置をよ（８）く知る者よ　おまえは

師ルーミーの次の詩の一節を知らないか。

「バ（９）ーヤズィードの時代に一人のゾロアスター教徒の人がいた

その人にある幸せそうなムスリムが言った。

きっといいことがあるから　イスラーム教に改宗したら

この世で厚遇が　来世で救済が得られるから。

その人は言った　改宗を勧めて下さる御方よ　もし信仰とは

スーフィーの師バーヤズィードが持つようなものだとしたら

わたしにそんな力そんな勇気はありません

そ（10）れはわが命の努力を超えています」

わ（11）れらの関心事には希望や恐怖を除いてはない

われらの誰にも承認と同意を行う勇（12）気がない。

起（13）こるべきことはこれであった　そして起きたと言う人よ

そのことはすべて法（14）の束縛があって起きた。

あ（15）なたは運命の意味を理（16）解していなかった

あなたは自我や神を見なかった。

敬虔なムスリムモミンは神に懇願する

あ（17）なたにわれらは一致します　あなたもわれらに一致して下さいと。



　そ（18）の意図は神が運命の創造主たる点にある

　戦いの日　そ（19）の矢は神の矢である。





◎ハッラージュは運命の決定は神アッラーによるとする。そしてその考えを認識した者は強いとする。

（１）神である創造主により創造された運命を受け入れあらゆる恐怖や災難を心配しない力。

（２）不信者に対しできるだけの力と馬を準備せよ。クルアーン第８章60節参照。

（３）アッラーから与えられた運命を確信する者。

（４）アッラーから与えられた運命を確信しない者。彼らは神のために戦わず死を恐れる。さらに悪魔の罠にかかる。

（５）カーリド・ビン・ワリードのこと。預言者ムハンマドの教友。預言者ムハンマドのマッカ征服（六三〇年）の時、イスラームに改宗。その運命には完全な信仰があり死を恐れず敵を圧倒した。それに反し普通人は死を恐れ、人生が無目的となる。

（６）信仰を確信してその光の中で人生を送ること。

（７）弱い人は信仰の確信が持てず恐怖の虜になってしまう。

（８）ゼンデ・ルードを指す。

（９）ヒジュラ暦二世紀～三世紀の間に存したスーフィー。その祖父がゾロアスター教よりイスラームに改宗。八七五年没。

（10）神から得る運命を容認する師バーヤズィードの勇気。

（11）普通のムスリムを指す。

（12）意気や元気さを持つ人の勇気。神の仰せに従う勇気。

（13）運命を間違って理解し、勇気を失い行動せずにいる。

（14）運命だから抗うこともできない。

（15）前の句を述べたおまえ。

（16）もし運命を正しく理解していたら自我もわかり、神の特性もあなたに認識されたはず。

（17）われわれは神であるあなたの前に承認と同意を求めて頭を下げる。あなたもわれわれの方法を受け入れ、成功を与えて下さい。

（18）モミンの意図。モミンの喜びは神の喜びである。

（19）矢はモミンの弓から放たれる。しかし矢を放つ主体は神であり、当てたのは神である。クルアーン第８章17節参照。






ゼンデ・ルード


眼識を欠く人々が謀反を起こしたのです

彼らは神（１）の人を絞首台へと送ったのです。



　あなたに存在の秘密が明らかになりました

　再び語って下さい　あなたの罪（２）は結局なんであったのか。





◎ゼンデ・ルードは運命についての説明を聞くと、なぜあなたは処刑されたかとハッラージュに問う。

（１）ハッラージュを。

（２）絞首台に上らせた罪。






ハッラージュ


わが胸の中にラ（１）ッパの合図があった

わ（２）たしは墓に止まる意図を持つ共同体を見た。

彼らは敬虔なムスリムモミンであったが邪教徒のような態度であった

「ラ（３）ー・イッラー」と唱える者であったが自（４）分自身の否定者であった。

彼らは「神（５）の命令」は偽りの絵であると言った

というのはそれは水（６）や土と関係があるので。

それでわたしは自分自身で自分の中に生の火を燃え上がらせた

わたしは死（７）者に生の秘義を次のように語った。

この世の基礎は自我に置かれている

美（８）の威厳は偉大さの威厳と混ぜ合わされている。

自我はどこにでもあるが　ある所では明らかでまたある所では隠れている

だが恐らくわが眼識は自（９）我の顕現の輝きに耐えられない。

自（10）我の光の中に多くの火が隠れている

宇宙のさまざまな顕現はシ（11）ナイ山からである。

この古い世界ですべての心はあらゆる瞬間に

自（12）我と隠れて会話をしている。

そ（13）の火から自らの分け前を取らない者は

この世界で自らを知らずに死んだ者である。

インドの人もイランの人もその光は知っている

だがそ（14）の火を知る人は少ない。

わたしはその光と火について語（15）った

だが秘密を知る者よ　わが罪（16）を見よ。



　わ（17）たしがしたことをおまえもしようとしている　気をつけよ

　おまえは死者に大（18）混乱をもたらした　気をつけよ。





◎ハッラージュは質問に答えて、なぜ処刑されたかを語る。

（１）天使イスラーフィールが終末の日に吹くと死者が墓から生き返ってくるというラッパ。

（２）ラッパの音がしても生き返ろうとしない共同体。当時のムスリムは神の唯一性を忘れ死んだ状態にあり、覚醒のためのラッパに反応しなかった。その様子を見て神の唯一性の叫びを上げる。

（３）「アッラーの外に神はなし」の神の唯一性を示す句の一部。

（４）自我と真の創造者を知らず、神の唯一性には傾倒しない。

（５）ムスリムの魂は神の命令の意。すなわち聖霊は主の命令によって存在するということ。クルアーン第17章85節参照。

（６）肉体の意。彼らは物質主義者になってしまっていたので。

（７）死人のような生を送るムスリムを覚醒させるために。

（８）自我の中には美すなわち自我の光、偉大さすなわち自我の火の両方の特質がある。一つの特質があるだけなら不完全である。

（９）努力の情熱があれば、その顕現に耐えられ恩恵が受けられる。

（10）自我の関係はただ魂とだけでなく肉体ともある。すなわち精神主義だけでなく物質主義もあり、魂と肉体、すなわち光と火の両方の育成が必要。

（11）預言者ムーサーがシナイ山で神にその顕現を求めたように。

（12）人間はその会話で自我の存在を明らかにする。自我は存在の点からは明らかでないが行動の点からは明らかであるので。

（13）自我の火。自我には光と火の両方があり、双方から益を受けることが必要。この対句にイクバールの哲学がある。

（14）彼らは宗教は獲得した。ところが神の唯一性を成す精神性と物質性のうち後者への関心が少なかったのである。

（15）自分と同時代の人々に。なおこの対句十一がわたしが絞首台に上らねばならなかった理由。

（16）わたしは自我を認識しそれについて語った。

（17）イスラーム共同体の人々に自我についての教授をしたこと。

（18）イクバールの詩作によって。






ターヒラ


愛の熱情に酔った僕しもべの罪（１）で

一つの新しい宇宙が現れる。

限りない愛はベ（２）ールを裂き

保守主義を眺めから遠（３）のける。

結局それは絞（４）首刑の運命となり

友の道をたどって生きて帰ることはない。

その顕（５）現を町や荒野で見てみよ

この世から消えてしまったと思わないように。



　それはその時代の良心の中に隠れている

　だがその独（６）居の中にいかに収まったままでいられるか。





◎ターヒラの言葉でハッラージュの人格や性格について述べている。両者とも自身の信念に基づきその行為を決行した。

（１）これは罪でなくハッラージュとターヒラによりなされたことを指す。前者は「われは神なり」の言葉で、後者は「バーベ・アッラー」の宗教を選択することで、両人はその愛の情熱で世界に革命を起こした。

（２）人間と世界を取り巻く誤りの秘密のベール。

（３）その結果、新しい世界の創造が始まる。

（４）間違った主義を掲げる者にその見解は理解されずに。

（５）ハッラージュのような真に恋する者の姿の現れ。

（６）その姿は宇宙の中でも収まりきらず、その様子は現れ、人々が真理することになる。






ゼンデ・ルード（ガーリブの霊に話し掛ける）


探（１）究の苦痛が与えられた御方

次の対句の意味をわたしに仰って下さい。

「雉（２）鳩は灰（３）の一握り　夜（４）鶯鳥は色の籠

嘆（５）きよ　燃える肝臓の印は何か」







◎ゼンデ・ルードは今度は生涯、詩人として真理の探究に苦闘してきたガーリブの魂にその対句について問う。

（１）詩人ガーリブを指す。

（２）『ガーリブ詩集ディーワーネ・ガーリブ』の中のガザル２３１からの引用。

（３）そのカーキ色は内的な情熱を表している。

（４）夜鶯鳥の黒い色でその内面の燃える火を表している。

（５）人間の肝臓から出る色は。






ガーリブ


肝臓の情熱の強さで出る呻き

いたる所でその効果の様をわたしは見てきた。

雉（１）鳩はその呻きの効き目ゆえに焼け尽きる

夜鶯鳥がそれで色を付ける間に。

雉鳩の中に死が生と隣り合わせにある

一瞬がこ（２）ちらで生の　そして向こうで死の姿を得る。

こ（３）れはそれによりたくさんの色ができる色である

これはそれにより色（４）のないものができる色である。

あなたは知らない　こ（５）こは色と匂いの場であることを

あらゆる心の運命は嘆きの強さによることを。



　色（６）の中に来たれ　あるいは無色の中を通れ

　肝臓の情熱で何か印が得られるように。





◎ガーリブは質問されたガザルの対句の中の嘆きの効果を語る。

（１）雉鳩はさまざまな仕方で花に愛を囁く。その燃えている様子はその色からわかる。

（２）その呻きのせいで夜鶯鳥は生き返るのに雉鳩は死ぬ。

（３）肝臓の情熱で出る呻きの効き目はあらゆる場で異なる。

（４）真の唯一性。

（５）この世界ではすべての者がその嘆きの強さに従ってこの世界での役割を得ているようである。

（６）雉鳩や夜鶯鳥のように嘆きの姿を取れ。嘆きにどのくらいの効き目があるかがわかるように。






ゼンデ・ルード


この青い空の中にたくさんの世界が存在していますが

それぞれの世界にはス（１）ーフィー聖者や預（２）言者はいるのですか。







◎ゼンデ・ルードはさらにいくつか難しい質問をする。まずはこの世にスーフィー聖者などいるかと問う。

（１）イスラーム神秘主義者の聖者。

（２）啓示された神の言葉を預かる者。ムスリムはムハンマドを最高の預言者とする。






ガーリブ


この存（１）在や不在をじっくりと見よ

つぎつぎと世界が生じている。



　世の混乱がある所　そこには

　全世界に対し神（２）の恵みをもたらす者がいる。





◎ガーリブはゼンデ・ルードの質問にいると答える。

（１）世界の意。そこでは物事が存在する時もあればしない時もある。

（２）預言者ムハンマドの意。






ゼンデ・ルード


少しはっきり話して下さい　少しわかり兼ねます。







◎世界の恵みは預言者ムハンマドによるとのガーリブの言葉を聞き、ほかにも同じような者がいるのではないかと考え、ゼンデ・ルードは再び質問する。






ガーリブ


このことを包み隠さず語ることは誤りとなる。







◎預言者ムハンマドの存在はこれからも最後の審判まであるので、普通人の理解を超えているとガーリブは思い、質問に明確に答えるのは預言者ムハンマドの廟に対し厚かましいと考え、回答を差し控えた。






ゼンデ・ルード


心ある人たちのこの話は成果のないものだったのですか。







◎ゼンデ・ルードはこれまでも何人かがこの件につき述べていたことを、そしてガーリブもその件につき述べていたのを知っていたので、ここにある問い方をした。






ガーリブ


論点を口にすることは難しいことだ。







◎ゼンデ・ルードはガーリブのペルシア語のマスナヴィーを介して語っている。その中でガーリブはワッハーブ教分派の教祖の信仰拒否を書いた。ガーリブに従えばコミュナリズムが進むと、そのようなことを語ることは危険がないことはないとして難しいと答えた。






ゼンデ・ルード


ガーリブよ　あなたは欲求の熱情で燃えさかる完全なる火です

驚（１）くべきはあなたが言葉で表現できないことです。







◎ゼンデ・ルードは回答しないガーリブに言う。

（１）表現力豊かな詩人でありながら語るのが難しいとは不思議だと言う。






ガーリブ


創造や運命そして指示は初期のことで

全世界への神の恵みは最後のことである。







◎ガーリブはゼンデ・ルードが問い続けるので回答する代わりに、ゼンデ・ルードの関心をほかに向けさせようとして、クルアーン第87章１～３節の間に出てくる「かれは創造し」などの言葉を使って全世界への神の恵み、すなわちムハンマドが存在したことの意味を明らかにしようとした。






ゼンデ・ルード


わたしはい（１）まだ意味の顔を見ていません

もしあなたが火を持っているならわ（２）たしを焼き殺して下さい。







◎ゼンデ・ルードはなおも追った。

（１）あなたの秘密が今もってわからない。

（２）わたしの心配を焼き尽くし、その秘密を包み隠さず語れ。






ガーリブ


おまえはわたしのように詩の対句の奥義を知っている

こ（１）この話は詩の対句の弦を超えてずっと高い。

たくさんの詩人たちが詩の宴を賑わした

これらのカ（２）リームたちには輝（３）く御手がなかった。



　おまえがわたしに言（４）わせようとすることは不信者のことだ

　それは詩（５）を超えたところにある不信者のことだ。





◎ガーリブはゼンデ・ルードにここに記されたように答えるほかなかった。

（１）この話は詩の対句に収まりきらない程の意味と量がある。

（２）預言者ムーサーの称号で「神と話をする者」の意。

（３）白く輝く奇跡の手。クルアーン第27章12節参照。すなわち全世界の神の恵みの問題について一人でそれを語ることはできない。

（４）預言者の地位や行状について。

（５）わたしは詩で述べられず、おまえの質問に答えられない。






ハッラージュ


いたる所におまえは色と匂いの世界を見る

そこの土から願（１）望が生じてくる。



　ム（２）スタファーの輝きでそれは価値がある

　今（３）もムスタファーを探している。





◎ハッラージュはゼンデ・ルードがその回答をガーリブに繰り返し求めていたが、ガーリブが無視し続けているのを見て代わって言う。

（１）そのものの中にある完全さに達しようとする願望。

（２）預言者ムハンマドのこと。この大気の中に存在する世界、それは預言者ムハンマドの光で輝いている。

（３）今も世界がそれを欠くと、目的を持とうとしてその幸運の光を探す。その存在は世界で一つですべての者への恵みである。すなわちそれは預言者の封印、世界で最後の預言者の意。






ゼンデ・ルード


あなたにお聞きしたい　こんなことをお聞きするのは間違いですが

その名前がム（１）スタファーという御方の本質の秘密はなんなのですか。



　その御方は人間なのですか　それとも何（２）か別のものなのですか

　時々　現れてくるような何か別のものなのですか。





◎今度はハッラージュに預言者ムハンマドについて問う。

（１）預言者ムハンマドの本質。

（２）預言者以外にはどんな人間の中にも存在しない本質。すなわち神。預言者の姿の中に見える神の様子。






ハッラージュ


そ（１）の御方の前に世間は額ずいていた

だがその御方は自らを神の僕アーバデと仰（２）っている。

神の僕はあなたの理解を超えている

なぜならばそれは人間でもあり本質でもあるからだ。

その御方の本質はア（３）ラブでもなく非アラブでもない

人間ではあっても人間以前のものでもある。

神の僕は運命の絵師でもあり

その中に廃虚もあり建設もある。

神の僕は命（４）を与える者であり命を取る者でもある

神の僕はガ（５）ラスでもあり重い石でもある。

僕しもべでも単なる僕もいれば神の僕もいる

われらは待（６）つ者であり　それは待（７）たれる者である。

神の僕は時であり　時は神の僕ゆえにある

われらすべてが色を持つ　だがそれには色（８）や匂いがない。

神の僕は始まりを持つが終（９）わりがない

神の僕にとりわれらのような朝夕はどこにあ（10）るか。

誰も神の僕の秘密を知らない

神の僕は「アッラーの外に」の秘密以外は知らない。

「神はなし」は剣でその刃は神の僕である

よ（11）り明らかにしたいなら神（12）は神の僕であると言え。

神の僕は宇宙の真実である

神（13）の僕は宇宙の中の秘密である。

これらの対句で述べようとすることがはっきりわからない

もし「マ（14）ー・ラミーター」のことをおまえが理解しないと。



　議（15）論を止めよ　ゼンデ・ルードよ

　おまえはその存在の中へ沈め　ゼンデ・ルードよ。





◎ハッラージュはゼンデ・ルードに預言者ムハンマドについて語る。

（１）預言者ムハンマドの前に。

（２）神の指示によって生まれたので。

（３）アラブ人でなく非アラブ人でもなく地理的限界から自由。

（４）敬虔なイスラーム教徒には吉報を与え、邪教徒には罰を与える。

（５）敬虔なイスラーム教徒に対し輝きとなり邪教徒に対しては怒りとなる。

（６）われら普通人のことで、神の顕現による恩恵を待つ。

（７）神によって待たれる預言者ムハンマドで、ムハンマドの昇天も待たれたことである。

（８）偏見。

（９）神の光から生まれたので神の光のように無限である。

（10）どこにもない。神の僕は時間の制限を持たないので。

（11）ゼンデ・ルードよおまえが。

（12）神と神の僕すなわちムハンマドの光とは一つのものの別名であらんことをハッラージュは望んでいる。

（13）神の僕がいなかったらこの宇宙の存在もないと言われる。

（14）クルアーン第８章17節中の次の部分。「おまえが小石を投げた時、おまえが投げたのでなく、アッラーが投げ給うた」

（15）愛の情熱に酔いその霊的認識を得よ。そうすれば神の僕についてのわが説明がわかる。すなわち至高神と神の僕である預言者ムハンマドとの関係が兄弟のようであることがわかる。






ゼンデ・ルード


わたしには愛がわかりません　その働きはなんなのですか

会うことの楽しさですか　もしそうなら会（１）うこととはどういうことなのですか。







◎ゼンデ・ルードはさらに五番目の質問、預言者ムハンマドに会う意味を問う。

（１）預言者ムハンマドと会うこと。






ハッラージュ


最（１）後に現れた方に会う意味とは

そ（２）の御方の命令を自らの上に行き渡らせることである。

この世で人間と霊魂の属性を持つその御方のように生きよ

その御方のように人間と霊魂を愛する者となれ。



　さ（３）らに自分を見よ　これこそその御方との出会いである

　その御方の言行はその御方の秘密の中の一つである。





◎ハッラージュはゼンデ・ルードの質問に答える。

（１）預言者ムハンマドのこと。クルアーン第33章40節参照。

（２）預言者のイスラーム法や言行を自分のものとし、預言者を模倣しながら暮らすこと。

（３）預言者の言行を模倣して自らの中にそれを獲得することは自分の中に預言者の性質の反映が生じることである。このようにして自分を見詰めると預言者と出会えた感じになる。






ゼンデ・ルード


九（１）天の神との面会とはなんなのですか

その命令なしでは太陽も月も回転しないという神との。







◎ゼンデ・ルードは六番目の質問をする。預言者ムハンマドと会うことの意味はわかったが、今度は神アッラーと会うことの意味を教えよと乞う。

（１）全宇宙の唯一絶対の神で世界と人間の創造神アッラー。






ハッラージュ


まずアッラーの絵を心に記すことだ

そしてそ（１）れを世の人々の上に記すことだ。

そ（２）の心の絵がこの世に出回ると

アッラーとの出会いが人々にも一般的となる。

何が目出度いか　その人は　そ（３）の人の神よの声で

九天がその人の家の路地の周辺を巡り出すなら。

残念　神（４）よの声を上げたが

再（５）び唇を閉じ息を吸い込んでしまった　托鉢僧ダルヴェーシュは。

彼はこの世に神の命令を流布させられなかった

大（６）麦のパンを食べていたが勇（７）敢な生き方をしなかった。

ハ（８）ーンカーにいることを望みハ（９）イバルから遠ざかってしまった

修（10）道生活を送り主権を見なかった。

神（11）の絵を持っているか　持っているならこの世はおまえの餌食だ

運命はおまえの方策が手綱となる。



　現（12）代はおまえと一戦を交えることを欲している

　その邪教徒の碑の上に神の絵を描（13）いてやれ。





◎神アッラーと会うことの意味とは神の属性を知り、それを人々に施すこととハッラージュは答える。

（１）神との会見を望む者はまず自分の中に神の属性を作り、それを人々の前に示すこと、すなわち神が僕たちに恩恵を施すようにすることである。

（２）人々が神との出会いを願い神の絵が心の中に記されると、彼らは神の恩恵にあずかれたと感じる。

（３）神の性質を持つ人間の場合、宇宙がその人の命令を認め、それに服従するので。

（４）専心と努力の結果、神との合一の段階に達していたが。

（５）神の被造物である人間より遠ざかっていたので。

（６）敬虔なムスリムではあったが。

（７）悪魔と衝突せず神の人間を正しい道に向かわせなかった。

（８）スーフィー教団の道場。

（９）預言者ムハンマドが六二八年に行ったハイバル遠征。ここでは聖戦士としての生活。

（10）世を避けハーンカーに座し宇宙征服に関心を示さなかった。

（11）ここでハッラージュはゼンデ・ルードに神の絵、すなわち神の属性を持っているかと問う。神は常に守護者となるので。クルアーン第39章36節参照。

（12）現代は物質主義に陥っているので。

（13）悪魔の爪より解放するために。






ゼンデ・ルード


神の絵がこの世で描（１）かれました

だがいかに描かれたか　わたしにはわからないのです。







◎神の絵はいかに描かれたかとゼンデ・ルードは七番目の質問をする。

（１）敬虔なムスリムによって。






ハッラージュ


魅（１）力的な愛をもって描かれた

征（２）服者の力を示して描かれた。



　神は魅力的な愛をより多く持つ

　魅（３）力的な愛は征服者の力より優れている。





◎愛の力による方法と征服者の力による方法の二つがあるとハッラージュは言う。

（１）托鉢僧はアッラーや預言者ムハンマドのイスラームの恵みで非ムスリムにイスラームの布教を行った。

（２）かつてのイスラーム君主は王国の威厳をもって非イスラームに対応しイスラームの布教を図った。

（３）力による支配より愛の恵みの方が優れている。クルアーン第48章29節参照。






ゼンデ・ルード


東洋の秘密に通じる方よ　もう一度語って下さい

禁欲家と恋した者の間の違いはなんなのですか。







◎ゼンデ・ルードは禁欲家と恋した者の違いはいかなるかと八番目の質問をする。






ハッラージュ


禁（１）欲家はこの世で異邦人である

恋（２）した者は来世で異邦人である。







◎禁欲家と恋した者の違いは異邦人のなり方の違いにあると答える。

（１）来世で天国に住めるようにこの世で、女、金、土地などに関心を示さないので。

（２）天国の天女や美少年には興味がなく、その目標は恋人である神であるので。天国の様子についてはクルアーン第55章46～76節参照。






ゼンデ・ルード


霊（１）的認識にとりその極限は存在を消すことですか

とすると人生とは（２）消滅ファナーの中で安楽にいることなのですか。







◎ムスリムの中に消滅の意味を間違って考えている者がいるので、その指摘をハッラージュから得るために質問をする。スーフィー求道者にとり消滅の意味は情欲を払うこととし、隠遁生活は否定している。

（１）生の終わりは消滅なのか。

（２）仏教やキリスト教のように現世を離れ隠棲することか。






ハッラージュ


友の陶酔は空の杯のせいである

自分自身を消してしまっては霊（１）的認識はありえない。



　消滅の中で目的を探している者よ

　無（２）では存在は得られない。





◎ハッラージュは現実生活から単に消え去ることを消滅と考えている者は霊的認識はできないと言う。

（１）神との出会い。

（２）存在すなわち神と会うためには現に存在していることが必要。






ゼンデ・ルード


自（１）らをアーダムより優れていると考える御方ですが

そ（２）の酒壺や瓶の中には酒の残りどころか滓の跡すらない御方。



　わ（３）れら土の一握りは天空の様子を知るようになりましたが

　だが本質が火だというその御方はど（４）こにいるのですか。





◎ゼンデ・ルードは最後に悪魔であるイブリースについて尋ねる。

（１）悪魔であるイブリースのこと。神によりアーダムに跪拝するように命じられたが泥でできているアーダムより火でできている自分の方が優れているとして神の命令を拒否した。クルアーン第７章12節参照。

（２）神の命令を拒否したせいで。

（３）アーダムは泥からできた卑しい者と嘲られたが、預言者ムハンマドの昇天で天の向こうまで行き元の場所に戻れた。クルアーン第17章１節参照。

（４）神の命令を拒否したイブリースは天から追放され再び天に戻ることはなかった。クルアーン第15章33～35節参照。






ハッラージュ


この別（１）れの人々の長については語るな

それは喉を渇かし世の始まり以来その酒杯からは血（２）が溢れている。

われらは無知　だがそれは存（３）在や不在を知っている

それの不（４）信仰がわれらにそ（５）の秘密を明かしてくれた。

落ちることで増す楽しさを

減らす苦痛で増す快楽を。

求愛とはそ（６）の火の中で完全に燃えることだ

そ（７）の火なしで燃えることは燃えることでない。

そ（８）れは愛と献身において優れている

なぜならばアーダムはその愛について知らないからだ。



　追随となる衣装は引き裂いてしまえ

　そ（９）れより神の唯一性を学べるように。





◎悪魔のイブリースは真の恋を知る人だとハッラージュは答える。

（１）イブリースのこと。世の始まり以来、神の命令を拒否したことで神から排斥され、以後神から排斥された者はすべてその弟子とされた。

（２）神に排斥されて以降、神の僕たちを迷わせ続けて神の怒りを買い願望が阻止されるので。クルアーン第15章39節参照。

（３）人生の真実を知っている。

（４）アーダムへの跪拝の拒否。

（５）三番目の対句の内容。

（６）イブリースの情熱のように。

（７）イブリースは創造主の神アッラー以外誰にも跪拝をしなかった。これは愛の完全さである。ハッラージュはこれに留意して、真の恋人を差し置き他に関心を向ける愛は不完全な愛であると言う。

（８）イブリースはアーダムよりも。

（９）イブリースから。






ゼンデ・ルード


魂の王国を支配する御方よ

もう少しわれらとご一緒願えますか。







◎ゼンデ・ルードはハッラージュからの言葉に満足して彼に言う。






ハッラージュ


われらは一つの場所に満足しないという質だ

われらは完全に飛翔に興味があるという質だ。



　いつ見ても心をわくわくさせることがわが仕事だ

　羽（１）なしで飛ぶことがわが務めだ。





◎もう少し止まってほしいというゼンデ・ルードの意向に添えない理由をハッラージュは述べる。

（１）真の恋人の顕現を見て、さらに新しい顕現を求めること。クルアーン第90章４節参照。









６　別れの人の長イブリースの登場




１





明（１）るい心の人との出会いはほんの数瞬間のことだった

これら数瞬は存（２）在と不在の財産である。

それはわが愛を狂乱させてしまった

そ（３）れはわが理性を具眼者にさせてしまった。

自分の所にそ（４）れを置けるように目を閉じた

そして目を通して心の中にそれを持って来れるように目を閉じた。

突然わたしは辺りが暗くなったのを見た

すると遠くまで暗闇が広がった。

そ（５）の闇に一つの炎（６）が現れて見えた

その内側より一人の老人が現れた。

その人は黒灰色の長衣を身に纏い

曲がり気味の腰付きで立ち上る煙の中に立っていた。



　ルーミーは言った　「別（７）れの人の長だ

　あの方は完全に情熱の人　その杯（８）は溢れんばかりの血だ。





６

◎ゼンデ・ルードはハッラージュと出会った後、悪魔イブリースについて語る。この詩は四つの連から成る。

◎１悪魔イブリースの出現を語る。

（１）ハッラージュとの出会い。

（２）わが人生の資本である。

（３）ハッラージュとの交友で愛と理性が目覚めさせられた。

（４）偉大で価値あるハッラージュの思い出を忘れないように。

（５）その暗黒に。

（６）イブリースは火からできていたので炎となっている。クルアーン第７章12節参照。

（７）神に反抗し天から追放され神の恵みからも離れた人々の長。クルアーン第７章13節参照。

（８）心の中の血はイブリースの願望と苦痛の血である。彼は神の命令を拒否したことで神より放逐され、一方人間が神に優遇され天にまで昇るのを見る。土で作られた人間（クルアーン第７章12節参照）が火でできた者に優越するのは、彼にとっては耐えられないことであった。






２





あ（１）の老人は笑いが少なく寡黙の人だ

あの目は体の中の魂を見ている。

あれは放蕩者で学者　哲学者で托鉢僧だ

行動は厳しい修行をする禁欲家のようだ。

その性質は合（２）一の喜びを知らない

その禁欲は永（３）遠の美との断絶である。

神の美と関係を絶つことは容易でなかった

跪（４）拝の放棄でこのことを示した。

少しその出来事に目を付けよ

そ（５）の難しさその堅固さに目を付けよ。



　善悪の闘いに今も浸かっている

　多くの預言者と会った　だ（６）が今も邪教徒である」





◎２ルーミーの言葉でイブリースの人格の説明がある。

（１）対句一、二で示されている老人の性格により人を騙す術を心得ているのが推測できる。

（２）神から離れていることを好む。

（３）神の愛の美から離れていることを禁欲的な人生と考える。

（４）アーダムに跪拝せよとの神からの命令の拒否。クルアーン第７章11節参照。

（５）跪拝を拒否する時まで神の下におり神の愛に心酔していたので。

（６）それら預言者に心を動かされることはなく今も人間を悪に誘うことを務めとしている。






３





わ（１）が体の中の魂には　そ（２）の老人の燃え立つ悲しみの火が付けられた

その唇の上には悲しみに濡れた溜め息が漏れて出ていた。

彼は半開きの目でわたしを見て言った

「わたし以外ほかの誰がわたしのように行（３）動を楽しんだか。

わたしはそんなことに巻き込まれていたので

金（４）曜日の休暇も取れない程だった。

わたしには手助けをしてくれる天使も使用人もいない

わ（５）たしの啓示には預言者もいない。

わたしはムハンマドのハディースや啓典のようなものはもたらさなかった

だがイスラーム律法学者から預（６）言者の甘美な命を取り出してやった。

誰も宗教の糸をイスラーム律法学者のように縦糸横糸として使わなかった

そして結局カ（７）アバを墳墓にしてしまった。

わが宗教の基礎はこのようでない

イブリースの宗教にはどんな分（８）派もない。

物（９）わかりの悪い者よ　わたしは人間への跪拝を拒否しただけだ

わたしは善悪の楽器ワールガルーンの音を出せるようにしただけだ。

神（10）の存在について否定する者としてわたしを考えるな

目を内側に開けてわたしの外側を見るな。

もしわたしが神はいないと言うならそれはわたしの愚かさである

というのは何か存在を見た後それがないとは言えないからだ。

わたしは肯定を否定のベールの中で言った

わ（11）たしの言ったことは言わなかったことより良い。

わたしは人間の苦痛の一翼を担う者だ

それでわたしは友（12）の怒りを人間のため自ら買った。

炎（13）がわが畑から生じた

人（14）間は自由意志の選択を余儀なくされた。

わたしは自らの下（15）品さを明らかにした

そして人間に断絶と選択の楽しさを与えてやった。

わたしをわ（16）が火から解放させてくれ

人間よ　わたしの困難の結び目を解いてくれ。

わたしの罠にはまった者よ

罪（17）の許可を悪魔に与えた者よ。

この世で勇気をもって生きよ

わたしに同情する者よ　わ（18）たしに見知らぬ者となって生きよ。

わたしの毒牙や蜜が不必要な者となれ

わたしの各（19）人の行状を記す書がさらに黒く汚れないように。

世の中には獲物が存在するので猟師がいる

おまえが獲物である限り　わたしの矢筒には矢がある。



　飛翔を知る人には墜落はない

　獲（20）物が賢いなら猟師はいない」





◎３イブリースは心の様子を述べ、さらにアーダムに忠告をする。

（１）ゼンデ・ルードは言う。

（２）イブリースの火。

（３）人間を騙すことが神により終末まで許されていたので。クルアーン第38章72～85節、第20章１２０～１２１節参照。

（４）金曜日は合同礼拝日である。

（５）わたしの啓示は神のようなものでないが、わたしの指示に人々は喜んで従いそれを神の啓示以上に取ってくれている。

（６）物欲の奴隷にしてやった。

（７）取るに足らない意見をもってイスラーム共同体を宗派的結合の方へ導き、その宗教の唯一性を破壊させてしまった。

（８）神に不服従という仕方で一致しているので分派はない。

（９）人間はわたしを非難するが次の点に気づいていない。すなわち人間を迷わさず悪を教えなかったら、人間は天使のように善だけの人間で、この世は善悪の衝突で生じる光を欠く。

（10）アーダムへの跪拝を拒否したことこそ、わたしが神の存在を認める証拠である。

（11）もしわたしが人間を騙さなかったら人間は神の不満と怒りの餌食となったはずである。わたしは拒否することで神の怒りを自分で負い人間を救ったのだ。

（12）神の怒り。

（13）拒否と悪の炎。

（14）もしわたしが拒否しなかったら人間は天使のように神へ反抗しようなどとは考えなかった。こうしてわたしは悪をなすという選択権を人間に与えてやったのだ。

（15）神の命令の拒否。

（16）人間を騙すため燃えている情熱。

（17）神は終末までイブリースに与える罰を猶予する。クルアーン第38章80節参照。

（18）悪魔の騙しに立ち向かい悪より逃れられるように自らの中に勇気と大胆さを生め。

（19）現世での行為が記され、最後の審判の時に使用されるもの。

（20）獲物が猟師の力より勝っていれば猟師はその猟を止める。すなわち勇気をもって行動しているあなたを騙す勇気はわたしにはない。






４





わ（１）たしは彼に言った　「別離の習慣を止めよ

わが考えでは離婚は神にとり一番の好ましからざるものなり」

イブリースは言った　「別れの熱情の中に人生の愉しみがある

別（２）れの日の陶酔はなんと良いものであったか。

わたしの唇に合（３）一の語はない

もしわたしが合一を望んだら　その方も残らずわたしも残らず」

合一の語句はそ（４）れに自分を気づかなくさせた

その心の中で再び熱情と苦痛が新しくなった。

しばらく　自らの煙の中で転げ回った

再（５）びその煙の中に戻ると消えてしまった。



　その捩よじれて上のぼる煙より呻き声が上がった

　なんと幸せなことか　苦（６）痛を感じる命とは。





◎４ゼンデ・ルードは結論として合一しないことすなわち別離の重要性を語る。

（１）ゼンデ・ルードはムハンマドのハディースを基に再び神の下に出られるように神に許しを乞うことを進言する。

（２）跪拝を拒否し神の下から追われた日。イブリースはそれで個性を確立する機会を得る。

（３）その方、すなわち神は善、わたしは悪。もしその方とわたしが合一してしまうと善悪の区別がなくなり神を誰もがわからなくなってしまう。

（４）イブリースに。

（５）自我がなくなり、古い記憶がそれを不安にさせた。

（６）苦痛を感じぬ心にはなんの価値もない。









７　イブリースの嘆き





善行と悪行の神よ

わたしは人間との交流で堕落してしまいました。

それはわ（１）が命令に異を立てることはせず

自ら目を閉じてしまい　自（２）分自身を弁えていませんでした。

そ（３）の土塊は拒否の味を知らないのです

最（４）も偉大な火花であることを知らないのです。

獲物は獲物で自ら猟師に言う始末　捕らえてほしいと

そ（５）のような柔順な僕しもべから　どうかお助け下さい。

こ（６）のような獲物からわたしを解き放って下さい

わたしの昨日の服従を思い出して。

そ（７）れによりわが高貴な気力は萎なえてしまい

ああ悲しいかな　悲しいかな　悲しいです。

その性質は未熟で　その意思は軟弱

その敵にはわが一撃を耐える力などありません。

わたしは賢（８）明な僕しもべが欲しいのです

わたしは強（９）力で頑丈な敵が欲しいのです。

水と土のこの人（10）形をわたしから取り払って下さい

年（11）老いた者には子供のような振る舞いはできません。

ア（12）ーダムの息子とは何か　干し草の一握り

干し草の一握りにはわ（13）が火花の一つで充分です。

こ（14）の世にもし干し草しかないとしたら

こんなにたくさんの火をわたしに与えてなんの足（15）しになるのですか。

ガ（16）ラスを溶かすことは恥で

石を溶かすことが誇りでした。

わたしは人間への勝利に困っています

だからこうして今　あなたの御前にお（17）願いに上がったのです。

わたしを否定する人を与えてくれるようお願いします

神の人の方にわ（18）たしの行く道を与えてくれるような。

わたしは僕しもべを望みます　わが首を捻ねじ曲げ

その視線がわが体の中に震えを起こさせるような。

「わ（19）が前からとっとと去れ」と言うような人を

その前ではわが価値は大麦二粒ぐらいしかないような人を。



　神よ　わたしにお与え下さい　敬虔な者を

　わたしが敗北し喜びを感じられるような者を。





７

◎イブリースは神の下で人間との交友を嘆き、神に自分を負かす強力な人を与えてくれるよう願う。

（１）悪魔の命令に。

（２）人間は神の最も貴い被造物であり神の代理人でありながら、わが命令の前では、その立場になんの重要性も与えなくなってしまった。クルアーン第６章１６５節参照。

（３）わたしは神の前でも拒否をするが、人間にはその勇気がない。

（４）人間は最も貴い神の被造物であるにもかかわらず、それを忘れてしまっている。

（５）悪魔の命令を率直に認める者。

（６）神よ、このような人間から。

（７）悪魔が神に反逆した時、人間はその仰せに従った。このような人間の反逆しない臆病さが悪魔の気力を低下させてしまった。

（８）悪と善の識別ができる者。

（９）わたしの命令を認めず、代わりに強力に抵抗する者。

（10）神の被造物である弱い人間。

（11）悪魔。

（12）人間。

（13）一息で干し草は舞い上がる。その舞い上った干し草を燃やすにはわが悪の一つの火花で容易に燃やし尽くせる。

（14）創造主よと神に問い掛ける。

（15）一握りの干し草、すなわち人間のためには一つの火花で充分。

（16）人間を溶かすことは。

（17）わたしはガラスのように弱い相手でなく石のように力強く、意思と勇気を持つ者を与えて下さるようお願いに来ている。

（18）わたしを否定するだけでなく、わたしを叱責し卒倒させてくれる人の所へ。

（19）わたしが人間への跪拝を拒否した時、神のあなたはこの言葉を言ったが。












Ⅶ　土星天





　木星天より土星天に昇る。案内人のルーミーはゼンデ・ルードに、この天界は地獄である火獄でも受け入れようとしなかった裏切り者の霊が住んでいる所であると説明する。ゼンデ・ルードが見たそれらのうちの二人は、一人が一七五七年、プラッシーの戦いでベンガル軍の将であったジャファル、もう一人が一七九九年の第四次マイソール戦争でイギリス側に与したデカンのサーディクであった。これら二人は人間の恥、宗教の恥、そして祖国の恥であると案内人のルーミーは説明する。

　ジャファルとサーディクの二人は青ざめた顔で血の海で小船に乗って漂っていた。

　インドの魂が案内人のルーミーとゼンデ・ルードの前に現れ、これら二人の裏切りによりインドには首枷がはめられていると嘆く。そしてインドの人々には自我がなく自分を知らないと嘆く。

　ゼンデ・ルードはインドの現状を述べ、救済を求める。

　裏切り者は裏切り者でどこに行っても無視されると嘆くが、死の神は裏切り者は死後も安楽は得られないと突き放す。













１　国や共同体に対し謀反を起こし地獄が受け入れなかった卑しい霊





正しい道を行く人々の導師で

それらの人たちの様子をよく知る師ルーミーが

わ（１）たしに言った　「飽くなき大空を旅する者よ

聖（２）紐を身に着けているあ（３）の世界を見たか。

あれが腰の周りに着けている円環は

箒ほうき星ぼしの尻尾から掠かすめ取ったものだ。

その遅い速（４）度でその動きは停止しているように見えるが

すべての美点もそのせいで悪く見える。

その骨格は水と土でできているとはいえ

その地の上に足を下ろすことは難しい。

夥おびただしい数の天（５）使が手に雷鳴の鞭を取って

神の怒りを太初から打ち鳴らしている。

それら天使たちはその惑星に絶えず鞭を当てている

軌道からその惑星を根こそぎにしようとして。

そ（６）の世界は空に拒否され拒絶されたものだった

その朝は太陽の出し惜しみで夜のようであった。

その世界は終（７）末の日もない者たちの住む所であった

地（８）獄も彼らを焼くことを嫌がる程だった。

その中に二体の古い偶像があった

民族の魂はそれら二体のせいで殺（９）された。

ベンガルのジ（10）ャファル　デカンのサ（11）ーディクは

人間の恥　宗教の恥そして祖国の恥であった。

これら両人は受け入れられず　絶望そして失敗

イスラーム共同体はかれらの仕業で衰微した。

すべての共同体の隷属の鎖を解いてきたイスラーム共同体は

その王国　その宗教が高い地位から陥（12）落してしまった。

あ（13）なたは知らないか　このインドの地は

心ある人にとり愛する地であったことを。

そのすべての顕現が世界を輝かす地であったことを

その地が今土（14）埃と血の中で揺れていることを。

この地に隷属の種を誰が蒔いたか

それはすべてあの醜（15）い魂の仕業だ。



　こ（16）の青い空の中にしばらく止まれ

　そして行為の応報がなんであるか見よ」





１

◎木星天から土星天へ入る。師ルーミーはゼンデ・ルードにその世界を説明する。すなわちここは火獄である地獄でも受け入れようとしなかった裏切り者が住んでいる所だと。

（１）目前に広がる世界を見てゼンデ・ルードに言った。

（２）ヒンドゥー教徒が首や脇下に巻き付けている紐。

（３）裏切り者たちの魂がある土星天。彼らはインド亜大陸において不信仰者の支配を準備した。

（４）土星の公転の速度は二十九・五年でほかの惑星の速度より遅い。

（５）神の命に逆らう悪魔から守るために。クルアーン第37章７節参照。

（６）土星の世界。それは空により空の領域から外に出されてしまっていた。

（７）最後の審判で各人の所業が神によって裁かれる日。クルアーン第18章49節参照。

（８）悪魔には火獄での火刑の判決が下った。クルアーン第74章26～29節参照。

（９）それらは彼らの個人的・物質的利益のために他民族の政治的奴隷にさせられた。

（10）インドのベンガル太守がイギリス東インド会社から自由通行権などの経済的利権を取り戻そうとしたことに端を発する一七五七年のプラッシーの戦いで、ベンガル側の将ミール・ジャファルは東インド会社側に寝返り、会社側を勝利に導いた。これにより、ムスリム王国は倒れ、インド亜大陸にイギリス支配の基礎が置かれた。

（11）十八世紀後半、南インドの植民地化を狙うイギリス東インド会社とマイソール王国のムスリム支配者ハイダル・アリー、ティプー・スルターン父子との間で続けられていたマイソール戦争で、サーディクはイギリス側と謀って一七九九年第四次マイソール戦争でティプー・スルターン（一七五〇？～九九年）を殺害した。これがイギリスのデカン占領の足掛かりとなった。

（12）裏切り者たちのせいで。イギリスはムスリムの地域を政治的、文化的に自国の影響下に置いた。

（13）師ルーミーはゼンデ・ルードに呼びかける。

（14）イギリス人による略奪で。

（15）裏切り者のジャファルとサーディクの魂。

（16）ゼンデ・ルードよ。









２　血の海





わ（１）たしがそこで見たものは言葉にならず

その恐れでわが体は動かなくなってしまった程。

わたしが何を見たか　血で溢れた海を見た

外も台風　内も台風の海だった。

空中の蛇はまるで川の中の鰐のようで

その鎌首は黒味を帯び鱗うろこは水銀の色。

その波は豹のように獰どう猛もうで

その恐怖で鰐も岸辺で死んだようであった。

海は海岸に一瞬たりとも安らぎを与えなかった

毎瞬　山から岩石が血の海に落下していた。

血の波と血の波がぶつかり合って

その中で小船が浮いたり沈んだりしていた。



　その小船の中に二（２）人の青ざめた顔の男たちがいた

　青ざめた顔　裸の体　髪は茫ぼう々ぼう。





２

◎ゼンデ・ルードがそこで見た光景は血に溢れた海と、その海で小船に乗る二人の裏切り者のスーフィー導師であった。

（１）ゼンデ・ルードが。

（２）裏切り者のジャファルとサーディク。









３　インドの魂が現れる





空が裂け清らかな天女が現れた

そしてべールをその顔から取った。

その額には不滅の光や輝きがあった

その両方の目には不滅の喜びがあった。

それは雲より軽い外衣を着て

その外衣の縦糸横糸はバラの花はな弁びらの繊維でできていた。

このような美しさにもかかわらずその運命には枷と鎖

その唇には苦痛に満ちた呻き声。



　ルーミーは言（１）った「見よこれこそインドの運命だ

　その嘆きで肝臓にたくさんの熱情が生じている」





３

◎インドの魂が師ルーミーとゼンデ・ルードの前に現れ、二人の裏切り者によりインドに首枷がはめられていることを嘆く。

（１）その光景を見てゼンデ・ルードに言う。









４　インドの魂は嘆き悲しむ




１





魂の灯が消えた　インドの燭台の中で

インドの人はインドの面目を知らない。

自分の秘（１）密を知らない小人は

自分の弦を自（２）分の撥で鳴らせない。

過（３）ぎ去ってしまった時に目をやって

消えてしまった火で肝臓を燃やそうとしている。

わが手や足の鎖はそのせいである

わが効き目のない嘆きもそのせいである。

それは自らに自我を知らなくさせた

それは古い慣習で自らに牢獄を作った。



　人間性はそ（４）の存在で苦痛の餌食

　現代でも浄・不浄のせいで哀れむべきである。





４

◎三連から成るこの詩で、インドの魂はインドの現状を嘆く。

◎１人々に自我がなく自分を知らないと嘆き、さらにカースト制度の弊害を挙げる。

（１）自我と霊的認識。

（２）インド人は隷従に慣れきってしまい解放の考えがないので。

（３）ムスリムはインドを支配していたことがあった。ヒンドゥーは古い文化と文明を誇ったことがあった。だが不名誉な現在に目を向けず、将来を真摯に考えていない。すなわち目を常に向ければ益は必ずある。クルアーン第６章１０４節参照。

（４）カースト制度の存在が人々の首枷になっている。






２





裸（１）を与える清貧からは離れていよ

王（２）権を与える清貧なら安心である。

暴力に用心　辛（３）抱にも用心

圧制する側にとっても余儀なしとする側にとっても暴力は毒である。

暴力を受ける人は絶えず続く暴力に慣れてしまい

暴力をする人は絶えず暴力を加えることに慣れてしまう。



　両者にとり暴力の味は増加する

　わが叫びとは「どうかわが民族よ　その点が理解できますように」





◎２ヒンドゥー教徒の修道生活を批判する。

（１）ヒンドゥー教の行者サードゥーや聖人リシーのような宗教指導者が実践する世を捨てる清貧。

（２）ムスリムが主張する世を捨てないでする清貧。しかしヒンドゥー教の影響で変化した。

（３）黙って暴力に耐えること。






３





インドの夜はいつ昼間になれるか

ジャファルは死んだ　だが今もその魂（１）は生きている。

一（２）つの体の中の拘束から解放されると

また別（３）の体の中に巣を作る。

時にそれはキ（４）リスト教徒と陰謀を企み

時に偶（５）像崇拝者の前に跪く。

その宗教や倫理感　法規定は自我の売買の単なる道具である

それはハ（６）イダルの衣装を着たア（７）ンタルである。

色や匂いの世界が変わると

そ（８）の仕来りや法規定も変わる。

以前は跪（９）拝の対象はわれわれのとは違っていた

わ（10）れわれの時代　跪拝の対象は祖（11）国となった。

その外面は宗教の悲しみに同情し

その内面は偶像崇拝者のように聖（12）紐を身に着けて。

ジャファルの魂が体の中に入った人は誰でも共（13）同体殺しとなり

そのようなかつてのムスリムも共同体殺しとなった。

それはにこやかであるが誰に対しても友達でない

もし蛇が笑っても蛇（14）以外ではないように。

その不信感で民（15）族の唯一性は二分される

その共同体はそ（16）の存在で劣悪となる。

共同体に対しどこにでも裏切り者がいる

その本質はサーディクやジャファルである。



　至高神よ　ジャファルの魂より救い給え

　至高神よ　この時代のジャファルより救い給え。





◎３ゼンデ・ルードはインドの魂の言葉を受けて、インドの現状を述べ救済を求める。

（１）個人的利益のためにイギリス人と組み陰謀を企む魂。

（２）裏切り者ジャファルが死ぬとその魂が体から出て。

（３）新しい別の裏切り者。

（４）イギリス人支配者。

（５）ヒンドゥー教徒。

（６）預言者ムハンマドに尽くした第四代正統カリフ（在位六五六～六一年）、アリーの呼称で獅子の意。

（７）ジャファルのような裏切り者で第四代正統カリフ・アリーにより殺された。

（８）裏切り者は日和見主義である。

（９）神アッラーに対する忠誠。

（10）インド独立運動の時代。

（11）これは間違いである。イスラームでは祖国や言葉などを共同体の基礎とは考えないので。

（12）裏切り者たちは聖紐を身に着け宗教心に篤い振りをして、自らを国民会議派の一員となして祖国愛発揚の運動に参加した。

（13）イスラーム共同体の破壊者。

（14）蛇であることには間違いない。裏切り者は共同体との関係を表明するが、共同体に害を与えることになんら躊躇しない。

（15）イスラーム世界の大原則。

（16）裏切り者の存在。









５　血の海の船に乗っている者からの嘆き




１





あ（１）の世もわれらを認めず　この世もわれらを認めず

ああ残念　われらの有無が無視されるとは。

わ（２）れらは東と西の世界を通り過ぎ

苦く心しん惨さん憺たんやっと地獄の門に辿たどり着いた。

だが地（３）獄は残り火一つさえサーディクやジャファルに投げつけなかった

われらの頭上にも一握りの土さえ落とさなかった。



　地獄は言った　地獄にとっては塵ごみ芥あくたの方がずっとよい

　わが炎はそれら二（４）人の不信の徒から離しておくのがよい。





５

◎裏切り者のサーディクやジャファルの嘆き。

◎１裏切り者たちはどこに行ってもその存在が無視されていると嘆く。

（１）死後の世界でもこの世でもわれら裏切り者の存在は認められていない。

（２）われわれは死んだ。

（３）火獄のこと。来世において不信仰者や罪人が業ごう火かで焼かれる場所。クルアーン第２章24節参照。

（４）裏切り者。それらを焼くことはわれらにとり侮辱であるので離しておくのがよい。






２





わ（１）れわれは九（２）天のその向こうに行った

われわれは突然の死の前に行った。

突然の死は言った　命はわが秘義の中の一つの秘義である

命を保護し肉体を破壊することがわ（３）が仕事である。

醜い命でその価値が大麦二粒程もないくせに

わたしによる命の破壊を望む者よ　わ（４）たしから離れておれ。



　死でこのようなことはありえない

　裏切り者は死をもってしても安（５）息を得られない。





◎２裏切り者は死後も安楽は得られないと死神は述べる。

（１）ゼンデ・ルードと師ルーミー。

（２）神と人との媒介、精神的階梯として理解される。宇宙には七つの天とその上に神の足台クルスィー、さらにその上に神の玉座アルシュがあり合わせて九天となる。

（３）神の仕事。クルアーン第15章23節参照。

（４）死神でもそのような者の命を取ることを侮辱と考えている。

（５）肉体的には死ぬが精神的には苦しみの餌食である。






３





突（１）風よ　血の川よ

大地よ　青き空よ。

星々よ　月よ　太陽よ

ペンよ　神の碑よ　聖典よ。

白色の偶像よ　西洋のお偉方よ

戦いもせず世界を占拠する者よ。



　この世の涯（２）には始まりもなく終わりもない

　その中で一人の裏切り者の僕しもべとしての後見人はど（３）こにいるか。





◎３裏切り者はすべてに自分の後見人になってくれる人はどこにいるかと問う。

（１）同じ船に乗っている、ここに記すすべてに語りかける。

（２）それ程広い。

（３）裏切り者を近づけることはおろか、見ることも我慢できない程で、後見人になる人は誰もいない。






４





突然恐ろしい音が聞こえてきた

砂漠や海の胸が張り裂けるようだった。

体の節ふし々ぶしが外れ

絶えず岩石が岩石の上に降ってきた。

山々は雲のように千切れて飛び始め

世界はラ（１）ッパの音なしでひっくり返り始めた。

稲妻と雷鳴はその内部の熱と輝きのせいで

血の海の中に住（２）み処を探し始めた。

波は大荒れとなり抑えきれず

その山や谷は血の中に沈んだ。



　起きたこと起きなかったこと

　そ（３）れらを星々の軍団は見たが気にもせず通り過ぎてしまった。





◎４裏切り者は後見人を求めていたが、突然暴風となり裏切り者は船もろとも海中に沈んでしまう。

（１）ハディースによれば最後の審判の日、大天使イスラーフィールによりラッパが吹かれ、その音で人々は墓場から出てきて大混乱が起こる。

（２）落ち着き先。

（３）これら裏切り者の身に起きたことを残念がる者は誰もいなかった。この様子は裏切り者の不名誉と屈辱の原因となった。












Ⅷ　空の向こうに





　月光天から始まった天界を巡る旅は土星天の旅で終わった。ここより神の存在する天国の旅が始まる。そこへの途中、案内人のルーミーとゼンデ・ルードは世界の涯をさまよっているニーチェ（一八四四～一九〇〇年）を目にする。

　天国に着き、ゼンデ・ルードはそこに住むある女性の霊に関心を持つ。彼女はムガル朝時代（一五二六～一八五八年）の太守の娘で敬虔なムスリムであった。没後、彼女の墓を詣でる人も多かったが、パンジャーブの地がスィク教徒に支配されると、その墓を詣でる人もなくなってしまった。

　ゼンデ・ルード（イクバール）の祖先の出身はカシュミールであったのでルーミーからその話を聞くと、ゼンデ・ルードは天国でその悲しみを新たにする。カシュミールの地にイスラームを布教したのはイランのハマダーン出身のサイヤド・アリー・ハマダーニー（一三一四～八四年）であったが、「彼の霊に教えを受けたらどうか」とルーミーから提言を受け、ゼンデ・ルードはハマダーニーと会う。

　ゼンデ・ルードはもう一人のカシュミール出身の詩人ムッラー・ターヒル・ガニー・カシュミーリー（一六二八頃～六八年）の霊と会う。彼はゼンデ・ルードに東洋の人々を覚醒させ、天国に混乱を起こすような詩を詠むことを勧める。

　ゼンデ・ルードの詠む詩に感動したのは天女たちだけでなく、同じ天国の住人で五世紀後半のインドの法学者で哲学者の詩人バルタリーハリーも感動した。

　ゼンデ・ルードは師ルーミーからかつての王たちと会うことを勧められ今度は宮殿に向かう。そこでかつての王たち三人と会う。

　その中の一人がキズィルバーシュ出身のナーディル（一六八八～一七四七年）で、彼は十八世紀にイラン高原再統一を図り、ムスリムの分派を解消させた。

　二人目は近代アフガニスタンの王朝ドゥッラーニー朝創始者でアフガニスタンの原型を作り上げ「アフガニスタンの父」と言われたアブダーリー（一七二二～七三年）であった。

　三人目は南インド・マイソール王国のムスリム支配者で一七九九年の第四次マイソール戦争に敗れ戦死し、それによりイギリスに南インドの征服を許してしまったティプー・スルターン（一七五〇？～九九年）であった。

　ゼンデ・ルードの詩才を知るティプー・スルターンは彼の故郷、デカンのカーヴェーリ川、すなわちデカンの人々に覚醒のメッセージ、生と死そして彼の殉教の真実を伝える詩をゼンデ・ルードに書くように頼む。

　ティプー・スルターンのメッセージを聞き、ゼンデ・ルードは血一杯の心で宮殿を去らねばならなかった。神に会うつもりであったからである。だが神の下へは独りで行かなければならない。

　ゼンデ・ルードは案内人のルーミーとも別れて独りで神の下に向かった。

　ゼンデ・ルードは神にムスリムの再生のための助けなどを求めた。そして最後に神にその美しい顔を見せてほしいと懇願した。神は姿を見せず、神の顕現でその存在を示すと、ゼンデ・ルードは気絶した。正気に戻ると、神の声が聞こえてきた。それは、生きる道筋を示すメッセージであった。













１　ドイツの哲人ニーチェ




１





どこにでも存在と不在の闘争がある

誰も知らない　この青い空の秘（１）密を。

どこにでも死（２）は持って来る　生のメッセージを

その人は幸せである　死（３）とは何か知っている者は。

どこででも生命は風のように安い

そ（４）れは不安定であるが安定を望む。

わが目はたくさんの六（５）日の世界を見た

そ（６）して宇宙の涯まで見た。

すべての世界にはそれぞれの月や星々がある

どこでもその生活にはそれぞれの習慣や決まりがある。

すべての世界の時は川のように流れる

こちらでは遅く　向こうでは速く。

わ（７）が一年はある所では一ひと月つき　またある所では一瞬だった

ここの世界の長さは向こうではなきに等しかった。



　われらの知能がこの世で多芸多才でも

　向こうの世界では劣等でみすぼらしかった。





１

◎月光天から始まった惑星を巡る旅は土星天の旅で終わった。ここよりこの叙事詩を完結させる天界の旅である。天界へ向かう途中で哲人ニーチェが宇宙の涯をさ迷っているのを見かけ、四連の詩で彼について語る。

◎１今まで旅をしてきた惑星とわれわれの地球との比較について記す。最初の対句より三番目の対句まではこの詩の序に当たる。

（１）存在と不在、すなわち生と死の中に闘いがなぜあるかの秘密。

（２）最後の審判が始まる前この世のすべての者は天使の指示で生き返らされ裁きを受ける。それゆえ、死は生のメッセージとなる。クルアーン第17章49～52節参照。

（３）来世への生の猶予期間であることを。

（４）生命は儚はかないが永続を望む。

（５）世界の意。世界は六日間で創造されたので。クルアーン第７章54節参照。

（６）精神的な旅を介して。

（７）われわれ地球での一年。






２





こ（１）の質と量の世界の涯に

苦痛に満ちた声を上げている男（２）がいた。

その視線は鷹よりも鋭く

その額は肝（３）臓の熱情そのものだった。

刻一刻　その人の内部の熱情が溢れ出て

その唇にはその人が幾度となく読み返していた詩（４）の一節が表れていた。



　「ジブリールでなく天国でなく天女でなく神でもない

　求めるのは願望の命で燃える一（５）握りの土である」との。





◎２この世界の涯にゼンデ・ルード（イクバール）はニーチェを見る。

（１）われわれの世界、すなわち地球。

（２）ニーチェ。

（３）生きる力を出すところの意。

（４）次の二行の対句を指す。

（５）人間の意。人間だけが願望を持つ。だがこの対句を読むニーチェに同情する者はいない。






３





わたしはルーミーに言った　「この正気を失った人は誰ですか」

彼は言った　「この方はド（１）イツの哲人である。

これら両（２）世界の間に彼の立ち位置がある

その葦笛の中に古い歌がある。

にもかかわらずこ（３）のハッラージュは絞首台に吊されなかった

新しい仕方であ（４）の古い言葉を言ってはいたが。

彼の言葉は大胆でその思想は偉大である

西（５）洋人はその言葉の剣で真っ二つにされた。

彼の仲間はその情熱を理解できなかった

そしてその恍（６）惚の人を正気を失っている者と見なした。

愛や陶酔を欠く賢者たちは

その脈を見ることを医者の手に任せた。

医者のところには欺瞞と言い訳のほかに何があるか

気の毒に　ヨ（７）ーロッパ生まれの恍惚の人よ。

イ（８）ブン・スィーナーは医学書で調べることに没頭した

そして血を抜き睡眠を誘う丸（９）薬を出した。



　このハッラージュは自分の町でも異邦人だった

　ム（10）ッラーたちからは逃れて命拾いはしたが町（11）の医者に殺された。





◎３師ルーミーはゼンデ・ルードにニーチェについて説明する。

（１）ニーチェ（一八四四～一九〇〇年）のこと。ヨーロッパ人は彼を正気を失った人と捉えたがイクバールは恍惚の托鉢僧だとする。

（２）正気を失った人の世界と恍惚の托鉢僧の世界、これら両世界の中でニーチェは人生を送る。

（３）ニーチェのこと。

（４）ハッラージュが言って処刑された「われは神なり」の言葉。だがその「われ」は魂とは関係がなかった。

（５）ニーチェは西洋の宗教文化を批判しキリスト教を否定した。

（６）恍惚とは正常な頭脳の中に魅惑の世界が広がっている状態。一方正気を失った人は頭脳自体が破壊されている状態にある。

（７）ヨーロッパの賢人たちは情熱を欠いておりニーチェは正気を失った人とされた。

（８）イスラームを代表する哲学者で医学者（九八〇～一〇三七年）。中央アジアのブハラ近郊で生まれる。アヴィセンナの名で有名。

（９）ニーチェは中風を抱えていたとされる。

（10）イスラーム僧であるがここではキリスト教指導者の意。

（11）医者とではなくスーフィー聖者と交流することが必要であった。






４





ヨーロッパには道（１）案内の人は誰もいなかった

それで竪琴から出る彼の歌は羽目を外すことになった。

旅人に誰も道の手掛りを教えなかった

それで間違った道を行かねばならなかった。

彼は紛い物でない現金だった　だが誰もそれを試してみなかった

優れた人でもその能（２）力を見ようとしなかった。

彼は自分の吐息の中に溺れてしまった恋人だった

彼は自分の道に溺（３）れてしまったスーフィー求道者だった。

その陶酔はすべてのガラス瓶を壊してしまった

彼（４）は神と関係を断ちまた自分とも関係を断ってしまった。

彼は望んだ　はっきりと目で見ることを

美（５）と威厳の混合を。

彼は望んだ　土から出ることを

心の畑から出なければならない穂（６）が。

彼が探し求めるものは偉大なる者の存在である

その存在は知能や知恵を超えている。

人生は自我の指示の説明である

「な（７）し」と「除いて」は自我の位置の中にある。

彼は「なしラー」に捕らわれ「除いてイッラー」まで達しなかった

彼は神（８）の僕の位置がわからなかった。

顕（９）現は彼の側にあった　だがわからなかった

ちょうど果実が木の根元から遠くにあるように。

彼の目は人間を見ること以外望まなかった

彼は大胆に人間はどこかと叫んだ。

さもなければ彼は自ら人（10）間を嫌った

そしてムーサーのように目撃することを望んだ。

ニーチェがア（11）ハマドの時代にいたとしたら

ニーチェは彼により永遠の歓喜の世界に達せられただろう。

ニーチェの知能は自分自身と語るのに忙しい

お（12）まえは　自分の道を行け　それは良いものだから。



　前に進め　今その場面となった

　そ（13）こでは言葉なしで話が通じる」





◎４師ルーミーはニーチェの真実をゼンデ・ルードに語る。

（１）ニーチェを指導する人。

（２）ニーチェの中に神に達する能力はあったが優れた案内人がいなかったことでイクバールの考えるモミンとは異なる超人であるとニーチェは考えられた。

（３）目的地まで到達できなかった。

（４）彼の情熱を理解する人がいたらこのようにならなかった。

（５）神の中にある優雅と威厳の性質を見ようと望んだ。イクバールの考える超人はモミンの中にあるところのもの。ニーチェの言う超人は征服や勇気の中にあるもので、二人の超人は異なる。

（６）心から外に出ることを望む穂が体の畑から生まれるようにとニーチェは望んだ。すなわち精神的にでなく知能や頭脳から生まれるように望んだ。

（７）ニーチェはあたかも否定の中にあり神の唯一性を認めていないかのようである。

（８）超人の位置（地位）はこの世の始まり以来誰も得ていない。これからも得ない。もしニーチェがこのことを知っていたらこうにはならなかったはず。

（９）もしニーチェがその顕現を知っていたら、それを認識していたら、彼は自らを認識するだろう。ニーチェが知能と知恵を介して人間を超人にする願いを持っている時に。

（10）彼は普通人をも嫌った。しかし彼は超人の顕現を望んだ。そして彼も肉体的、思想的に知的であり、精神的ではなかった。

（11）アハマド・スィル・ヒンディー（一五六四～一六二四年）のこと。ムガル朝時代の北インドで活躍したスーフィー。ヒジュラ暦十一世紀の初め（西暦十七世紀初め）に宗教を改革する者が現れるとされていたがそのうちの一人。

（12）イクバールに呼びかけている。

（13）そこは言葉で述べる必要がなく、知能や知恵では感じることができない。









２　天国の園への出発




１





わたしはこの宇宙の涯を越えた

そして方（１）角のない世界に足を踏み入れた。

そこには右も左もない

そこは夜（２）や昼からも自由である。

そこに到るやわたしの知（３）能の灯は消えた

わたしの言葉は意味を恐怖するゆえに死んだ。



　命の話を人間の言葉ですることは

　鳥籠の中で飛ぶほどに難しい。





２

◎われわれは今、時間や空間の虜であった物質世界から時空の虜でない世界に足を踏み入れた。だがその世界を想像することは難しい。

◎１時空のない世界に入る。

（１）その世界には東西南北がない。すなわち空間の区別がない世界。

（２）その世界には昼夜の区別がない。時間の区別がない世界。

（３）その世界の様子はわが言葉では述べることができない世界であった。






２





少し心（１）の世界に目を向ける

自分の光で視界が明るくなるように。

心とは何か　色や匂いのない世界である

こ（２）の世界は色や匂いがなく方角のない世界である。

心（３）は静止している時もあれば動いている時もある

心（４）はさまざまな気持ちやさまざまな思考の世界である。

知（５）能は真実から真実へ行く

心（６）の旅は道程や速さ　移動には頓着しない。

心の中にたくさんの考えが生じるがそれぞれ別である

あるものは天まで届きあるものは届かない。

誰も言わない　天まで届く考えの

その右に天まで届かない考えがあるとは。

誰も言わない　恋人と会うことで得られる喜び

それは恋人が来る道の半歩手前にあるとは。

目が覚めていようと寝惚け眼であろうと

心は太陽の光なしですべてを見る。



　したがってこ（７）の世界を心を通して認識せよ

　わたしは推測もできない世界についてこれ以外なんと言えばいいか。





◎２人間は時空のない世界を想像することは難しい。そこで人間の心の世界を通して時空のない世界の様子が説明されている。

（１）心の様子が時空のない世界の様子と似ているので。

（２）時空のない世界。その様子や姿を知るには心について熟考すると様子がわかってくる。

（３）どんな距離でも往来は一瞬。

（４）単なる肉の塊でなく感情や思考の宿るところである。

（５）知能は一つの真実を基に新しい真実へと進む。

（６）心の旅は知能と違い、その速さや方向など不要で時空の虜でない。

（７）時空のない世界、すなわち時空の虜でない世界は心の世界を通して認識せよ。心の動きは時空の世界を超えているので。






３





その世界にはも（１）う一つの世界がある

その根本が「（２）有あれと仰せになればある」とは違うほかの世界である。

それは不朽であり毎瞬新しい顕現がある

それは想（３）像されず見えるだけである。

毎瞬それには新しい完璧さが現れる

毎瞬それには新しい美が現れる。

その日夜は太陽や月が不要である

その広がりの中に九（４）天がある。

以前心は望んでいたが

隠れていたものが前に現れる。

自分の言葉でどのように述べたらいいか　この世界がどんなかを

こ（５）の世界は真の光と愛の存在　生の実体から成っているという以外に。

この山中にはチューリップの花が咲き乱れ

花園には運河が通っている。

ここには赤や白　そして青の蕾もある

天使の息で花開く蕾もある。

水は銀白色　風は竜りゅう涎ぜん香こうの匂いがして

宮殿にはエメラルドでできた丸天井が付いている。

ここの天幕はルビー色　それを張る綱は金の綱

その中で美女の顔は鏡のように輝いている。

ルーミーは言（６）った　「想像や推測に捕らわれている者よ

感（７）覚の証拠など気にするな。

善悪の行為は顕（８）現のゆえにある

悪行は地獄をもたらし善行は天国をもたらす。

あなたはいろいろな宮（９）殿を見る

その土台は善い行為からあり煉瓦や石からでない。

あなたが天国の川　美少年　天女と言うもの

それらは魅惑と喜びの世界の顕現である。



　こ（10）こでの生は　ただ見ることだけである

　見る喜びがありそれにつき話すだけである」





◎３時間や空間の虜でない世界も一つの世界である。その特徴は物質世界と完全に異なる。そこでの人間の立場は見るだけであると師ルーミーは言う。

（１）時空のない世界。すなわち物質主義とは異なる世界。来世。

（２）神が「有れ」と仰ったゆえにあったのがわれわれの世界である。クルアーン第２章１１７節参照。だが心の世界はその「有れ」の言葉ゆえにあるわけではない。

（３）知覚の視点では見える。知能を超えているので。

（４）宇宙には七つの天と七つの大地がありすべて神が創造と管理をする。クルアーン第65章12節参照。七天の上には足台クルスィーとその上に神の玉座アルシュがあり玉座に神が座する。クルアーン第２章２５５節参照。この七天と足台・玉座を合わせて九天とされる。

（５）物質主義の世界でなく、また知能や理解、知覚や認識のない所である。

（６）ゼンデ・ルードが驚いているのを師ルーミーは感じてゼンデ・ルードに言う。

（７）今まで述べられたことは推測できるような物質的なことでない。それらは神による顕現の奇跡であり、推測を超えたものである。

（８）宇宙の創造主である神の顕現である。

（９）敬虔な行為は宮殿の姿を取る。すなわち善行に勤しむ者を神は楽園へと導く。クルアーン第47章12節参照。

（10）神の世界を現世を基準にして考えるな。その世界でなせるのは見ることだけである。現世のような物質的世界ではないので。









３　シャラファニッサーの宮殿




１





わ（１）たしは言った　「純粋なルビーでできているこの住み処は

太陽からも税（２）を取っているようです。

この場所やこの目的地　この高い宮殿

入り口には天（３）女たちが（４）巡礼着イフラレムに身を包み立っています。

正しい道を行く者に探求の情熱を語った御（５）方よ

その宮殿の主あるじはどなたなのですか　教えて下さい」

ルーミーは言った　「それはシャラファニッサーの住み処です

その宮（６）殿の庇ひさしにいる鳥たちは天（７）使たちと話します。

わが海はこのような真珠は産まなかったのです

どんな母親もこ（８）のような女の子は産まなかったのです。

ラ（９）ーホールの地はその聖廟のせいで天の高さです

世界で誰もその秘密を知りません。

彼女は喜びと苦痛そのものでした

パンジャーブの当時の支配者の愛児で灯明でした。

彼女はア（10）ブドゥル・サマドの家系の輝きでした

その清貧は永遠に残る絵でした。

クルアーンのせいで彼女の存在は情熱を帯びたものとなり

ク（11）ルアーン読誦を一瞬たりとも怠りませんでした。

腰には諸刃の剣を携え　手にはクルアーンがあり

心身ともに神アッラーへの思いで陶酔していました。

独（12）居と剣　クルアーンと礼拝

神にお願いしながらの人生はなんとすばらしかったことでしょう。

その唇に今いま際わの際の息が出かかると

母親の方を見て哀願しました。

もしわたしの秘密をご存じでしたら

こ（13）の剣とこのクルアーンをご覧になって下さい。

これら二（14）つの力は互いの番人でした

人生の宇宙の回転軸でした。

瞬間が儚く消えていくこの世界で

あなたの娘にとってこ（15）れら二つがまさに心を許せる友でした。

この世を去るに当たりこうお願いしたいです

剣とクルアーンをわたしから離さず置いて下さいと。

わたしがお願いすることをどうか心にお止め下さい

わが墓には円（16）屋根や灯明台がなくても結構です。



　敬虔なムスリムモミンにはクルアーンと一緒に剣があれば充分です

　わたしの墓にとってもこれらのものがあれば充分です。





３

◎ゼンデ・ルードは天国の世界に住むある女性の魂に関心を抱く。師ルーミーによれば彼女はムガル朝時代のパンジャーブの太守（一七一三年より）ナワーブ・アブドゥル・サマド・ハーンの娘で敬虔なムスリムであった。

◎１死に際しての彼女の願い。

（１）ゼンデ・ルードがルーミーに。

（２）この住み処すなわち宮殿の輝きは太陽の光よりも明るく、太陽の光の足らない部分を宮殿の光の方で補っているので。

（３）天国の乙女、黒い瞳の処女。

（４）縫い目のない白布二枚。一枚は腰に、もう一枚は肩に。白はアッラーの前で平等の意。

（５）ルーミーを指す。

（６）宮殿の庇の高さが天使たちがいる所の高さと同じくらいであることは宮殿の位置の高さを示している。

（７）神の被造物で神と人間の中間的存在。クルアーンによれば天使は神を称賛し、神の唯一性や啓示の真正さを確証する。

（８）インド・ムスリムの中で清くアッラーに心酔した女性。

（９）パキスタン、パンジャーブ州の州都。

（10）ムガル朝時代のパンジャーブの太守（一七一三年より）。

（11）魂にとっての食事である。

（12）精神の育成に必要なこと。

（13）これら二つのものは彼女の人生の支えとなったものである。

（14）剣とクルアーン。クルアーンの流布のために力となる剣が必要。剣の正しい使用のためにはクルアーンが必要。

（15）人生はこれら二つの周りで回転している。

（16）モスクや聖廟につける屋根。






２





何年もの間その黄金の丸天井の下

その墓の上に剣とクルアーンがありました。

そしてその墓はこの不安定な世で

信仰篤き人々に人（１）生のメッセージを送ってきました。

ムスリムが自分に対してしたことで

時（２）代の変遷がその敷物を畳んでしまいました。

敬（３）虔な人が神以外の者を恐れ始め

神の獅子は狐のようになってしまいました。

その心では水銀のような愛の足あ搔がきが止まってしまいました

ご自分で知るのがいいです　パンジャーブで起きたことを。



　ス（４）ィク教徒がその墓から剣とクルアーンを奪い

　その国の中でムスリムは死んでしまいました」





◎２彼女の墓に詣でる人も多数いたが、やがてパンジャーブのムスリムがムスリムの精神を失ってしまい、スィク教徒に支配される事態となった。

（１）シャラファニッサーはムスリムに正しい人生の模範を示してきた。

（２）ムスリムはアジア大陸を支配していたが剣やクルアーンから離れて隷従の生活を始めた。

（３）敬虔なムスリムは神の唯一性を信じて神以外の者を恐れることはなかったが、今は信仰心がなくなり神以外をも恐れるようになってしまった。

（４）ムスリムはイスラームの精神を忘れてしまいパンジャーブのムスリムは一八〇一年より一八四九年までスィク教徒の支配を受けることになった。









４　アミール・カビール・ハズラト・サイヤド・アリー・ハマダーニー廟とムッラー・ターヒル・ガニー・カシュミーリー廟への参詣




１





ルーミーの言葉はわが心の中に悲哀を生んだ

パンジャーブの地よ　親愛なる気高い地よ。

わたしは天国で友の思い出の熱さにのた打った

わたしは天国で古（１）い悲しみを新しくした。

その花園の中に突然苦痛に満ちた声が

コ（２）ーサルの泉の岸辺より上がった。



　「わ（３）たしは自分を燃やそうと藁を集めていた

　だが花はわたしが花園で巣を作っていると疑っている」





４

◎ゼンデ・ルードすなわちイクバールの先祖の出身はカシュミールであった。師ルーミーよりその地は暴政のスィクの支配下にあったことを聞き、天国でその悲しみを新たにする。

◎１ルーミーの言葉で新たな悲哀が生じる。

（１）パンジャーブの地にスィク教徒の占領（一八〇一～四九年）と当時のムスリムの惨状の二つの悲しみを新しくした。

（２）天国の泉。

（３）ガニーの詩より引用。






２





ルーミーは言（１）った　「見えているものを愛し

息子よ　過ぎてしまったことは気にするな。

華やかな声の詩人はターヒル・ガニー

そ（２）の清貧は心の内で溢れ心の外で溢れ。

こ（３）の絶えず酔っている者は歌う

高貴な御方サイヤド・アリー・ハマダーニーを慕って。

そ（４）の高貴な御方はムハンマドの子孫の長　非アラブ人の長官

その御手は共同体の運命の創建者である。

ガ（５）ザーリーが「神（６）よ」を学んでいた時

そのハマダーニーの祖先の一門よりスーフィーの修行法ズィクル・オ・フィクルを学んでいた。

彼は天（７）国のような国の指導者

彼（８）は大臣や托鉢僧そして王の相談役。

そ（９）の地にこの寛大な御（10）方は

学問や工業　文化や宗教をもたらせたのだ。

その御方は小（11）イランを作った

珍しいすばらしい仕方で。



　そ（12）の一つの目が百の結び目を解く

　さあ行（13）って　おまえの心に彼の矢を受けよ」





◎２師ルーミーはゼンデ・ルードにカシュミールの地にイスラームを布教したハマダーニーの人物について語り、その霊から教えを受けるよう提言する。

（１）ゼンデ・ルードに。

（２）詩人ガニー（一六二八？～六八年）は心身共に清貧。ガニーとは「豊かな」の意味で名は体を表している。

（３）ガニーは歌う。

（４）ハマダーニー（一三一四～八四年）のこと。イランのハマダーン出身。

（５）スンナ派イスラーム法学者で宗教思想家。イラン出身（一〇五八～一一一一年）。

（６）神秘主義者スーフィーの神を念じて叫ぶ仕方。

（７）カシュミール。

（８）一三七二年より約十年間、カシュミールでイスラーム布教などを行いそこでの信頼が厚かった。

（９）カシュミール。

（10）ハマダーニー。

（11）風光明媚なカシュミールをイランに喩えている。

（12）ハマダーニーの目は多くの困難を解決する。

（13）ゼンデ・ルードよ、彼の下に行き、彼との交友により恩恵を得よ。









５　ハマダーン王の御前で




ゼンデ・ルード


わたしはあなたに神の秘密を知るための鍵（１）をお聞きしたいです

神はわれわれに服従を求めながら悪魔を作りました。

悪行と罪業を魅力的に飾り立てながら

行為においてはわれわれに善を望むとは。

わたしはあなたにお尋ねしたいです　この魔法は誰のためのものなのですか

そのような邪よこしまな者と賭博をするとはど（２）ういう意味なのですか。

一（３）握りの土とこの回転し続ける空（４）

仰って下さい　このことは神を引き立たせることなのですか。



　わ（５）れわれの行為われわれの思想はわれわれにとり試練です

　歯で手を咬むことがわれわれの仕事なのですか。





５

◎ゼンデ・ルードはハマダーン王に、神はなぜ悪魔を作ったのかと質問する。

（１）神は悪魔に人間を騙す許可を与えた。しかしわれわれに悪魔に服従しないようにも言った。この意味は何か。クルアーン第７章11～18節参照。

（２）悪魔は悪友である。それと人生の賭博をすれば完全にわれわれ人間の負けとなる。

（３）人間。

（４）空の回転は人間の運命を決めると考えられている。

（５）神は人間に状況の制限をした。同時に応報の決まりも決めた。この行為は正しいか。






ハマダーン王


自（１）分自身について知っている人間は

害（２）や悪からでも利益を得られる。

悪（３）魔との宴は人間にとり命の苦しみである

悪魔との闘いは人間にとり美となる。

おまえは自分自身を悪魔と闘わさせねばならない

おまえは剣でありあ（４）れは砥石だから。



　お（５）まえの剣をさらに鋭くせよ　その一撃に効き目があるように

　さもなければ　おまえは両（６）世界で不幸になるだろう。





◎ハマダーン王はゼンデ・ルードの質問に、悪魔は人間にとり砥石の役割を果たすと答える。

（１）自分の能力や力を知り、自分は何かなどの霊的認識を持つ人間は。

（２）悪を避けて自分の関心を善の方に向けて利益を得られる。

（３）自己の目的を知らないと悪魔に捕らわれる。目的を知れば悪魔と闘えて美と高貴さを得られる。

（４）悪魔は砥石であり、剣である人間を鋭く磨くものだから。

（５）悪魔の創造は人間が善悪の区別ができるようになり、悪魔と闘いその力や能力を明らかにし、自我を強化するためのものである。

（６）この世でも来世でも。






ゼンデ・ルード




１





大（１）空の下　人間が人間を食べています

共同体が他の共同体を食い荒らしています。

わが命はカシュミールの様子を見て（２）芸うん香こうの種が弾はじける音がしました

わが心からは苦痛の嘆きの声が上がりました。

カシュミールの人々は機敏で聡明そして美しい民族です

世界でその工芸の名人芸は証（３）拠となる鏡の一つです。

だがその酒杯はその血に塗れ

わが葦笛からはその嘆きが溢れています。

この民族は自（４）我の意識を欠いてしまい

自分の国の中でも互いに余よ所そ者ものとなってしまいました。

その労（５）賃は他の者の手の中にあり

その川の魚は他の者の釣り針にかかりました。

ほかの民族の隊商は一歩一歩　目的地に向かい

だがここの人々の具合は悪く欠陥だらけです。

隷属のせいでそこの情熱は消え

葡萄の木の血管の中で火は消えました。

だが決してこのようには思わないで下さい　この民族はこのようであるとは

そして常にその額を他の者の前に擦り付けてきたとは。



　ある時は敵の隊列の天幕を破壊する者で

　優れて大胆で勇気があったのです。





◎１ゼンデ・ルードはハマダーン王に現在のカシュミールが力を失ってしまったことを嘆く。

（１）現在の世界では。

（２）一種の穀粒で炭火の上でパチパチと音を立てて弾ける。

（３）カシュミールの民芸品の中にもその腕前や職人技が見える。

（４）自らの能力や力に気づかずに。

（５）その労動の成果は。






２





そ（１）の雪を被った山を見て下さい

その鈴（２）掛の火のような手を見て下さい。

春　ここの石よりル（３）ビーが成長し

ここの土より色（４）の台風が生じます。

山や渓谷の上を雲が飛び交い

綿を打つ綿打ちの弓より綿が飛び交います。

山や小川　日没がなんと美しいことか

わ（５）たしは神がそこで美の覆いを外しているのを見ました。

わたしは喜びでそよ風と共にさまよいました

わたしは喜びでル（６）ーミーのマスナヴィーの最初の対句を歌いました。

枝に止まっている小鳥は歌っていましたが

こ（７）んな春では一文の価値もないと。

チューリップは花咲き　水仙も割れて

春風はその胸元を引き千切ったりしていましたが。

長い間　山（８）や渓谷の間に咲いていた野バラは

月光より清浄でした。



　長い間　花は萎んだり花開いたりしていましたが

　わが土地から第二のシ（９）ャハーブ・ディーンは生まれてこなかったのです。





◎２さらにハマダーン王の魂に「カシュミールは力を失ってしまったがその自然はなお驚く程の美しさである、だがこの地を以前のようにさせる人は現れてこない」と嘆く。

（１）カシュミールの雪を被った山。

（２）鈴掛の葉は赤色なのでそれを火に喩えている。

（３）赤色のチューリップのこと。

（４）さまざまな色の花が咲く。

（５）すばらしい光景を見て神を思い出し、神の存在を信じる。

（６）ルーミーの『精神的マスナヴィー（神秘主義詩集成）』のこと。その最初の対句は以下。竹笛から聞け、それはどんなことを言っているか、別れについてどんな不満を言っているか。

（７）花園の外の春を見ればどこも幸せでない。

（８）カシュミールの渓谷。

（９）カシュミールの王、一三五四年、王となり近隣の政府の脅威の的となる。一三七六年没。






３





夜明けの鳥の苦しみに満ちた嘆きは

わが命に新しい気持ちと足搔きを与えました。

わたしは一人の正（１）気を失った人が次のような詩を喚き騒いでいるのを見ました

その様子はわが辛抱と正気の財を使い果たさせてしまいました。

「わ（２）れわれをわが状態のままにしておけ　酔った嘆きなど期待せず

花（３）の枝の話は止めよ　その色と匂いの話は単なる魔法だから。

露がチ（４）ューリップの花弁から落ちているとおまえは言う

愚か者め　それは心からだ　小川の辺に座り泣く者の。

この羽（５）の一握りは何か　この種の歌は何か

それはガ（６）ニーの魂　願（７）望の死を追悼している魂だ。

朝風よもしおまえがジェノワの方に吹いて行くなら

わたしからの言葉を伝えてくれ　国（８）際連盟の方に。



　農（９）民や田畑を　小川や街路を売ってしまった

　民族も売ってしまった　それも呆あきれる程の安さで」





◎３鳥もカシュミールの衰退を嘆く。正気を失った人の一人がその気持ちを叙ガ情定ザ型詩ルで表す。

（１）この正気を失った人はイクバールが詩作にあたって作り出した人物である。

（２）対句二で述べている「詩」とは、この三番目の対句より最後の七番目の対句までの五つの対句で成っている部分。

（３）この世のことに拘泥するな。それは一時のことで偽善に満ちているので。

（４）チューリップは川の辺に咲く花とされ心に喩えられる。

（５）羽の一握りとは鳥の意。

（６）カシュミールの詩人（一六二八？～六八年）。

（７）ムスリムの中に栄光への願望がなくなったことを嘆くこと。

（８）第一次世界大戦後、一九二〇年発足。世界平和のための組織。

（９）十四世紀、カシュミールにイスラームの布教が始まり、十八世紀後半、同地はムガル帝国の支配下に入った。だが一八一九年、スィク王国が成立。第一次スィク戦争（一八四五～四六年）に勝利したイギリスはグラーブ・スィングにカシュミールを売却（一八四六年）。それはジャンムー・カシュミール藩王国となり今日までも問題を残す。






ハマダーン王


息（１）子よ　わたしはおまえに一つ重要な秘密を言いたい

体は単に土であるが　命は貴（２）重な真珠である。

肉体を命のために溶（３）かさねばならない

清（４）純を土から識別しなければならない。

もしおまえが体からその一部を切ると

おまえの手からその体の一部がなくなる。

しかし神の顕現に夢中になっている魂を

もしそれを手から与えるとそれはまたお（５）まえの手に戻る。

その宝はどんなものとも似ていない

それは体の中にあっても体（６）の中にない。

もしおまえがそ（７）れを大事にするなら体の中で死んでしまう

もしそれを神の道に捧げるなら人（８）々の間の輝きになる。

若者よ　顕現に陶酔する命とは何かか

若者よ　手から命を与えるとは何かか。

命を与えるとは何か　神にそれを引き渡すことである

山（９）を命の熱で溶かすことである。

陶酔した顕現とは何か　自（10）己を得ることである

夜毎　星々のように輝（11）くことである。

自己を得ないこととは存在しないことである

自己を得ることとは自（12）己を自分に与えることである。

自己を見て他の何物をも見なかった者は

自分の監獄より自（13）分の荷物を外に出してしまったことになる。

自（14）己を見る悪酔いの顕現は

美酒よりも毒牙をより良いものと考える。

そ（15）の目の中では命は風のように安い

その前ではその監（16）獄は揺れる。

その斧は花崗岩も割る

世（17）界から自分の分まで切り取る。



　それが命を犠（18）牲にする時そ（19）の命は神の命となる

　さもなければその命は一時の客人である。





◎ゼンデ・ルードの嘆きの言葉を受けてハマダーン王は語る。

（１）ゼンデ・ルードよ。

（２）魂であるので。

（３）犠牲にしなければならない。

（４）魂を肉体から。

（５）神の道に殉ずる者の魂は体から出ても神の命令に従って生きているかのように。クルアーン第２章１５４節参照。

（６）魂は体から自由であるので。

（７）自分の命を助けようとすると。

（８）永遠の命を得て民族を生かす。クルアーン第２章１５４～１５７節参照。

（９）誤った力と衝突し命を捧げてそれを破壊すること。

（10）自我を知ること。

（11）光を他に届けること。

（12）自分の霊的認識を得て自我で自分を強くする者は永遠の生命を得る。それを行わない者は生ける屍である。

（13）時空の束縛より解放される。

（14）自己の能力を知る者は。

（15）自分の霊的認識を知る人間の目の中では。

（16）肉体。そのような人間は神である恋人の喜びの獲得のために自分の命に重要性を与えない。命を肉体から自由にすることに夢中で恋人の道に命を捧げる。

（17）命を犠牲にして自分の偉大な生の目的を取る。

（18）神の道に。

（19）殉教して永遠に生きる。






ゼンデ・ルード


あなたは善悪の知について語りました

賢明なる師よ　さらにもう一つのことについて仰って下さい。

あなたは霊的認識と神秘的認識の師であります

王たちの秘密も知っておられます。



　わ（１）れわれは貧しいですが統治者はわれわれに貢ぎ物を求めます

　王座や王冠の後ろにある本質とはなんなのですか。





◎ゼンデ・ルードはさらに、われわれは貧しいのになぜ支配者はわれわれに貢ぎ物を要求するのかと問う。

（１）ハマダーン王は諸王や統治者のために『諸王たちの宝庫』を著している。それに基づきイクバールは助言を求めている。






ハマダーン王


東洋や西洋における王権の本質とは何かか

そ（１）れは共同体の同意あるいは戦闘における支配からある。

わたしはあなたにはっきりと言おう　高（２）位の人よ

貢ぎ物を二（３）人以外の者に出すことは禁忌である。

あなたがたの中の権能を持つ者に従え

ク（４）ルアーンの節がその証明や論証である。

税を受け取る資格のある者とは誤りに対し突風のように立ち上がり

邪教徒の町を征服し情欲に激しく抗う者である。

憎（５）しみの日は残忍な仕方で征服者となり

平和な時には魅惑的な仕方で人々の心をつかむ者である。

イ（６）ンドやイランを買うことはできる

だが誰もが　王（７）権を買うことはできない。

ジ（８）ャムシード王の杯は　才（９）能ある若者よ

誰もガラス工の店より買うことはできない。



　もし得られるとしてもそ（10）の物はガラス以外の何物でもない

　ガラスでは壊れる以外どんな役目も持たない。





◎ハマダーン王は王権について語り、その中でゼンデ・ルードの第二の質問について答えている。

（１）共同体の構成員の同意で誰かを王とする。あるいは戦闘で相手を征服した者が王になる。

（２）ゼンデ・ルードよ。

（３）アッラーと預言者ムハンマド。

（４）イスラームの見解を知らない統治者は統治者と認めるべきでなく税を払うべきでない。クルアーン第４章59節参照。

（５）戦争の時。クルアーン第５章54節参照。

（６）第一次スィク戦争（一八四五～四六年）の後、グラーブ・シングはイギリスよりカシュミールを五百万ルピーで買った。これでジャンムー・カシュミール藩王国が成立した。

（７）王権は人々の心をつかみ、力を得ることで得られるもので金銭では得られない。

（８）古代ペルシア王の杯で、それは全世界を映すと言われた。

（９）ゼンデ・ルードよ。

（10）その杯の中に世界中が映るというジャムシード王の杯の特徴はなく普通の杯である。






ガニー




１





インドの人々に独立へのこの願望を誰が与えたか

獲物に狩（１）猟の狂気を誰が与えたか。

それは潑剌としたバ（２）ラモン出身者である

その威厳の前では赤いチューリップも恥じ入るばかりである。

鋭い目　経験豊かな物腰　勤勉さ

その威厳ある眼差しにイギリス人も形無しである。

その生地はわが魅力的な地

これらの星（３）々の昇る所はわがカシュミールの地。

もしお（４）まえがわが土地を炎がないと考えるなら

少し自分の内側に目（５）を向けてみよ。

おまえが持っているそれらの情熱はど（６）こから来るのか

この春のそよ風はどこから来るのか。



　これはまさにそ（７）の風である　その影響で

　われわれの山々が色と匂いを得る風である。





◎ガニー（一六二八？～六八年）はカシュミール出身の詩人で前出。第一連で、イクバールはガニーを通してカシュミール出身のネルー父子を称賛する。

（１）猟師になる心。

（２）インドのカースト制度の最高位の司祭階級。

（３）ネルー父子、すなわちモーティーラール・ネルー、その長男のジャワハルラール・ネルー（一八八九～一九六四年）の出身地はカシュミールである。

（４）ゼンデ・ルード。

（５）おまえもカシュミール人だ。解放と独立の希望を持つはずだ。

（６）自由と独立の気運を生むものはカシュミールから来ている。

（７）カシュミール人の中の旧体制から脱しようとする機運。






２





おまえは知っているか　ウ（１）ラル湖である日

波の一つがほかの波になんと言っていたか。

「われわれはいつまで海で互いにぶつかり合いをしているのか

さあ立て　今度は一緒になって岸辺を襲ってやろう。

われわれを生んだあの小川

渓谷や山や山裾でのその騒ぎ。

それはいつも道の石と衝突している

それは山の麓を削り取っている。

町や荒野　渓谷を自分の懐に取り込んだ川（２）は

それは百人の母親の乳で育てられたようだ。

その威厳は人間にとり大（３）混乱を起こす程のものだ

それらすべてわ（４）れらのせいで　他のせいではない。

海岸だけで生きることは誤りである

わが海岸はわが道中にある石（５）に過ぎない。

海岸で過ごすことの満足は永遠の死である

もちろん海の中で朝夕漂えるとはいえ。



　生（６）きるとは山や荒野での苦闘と躍動

　海岸から離れていった波は幸せだ」





◎２カシュミールのウラル湖の波がどうすれば自分が、すなわち民族が強くなれるかを他の波に語る。

（１）カシュミールにある有名な湖。

（２）ジェラム川の意。ウラル湖から流れ出た水はカシュミールの境界から出発し各地を経てパンジャーブ平原を流れる。

（３）洪水。

（４）カシュミールのせい。カシュミールがなければジェラム川もなく、パンジャーブ平原の灌漑もできない。

（５）能力を限定する障害。これらの障害を乗り越えて自己の存在を確立しなければならない。

（６）個人にしろ民族にしろ真の生活は絶えざる努力で困難や障害を乗り越えて行くこと。






３





お（１）まえは人生の額の皺を判読した

そして東洋の人々に人生の熱気を与えた。

おまえは肝（２）臓を燃やす溜め息を持っている

おまえはそれで不安であるがわれらはおまえ以上に不安である。

おまえよ　お（３）まえのせいで花園の鳥たちは大騒ぎ

草花はおまえの涙で身を洗っている。

おまえよ　おまえのせいで花壇は花の芽を出した

おまえよ　おまえの希望は他の命を希望一杯にさせた。

隊商にとりお（４）まえの声は出発の合図の鐘の音だ

おまえは土（５）地の人々にどうして絶望したか。

彼らの胸の中で心（６）は死んでいない

彼らの火花は雪の下で消えてはいない。

さあ止まって見よ　（７）ラッパの音なしで

共同体の人々が今　墓の土の中から立ち上がる。

悲しむな　監（８）禁されている者よ

熱気があり渇きがあり　湿り気もあるあの溜（９）め息をつけ。

多くの町が瑠璃色の空の下で

一（10）人の托鉢僧の心の情熱で燃え上がってきた。

王権は泡よりも脆弱である

一（11）息でそれは壊せる。

歌（12）で共同体の運命が作られる

歌で共同体の崩壊や建設がある。

おまえのメスは心の中を刺したが

誰もおまえをそ（13）のようには見なかった。

おまえの覆（14）いは詩作の声である

だがおまえが言うことは詩（15）作の域を超えている。



　天国で新しい混乱を起こせ

　天国で陶酔の歌を歌え。





◎３ガニーはイクバールに東洋の人々は長い隷従生活にもかかわらずその心は死んでいないと言って、東洋の人々を覚醒させる詩作をするよう勧める。

（１）詩人のゼンデ・ルード（イクバール）よ。おまえは諸民族の生死、それらの運命の善し悪しを知っているので。

（２）忍耐力や勇気の宿る所。

（３）おまえの詩作は国中の人々やイスラーム共同体の間に熱情を生んだ。

（４）ゼンデ・ルード（イクバール）の詩。

（５）カシュミールの人々。

（６）解放の情熱。

（７）最後の審判の日、天使イスラーフィールがそれを吹くと死人が墓場から立ち上がる。

（８）ゼンデ・ルードよ。

（９）カシュミールの人々の中に隷従を断ち切らせる熱気を生め。

（10）ゼンデ・ルードもそれら托鉢僧の中の一人。

（11）夜鶯鳥の一鳴きで。

（12）詩人の優れた詩の一行。

（13）ムスリムはイクバールを単なる詩人と考え、そのメッセージに関心を示さなかった。

（14）旋律。

（15）詩に乗せたメッセージは優れており、それは普通の詩ではない。






ゼンデ・ルード


おまえは托鉢僧の酔いと一致せよ　刻一刻自分をその中で酔わせよ

その酔いに酔いしれる時　自らをジャムシードの王権と対（１）抗させよ。

運命の代理人はわたしに聞いてきた　わ（２）れわれの世界はおまえに合うか

合わないとわたしは言った　すると彼は言った　こ（３）の世を混乱させよ。

わたしは居酒屋の中を見たが上品な人ばかり　わが相手はいなかった

おまえは物語に出てくるロ（４）スタムと飲み美（５）少年とは飲まないようにせよ。

砂漠のチューリップよ　ただ一つの花では燃える喜びはない

肝臓に傷（６）を持つ者はそ（７）の傷をほかの人の心にも持たせるようにせよ。

おまえはこの宇宙の内面の熱である　おまえはその血の熱である

確信できないなら　その中を切り開いて自分自身によく見（８）せよ。

知性はおまえの灯明か　もしそうなら道（９）のどこかに置け

愛はおまえの酒杯か　も（10）しそうなら心を許す友と飲むようにせよ。



　わたしは血（11）で一杯の心の固まりが目から零れ落ちるに任せている

　おまえはわがバ（12）ダフシャーンのル（13）ビーを使い自分の指輪に嵌はめる

　ようにせよ。





◎ガニーはゼンデ・ルード（イクバール）に天国に混乱を起こす詩を詠むことを示唆。それに従いゼンデ・ルードは詩集『ペルシアの詩篇』（一九二七年）の中の、叙ガ情定ザ型詩ルを発表する。

（１）清貧と托鉢僧の生き方を得て、古代ペルシア王のような王制ではなく、神の喜びに従うカリフ体制を確立するため王権と闘う。

（２）王権の偶像に基づいた世界。

（３）神に基づく世界の確立のため。

（４）ペルシア詩人フィルダウスィー（九三四～一〇二五年）の『王書シャー・ナーメ』に登場する英雄。

（５）ゾロアスター教徒の中で酌をする美少年。日和見主義と考えられる。

（６）チューリップの黒い花芯を傷と考えている。

（７）孤独を捨てて共同体の全員の胸に神の愛を持たせるように。

（８）宇宙の本質はおまえなので。

（９）世界を征服できるように知能を使え。

（10）愛で自分を征服せよ。そのためには完全な人の案内を得よ。

（11）涙をルビー（紅玉）で比喩。

（12）中央アジアのオクサス川上流にあり、ルビーの産地。

（13）わが涙の意。









６　インド人の詩人バルタリーハリーとの会見





天国の宮殿や天幕の中にいる天女たちにとり

わ（１）が嘆きは完全な情熱の招待となった。

これら天女たちの一人は天幕から身を乗り出していた

もう一人は宮殿の窓から顔を出していた。

わたしは永遠の天国にいる者たちすべての心に

か（２）の所の苦痛と悲しみを語った。

清（３）い生まれの師は口元に笑みを浮かべて

言った　「イ（４）ンド生まれの魔術師よ。

あのインド生まれの歌（５）い手を見よ

その目の恩恵で露の滴は真珠になる程だ。

その名はバルタリーハリー　話術が得意で

性格は春（６）の雲のようだ。

彼は花園より新鮮な蕾以外　何も選ばなかった

お（７）まえの歌がその御方をわれわれの方に引き寄せている。

彼は王だったが詩人としても名高い

また清貧でもその地位は高い。

彼は優れた発想で美事な詩を詠んだ

二、三の語句に一つの意味の世界が隠れている。

彼は人生の作業場を熟知しており

ジ（８）ャムシード王であり　その詩はジ（９）ャムシード王の杯のようなものだ」



　わ（10）れらはその詩作の卓越さに敬意を表し

　その御方としばらく席を同じくすることになった。





６

◎ゼンデ・ルードの詠む詩に感動させられたのは天女たちだけでなく同じ天国の住人、インドの詩人バルタリーハリーもであった。彼は古代インドの五世紀後半の法学者で哲学者、ガンジス川流域を治める王族の出身であった。青年期には放蕩三昧の生活を送ったが後年には一切を捨て托鉢僧として過ごした。詩人バルタリーハリーはイクバールが愛する一人であったがこの詩で師ルーミーがその人物を語る。

（１）ガニーの求めに応じて詠んだゼンデ・ルード（イクバール）の叙情定型詩ガザル。

（２）インド人の隷従生活。ここでは特にカシュミール人の生活。

（３）ゼンデ・ルードの同行の師ルーミー。

（４）ゼンデ・ルードのこと。

（５）バルタリーハリーのこと。

（６）寛大である。

（７）ゼンデ・ルードが詠んだ叙情定型詩。

（８）古代ペルシア王。

（９）その王の杯は世界を映し出したが、そのインド人の詩も世界を映す詩であった。

（10）バルタリーハリーが師ルーミーとゼンデ・ルードの方にやって来ると。






ゼンデ・ルード


あなたはご自分の詩を通して　魅力的なことを仰ってきました

あなたの言葉で東洋の人々は秘（１）義を知るようになりました。



　詩の情熱はどこから来るのか仰って下さい

　自我から来るのか　神から来るのか仰って下さい。





◎ゼンデ・ルードは師ルーミーに連れられてバルタリーハリーの下に行き詩について質問する。

（１）人生の秘義。






バルタリーハリー


誰もわからない　世界で詩人がど（１）こにいるか

その旋（２）律は音の高低によりもたらされる。

胸（３）に不安な心を持つ者は

神の下でも安心が得られない。

われらの命にとり快楽は探（４）求にある

詩句にとっての情（５）熱は願望により生じる。

詩歌の葡萄の酒に絶えず酔うおまえよ

もしおまえが願（６）望のその場が得られたら。



　おまえは石と煉瓦の世界の中で一、二の対句で

　天国の天女の心も盗み取ることができる。





◎詩への情熱はどこから来るかの質問にバルタリーハリーはそれは願望の強弱により生じると答える。

（１）真の詩人とは正しい情感と目的を併せ持つ詩人である。

（２）優れた詩のこと。

（３）真に恋する心は会っていても離れていても安心が得られない。

（４）真に恋する者は別離の中に楽しみを見出し追求する。

（５）情熱すなわち悶える気持ちは獲得の願望の強さにより生じる。

（６）自分の心の中に真の愛の色を生むことができれば悶えの様子が生じて。






ゼンデ・ルード


わたしはインドの人々が不安そうにしているのを見ました

どうか今　神の秘密をはっきりと仰って下さい。






バルタリーハリー


こ（１）れら人の手になる神々の偶像は石や煉瓦でできている

それらを超えて高い存在とは偶像寺院や教会より遠（２）くにある存在である。

行（３）為への興味なしの跪拝は無味乾燥でどこへも行き場がない

人生とはそれが良くあれ悪くあれすべて行為からである。

わたしは包み隠さずおまえに言おう　誰も言わないことを

それを心の碑に書いた僕しもべはどんなに良いかを。

おまえが見ている世界は神（４）の影響からでない

糸（５）紡ぎ車はおまえのもの　おまえが紡いだ糸もおまえのものである。



　行為への賞罰の法の前に跪け

　なぜなら地（６）獄　煉獄　天国は行為から生じるからである。

　（バルタリーハリー訳）





◎バルタリーハリーは哲学者でもあった。そこでゼンデ・ルードは、今混乱状態にあるインドの人々に向けて何か助けとなるメッセージを発してくれるよう頼む。

◎イクバールはバルタリーハリーの詩を使い、自分であるゼンデ・ルードの質問に、バルタリーハリーに答えさせている。イクバールは彼の哲学、すなわち実践哲学に自分との共通性を見出しているので。

（１）インドの人々よと呼びかける。

（２）神。神の本体はさまざまな仕方で礼拝されるべきでなく唯一の仕方でなされるべきである。

（３）行為の伴わない儀礼は儀礼ではない。

（４）神が創造したものではない。

（５）この世界で作り出された善悪は自ずと人間の行為の結果である。

（６）誰にも生まれつき地獄、煉獄、天国が定まっているという訳ではない。









７　東洋の諸王ナーディル、アブダーリー、スルターン・シャヒードの宮殿へ




１





バルタリーハリーのこれらの言葉がわが心の中に入ってきた

バルタリーハリーのその声にわたしは酔った。

ルーミーは言った　「覚醒した心の目は良い

お（１）まえは　自（２）分の思考の限界から外に出よ。

おまえは托鉢僧たちの宴を通ってきた

今度はかつての王スルターンたちのいる宮殿を一目見てみよ。

そこにいる東洋のかつての支配者たちを

イランやアフガニスタン　インドの威厳を。

ナ（３）ーディルは一致団結の秘密を知る者であった

そしてムスリムに友情と友好のメッセージを送った。

その存在が威厳ある者と言うべきはア（４）ブダーリーである

彼はアフガニスタン人に共同体の基礎となるべき考えを教えた。

もう一人は愛（５）の殉教の先達ティプー・スルターンで

彼はインドや中国　ローマやシリアの面目だった。

その名は太陽や月よりも輝いている

その墓の土はわたしやおまえよりず（６）っと長く生きている。

愛は一つの秘密であった　彼が砂漠の上に生んだ

おまえは知らない　彼がど（７）のくらい熱狂的に殉教したか。

バ（８）ドルやフナインの戦いでの豪商の目には

これらどの王の清貧がフ（９）サインの気持ちの後継者として映ったか。



　スルターンはこの七（10）日の世界から去った

　だがその銅（11）鑼の音は今もデカンの地に鳴り響いている」





７

◎ゼンデ・ルードはバルタリーハリーのような何人かの托鉢僧ダルヴィーシュと会見し、それぞれ感銘を受けた。師ルーミーに今度はかつての王スルターンたちと会うことを勧められ宮殿に向かう。

◎１ゼンデ・ルードは会うべき三人の名を知る。

（１）ゼンデ・ルードよ。

（２）前に進めるように。

（３）その中の一人がキズィルバーシュ出身のナーディル（一六八八～一七四七年）で、十八世紀イラン高原の再統一を図りムスリムの分派を解消させた。その勢力を中央アジアやインドにも拡大。

（４）アブダーリー（一七二二～七三年）は近代アフガニスタンの王朝ドゥッラーニー朝の創始者でアフガニスタンの原型を作り上げ、「アフガニスタンの父」と言われた。

（５）ティプー・スルターン（一七五〇頃～九九年）は南インドのマイソール王国のムスリム支配者。一七九九年の第四次マイソール戦争に敗れ戦死。それによりイギリスに南インドの征服を許す。スルターン・シャヒードは渾名。その意味は殉教の王。

（６）殉教の結果。

（７）イギリス人に抗して。

（８）六二四年のバドルの戦いや六三〇年のフナインの戦いで勝利した預言者ムハンマドの目からして。なお預言者ムハンマドは結婚前、一時期シリアへの隊商貿易に従事していた。それゆえ「豪商」とも呼ばれた。

（９）十二イマーム派第三代イマームのフサイン（六二六～八〇年）のこと。カルバラーでの壮絶な死により、殉教者たちの長とされている。

（10）物質的であり、消滅するこの世。

（11）永遠の生の象徴である。






２





わ（１）たしの語句や語りは未熟　わが思想は不完全

こんなでは　この場の様子をどうしてわたしは伝えられるか。

そ（２）の顕現で天使たちも明敏となる

天使はそれで生き返り　賢明となり　語り　情報を得る。

宮殿は　その壁や戸はトルコ石でできており

青（３）い空はその中にある。

その高さは測り知れず

人間の思考力を卑しめている。

その花や糸杉　ジャスミンや木の茂みは

その優美さで春の絵のようである。

毎瞬　花々の花弁や木々の葉は

良く見せようとさまざまな色に変わる。

朝風は魔法使いのようで

瞬きする間に葉の黄色が赤くなる。

ここでは四方八方に噴水が真珠を撒き散らし

天国生まれの鳥が盛んに囀る。

その高い宮殿の中に謁見の間があり

そこの粒（４）子の投げ縄に太陽が掛っている。

その宮殿の屋根や壁　柱もすべて紅玉髄で造られている

その敷物は絹　そして敷物の縁取りも紅玉髄である。

その謁見の間の左右には

天女たちが金の腰ベルトをして列をなして立っている。

それらの間の黄金の玉座に

従者に傅かれたジャムシード王や光輝を放つ諸王が座っている。

礼儀の鏡とも言うべきルーミーが

厳かにその唇を動かした。

そして言った　「この御（５）方は東洋から来られた詩人です

詩人でもあり魔術師でもあります　東洋出身の。



　その思想は深く　その命は苦痛に満ち

　その詩作は東洋の人々に情熱をもたらしています」





◎２かつての王たちがいる宮殿は立派だった。天女たちは金の腰ベルトを着け着飾り、王たちは従者に傅かしずかれそれぞれの玉座に座っていた。師ルーミーはそれら王たちにゼンデ・ルードを紹介する。

（１）ゼンデ・ルードの意。

（２）王たちの宴の現れ。

（３）宮殿の天井は空よりも高い。

（４）そこの粒子は太陽以上の輝きを放っている。

（５）ゼンデ・ルードすなわちイクバールを指している。






ナーディル


ようこそ　東洋の才知に富んだ方よ

ダ（１）リー語の言葉はあなたに相応しい。

われら両人は互いに心を許せる仲　われらにあなたが知っている秘密を語られよ

あなたがイランについて知っていること　それを語られよ。







◎ゼンデ・ルードはイランの王であったナーディルに迎えられ、イランについて問われる。

（１）ペルシア語のこと。ペルシア語での詩作は良い。






ゼンデ・ルード




１





イランはかなりして　その目を開き気づきました

しかしある網の罠（１）に掛ってしまいました。

華（２）やかな偶像の媚態に殺され

文化の創造者でありながら西洋の模倣者になってしまいました。

こ（３）の国やその血統に魅せられた者たちがすることは

シ（４）ャープールの称賛やア（５）ラブの軽蔑でありました。

そこの生活は個人の経験の真実を欠き

古（６）い墓場より生を探すものになってしまいました。

それは祖国愛に捕らわれてしまい

心をロ（７）スタムに与え　ハ（８）イダルを捨てるものでありました。



　間（９）違った絵をヨーロッパから取り

　自分の話もヨーロッパから取る始末でありました。





◎ナーディルへの回答としてゼンデ・ルードは彼の時代のイラン情勢について語る。第一連ではイスラームから離れ西洋の模倣者になってしまったと嘆く。

（１）イラン人は祖国愛の虜となりゾロアスター教徒の王を自らのヒーローにしてしまった。

（２）ヨーロッパ人の媚態。

（３）現在のイランや古代イラン。

（４）イスラーム以前にイランを中心とする地域を支配したサーサーン朝（二二四～六五一年）の創始者アルダシール一世の子、シャープール一世のことで、その治世に王朝の基礎をさらに強化する。

（５）イスラーム時代を誇る代わりにそれを軽蔑して、それ以前の異端の諸王の時代を誇った。

（６）古代イランの異端の文化や文明。

（７）イラン歴代の王や英雄の生涯を綴ったフィルダウスィー（九三四～一〇二五年）による『王書シャー・ナーメ』に出てくる英雄でゾロアスター教徒。

（８）第四代正統カリフ（在位六五六～六一年）であるアリーの別称で獅子の意。

（９）祖国愛の概念。






２





ヤ（１）ズデギルド王の時代はイランの老齢期で

その王の顔は冷血そうで輝きがありませんでした。

そ（２）の宗教や法　体制は古惚けてしまい

その朝夕の光や暗闇も古惚けてしまいました。

葡萄の蔓のグラスには酒の波はなく

そこの土の中には一つの火花もありませんでした。

砂（３）漠からそこに大混乱がもたらされました

そしてその混乱はそこに新しい生き方を与えました。

それは神の恩恵による大混乱

イランは残り　ローマ帝国は今どこにというくらいになってしまいました。

その民族の体から抜け出てしまった魂は

次の最後の審判の合（４）図があるまで墓から立ち上がれない程でした。

砂（５）漠の火々はイランに息を吹き込み

終わると再びその砂漠の方へ戻って行ってしまいました。

われわれの碑から古（６）き文言を消し去り

新しい時代の装備をもたらして去って行ってしまいました。



　残（７）念アラブの人々の恩恵が彼らにはわからなかったのです

　ヨーロッパ人の火で彼らは溶けてしまったのです。





◎２イスラームがイランに入ってきたが、イラン人の心はやがて西洋に傾いていった。

（１）サーサーン朝第二十六代王ヤズデギルド三世（在位六三二～五一年）のこと。六五一年、王が殺されると王朝は滅亡。だがその前、六四二年のニハーワンドの戦いでムスリム軍がサーサーン朝軍に勝利するとイスラーム支配が始まり、王朝の衰退は増すばかりだった。

（２）イスラーム以前のそれらは。

（３）アラブからのイスラームの流入で改革と刷新が始まる。

（４）天使イスラーフィールの吹く笛の音で起きる。

（５）アラブ人は自らの利益のためイランを占領せず、イスラームの布教のためだけにやって来た。

（６）イランの古い文化や文明。

（７）イラン人がアラブ人の恩義を忘れ、西洋文化を取り入れてしまったこと。









８　ナースィル・フスロー・アラヴィーの霊が現れ、ガザルを詠んで去る





「あなたが自分の手を剣や筆の乗り物とする時

もし体の乗り物が片（１）足が不自由でも馬の足が病気でも悲しむな。

剣（２）先や筆先から技は生まれる

兄弟よ　光は火から火は柘ざく榴ろの木から生まれるように。

宗教を持たない者の手に剣や筆があってもなんの役にも立たない

宗教なしでは刀やペンになんの価値もない。

宗教は賢人にとり高価なものとなり愚かな者には卑しむべきものとなる

愚かな人にとっては宗教は牛（３）の前のジャスミンの花のようである。



　その半分の布で預言者イ（４）ルヤースの胴衣クルターができ

　残りの半分でユダヤ教徒の死衣ができるようなもの」





８

◎ゼンデ・ルード（イクバール）はナースィル・フスローの詩を使い次のことを述べている（見出しにはガザルとあるが実際は頌詞である）。どの民族も進歩のためには剣と筆の両方の力が必要である。すなわち好戦的な民族はその力で自らの自由は得られる。だがそれだけでは充分でなく宗教心も必要であると。

　　なおナースィル・フスロー（一〇四四～八八年）はイラン文化圏に属す現在のウズベキスタン辺りの出身でペルシア語詩人、散文家でイスマーイール派の宣教師。

　　その旅行記や詩集はイスマーイール派研究の資料とされている。

（１）知識や力があれば肉体の強弱を気にせず進め。

（２）人間は知識や刀剣の両方の力の使用で強くなる。

（３）草花を食べてしまう牛では花の価値はわからない。

（４）クルアーン第37章１２３節の預言者。旧約聖書の中のエリヤ。






アブダーリー


いくつもの王権を建てたあの若者は

その山や砂漠の方へ戻ってしまった。



　彼はその山に火（１）を付けた

　無事に外に出たか　それとも燃えてしまったか。





◎一七四七年、アフガニスタンの原型となるドゥッラーニー朝（一七四七～一九七三年）を立てたアハマド・シャー・アブダーリー（一七二二～七三年）は、アフガニスタンでの一九二八年から二九年の間の革命につき、ゼンデ・ルードに問う。

（１）タージーク人で俗名バッチャーイ・サカーウ（水運び人の息子）によって一九二八年に起こされた革命。一九二九年十一月、後のナーディル・シャーとなるナーディル・ハーンの部族軍により逮捕、処刑される。






ゼンデ・ルード


世界のほかの民族は友朋関係に熱中しています

だがそ（１）こでは兄弟同志が喧（２）嘩をしています。

そこの生活のように東洋の生活があります

十歳の子供たちも戦闘的です。

自分の無知が自分を失わせました

そして自分の可能性に気づかせなかったのです。

アフガン人は心を持っていますが心（３）を忘れています

体は体から離れており　心は心から離れています。

旅人は目（４）的地までの道を得られません

その命は目的地に気づいていません。

アフガン人の心を知る詩（５）人はなんと上手に詠んだことでしょう

見たことを恐れずに言葉にして。

彼はアフガン人の共同体の賢者でした

彼はアフガン人の民族の医者でした。

彼は民族の秘密を見て恐れず語りました

真実に陶酔した人のように語りました。

「も（６）し自由なアフガン人が駱駝を見掛けると

金や銀の組み紐や装備　真珠を着けている駱駝を。



　勇気のなさで真珠の山を喜ぶより

　アフガン人は駱駝の首の鈴の方を喜ぶ」と。





◎アブダーリの質問にゼンデ・ルードはアフガン人の心の様子を語る。

（１）アフガニスタンでは。

（２）イスラームの友愛の精神を忘れて喧嘩をしている。

（３）互いに不信感を持っている。

（４）人生の目的がわからない。

（５）詩人の名はクーシ・ハール・カーン・ハタク（一六三二～八八年）で現在のパキスタンのペシャーワル出身。部族長の息子でアフガン民族の覚醒のために努力。その詩にはアフガン贔屓と神秘主義的傾向が強い。

（６）クーシ・ハール・カーン・ハタクの詩より。






アブダーリー




１





われわれの性質の中での輝きは心による

人間の体の覚醒や眠りは心による。

体は心の死で変わる

その汗腺の中で汗が血になる。

心の悪化で体は役立たなくなる

目（１）は心の上にのみ向けそれ以外には向けるな。

アジアは水と土でできた一つの彫像である

アフガンの共同体はその彫像の中の心である。

その腐敗でアジアの腐敗がある

そ（２）の安寧でアジアの安寧がある。

心が自由であると体も自由である

さもなければ体は風の道での干（３）し草である。

体のように心にも規則の束縛がある

心は憎しみで死に宗教で生き返る。



　宗教の力は神（４）の唯一性からある

　神の唯一性が効力を発すると共（５）同体の姿を取る。





◎ゼンデ・ルードがアフガン人の心について語ったのでアブダーリーはそれに答える。

◎１心について語る。人間の生活は心が生きているか死んでいるかによって異なると言う。

（１）すべての関心は心に向けよ。

（２）アフガン民族が順調であるならアジアの国々も順調となる。

（３）なんの価値もないもの。

（４）イスラーム教徒であることが条件。それで一枚岩となれる。

（５）残念なことに今日の共同体はこの信仰から離れ、分裂とセクト主義に陥っている。






２





西洋の模倣は東（１）洋の人々に自分自身を忘れさせてしまった

東洋の諸民族は西洋を批判しなければならなかったのに。

西洋の力はチ（２）ャングやラバーブでない

半裸姿の少女の踊りでもない。

その力はチューリップの花のような魔法ではない

それらの美女の露わな脛やカットした髪でもない。

その丈夫さは無宗教からでもない

その輝きはラテン文字のせいでもない。

ヨーロッパの力は学術からある

その灯明はその火でこそ明るい。

知恵は衣（３）服のデザインやスタイルとなんの関係もない

タ（４）ーバンは学芸にどんな障害にもならない。

流行好きの若者よ　学識には

脳味噌が必要で西洋の衣服は必要でない。

こ（５）の道では目以外　何も求められていない

このターバンもそのターバンも必要でない。



　もしあなたの思考力がきちんとしているならそれで充分

　もしあなたの性格が生き生きしているならそれで充分。





◎２学識の重要性を語る。東洋は西洋の上辺だけの模倣で自己を失ってしまった。西洋の力は外見的なものにあるのでなく学識による。それゆえ、必要なものは学識の基になる脳味噌である。

（１）特にイラン、イラク、トルコ、シリア、エジプトなどの人々。

（２）どちらも弦楽器。

（３）ヨーロッパの人の知恵は衣服とはなんの関係もない。

（４）ムスリムは自分の衣服を身に着けていても学芸の習得はできる。

（５）学問や学芸の習得には。






３





もし誰でも幾夜も灯（１）明の煙を食べるなら

学問や芸術　知恵は得られる。

誰でも知識の王国に限界を設けられない

誰でも絶えざる（２）聖戦ジハードなしにはそれは手に入らない。

トルコ人は自分を忘れてしまい西（３）欧の酒に酔った

そして西欧人の手から甘い毒を口にした。

トルコ人はイ（４）ラク産の解毒剤を手放してしまった

わたしはなんと言えばいいか　神のご加護を願うほかに。

ヨーロッパ人の奴隷は自分の見栄で

外（５）国人から踊りと歌を持って来る。

自分の命の現金を遊びの掛け金としてその遊びで負ける

知識を得るのは難しく　遊びが性に合っているとする。

彼らは怠惰で安逸を取る

その性格は安逸を良しとする。



　安逸を探すことはこの古い世界では

　その証拠である　体（６）から命が抜け出てしまったという。





◎３努力をすれば学識は得られる。だがトルコの例を挙げ、西洋を盲目的に模倣する者の場合、学識は自らの発展にはなんら役立たぬと言う。

（１）灯明の下で学ぶなら。

（２）努力をすれば知識の王国は誰でも手にすることができる。

（３）トルコにおける西洋の模倣を指導したのはトルコ共和国初代大統領（在任一九二三～三八年）ムスタファ・ケマル・アタテュルクであった。女性のベールの廃止、アラビア文字の廃止なども行った。

（４）東洋の諸知識の意。

（５）西洋から諸学を学ばずに。

（６）肉体的には生きているが心は死んでいる。






ゼンデ・ルード


あなたはご存じですか　西洋文化はどういうものか

その世界には二（１）百の色の天国があります。

この文化の顕現はた（２）くさんの家系や王朝を焼いています

多くの枝や葉そして巣を焼いています。

その外面は輝きに満ち魅惑的ですが

そ（３）の心は弱く　目（４）の奴隷になっています。

目は見張り　心は震え

この偶（５）像殿の前に頭は垂れたままです。



　誰にもわかりません　東洋の運命がどうなるか

　外（６）面の世界にだけ心を向けている者にどんな方策があるか。





◎ゼンデ・ルードは二百年も前の王アブダーリーに現代（一九二〇年代）の西洋の文化について知っているかと問う。

（１）外面的な輝きでさまざまな色の。

（２）その文化の顕現で多くの民族や人々が魅了されている。

（３）見る者の心は魅力に捕らわれ。

（４）心は目の奴隷となり自己を失ってしまっている程。

（５）西洋文化の前に。

（６）物質主義に浸っている民族の運命を改善するのにどんな方策があるか。






アブダーリー


東洋の運命を変える力のある者は今

パフラヴィーとナーディルの意思と思慮である。

パフラヴィーはコ（１）バードの玉座の相続者で

そ（２）の爪がイランの結び目を解いた。

ナーディルはドゥッラーニー族の誇りで

アフガン共同体に一（３）つの体制を与えた。

宗（４）教と祖国の悲しみでナーディルは疲労困憊であった

その軍は山岳地帯より外に出て来た。

彼（５）は軍人であり兵卒であり司令官であった

敵に対しては鋼鉄のようで味方には絹地のようであった。

わたしは自らをしっかり見てその力を知り

現代についても正しく判断できる者にわが身を捧げたい。



　西欧人の仕方は呪術師のようである

　自分以外の誰かに頼ることは不（６）信者のようである。





◎アブダーリーはゼンデ・ルードの言葉を受け東洋で力となる人は、イランのパフラヴィー朝初代国王レザー・シャー・パフラヴィー（在位一九二五～四一年）とアフガニスタンの王、ナーディル・シャー（在位一九二九～三三年）であるとする。

　　なおこの本『永遠の書』の発行は一九三一年であったのでそれ以前の人名が挙げられている。

（１）イランの古代王の相続者。

（２）カージャール朝を廃絶させ新王朝を樹立。イギリス・ロシアの角逐の歴史を経て国際社会でのイランの自立化を目指す。

（３）一九二九年より三三年までアフガニスタン国王となって。

（４）ナーディルは疲労困憊であった。

　当時俗称バッチャーイ・サカーウ（水運び人の息子）を長とするタージーク人が一九二四年に反乱を起こし、その後一九二九年一月、サカーウが国王になった。だが同年十一月、ナーディル・ハーンは彼を処刑し国王になった。

（５）国王アマーヌッラー・ハーン（在位一九一九～二九年）の時代に。

（６）西洋人から逃れ自分の力に頼ることが必要である。






スルターン・シャヒード


ゼンデ・ルードよ　インドについて話してくれ

一本の干し草にも劣り果樹園の価値などなくなってしまったところの。

そのマ（１）スジドの中に活気がなく

その偶（２）像寺院で火が消えてしまったところの。

そのために心を血に染め

そ（３）の思い出を心の内に秘めてきたところの。



　わ（４）が悲しみよりそ（５）の悲しみを推測してくれ

　そ（６）の恋する者を恋（７）される者がわかってくれないとはなんと悲しいことか。





◎スルターン・シャヒードとは南インドのマイソール王国のムスリム支配者だったティプー・スルターン（一七五〇？～九九年）の渾名。その意味は殉教の王。その詳細は前出。

　　このスルターンは現在のインドの情勢を心配し、ゼンデ・ルードにそれを問う。

（１）ムスリムの情熱がなくなった。

（２）ヒンドゥーも情熱を失った。

（３）偉大だったインドの思い出。

（４）ゼンデ・ルードに呼びかける。

（５）インドの悲しみを。

（６）インドを愛した人を。

（７）愛されたインドの人が。






ゼンデ・ルード


インド人は西洋の法律を拒（１）否しています

西洋の魔術や呪術は影（２）響を与えなくなりました。



　外（３）国人から与えられる法律では精神的に重荷になります

　たとえそれが天からの賜物であってもです。





◎ゼンデ・ルードは一九三〇年の塩の行進に始まる大規模な反英運動などを基にその質問に答える。

（１）スルターンには喜ばしいこと。

（２）インド人の中に独立運動が起こり始めているので。

（３）外国人による統治。






スルターン・シャヒード


人間は一握りの土でできている

心を持ち　心の中に願（１）望がある。

罪の味を味わうことがその務めである

自分以外の誰をも気に掛けないのがその仕方である。

罪（２）なしでは自我は手に入らない

自我が手に入らないと手に残るのは敗北だけである。

おまえはわが故郷を訪れわが墓を参（３）詣し

おまえの目をわが墓に向けてくれた。



　宇宙の限界を知る者よ

　おまえはデカンで人（４）間の格闘の痕跡を見たか。





◎スルターンはゼンド・ルードの言葉を聞き、もがき苦しむことをしないと、自我は獲得できないと語る。

　　ゼンデ・ルードが墓参りをしてくれたことを知る彼は、墓のあるデカンの様子を知ることを望む。

（１）願望の獲得のため努力すると永遠が用意される。

（２）人間は環境と争わないと隠れている能力は現れない。誤りを犯さないと人間はその能力を訂正できない。誤りから離れる努力もしない。それゆえ自我の確立のためには困難と直面することが必要である。

（３）ゼンデ・ルード（イクバール）は一九二八～二九年にデカン地方と彼の墓を訪れた。

（４）デカンの人々がイギリス人と闘っていたかどうか。






ゼンデ・ルード


わたしが涙（１）の一滴をデカンの地に撒いた時

その花園の土からチ（２）ューリップの花が咲き出しました。



　カ（３）ーヴェーリ川は常に流れており旅をしていました

　わたしはその命の中に新しい動きを見ました。





◎デカンの人々に独立のために働きかけ、またそこでその動きも見たとゼンデ・ルードは語る。

（１）変革のメッセージ。

（２）若者は死を覚悟して独立のための戦場に出る準備をした。

（３）デカン地方でマイソールやカルナータカを流れる川。






スルターン・シャヒード


心の蕾を開かせる言葉の力が与えられたゼンデ・ルードよ

わたしは今でもあなたの涙の熱で心が燃えている。

秘密を知る人の爪の搔き鳴らしで

楽器の血管から血の小川が流れ出る。

あなたの命から出る歌声は

すべての人の胸に悲哀を与える。

わたしはすべての人の友（１）である御方の下にいる

そ（２）の御方なしでは旅人は道を決められない。

その御方と話をする勇気は誰にもないとはいえ

わが魂は美しきその御方を目にする以外　他のどんな用もない。

わたしはあなたの詩の対句の熱で燃えたっていた

わが唇にあ（３）なたの詩の対句からの言葉があった。

わたしにその御方は仰った　「おまえが詠んだ詩は誰のものか

詩の中に人生との葛藤の跡が見えるが」

ゼンデ・ルードよ　どうか思いを込めて

カ（４）ーヴェーリ川の流れにわたしからの詩の対句を届けてくれ。



　この世でおまえは生きた流れ　向こうも生きた川である

　お（５）まえ歌にそのメロディーはよく合うだろう。





◎スルターンはゼンデ・ルードにあなたの詩に感心している、預言者も感心していると言い、今も流れているカーヴェーリ川、すなわちデカンの人々にわたしのメッセージを伝えてくれと頼む。

（１）預言者ムハムマド。

（２）預言者ムハムマドの助けなしで人生の道を行くことが、良き人生ではなく恥の人生の原因になる。

（３）ゼンデ・ルード、すなわちイクバールの詩の対句。

（４）デカン地方の人々へ。

（５）あなたが歌い向こうが調子を合わせればすばらしい音楽になる。









９　カーヴェーリ川へのスルターン・シャヒードのメッセージ　生と死そして殉教の真実




１





カーヴェーリ川よ　少しゆっくり歩め

絶えず流れ続け疲れ果ててしまったことだろう。

おまえは山（１）中で長い間　泣いている

川よおまえは自分の道を睫で掘ってきた。

カーヴェーリ川よ　わ（２）たしにはオ（３）クサス川やユ（４）ーフラテス川よりおまえの方が良い

デカンの人にとってはおまえの水は命の水だ。

おまえの胸の中にあった町（５）

その町の甘い姿の美しさはおまえの流れる水のせいであった。

幾時代を経たとはいえおまえの若さはそのまま

水のしぶきや色や輝きもそのまま。

おまえの波は真（６）珠の粒以外　何も産まなかった

どうかおまえの飾（７）り房は永遠に賑やかであり続けるように。

川よ　おまえの波の楽器の音色は人生の悲哀である

おまえはわかるか　こ（８）のメッセージは誰（９）から来たものか。

おまえがその威厳の周りを巡っているところの御方の方から

その王国の様子をはっきりと映し出してくれた御方の方から。

その御方の方策で砂漠を天国にして

ご自分の姿をご自（10）分の血で描いた御方の方から。

その土（11）が今でも百の願望に庇護を与えるところの方から

おまえの波の混乱がその御方の血のせいであるところの方から。



　その言葉が完全に行為となった御方の方から

　東洋の人々が眠っている時　目（12）覚めていた御方の方から。





９

◎ゼンデ・ルードすなわちイクバールはかつてのデカンの統治者で反英運動で殉教したスルターンに頼まれ、カーヴェーリ川であるデカンの人々に四連から成る覚醒のメッセージを詠む。

◎１このメッセージは誰からのものかと問う。

（１）音を立てながら流れ、道を自分の力で作ってきた。

（２）イクバールにとっては。

（３）中央アジアのパミール高原に源を発し、アラル海に注ぐ中央アジア最大の川のアムダリヤ川。

（４）トルコの東部に源を発し、シリア、イラクを通り、ティグリス川に合流する川。

（５）カーヴェーリ川に沿ってあった町、すなわち、インド南部のマイソール地方の町セーリンガパタム。スルターンはここを拠点にした。

（６）ティプー・スルターンのこと。

（７）カーヴェーリ川の岸辺のこと。

（８）わたしが持って来たメッセージは。

（９）ティプー・スルターンから。一七八二年、父王の死により王となる。マラーター勢力と抗争。さらにイギリス東インド会社とのマイソール戦争に従軍。一七九九年第四次マイソール戦争に敗れ、戦死。これにより、イギリスの南インド支配が始まる。

（10）イギリスとの戦いで戦死した。

（11）墓のこと。その墓を訪れた沢山のムスリムはその生き方を学び、生きる恩恵を受けた。

（12）ほかへの隷従は認めなかった。






２





カーヴェーリ川よ　わ（１）たしもおまえも生の川の波だ

この宇宙は毎瞬変わって行く。

人生は毎瞬の変革である

なぜならそれは新（２）しい世界の探求の中にある。

すべての存在の縦糸と横糸は　行（３）った　あった　からである

これらす（４）べての誇示の喜びは　行った　あった　からである。

道も旅人のように旅の途中である

あらゆる場所に旅が隠れており定（５）着が生まれる。

隊商　駱駝　荒野　棗椰子と

おまえが目にするものはなんでも旅（６）の苦痛で呻いている。

花園で花も一時の客人

そ（７）の色や輝きは一時の試練。

花の季節とは何か　そ（８）れは喪であり遊興や放蕩でもある

蕾（９）は胸の中にあり　花の死体はその肩にある。

わたしはチューリップに言った　もう少しの間　さ（10）らに燃えよ

だがそれは言った　あなたはま（11）だわが秘密がわからない。



　存在の構築は塵芥で成る

　現（12）れの報酬は悲哀のほかに何があるか。





◎２はこのメッセージの導入部である。この世は安定性がなく、死も避けることができないとし、人生は毎瞬の変革であると語る。

（１）ゼンデ・ルードすなわちイクバールもカーヴェーリ川も。

（２）人生は努力と前進で新生を得る。また死とも同義である。

（３）すべてが過去に戻り消える。

（４）宇宙の存在は宇宙そのものが消滅することによりわかる。

（５）今存在するものが次の瞬間にない。これで滞在や平静がわかる。

（６）すべて消滅へと向かっている。

（７）花が咲き、やがて萎む。これも試練のようである。

（８）花が萎むことであり花が咲くことである。

（９）花園で一つの花が萎むと他の方で別の花が開く。

（10）チューリップの花の中には黒い芯があるが、それは傷と考えられている。その傷を通してさらに燃えよの意。

（11）すべての存在は塵のように燃えて消滅するためにある。

（12）新しいものの出現は消滅のためにある。






３





おまえは生（１）存と消滅の家に来ることを望むか　来るな

おまえは非存在から存在の方へ来ることを望むか　来るな。

もし来るなら火花のように自分自身を消滅させるな

何（２）か収穫物を探して歩き回れ。

もし太陽のような輝きと熱を持つなら

九（３）天の広がりの中に足を置け。

山（４）や鳥　花園や砂漠は燃やしてしまえ

魚も海の底で燃やしてしまえ。

もしおまえの胸が矢に当たる価値があるなら

こ（５）の世で鷹となって生き　鷹となって死ね。

人（６）生は努力によって安定する

それでわ（７）たしは神に長命を願わなかった。



　人生にとり習いや宗教　方策とはどういうものか

　獅（８）子の一刻は羊の百年の寿命より良い。





◎３ここからメッセージが始まる。人間は白鷹のような人生を送るべきと語り、獅子の一刻は羊の百年より良いとする。

（１）この世。

（２）無目的で過ごさず何か目的を持って生きよ。

（３）この世界で自分の努力で太陽のごとき力を生み世に貢献せよ。

（４）おまえの道を妨げるものは消滅させてしまえ。

（５）この世で誰にも頼るな。自分の生計の準備は自分でせよ。

（６）長い期間を努力せず他に依存して生きるより短い期間でも努力し充実した生き方をする方がよい。

（７）ティプー・スルターン。

（８）ティプー・スルターンの殉教の時の言葉。






４





生は自（１）己を消滅させ神の喜びを得ることで強固になる

死が欺瞞　魔法　幻覚である時に。

神の僕しもべは獅子である　死が神の僕にとり羚羊である時

死（２）はそれにとって数百の場面のうちの一つである。

完（３）全人間は死に突進する

鳩に突進する鷹のように。

いつも奴隷は死の恐怖で死んでいる

生はそれにとり死の恐怖で禁（４）忌である。

自由な僕にとって威厳は別である

死はそれに別の新しい命（５）を与えている。

自由な僕は自（６）分を心配する　死の心配はしない

自由な人にとり死は一（７）瞬以上のものでない。

墓（８）につながる死は避けよ

そのような死は鳥や獣の死である。

完全人間は清廉潔白な神に願う

土（９）から出てこられるほかの死を。

愛の道での最高となるもう一つの死は

愛（10）の戦場において最後に「神は偉大なり」を唱えることタクビールである。

すべての死は敬虔なムスリムには砂（11）糖のようなもの

だがム（12）ルタザーの息子の死は別のもの。

この世の諸王の戦いは強奪である

敬虔なムスリムの戦いは預（13）言者の慣行である。

敬虔なムスリムの戦いとは何か　（14）友の方へ行くことヘジラトである

世（15）を捨てて友への道を取ることである。

諸民族に愛（16）の話をした者は

戦いをイスラームの修道生活と言った。



　この点は殉教者以外　誰にもわからない

　自（17）分の血でこの点を買った者以外には。





◎４スルターンのメッセージである。生はいかに強化されるか、自由人にとり死とは何か、敬虔なムスリムの闘いとは何かなどのことが述べられている。

（１）すべての生死はアッラーからあると確信すると人間は強くなる。聖戦をも辞さない。

（２）死は生の終わりでなくほかの生に入って行く入り口である。

（３）神の僕は死を恐れず、聖戦では身を捧げる。

（４）奴隷は隷属を優先させる。

（５）殉教で永遠の生命を得る。

（６）どのように生きるべきかと。

（７）現世では死ぬが来世がある。消滅は人生における聖戦や努力によってもたらされる。

（８）最後の審判を受けず死後生き返ることのない死。

（９）墓の中に入った後でも最後の審判で永遠の生が得られる死。

（10）「アッラーは偉大なり」と言って命を犠牲にすることは愛の最高の目的である。

（11）心地よく歓迎すべきもの。

（12）（シーア派初代イマーム）アリーの称号。その息子フサイン（六二六～八〇年）のカルバラーでの壮絶な死はムスリムの模範であった。フサインは殉教者の長と呼ばれた。

（13）強奪でなく神の道に殉ずることで永遠の生につながる。アッラーの道のために戦う。クルアーン第４章76節参照。

（14）ヘジラトはアラビア語ではヒジラト。原義は六二二年のムハンマドの聖遷を指す。ここでは真の恋人である預言者ムハンマドの方へ行くこと。

（15）殉教の姿で。

（16）預言者ムハンマドは世と断絶した修道生活は禁忌とし、世の中でアッラーの道のために悪と闘うことを適法とし、それを修道生活と考えた。

（17）神の道に殉じた者だけが、世の放棄の意味がわかる。









10　最上階の天国を去ろうとするゼンデ・ルードへの天女たちの要求





わが忍耐と安心の杯は溢（１）れ出してしまった

師のルーミーは囁きながら言った　立（２）て。

そ（３）の愛の言葉　それを聞き生まれた情熱と確信よ

あ（４）の会堂　あの高潔な宮殿よ。

わたしは血で一杯の心で天国の出口に着いた

わたしはその天国の出口で天女の一団を見た。

それら天女たちの唇からゼンデ・ルードよゼンデ・ルードよ

苦悶に喘ぐゼンデ・ルードよ　ゼンデ・ルードよとの言葉が出た。



　右を見ても左を見ても天女たちの騒ぎがあった

　「もうしばらく　われらと一緒にいて　われらと一緒にいて」
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◎スルターン・シャヒードのメッセージを伝えると、ゼンデ・ルードは血で一杯の心でそこを去らねばならなかった。出口に着くと天女たちの引き止めに会う。

（１）スルターン・シャヒードのメッセージを聞き、落ち着きを失った。

（２）ここより出ようと促す。

（３）スルターン・シャヒードの言葉。

（４）それらを後にするのは耐えられない。






ゼンデ・ルード


旅の秘密を知っている旅人は

目（１）的地を追剝よりも恐れる。

別れや巡り合いの愛では安心は得られない

衰（２）退しない美以外には安心は得られない。

愛の始まりは偶（３）像の前に跪くこと

その愛の究極はそ（４）の恋人から自由になること。

愛は何物にも無頓着　常に旅にある

この世でもこ（５）の世を離れても旅（６）の息子である。



　わ（７）が仕方は速く流れる波のようである

　絶えず道を新しくし居所を変えながら。





◎もう少し止まっていてほしいと頼む天女たちに、ゼンデ・ルードは止まっていられない理由を述べる。

（１）旅人は毎瞬の動きに興味を持ち、定着を好まず恐れる。

（２）真の恋人である神以外には。

（３）現世的な美に跪くこと。

（４）現世的な偶像の美を捨てること、そして真の美、すなわち神に出会うこと。

（５）来世でも。

（６）旅の虜である。

（７）一つの場所を得ると先にまた新しい場所が見えてくる。

　以上の理由を挙げて天女の申し出を断る。






天女たち


あ（１）なたも世の人と同じです

だがけちけちせずに良い歌を聞かせて。







◎ゼンデ・ルードの去らねばならない理由を聞いて。

（１）ゼンデ・ルードよ、あなたもいろいろな気分の持ち主と言って、詩を詠めと言う。









11　ゼンデ・ルードのガザル





おまえは人（１）間の所まで届かなかった　それで神を探しているのか

おまえは自分から逃げている　それで友（２）を探しているのか。

また花の枝にぶら下がれ　そして水や湿り気を吸い取れ

色褪せた色よ　朝（３）風よりおまえは何を探しているのか。

麝香という　心の血の二滴がある

聖域の鹿よ　おまえは契（４）丹の地で何を探しているのか。

清貧の試金石は統治と世界征服である

ジ（５）ャムシード王の王座を求め（６）茣ご蓙ざを探しているのか。

その探求はチューリップの花園でされる

わ（７）が血に濡れた声をわれわれから探しているのか。

視力は輝く心の人との交わりで増える

おまえは弱（８）視の苦痛で眉墨を探しているのか。



　われらは世俗に捕らわれない者カランダル　われらの奇跡は世を作ること

　われらから視線を求めよ　われらから錬金術などを探しているのか。
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◎天女たちの求めに応じてゼンデ・ルードはガザルを詠む。

（１）まず人間の識別が先である。

（２）神を探すには霊的認識が必要。

（３）何かを得るためには完璧な指導を得ることが必要である。

（４）中国（北部）の地。契丹産の麝香は有名。愛の感情に酔うといたる所が意味を持ち、特別な場所は必要でない。

（５）古代イランの王。

（６）茣蓙に座ることだけでは清貧として役立たない。

（７）われわれから探すのでなく詩よ、おまえの詩で他の人の心が血に染っているか見よ。

（８）おまえは霊的認識の目を欠いている。眉墨では役立たない。









12　神に拝謁する場で




１





天国はそ（１）の顕現の場であるとはいえ

恋人との出会いなくしては命（２）は安らがない。

われらは本（３）物の自分でいるのでなくベールの中にいる

われらは自分の巣をなくしてしまった鳥のようである。

もし学（４）問が曲がっており悪いものなら

われらの目の前に大きなベールがあることになる。

しかしもし学問の目的が視（５）野を広げることなら

それは自らの道にも自らの指導者にもなる。

そのような学問はあなたに存在感を示す

その輝く気持ちの秘密は何かとあなたが尋ねるがゆえに。

そのような学問はこのようにして道を滑（６）らかにする

それはこのようにして興味を覚醒させる。

そのような学問はあなたに恋の苦痛　汚れ　熱　足搔きを与える

そしてそれはあなたに夜半の嘆きも与える。

そのような学問は色と匂いの世界を説明する

目や心はそれで養育される。

それはあなたを情熱と興味の場に連れて行く

そしてまたあなたをジ（７）ブリールのように手放す。

愛は仲間をいつ孤独にするか

それは目から自尊心を取ってしまう。



　愛の始まりには連れがいて方法もある

　だが終（８）わりは友なしで一人で行かねばならない。
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◎ゼンデ・ルードは天女たちと別れて神との謁見の場に行く。

　　この詩は三連から成り、第一連では神の下へは独りで行かねばならないと言う。

（１）神の顕現。

（２）そのためわたしは今、恋人のいる方に行く途中である。

（３）われわれの本質は神であるが、この世に来てそれを忘れてしまった。取り戻さねばならぬ。

（４）現代の西欧の文芸は人間を神から遠ざけ安逸主義にさせている。

（５）道や神、自分を見る視線。

（６）真実の恋人の目的地が出会いの方へ旅の情熱を向けさせる。

（７）学問はあらゆる所に連れて行く。しかし神の前には連れて行かない。ムハンマドの昇天の時、彼は、第七天の杉の木（ジブリールの住み処）の前に到着した。しかしジブリールはそれより先には行けなかった。ジブリールによればそうしようとして飛んでみたが翼が燃えてしまったのである。

（８）ムハンマドはジブリールの住み処（第七天の杉の木）まではジブリールと一緒に行ったがその先は一人で行かねばならなかった。






２





わたしはすべての天女と宮殿を後にした

わが魂の小舟を光（１）の海に降ろした。

わたしは恋（２）人の美しい姿に酔っていた

それは毎瞬変わるが色褪せない姿であった。

わたしは宇宙の良心の中に溺れた

わが目に人生がラ（３）バーブのように見えた。

そのすべての弦が新しくなったラバーブだった

そのすべての音（４）は最初のメロディーより血に濡れていた。

われらすべては火や光と同族である

人間も太陽も月もジブリールも天女もすべて同（５）族である。

わが魂の前に鏡が吊されている

わ（６）が驚きは確信に裏打ちされている。

その光が明らかである今日の朝

そ（７）の存在の前に昨日と明日がある。

真（８）理はそのすべての秘密にもかかわらず明らかである

わが目でそれを見る。

そ（９）れを見ることは減らすことなく増やすことである

それを見ることは体という墓から出ることである。

僕しもべと神は互いに相手を探し合っている

両者共に会いたい気持ちで落ち着かなくなっている。



　人生があるところいずこにも探求がある

　だが次のことが解けない　わたしが獲物か　そちらが獲物か。





◎２神と人とは互いに求め合っている。

（１）神の下へと向かった。

（２）神。

（３）弦楽器。

（４）すべての歌は最初の歌より血に染まっていた。

（５）すべてのものの中に絶対的な存在の性質がある。

（６）理性的に考えればわが存在と神の存在は別々である。だがここに来てそれが間違いであるのがわかった。わが存在が光である。

（７）時の経過の中では過去、現在、未来が分割されてある。神の前では常に現在の様子としてある。

（８）真理はそのベールにもかかわらず宇宙のすべての物の中に輝き出している。したがってわたしを見ることは実際に真理（神）を見ることである。

（９）神の出現を見ることは一番大きな真実を得ることである。その上に確信を広げていく真心は増す一方である。神との関係は目撃に基づくものである。






３





愛は魂に出（１）会いの美味を与えました

そしてわが言葉に話す勇気を与えました。

神よ　両（２）世界があなたからの恩恵で光と視力を持っています

少しこの世界を見てほしいのです。

自由な僕しもべにとりこの世は住みづらいです

その恋人の巻き髪の香りの上に刺（３）が出ています。

勝利者たちは快楽と奢しゃ侈しに耽っています

敗者の仕事は日夜増えています。

王制によりあなたの世界は崩壊しつつあります

夜（４）が太陽の裾の中に暗く隠れています。

西欧の学識は簒奪者です

ハ（５）イダル不在で偶像寺院がハイバルの砦となってしまいました。

ラ（６）ー・イラーハと言っていた者が今は惨めな人です

そ（７）の思考は中心がなく　流浪人のようです。

これら哀れなムスリムを待ち伏せて四つの死があります

高利貸や地方長官　ムッラーやピ（８）ールによる死があります。



　神よこのような世界にあなたの輝きはどこにあるのですか

　この水と泥はあなたの裾の上に付いている傷（９）痕ではないのですか。





◎３神の下でこの世の現状を語り、救いを求める。

（１）神と出会い以下を語る。

（２）世界に存在する光はあなたの反映である。人間の中にある視力もあなたの与えたものである。それゆえ、世の人々はあなたから離れられない。そんなわれらの世界に少し目を向けて下さい。

（３）真実を語ることが絞首の綱。

（４）王が太陽のような生活を送っている時、人々にとり王制は暗黒の夜のようである。

（５）第四代正統カリフ・アリー（在位六五六～六一年）のこと。イスラーム共同体の発展に尽力する。六二八年、預言者のハイバル遠征に貢献する。

（６）イスラーム学者たちはムスリムをコミュナリズムに陥れた。

（７）神秘主義の指導者たちはムスリムに世と断絶した隠遁生活を指導した。

（８）スーフィー聖者。

（９）この世でムスリムは崩壊してその呼び名だけが残る。






神の声


真理のペンは善悪の絵から

われわれが好んだことを書いた。

高（１）貴な方よ　知っておられるか　生きるとは何か

それは神（２）の美より分け前を得ることである。

創造とは何か　魅力の探索である

自分の個性を他（３）の上に明らかにすることである。

存在のこれらすべての混乱

そ（４）れらはわが美しさなしでは存在しない。

人生とは消滅でもあり永遠でもある

こ（５）れらすべて創造の行為であり熱望である。

おまえは生きているのか　ならば美の熱愛者となれ　創造者となれ

わ（６）れわれのように全世界を包囲せよ。

おまえに適応しないものは壊してしまえ

そして自分の心で新しい世界を生じさせよ。

自由人にとっては耐え難いことである

他の人々の世界に生きることは。

創造力がない人は

わ（７）が目には異（８）教徒や二元論者以外の何者でもない。

そのような人はわ（９）が美から自分の分け前を取らなかった

人生の棗椰子の実を取って食べなかった。



　真理の人よ　剣のように鋭（10）利となれ

　自分の世界の運命は自分で決める人となれ。





◎ゼンデ・ルードは前の詩の三連目でこの世のことについて語り、この世で一番悪いものは王制であると語った。

　　神はこの詩において人生を過ごす方法を語り、特に自分に適応しないものは壊して自分の運命は自分で決める人となれと忠告する。

（１）ゼンデ・ルードに向かって。

（２）自分の中に神の美を生むこと。それは自分の霊的認識を得た時、可能である。

（３）真理の絵を自分の中に作り、それを他の中に生じさせることが創造である。

（４）これらすべての出所はわたしの美の神意である。神のわたしは孤独で認められることを望み、そこで宇宙を創造した。

（５）愛や創造で消滅する人生を永遠なものにせよ。

（６）おまえの中にわれわれの性質を取り入れて。

（７）神の目には。

（８）神の喜びの人生ではなく他者の作った体制の下での異端の人生を過ごさねばならない。

（９）神の恩恵から。

（10）すべての誤りを切り捨てよ。






ゼンデ・ルード


この色（１）艶の世界の決まりとはなんなのですか

流（２）れ去った水は再び小川に戻らないということ以外の決まりとは。

人生にとって繰り返しはありません

その本性には繰り返しの習わしはありません。

この大空の下　人生の後戻りは許されません

一度倒れると　その民族は立ち上がれません。



　共同体が死ぬとそれは墓から立ち上がれません

　その救いはありえるのですか　墓（３）や辛抱すること以外に。





◎この世界では一度流れ去った水は元に戻らないとされているが、かつて生き生きしていたムスリムが再びかつてのように生きるにはどうすればよいか問う。

（１）この現実の世界。

（２）流れ去った水は決して以前のようには戻らないという訳ではなく戻ることもありうるのか。

（３）現状の中で辛抱して人生を過ごす以外に救いはないのか。






神の声




１





人生とは呼吸の繰り返しではない

そ（１）の根本は永遠の神との関係でそれに尽きる。

近（２）くにいると言った神アッラーに近づきを得ることで

永遠の生の分け前に与れる。

個人は神の唯一性で場所を超えたものとなる

共同体は神の唯一性で宇宙を支配するものとなる。

バ（３）ーヤジードやジ（４）ブリーそれにア（５）ブー・ザッルもそ（６）れから生まれた

イスラーム共同体にとってのト（７）ゥグリルもサ（８）ンジャルもそれから生まれた。

顕（９）現なしでは個人は確信を持てない

わ（10）れらの顕現は個人や共同体にとり生となる。

それぞれ両（11）者は神の唯一性で完璧となる

生において民族には威厳が　個人には美が生じる。

共同体はス（12）ライマーン的で個人はサ（13）ルマーン的である

後者は完全に清貧で前者は王権である。



　個人は一つを見て共同体は一つになる

　この世で神の唯一性を見る者と過ごし一致した民族となってあれ。





◎神はゼンデ・ルードの問いに三連の詩をもって答える。

　　第一連では、神に近づき神の唯一性の下に生きれば民族は一つになれると語る。

（１）その息を神と結合する者は神のようになり、ただ息をするだけではやがて消滅する。

（２）アッラーの言葉でクルアーン第２章１８６節参照。

（３）イラン北西部のバスターム生まれのバスターミー（？～八七四年）のこと。初期の著名なスーフィー。

（４）アブー・バクル・ジブリー（八六一～九四六年）のこと。バグダードで発展した古典期スーフィズムを代表するスーフィーの一人。

（５）預言者ムハンマドの教友の一人（？～六五二年）。

（６）神の唯一性の信仰から。

（７）トゥグリル・ベグ（九九五～一〇六三年）のこと。セルジューク朝の初代スルターン。

（８）セルジューク朝第八代スルターン（在位一一一九～五七年）。

（９）神の唯一性を確信させるもの。

（10）個人や共同体の自我の強化に役立つ。

（11）個人と共同体。

（12）クルアーンの中の預言者の一人。旧約聖書中のソロモン。

（13）預言者ムハンマドの教友。






２





「神はなし」と唱える者よ　共同体とは何か

千（１）の目がありながら一つの視線となるものだ。

神の人にとり議論や主張は一つ

天（２）幕は別でも心は一つ。

粒子でも一つの視線で太陽となる

おまえも一つの視線となれ。

一つの視線を軽蔑の目で見るな

それは神（３）の唯一性の顕現の一つである。



　どんな民族でも神の唯一性に酔うと

　それは力（４）と威厳の担い手となる。





◎２共同体の意義を語る。

（１）人種や出身が異なっていても神の唯一性の確信によって共通の視点を持つ民族となる。

（２）アラビア語の格言「テントは別々でも心は一緒」より。

（３）ムスリムが神の唯一性の崇拝者になるとムスリムの中に神の顕現がある。

（４）人間の福祉を向上させ偽りの力を消滅させる力となる。






３





共同体の精神の存在は集団からある

共同体の精神は体（１）の集まりではない。

その存在にとりそ（２）の出現は交友からある

交友の綴じ糸が解けるとその民族は消滅する。

おまえが死んでいるなら　一（３）つの目で生き返れ

中心なしを捨てて中心となる永遠の威厳を取れ。



　思想と行為の統一を作れ

　この世界で支配者となれるように。





◎３共同体の精神は集団にあるのでこれを大切にすれば生き返ることができると語る。

（１）人々のさまざまな階級や世代の集まりではなく、すべて共同体の人々の思考を一つにまとめる神の唯一性の信仰にある。

（２）共同体の精神の出現。

（３）神の唯一性。






ゼンデ・ルード


わたしは誰なのですか　あなたはなんなのですか　世界はどこにあるのですか

わたしとあなたの間にはなぜ距離があるのですか。



　わたしはなぜ　運命の鎖につながれているのですか　教えて下さい

　あなたに死がなく　わたしにはなぜ死があるのですか　教えて下さい。





◎ゼンデ・ルードは人間はなぜ死に、神であるあなたはなぜ死なないかなどとさらに六つの質問をする。






神の声


おまえは四（１）つの方角を持つ世界の中にいる

その中に含まれる者は誰でも死（２）ぬ。

おまえが生（３）を願望するなら自我を取れ

そして四（４）方向を自らの中に沈めよ。



　おまえはわ（５）かる　わたしが誰でおまえが何か

　この世でおまえはいかに死んだか　いかに生きたか。





◎神はゼンデ・ルードの質問に、もしおまえが霊的認識を得ればわたしの答えの意味がわかると言う。

（１）物質世界。

（２）物質世界と関係を持つ者は肉体的に死ぬだけでなく精神的にも死ぬ。これはわが法である。

（３）永遠の生。

（４）永遠の生は、人間が霊的認識を知り、宇宙を征服した時、可能である。肉体の死は一つの自然の命令である。

（５）おまえが霊的認識を得ると、おまえとわたしの間に違いのないことがわかる。






ゼンデ・ルード


こ（１）の愚かな者の懇願をお受け下さい

ベールを運命の顔からお取り下さい。

わたしはロシアやドイツの革命を見ました

イスラーム教徒の命の中にも混乱を見ました。



　わたしは西（２）洋と東洋の策略も見ました

　わたしに少し西（３）洋と東洋の運命を見させて下さい。





◎最後にゼンデ・ルードは神にその顔を見せてほしいとお願いをする。

（１）神よ、真理の美よ。そして運命とは何か語って下さい。

（２）西洋は東洋を隷属化させようと努力する。一方で東洋は西洋の力を払い除けようと努力する。

（３）それらの運命に何が書かれているか。






威厳ある顕現の出現




１





突然わたしは自分の世界を見た

自分の世界の大地と空を見た。

わたしは夕焼け色に　それが染まるのを見た

茜あかね色いろのような暗赤色の色を見た。

わが身の上に起こった顕（１）現で

預（２）言者ムーサーのように気絶して倒れた。

その顕現の光がすべてのベールで覆われたものを明らかにした

わが舌から話す力を奪い取ってしまった。



　この世にない世界の中心より

　一つの情熱的な声（３）が聞こえてきた。





◎ゼンデ・ルードの神への願いに対し神の反応が二連で述べられる。

　　第一連では神は姿を見せず別の仕方でその存在を示し、ゼンデ・ルードは気絶する。正気に戻ると神の声がする。

（１）神の顕現。

（２）シナイ山のムーサーのように。クルアーン第７章１４３節参照。

（３）正気に戻ると神の声が聞こえてきた。






２





「東（１）洋から離れよ　西洋の魅力に惑わされてもいけない

古い方も新しい方も共に大（２）麦の穀粒ほどの価値はない。

おまえがア（３）フレマンのところで失った宝（４）石

そ（５）れをジブリールの下へ抵当として入れることはできない。

生（６）は集団をも飾り個人の保護者でもある

隊商の中にいる者よ　すべてから離れていても共にいなければならない。

おまえは輝く太陽より輝いている

す（７）べての粒子に太陽の光が届くように生きなければならない。

風の道に落ちた枯れ葉のように

エ（８）スカンダルもダ（９）ーラーも　カーバードやフスローも消えて今（10）残らない。



　おまえの杯の小ささのせいで酒場は不名誉を受けた

　大（11）杯を取り賢者のように飲み干しさあ行かなければならない」





◎２神の姿は依然として見えず神の声だけがする。その声はここに掲げた詩のようであった。だがそれはイクバールのペルシア語詩集『ペルシアの詩篇』（一九二七年）から引用したガザルであった。

（１）東洋の過去の偉大さ。

（２）東洋も西洋も模倣する価値がない。

（３）ゾロアスター教の悪神。

（４）心。その中におまえは神の代わりに悪神を住まわせた。

（５）悪神が住み、悪神の奴隷になっている心を大天使ジブリールに抵当として出せない。

（６）共同体とも関係を持ち、個人主義の要素を持つことも必要。

（７）すべての人がおまえから恩義が受けられるように。

（８）ギリシアのアレクサンダー大王（前三五六～前三二三年）。

（９）ダーラー以下三人はイスラーム以前の古代イラン王。

（10）死後も残っているのは大王でなく神の人である。

（11）神の酒を大杯で心行くまで飲め。そうすれば創造主はおまえに消滅なき永遠の生を与えるだろう。












Ⅸ　ジャーヴィードに宛てて　新世代の若者へのメッセージ





　『永遠の書』の最終章は息子ジャーヴィード・イクバール（一九二四～二〇一五年）へのメッセージである。この本の題名は息子ジャーヴィードの名前から取られ、その意味は永遠である。この本が出版されたのは一九三二年、息子ジャーヴィードが八歳の時であった。しかしこの最終章のタイトルの副題には「新世代の若者へのメッセージ」が付いているようにメッセージは新世代の若者に宛てたものである。イクバールはムスリムの若者全部に人生の浮沈や経験を語りながら、若者へのメッセージを十三節にわたって述べている。

　イクバールは、このメッセージにおいて、イスラームの若者にイスラームの人生の完成と行動とは何かを語る。すなわち清貧と自我、愛と寛容の道を進めば、人生の曲がりくねった道も成功裡に歩むことができ、目的地に到達できるというのである。













第１節





飾った言葉では何（１）も得られない

心の底にあるもの　それでは外に表れない。

わたしは百のことをベールなしで言ってきたが

本の中に表されないことをわたしは持つ。

もしわたしがそれを語ると一層混乱するだろう

語（２）句や音声がそれを一層混乱させて。



　情（３）熱をわが眼差しより取ってくれ

　夜明けの嘆きよりわが溜め息を取ってくれ。





◎１イクバールはこの章で自分の息子ジャーヴィードに語りながら当時のムスリムの若者にメッセージを送っている。

　　この章は十三節から成り、第一節はこの章の序である。神の唯一性はこの世で最大の真理である。だがその概念は語句での説明では明らかにならず、他との交流をもって実行することでわかるという。

（１）神の唯一性について。

（２）以前に語った語句のせいで。

（３）わが溜め息の中に生じた苦痛、それをわが心の印と考えて。






第２節





おまえの母親が最（１）初の教えをおまえにした

おまえの蕾はそのそよ風で開いた。

そのそよ風でおまえはこの色と匂いを持つ

わ（２）が宝よ　おまえの価値はそ（３）のせいである。

永（４）遠の富をその母から得た

その唇から「神（５）はなし」の教えを学んだ。

息子よ　目（６）の興味はわたしから学べ

「神はなし」の言葉で燃えることはわたしから学べ。

「神はなし」と言うのか　それなら命を込めて言え

おまえの体（７）から芳香が出るように。

太陽や月も「神はなし」の情熱で回転している

わ（８）たしはその情熱を塵芥の中にも見た。

この「神はなし」の二語は語句ではない

この「神はなし」の言葉は助命なしの剣以外の何物でもない。



　その情熱で生きることは怒りである

　「神はなし」の言葉は一撃であり致（９）命的な一撃である。





◎２おまえは誕生と共に母親によりムスリムとなった。今は父親であるわたしが体験を通してムスリムとは何かを教えたい。

（１）アザーンを耳に吹き込みおまえをイスラーム教徒にした。

（２）わが息子ジャーヴィードよ。

（３）母親の教え。

（４）宗教と信仰の富。

（５）母親から信仰告白の句を学びムスリムになった。

（６）信仰告白の句の火で燃えることは父親から学べ。

（７）人生を実際に信仰告白の句に応じて生きられるように。

（８）神は宇宙を作り、自分の唯一性に多数の姿を与えた。

（９）単に口で言うことはムスリムの威厳にならない。神の唯一性を自らの上に実施し、他の中にもこの感情を生じさせ、悪の力と衝突し、それを消滅させる一撃である。






第３節





敬虔なムスリムモミンであって他の人の前で隷従の腰帯を巻くのか

敬虔なムスリムであって反逆し困窮の様で不和の態度を取（１）るのか。

宗教や共同体を僅かな金との引き換えで売（２）ってしまった

家財道具や住み処まで燃やしてしまった。

その礼拝の中に神の唯一性があったが今はない

その請願の中に媚（３）態もあったが今はない。

輝きがその断食や礼拝になくなった

神の顕現がその宇宙になくなった。

神がその人にとり支えであった者が

今は物欲と死の恐怖に苛まれ　混（４）乱に巻き込まれている。

彼らからあの酔い　あの愛　あの歓喜が消えた

その宗教は聖（５）典の中にあるだけ　ムスリムは墓（６）穴の中にいるだけ。

彼らは現代社会と交友関係を作り

二人の自（７）称預言者より教えを受けた。

これら預言者の一人はイ（８）ラン人でもう一人はイ（９）ンド人

前者は巡礼ハッシを知らず　後者は聖戦ジハードを行わず。

聖戦や巡礼が宗教的義務ではなくなると

断食や礼拝の意義も薄（10）れてしまった。

礼拝や断食から魂が出てしまうと

人間は手綱なしとなり共同体は組（11）織なしとなった。

今日のムスリムの心はクルアーンの熱さとは無縁で空っぽである

このような人々に改革改善の希望をどうして持てるか。



　ムスリムの人々は自分を忘れてしまった

　ヒ（12）ズルよ　ムスリムの人々に救（13）助の手を　水は頭を越えてしまった。





◎３現代のムスリムは惨めな状態になってしまった。その原因の一つは二人の指導者が出て一人が巡礼ハッジを禁じ、もう一人が聖戦ジハードを禁じたことだ。

（１）それではモミンの威厳がない。

（２）今日のムスリムは。

（３）アッラーの前に自らの無力さを示す謙虚さがない。

（４）ムスリムは命や富を神の委託物と考え、その犠牲を惜しまなかったが今はそれがない。

（５）聖典クルアーン。

（６）ムスリムはその教えを実施せず、単に動いている死体である。

（７）預言者ムハンマドを捨てて偽預言者に従った。

（８）ミルザー・フサイン・アリー・バハー・アッラー（一八一七～九二年）で巡礼や預言者ムハンマドによるイスラーム法を破棄。

（９）ミルザー・グラーム・アハマド（一八三八～一九〇八年）で聖戦ジハードを禁じた。

（10）単なる見せびらかしのものとなった。

（11）分離と分断の餌食となった。

（12）預言者の一人で生命の水を飲み永遠の生命を保ち、道案内をする。

（13）救助は誰にでもできるものではない。神のような人の出現を待つよりほかにない。






第４節





大地が揺れ動き

太陽や月もそれで動き出した跪（１）拝。

もし石の上にその跪拝の跡がつくと

石も溶けて煙のように空中に広がった。

だがその跪拝はただ頭（２）を垂れるだけ

今はその中に老衰というもの以外何も残っていない。

至（３）高の神のようなあの威風堂々の姿はどこか

これは神の罪のせいか　あるいはわれらの過ちのせいか。

誰（４）もが自分の道を急ぐだけ

駱駝は手綱なしで無闇に走るだけ。



　ク（５）ルアーンを持っていながら探求心がなく

　不思議だ不思議　実に不思議だ。





◎４ムスリムの惨めな状態を嘆いている。かつての跪拝には石をも溶かす力があった。

（１）情熱を込めてされる跪拝には偉大な影響力がある。

（２）昨今の跪拝はやむなく頭を下げるだけでなんの影響力もない。

（３）跪拝の中に至高の神についての語句が出てくるが、今それは物質主義に陥った現世の神に向けられている。

（４）神の唯一性の考えがなく無目的に進むだけ。

（５）ムスリムはクルアーンの人でありながらそれに関心がない。






第５節





もし神がおまえを見識ある人にするなら

来たるべき時代がどんなものであるかよく見よ。

この時代の人々の知能は恐れを知らず心は熱情を欠き

目には恥じらいがなく　心は虚構の美に浸る。

学問や芸術　宗教や政治　理性や心

それらすべて組になって水（１）や土の方に向かう。

太陽の昇るア（２）ジアは

外（３）に関心が向かい自らベールに隠れている。

そこの人々の心は新しいことを知らず

どんなに安くても自分たちのものを買おうとしない。

その古い世界での生活は

静（４）止し氷結しており　旅の味もない。

それはいわゆるム（５）ッラーの獲物で君主の餌食

その下での思考は足の不自由な鹿である。

知能　宗教　学問　名誉これらすべて

西（６）洋の君主の鞍の革帯に括くくり付けられている。

わたしはその思想の世界を攻撃した

そ（７）の秘密のベールを剝ぎ取った。



　わたしは胸の中のわが心を血に染まらせた

　そしてその世界を変わらせた。





◎５アジア諸民族の状態を概観し、彼らにかつての自信を取り戻させようと助言。イクバールの願望は人々の思考を西洋から解放することにあった。

（１）精神的感情に乏しく単に物質主義の世界に向かっている。

（２）かつては学芸の泉だった。

（３）今は西洋文化の心酔者で自分の文化を知らない。

（４）実行の動きがない。

（５）モスクで礼拝を先導する者。

（６）西欧を模倣した結果イギリスの追随者となっている。

（７）わたしは詩作で東洋の人々の思想や政治の弱さの秘密を明らかにした。






第６節





わたしはこの時代の性格を二（１）つの言葉で言った

二（２）つの海を二つの容器に入れた。

わたしは複雑な言葉と辛辣な言葉を使った

人々の知（３）能と心を虜にするために。

西洋人のように深（４）遠な言葉を使った

ラ（５）バーブの弦から酔ったような呻き声も上げた。

愛の本質は唱名ズイクルで知能の本質は思考フィクルである

おまえが思（６）考と唱名の遺産を引き継ぐ者となるように。

わたしは一つの小川　わが本質は二（７）つの海である

わ（８）が別離は別離　わが合一もある。



　わが時代の様子は異（９）なっている

　それでわが気持ちは別（10）の反乱を起こした。





◎６イクバールは表現する内容により使用する言葉を変えると言う。さらに現代には現代に合った表現法があると言う。

（１）英語での表現とペルシア語やウルドゥー語での表現。

（２）思考の領域と感情の領域。

（３）わたしの言葉の中には二つの力がある。知能に衝撃を与える力と愛に影響を与える力。

（４）哲学的・学問的な話のために。

（５）弦楽器から出る愛の詩の時は。

（６）思考と愛で豊かになるように。

（７）知能と愛。

（８）わたしは知能と愛を別々の特徴をもって語った。互いの関係にも焦点を当てた。

（９）前の時代とは。

（10）時代が違うと詩人も異なった書き方をするので。それゆえイスラームを述べる場合も現代式に述べることになった。






第７節





若者たちの唇（１）は乾き　その杯は空から

顔（２）は輝き頭はぴかぴか　だが内面は暗い。

目（３）が利かず確信がなく絶望の虜

彼らの目は世界の中で何も見ていない。

これら臆病な者たちは自（４）らの存在を否定し他を信頼してしまい

その結果偶（５）像寺院の石工は　彼らの土で煉瓦を作っている。

学校は自らの目的を熟知していない

そのせいで若者の内（６）的感情の育成にまで道が達していない。

天性の輝かしさをその清い命より洗い落としてしまった

優美な花はその枝から一つも出てこなかった。

わが石工は　煉瓦を間違って置いている

家鴨あひるの習慣を鷹の子に教えている。

知（７）識が人生から情熱を得ないと

心は出来事より楽しみを得られない。

知識とはおまえの立つ場所を説明する以外の何（８）物でもない

知識とはおまえにクルアーンの節を解説する以外の何物でもない。

五（９）感の火で燃えねばならない

おまえが自分の銀を銅より区別するには。



　神の知識は五感で始まり最後は目撃である

　その最後は人（10）間の理解では得られないものである。





◎７現代の若者は外面的には輝いているが内面は暗い。それは教育制度に起因しているとし、どんな教育が必要かを述べている。

（１）唱名や思考の楽しみを知らない。

（２）体や頭は生き生きしているが精神的な世界は暗い。

（３）宇宙の真実を知る洞察力がなく人生の目的を知らない。

（４）自分の伝統を評価せず西洋民族（イギリス）のものを評価。

（５）他の民族は彼らの自信のなさを利用して自らの利益を図る。

（６）今日の教育の仕方は頭脳や体は作るが精神の育成に欠ける。

（７）恋の感情なしでは知識とはある意味で心の死である。

（８）真の教育とは人間の正しいあり方や目的を教えるもの。

（９）本物と偽物の区別には五感が必要である。

（10）知識の獲得のようなことではなく、托鉢僧だけが知っていること、体で感じ取ることである。






第８節





おまえは賢人の書いた百冊の本を読む

だ（１）が完全な人の目から得られる教えの方がよい。

目から零れる師の酒で誰もが

酔（２）う　それぞれの仕方で。

朝（３）風の息で灯明は消える

だがチューリップの花は朝風でその杯を満たす。

大（４）食いをせず　惰眠を貪らず　寡黙であれ

自（５）分の周りをコンパスのように回っていよ。

神の否定者はム（６）ッラーにとり邪教徒である

だが自（７）己の否定者はわたしにとり神の否定者以上の邪教徒である。

そ（８）れは神の存在の否定で軽率である

こ（９）れは性急で暴虐であり愚かでもある。

誠（10）意をしっかりと示せ

そのようにして王や豪族たちの恐れから自由となれ。

おまえは怒りや喜びの中で正（11）義を手放すな

清貧と富裕の中で中（12）道を捨てるな。

神の命令が厳しいか　クルアーンの秘義的解釈を探すな

自（13）分の心以外のどこからも灯明を探すな。

魂の擁護には過度の唱名と熟慮が必要

肉体の擁護には若さの中で欲望の抑制が必要。

現世と来世の支配には

魂と肉体の擁護なしでは手に入らない。

旅の目的は見学の楽しみである

も（14）し視線が巣にあるなら　飛ぶな。

月は満月を目指して回転している

人間の旅には止（15）まる場は禁忌である。

人（16）生とは飛翔の楽しみ以外の何物でもない

巣は人間の本性に適合する物ではない。



　烏や禿鷹の食料は墓の土の中にある

　白（17）鷹の食料は月や太陽の周りにある。





◎８実物の目撃の重要性とスーフィー聖者との交流で学ぶ重要性を示す。その後、対句十四、十五で神秘主義の極限を示し、人生の本質と目的を語る。

（１）スーフィー聖者との交流の一瞬から得られる目撃の方が百冊の本を読むより良い。

（２）誰でもがそれぞれの能力に応じて師から恩恵を得る。

（３）対句三は対句二の説明。朝風は同じであるが、それから灯明は死を、花は生を得る。

（４）スーフィー求道者のようであれ。

（５）自我を強化して他人の手を煩わすな。

（６）モスクで礼拝を先導する者。

（７）人間は神の代理人であるとする考えを否定する者。

（８）神の否定者。神の存在を探すことをせずに軽率である。

（９）自己の否定者。自己を否定して自己の隠れている力を知らず愚かである。クルアーン第17章11節、第33章72節参照。

（10）神の存在の方に真心をもって注目すれば神でない者の力に恐れることはない。クルアーン第39章２節参照。

（11）仲間にも敵にも。クルアーン第５章８節参照。

（12）穏やかにしなさい。クルアーン第31章19節参照。

（13）自分の心を霊的認識で明るくして。

（14）進歩や永遠を得るためには絶えざる努力が必要である。

（15）月は満月になるまで増大するがその後は衰退の道を辿る。人間の旅は絶えず進まねばならない。

（16）神秘主義の究極の人生観でスーフィー求道者の精神的な進歩には限界がない。

（17）烏や禿鷹は死肉を食べる。白鷹は生肉を食べる。






第９節





宗教の秘密は言（１）葉の真実と清浄な食物にある

孤独であれ集団であれ神の美に視線を集中させることにある。

宗教の道では　ダ（２）イヤのように堅く生きよ

心を神につけて不安なしに生きよ。

宗教の秘密の中より一つの秘密をおまえに語る

ム（３）ザッファル王の物語をおまえに語る。

彼は行為の誠実さで唯一無二の人であった

バ（４）ーヤジードのような清廉潔白のスーフィーであった。

王の下に　一頭の馬がいたが自分の子供のようにかわいがった

その馬は戦闘の時　自分の主人のように奮闘した。

その馬は小麦色でアラブの血筋を引き

忠実で欠点がなく純血種であった。

微妙な点を弁える敬虔なムスリムにとり何が愛しいか

クルアーンや剣（５）や馬のほかに。

その馬の血統の良さをどう説明すればいいか

それは山や海を風のように疾走する。

戦いの日には瞬きより速く飛び出し

突風のように山や谷間を駆け抜けた。

その奮闘努力で終（６）末の日のような混乱となった

岩はその蹄の強打で粉々になった。

ある日その馬は親愛なる人間のように

腹痛で弱り果てやつれた。

獣医は酒でその治療をした

王の馬をその苦痛から救った。

神を知るその王（７）は二度とその馬に乗らなかった

敬虔さに対する考え方がわれわれと違うので。



　神よどうか　おまえに心臓と肝臓が与えられますように

　イスラーム教徒の服従とは何かがおまえがわかりますように。





◎９宗教の根本とは、真実の言葉を話し、清浄な食物を取り、そしていかなる場合でも神の存在を感じることとし、このことをある王の話で説明する。

（１）神の顕現はいたる所にあり噓をつくことや悪事は不可能である。自らの稼ぎで食べよ。虚偽の言葉を避けよ。クルアーン第22章30節参照。

（２）神の好みに合うように堅固な建造物であれ。クルアーン第61章４節参照。

（３）信仰厚いイスラーム教徒の王（在位一四五六～一五一一年）でグジャラート出身。

（４）バーヤジード・ビスターミー。

（５）敵に対するにはできる限りの武力と馬を用意せよ。クルアーン第８章60節参照。

（６）歴史は人間の創造により始まり、終末で終わり、来世が始まる。来世が始まる前の終末の時に大混乱が起こる。

（７）馬は酒を飲まされ回復した。だが酒はイスラームでは禁忌である。禁忌なものを口にした馬は不浄と考え、その馬に王は乗らなかった。






第10節





宗教とは神を求めて完（１）全に燃えることである

そ（２）の極限は愛でその開始は礼儀である。

花の名誉とはそ（３）の色や匂いである

礼節なしとは色や匂いのないことで面目ないことである。

若者が礼節なしでいるのを見ると

わ（４）が昼は夜のように暗くなる。

わが胸の中に不安が増すと

ム（５）スタファーの時代をわたしは思い出す。

わたしはわ（６）が時代を情けなく思い

それで過ぎ去った時（７）の中にわが身を隠している。

女性のベールとはその配偶者かその墓である

男性のベールとは自分自身を悪い交友から守ることである。

唇（８）に悪態をつかせるのは罪である

邪教徒も敬虔なムスリムもす（９）べて神の創造物である。

人（10）間性とは人間の尊重である

人間の地（11）位を知らなければならない。

人間は人と人との関係からある

おまえは友（12）情の道を一路邁進せよ。

愛の僕しもべは神の仕方を取る

邪（13）教徒にも敬虔なムスリムにも優しくあれ。

無信仰も信仰篤き心も心（14）の広さの中に取れ

心がもし他の心から逃げると残念である。



　たとえ心が水（15）と土の監獄の中にあるとしても

　こ（16）れらすべての宇宙は心の中にある宇宙である。





◎10前節に続き宗教についての忠告である。ここでは宗教の本質を神を求めて燃えることとして、以前とは異なる仕方で宗教を語る。

（１）神や心を捕らわれる者に対して。

（２）他者に礼儀と愛を持って接する。

（３）花に色や匂いがないと誰も寄り付かない。

（４）その悪い習慣に心が痛む。

（５）預言者ムハンマドのこと。預言者は礼節を持って当時のアラブの無知と残虐さを人間性を持つ社会に変えようとした。

（６）人々が無礼であるわが時代。

（７）昔の時代の思いに耽っている。

（８）祈る者を謗そしってはならない。クルアーン第６章１０８節参照。

（９）それゆえ愛を持って接しなければならない。神は万有の主。クルアーン第１章２節参照。

（10）人間を尊重しないと人間性は生じない。人間性には二つの意味がある。一つは人間関係を取り結ぶこと。もう一つは人間の高貴さ、善行である。

（11）人間は地上で神の代理者。クルアーン第６章１６５節参照。

（12）神の被造物を愛して。

（13）おまえも神のように。

（14）心の中に広さを生み誰をも愛せ。

（15）水と土でできたものの意で、体のこと。

（16）心は限りなく広い。他を嫌悪してわざわざ狭くするな。






第11節





たとえおまえが村（１）の所有者の一人であれ

清貧を手から離すな　手から離すな。

そ（２）の熱情はお（３）まえの命の中にも眠っている

その古い酒はおまえの祖先の中にもある。

この世で心（４）の苦痛以外　物は求めるな

恵みは神に望み王から求めるな。

なんとしばしば熟慮する人でも洞察力ある人でも

目（５）が見えなくなってしまうか　恵みの多さによって。

恵みの多くが心を通ると

請願が心から消え媚態をもたらす。

わたしは何年もこの世を流離さすらってきた

わたしは金持ちの目に潤（６）いのないのを見た。



　わたしは托鉢僧として生きてきた人にわが身を捧げたい

　残念に思う　神（７）と疎遠になって生きてきた人は。





◎11清貧の重要性を明示し、若者に拝金主義を避けることを訴えている。

（１）たとえ限りない富があっても謙虚の中にこそ人間味がある。

（２）その清貧の情熱。

（３）イクバールの息子ジャーヴィード。

（４）他の人の苦痛に加われ。

（５）富の前ではどんなに優れた人でも不正や不義の区別がなくなってしまう。クルアーン第42章27節参照。

（６）他に対する同情のなさ。

（７）神を忘れてしまった人々。






第12節





ムスリムの中に探すな　あの熱（１）情を

あの確信　あの色と匂い　あの熱情を。

学（２）者ウラマーはクルアーンの知識を求めない

神（３）秘主義者スーフィーたちは獰猛な狼で長髪の人である。

ハ（４）ーンカーで神よの叫びがあるとはいえ

土瓶に酒を入れている若（５）者はどこか。

西欧崇拝のムスリムも

蜃（６）気楼より天国の泉を探している。

これらすべての者は宗教の秘密を知らない

これらすべての者は憎（７）悪の人である。

善が選（８）ばれし者の誰にも禁忌である

わたしは人々の中に誠心を見たが。

宗（９）教の人を憎悪の人から区別せよ

神の人を探せ　そしてそれと共にあれ。



　禿鷹の習性は別である

　白（10）鷹の飛翔の威厳は別である。





◎12ムスリムの三つの階層、すなわちウラマー、スーフィー、西洋かぶれのムスリムの現状を明らかにしている。

（１）預言者ムハンマドに対し抱いていたかつての感情。

（２）イスラームの学者は宗教の真実を知らない。

（３）神秘主義の本質を知らず人の弱味に付け込んでぼろ儲けをしている。

（４）スーフィー教団の道場。

（５）誰も神秘主義に酔っていない。

（６）そこにムスリム的な利益を探している。

（７）同胞と相和して生きるのではなく、互いに敵意を持って生きている。

（８）ウラマー、スーフィーなど。

（９）神と共にあり神の性質を持ち神と関係を持つ人。

（10）禿鷹は死肉を食べるが白鷹は神を求める。白鷹と交友せよ。






第13節





神（１）の人は天から稲妻のように急襲して来る

東西にある町や荒野を薪（２）のように燃やしてしまう。

わ（３）れわれはいまだ宇宙の闇の中にいる

そ（４）れは宇宙の管理運営に携わっている。

そ（５）れはカ（６）リームでありメ（７）シアでありカ（８）リールである

それはムハンマドでありクルアーンでありジ（９）ブリールである。

それは心（10）の人の宇宙の太（11）陽である

その光線で心の人の生がある。

そ（12）れはまず自らの火の中でお（13）まえを燃やす

さらにおまえに王（14）たることを教える。

われらすべてそ（15）の熱情で心の人となる

さもなければ水（16）と泥の誤った絵である。

わ（17）たしは残念に思う　おまえが生まれた時代を

おまえは物質主義に浸り　魂（18）について知らないのを。

肉体は精神の飢餓で安価になってしまった

神の人は自らの中に隠れてしまった。

探索してもそのような人は得られない

たとえ面と向かってそのような人を見ても。

おまえよ　探（19）求の楽しみを手放すな

たとえおまえの仕事に百の困難が起ころうとも。

もし神のような人との交際がないなら

わたしが父や祖父から聞かされてきた方（20）がいい。

師（21）ルーミーをおまえの道中の友にせよ

神がおまえに熱情を与えてくれるように。

なぜならばルーミーは脳（22）味噌と皮の区別を知っている

そ（23）の足は友の道で強くなる。

人々はそ（24）の作品の説明をした　だが誰もそれを理解しなかった

その意味は羚羊のようにわれわれの元より逃げてしまった。

体（25）の踊りを人々はその言葉から学んだ

だが魂（26）の踊りに対しては目を閉じてしまった。

体の踊りは埃を舞い上がらせる

魂（27）の踊りは天をひっくり返す。

知識や知恵は魂の踊りで手に入る

大地も空も手に入る。

人はそ（28）れでムーサーのような情熱の持ち主となる

共同体はそれで偉大な国の後継者となる。

魂（29）の踊りを習うことは難しい

神（30）なしのものを燃やすことは難しい。

貪欲と悲しみの火で心が燃えると

魂（31）は踊らない　息子よ。

悲しみは信仰の弱さであり憂鬱である

若者よ　悲（32）しみに圧倒されるとは早過ぎる老化だ。

おまえは認めるか　貪欲は現在の清貧の振りをしているのを

わたしは自分自身をよく支（33）配する者に頭を下げる。

我慢できないわが魂の慰めであるおまえよ

もしおまえが魂（34）の踊りに恵まれれば。



　わたしはおまえにムハンマドの宗教の秘密を語ろう

　さらにおまえのために墓の中で祈ろう。





◎13本節をもって本書は閉じられる。ここでイクバールは、本書の要諦とも言える四つの点を述べている。第一は神の人、第二は神の人の探索、第三は人生における師として挙げたルーミーについてである。そして、最後にイスラームの目的を語る。

（１）神の人とは完全な師のことであり、神によりこの世に派遣される。

（２）神の人は偽りの力を落雷で穀物倉を燃やすように燃やしてしまう。

（３）われわれは宇宙の乗客である。

（４）神の人は宇宙を自分の思いどおりに動かしている。

（５）神の人、すなわち完全な師。

（６）「神と話をする者」の意で、預言者ムーサーのこと。

（７）救世主でイエス・キリスト。

（８）（神の）真の友の意で預言者イブラーヒームのこと。

（９）大天使の筆頭、預言者ムハンマドに最初に啓示を教えた。

（10）心の人とは敬虔なムスリム、ここではスーフィー聖者のこと。

（11）太陽として機能する。

（12）心の人。

（13）僕しもべを愛の情熱で酔わせる。

（14）創造主以外この世の者すべて必要がない。すなわち神以外に従う必要がない。

（15）心の人との交流で人間が正しい人間、すなわち心の人となる。

（16）単なる動き回る死体である。

（17）この対句より対句十までが神の人の探索について。

（18）精神や感情の働きについて。

（19）生き方を指導してくれる師の。

（20）その方でも今まで述べてきた師としておまえの助けになる。なおこの対句より対句十五までで人生の師について。

（21）ペルシア文学最大の神秘主義詩人（一二〇七～七三年）。

（22）ルーミーは信用できる友であり、正邪を区別できる。

（23）ルーミーの歩みは友のところでさらにしっかりとしたものとなる。

（24）ルーミーの『精神的マスナヴィー』を指す。

（25）スーフィー求道者の聖カ者ツを賛ワえーる音リ楽ーでの陶酔した踊り。

（26）スーフィー求道者がアッラーの愛の中で自分自身を忘れ、自分の中にアッラーの性質を見出す行為。

（27）天の回転、すなわち革命を起こさせること。

　なおこの対句十六より最後まででイスラームの目的を語る。

（28）魂の踊りでクルアーンに登場する諸預言者の一人、ムーサーのようになる。

（29）神以外のすべてのものとの関係を絶たねばならないので。

（30）間違いを起こさせるもの、すなわち女、金、土地などへの愛。

（31）現世の諸関係に浸ると人々は魂の踊りを享受できない。これらの諸関係から離れている者がこの魂の踊りを得られる。

（32）この世の諸関係がもたらす悲しみ。

（33）正しい神の僕とはあらゆる方法で迫りくる貪欲や渇望に捕らわれず、それを拒否する者である。

（34）魂の踊りや魂に歓喜することは神の愛やムハンマドの愛に夢中になることで得られる。








解説







『永遠の書』とイクバール




（一）不人気だった『永遠の書』初版




『永遠の書』はイクバールのすべての著作の中で、一番高度で学者らしい著作である。最初より最後までクルアーンや言行録、そしてペルシア詩人の詩句を引用した真理と知識に満ちているものである。この特徴に従えばこの本の初版の売れ行きは他を圧し、再版が期待されるものであった。だが実情はその反対で、普通イクバールの著作の初版が出ると、一、二年後には再版が出るのが常であった。だがこの『永遠の書』は初版が一九三二年で、第二版が出るまでに十五年かかり再版は一九四七年であった。

　その不人気だった理由を、ガーリブ（一七九七～一八六九年）やイクバールの詩の注釈で有名なＹ・Ｓ・チシティーは六つ挙げている。

　第一の理由、この本はウルドゥー語でなくペルシア語で書かれている。

　第二、この本で述べられていることは内容が難解で、ペルシア語がわかる人でも主題が容易につかめず、読む楽しみが得られない。それゆえ、数ページ読んで読者は本を閉じてしまう。イクバール自身もその難解さを弁えており、この本の冒頭で次のように書いている。




わたしが述べたことはほかの世界のことです

この本はほかの天についての話です。

ページ23




　一般のムスリムが哲学的論証に興味が薄く、また数学的科学的なものにも関心がないとすると、ほかの世界のことが述べられている内容の本に彼らがいかに関心を向けることになるか。読者がその世界に多少とも知識がないと、読者が詩人の想像力や構成力についていけないのは自明の理である。

　第三、『永遠の書』は高度な長編の寓意詩で、その中にはいたる所に暗示、比喩、隠喩の表現があり、ペルシア語が読めるからといって、その中の秘義が理解でき、仮想の覆いを払いのけて、内容の真の意味がわかるというものでもない。

　第四、この本の中で述べられている人物の殆どについて、読者はよく知っていない。例えば、インドの聖者ヴィシュヴァー・ミトラ、仏教の開祖ゴータマ・ブッダ、作家のトルストイ、「われは神なり」と唱えたハッラージュ、イランの王サイヤド・アリー・ハマダーニーなど、これらの人物はこの本を読む人にとりなんの興味も起こさせない。バルタリーハリーやナースィル・フスローが誰だかわからないと、それらの人々の話に興味が湧かない。その上、殆どの読者が登場人物に混乱し、その混乱がその先にある魅力に行き着かぬままに読むことを諦めさせてしまっている。

　第五、イクバールが人々とした対話や質問は、読者が哲学や神学、神秘主義の基礎的知識がないと、それらを読んでも面白くない。そして当時の教養ある人々がそれらの獲得を時間の浪費と考えていた状態では、彼らにこの種の議論にどんな興味があるか語る必要はない。

　第六、わが民族の教育ある人には、その伝統的な怠惰のせいで軽薄さに慣れてしまっている。その上、西洋流の教育はそれらの人々の学問に対する好みを衰退させ、宇宙と生命のような重要な問題を熟考することは重荷になってしまった。

　そして最後の理由を次のように述べている。本の題名のせいでこの本の基本的思想が何かわからない。それは「Ⅰ　祈願」で述べられている最初の祈願の所にあるが、一読しただけではそれがわからない。わからないうちに天の言葉が出てきて、天は地を罵倒する。そしてその後、預言者ムハンマドの昇天の秘密が明らかにされ始める。そんな訳で読者は混乱するだけでわかりづらく興味が湧かない。

　この本の注釈者はさらに言う。『永遠の書』の解説をその真価どおりすることは難しいと認める。とはいえ、わが努力は全面的に成功するとは言えないにしろ、熱心な読者にはこの偉大なる書の理解を容易にするだろうと確信すると述べている。

　イクバールの詩集でペルシア語だからといって二版が出るのに十五年かかったことは異常である。『永遠の書』の出版の前にイクバールはペルシア語の詩集を五冊出している。一九一五年にAsrār-e Khodī（『自我の秘密』）、一九一八年にRomūz-e Bikhodī（《忘我の秘義》）、一九二〇年にこれらを合本にしてAsrār-o Romūz（《秘密と秘義》）、一九二三年にPayām-e Mashreq（《東洋のメッセージ》）、一九二七年にZabūr-e ʻAjam（《ペルシアの詩篇》）を刊行しているのである（《 》を付したものは未邦訳）。今、『永遠の書』の初版の出版年に近い《東洋のメッセージ》と《ペルシアの詩篇》のそれぞれ二版の出版年を見ると、《東洋のメッセージ》は初版の出版年の翌年の一九二四年である。《ペルシアの詩篇》の場合、重版は間違いないのだが、二版の出版年は不明。ただ、三版の出版年は一九四四年であるので、二版は初版の七、八年後と考えられる。これらからすると二版が出るのに十五年かかった『永遠の書』は異常である。その良さがわかるのに時間がかかったという以外には言いようがない。二版が出るとその後は四、五年毎に版を重ね、一九八二年には一〇版となり、他の詩集に劣らずその人気振りを見せていることからもわかる。




（二）『永遠の書』が書かれた当時の状況




　一九二八年、イクバールはマドラス講演の編纂の仕事が済むと、この本の大要を頭の中で用意した。そして一九三一年の終わりに完成させ、一九三二年にこの本が初めて出版された。

　当時は世界が第一次世界大戦で一九一四年から一九一八年まで、ヨーロッパの渓谷に植えられた木の苦い果実を食べている時代であった。そして次のような特徴が見える。

（１）宗教や倫理が深い墓に埋葬された後、政治家や思慮深い宗教家は、政治の悪魔的見解を宗教のよき報いにする努力をしていた。

（２）ロシアで社会主義が全体の力を得ていた。そしてスターリンはその不幸な国を背教と無宗教の中心とするために持てる力の全部を使っていた。

（３）四囲を見渡しても、いずこも不況の波に洗われていた。インドではこの時代、大卒の給料が月々二五～三〇ルピーがやっとで、その状況が一九三九年まで続いたと言われている。

（４）第一次世界大戦の恐慌と災害の後、東洋と西洋の両方の国々の住民の頭にはこの荒廃、蛮行、暴虐の水源はどこにあるかの問いが駆け巡っていた。そして人間はその高さから落ち、動物の列になぜ加わってしまったか、人間性を失ってしまった病の治療はどうすればよいかも問われていた。

（５）インドはかつては天国のようであったが、イギリスの統治により、ヒンドゥー・ムスリムの騒動の恒久的な戦場となっていた。

　ヒンドゥー・ムスリムの騒動のほか、インド国内中でもいたる所で問題や争いが生じていた。一八八五年設立の国民会議派をめぐる問題、一九〇五年ベンガル分割令の発令とその反対闘争となる国産品奨励のスワデーシ、一九〇六年東インドのダッカで結成された全インド・ムスリム連盟の問題、一九一九年のローラット法施行やそれに伴うアムリトサルの大虐殺事件、一九二〇年頃より盛んになった反英非協力運動や塩の生産運動、一九二七年のサイモン委員会をめぐる問題とインド独立・自治運動の激化、一九三〇年から始まるイギリス・インド円卓会議、さらにさまざまな反乱と新運動などがあった。とはいえ、インドの人民はいくつものグループに分断され、これら動きには常にロンドンからなんらかの力が働いていた。

　インドをめぐる情勢がこのようであった時、この無比の本『永遠の書』がラーホールで一九三二年に出版された。イクバールはその中で人間のもがき苦しむさまや真の姿を教えた。換言すれば、イクバールは隷属に縛りつけられていた人間に次の吉報を伝えた。もし人間が自らの真実を知ればこの物質世界など恐れるに足らず、そして時空（時間と空間）を支配できると。

　イクバールはこの本により世界の人々に次のメッセージを出した。もし平和と安寧を望むなら、知能の代わりに愛の追随者になれと。というのはこれこそ、あらゆる種類の毒素を取り除くことのできる特効薬であるので。この本の中でイクバールはイスラームの神秘主義の真実と知恵を明らかにし、人類に安寧をもたらす道具を提示した。




（三）『永遠の書』が書かれるまで




　ここでイクバールが『永遠の書』を書くまでを、一九二四年に出したイクバールのウルドゥー語詩集『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』で振り返ってみると、イクバールが『永遠の書』を書こうとした一端が推測できる。この詩集にはイクバールの詩の書き始めからその詩集を刊行した一九二四年までの詩が三期に分けて収録されている。第一期はその書き始めよりイギリス留学をする一九〇五年まで。第二期は留学から帰国する一九〇八年まで。そして第三期は帰国後、この詩集が出る一九二四年までである。




　第一期はイクバールの学生時代に当たり、インドで三百年続いたムガル帝国が一八五八年に滅び、インドがイギリスの植民地となり、その中で起こってきたサル・サイヤド・アハマド・ハーン（一八一七～九八年）のアリーガル運動の影響を受けて始まった社会改革運動が各地に起こり、新植民地主義や愛国主義が横溢する時代であった。それでイクバールの詩には「インドは一つ」の民族主義の気持ちが表れ、そのような詩の一つが後にこの詩集に載る「ヒマラヤ」であった。その詩には祖国愛が溢れ大好評となり、一九〇一年に発刊第一号となる文芸誌『マクザン』に掲載された。それ以来イクバールの詩は一九〇五年、イギリス留学に出発するまで『マクザン』を賑わすことになる。

　第二期は、一九〇五年カレッジの恩師Ｔ・Ｍ・アーノルド教授（一八六四～一九三〇年）の帰国に際し、その後を追い渡英、ケンブリッジ大学で哲学を専攻、その後ドイツのミュンヘン大学で哲学の博士号を得、そしてロンドンで弁護士の資格を得る。

　この留学はイクバールの思想に大きな変化を起こさせた。かつて自ら表現し、その旗手となった祖国愛という限定された観念によって人間性が分裂するのを見た。そしてこの観念こそ、世界の諸民族の対立を生むものであり、イスラームもこの観念のせいで弱体化したと気づく。イクバールの前に表れたものは、民族の砦の基礎は国の一致でなく宗教であるとの考えである。これはイスラームだけが説いてきた「ムスリム連帯運動」であり、イクバールはこの思想に共鳴し、生涯を通してムスリムへの連帯と統一を訴える旗手となる。そこでその宣伝と拡大に献身する様子が表れ一九〇七年三月に詠んだガザルの中で次のように言う。




わたしは夜の暗黒の中　率いて出て行くだろう　ばらばらになった隊商を

わが溜め息は火花となるだろう　わが息は炎になるだろう。

『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』ページ１６６




　イクバールがヨーロッパ滞在中に気づいたもう一つのことは、西洋文明は神の否定に基づいているので必ず衰退があると考え、それを前と同じガザルの中で預言者的とも言うべき言い方で述べている。




あなたの文化は自分の剣で自殺するだろう

脆もろい枝にできている巣は決して堅固になれないだろう。

『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』ページ１６５




　イクバールのこの西洋文明への反動の真の理由は、その物質主義、経済優先、及び倫理的錯乱であった。その外見的華やかさは彼の目を欺くことはできなかった。

　一九〇八年、ラーホールに戻る。一時期、母校のガバメント・カレッジで哲学と英語を教えていたが、正業は晩年まで続く弁護士であった。詩の第三期が始まるのはこの留学を終えての帰国からで、この詩集が出版された一九二四年以降、晩年まで続く。

　ラーホールに戻るとしばらく何も書かなかったがやがて注目すべき二つの長詩を発表する。その一つが一九一一年作詩の「神への訴えシクワ」、もう一つが一九一二年作詩の「灯明と詩人シャマー・オウル・シャーイル」であった。

　当時世界では、世界中のイスラーム教徒の社会が衰退と混乱の時であった。かつて大帝国を誇ったオスマン帝国の多くの地域がイギリスの支配下に入り、イランも十九世紀後半以降、ロシアやイギリスの勢力下に入っていた。インドはイギリスの植民地であり、その支配の下で、イスラーム教徒はヒンドゥー教徒よりひどい扱いを受けていた。また一九〇五年のイギリスによるベンガル分割はインドのイスラーム教徒に限りない衝撃を与えた。このような状況で一九一一年に書かれたのが「神への訴え」であった。「灯明と詩人」はその翌年一九一二年に書かれ、同じくイスラーム教徒の衰退に心を痛めて、その心の苦痛を表現するものとして灯明と詩人との会話から成る寓意詩であった。

　一九一四年第一次世界大戦が始まると、インドは強制的にイギリスの援助をさせられた。インド民族運動側はそれに対し、当然の報酬を期待したがその期待は満たされず、与えられたものは一九一九年のローラット法や、それに続く同年のアムリトサルのジャリヤーンワーラー・バーグでの大虐殺であった。それに対しイクバールは一九二二年のイスラーム擁護協会の年次大会で、「道案内のヒズルヒズレ・ラー」を詠み、詩人の域を超えた預言者となって政治的動揺、経済変動、王制に対する聖戦を述べ、革命を語った。さらに一年後の同じ年次大会で今度は「イスラームの再興ツーレェ・イスラーム」を詠み、進むべき道を示した。

　イクバールが政治と関係してくるのもこの第三期の後半からであった。一九二六年、パンジャーブ州立法議員になると一九三八年四月に亡くなるまでおよそ十二年間、政治の舞台でも活躍した。特に一九三〇年全インド・ムスリム連盟アラーハーバード大会の議長演説で〈北西インド・ムスリム国家〉の構想を唱えたことはパキスタン運動史にその名を留めることになった。

　この第三期にイクバールの詩作にはウルドゥー語に加えて、ペルシア語でするという変化が生じた。第一の理由はイクバールの詩でのテーマが哲学的となり、そのようなテーマを数百年来扱ってきたペルシア語に容易に表現形式を求めることができたからであった。第二の理由はウルドゥー語よりペルシア語の方がイスラーム圏に広範にメッセージを伝達できるからであった。それゆえ、インド・ムスリムの覚醒のためにはウルドゥー語での詩作が続き、イスラーム圏の人々のためにはペルシア語での詩作となった。

　イギリス留学から戻ると、以前からの哲学詩のイメージがつぎつぎと浮かび、それがペルシア語で、一九一五年の『自我の秘密』、一九一八年の《忘我の秘義》、これら両方が合本となった一九二〇年の《秘密と秘義》、一九二二年の《東洋のメッセージ》、一九二七年の《ペルシアの詩篇》となった。これらの中でイクバールは主体性の強調と行動主義を基調とするいわゆる自我の哲学を提示する。そしてこれらに続くのが一九三二年に刊行される『永遠の書』である。




（四）『永遠の書』の執筆のヒント──『メラージ・ナーマ』と『神曲』




　イクバールの『永遠の書』の出版は一九三二年であった。その構想は一九二七年以前から練られ、それについてイクバールは友人にも漏らしている。

　イクバールの構想は、自分の生の哲学や当時の重要な政治的、社会的問題や運動、そしてムスリムの諸民族の真実と問題について天界の旅の中で、一つの連続したドラマとして提示することであり、その表現形式を模索していた。

　イクバールは『永遠の書』を書く前、ウルドゥー語やペルシア語で自由詩や叙情定型詩、四行詩、断片詩など多くの詩型で詠んできた。行数の点からしても二百行を超えるものもあった。だが二百行を超える詩でも一つの事象を述べるに止まっていた。ここに到り、イクバールの頭にはあらゆる事象を含み、詩型にはこだわらずムスリムの様子をパノラマ風に寓意詩で提示したいとの願望が生じていた。その願望とは恐らく『メラージ・ナーマ』やダンテの『神曲』がきっかけとなって生じたのであろう。イクバールの研究者アブドゥル・シャコール・アフサン博士によれば、イクバールの手元にはこの『メラージ・ナーマ』とダンテ（一二六五～一三二一年）の『神曲』があったという。そしてイクバールはある雑誌に載った星や天体に関する論文も探しており、その探索を友達に頼む様子がイクバールの幾通もの日付入りの手紙の文面から明らかになっている。

『メラージ・ナーマ』とはイスラームの世界では預言者ムハンマドの昇天の物語としてよく知られ、絵にも描かれている。すなわち次のようである。預言者ムハンマドがマッカのカアバ聖殿の近くで眠っていた時、突然、天使ジブリールが降りてきて彼の胸を切り裂き、心臓をザムザムの泉の水で洗い清め、知恵と信仰によって満たして体内に戻した後、ブラークという天馬に彼を載せてエルサレムまで飛行し、そこで預言者はイブラーヒーム（アブラハム）、ムーサー（モーセ）、イーサー（イエス）と出会い、彼らと共に礼拝を行った。それから彼は天使に導かれて天に昇り、第一の天でアーダムに、次に第二の天でヤフヤ（ヨハネ）とイーサーに、第三の天でユースフ（ヨセフ）に、第四の天でイドリースに、第五の天でハールーン（アロン）に、第六の天でムーサーに、そして第七の天でイブラーヒームに会った。そこには天の涯にあると言われるシドラの木があり、そこで彼は神の玉座の前に平伏し、神アッラーと言葉を交わした。この話が昇天すなわちメラージ（ミウラージュ）の話であり、これを基にしたのが『メラージ・ナーマ』である。そしてイスラーム古典文学の中で一番有名なこの話にまつわる本はイブン・アラビー（一一六五～一二四〇年）の一二三二年に完成した『マッカ征服』であり、それはダンテの『神曲』執筆に影響を与えたとも言われている。

『永遠の書』が出版されると、イクバールの『自我の秘密』の訳者のＲ・Ａ・ニコルソン（一八六八～一九四五年）をはじめ多くの者から称賛の声が届いた。イクバール自身も自信があった。イクバールの願望はこの翻訳がより良いものにされ、そしてもしできるなら筋に沿って挿絵がつけられることであった。一九三三年三月三十一日付の手紙では次のように述べている。「一番重要なことは完全に翻訳されることである。この詩はある種の『神曲』である。翻訳者はこれによりヨーロッパで名声を博することは確実である。もしその翻訳が成功し、それに良い挿絵がつけられればヨーロッパでも東洋でも人気が得られるだろう」と。イクバールが挿絵をつけることを望んだのは『神曲』中のたくさんの挿絵を目にしたからであろう。そしてこの本には新しい詩的創造力があると自賛している。




（五）『神曲』と『永遠の書』の類似点と相違点




『神曲』は地獄、煉獄、天国の三つの篇から成り、それぞれの篇はイエス・キリストの寿命に従い、それぞれ三十三章が割り当てられているが、地獄篇は地上の章があるので三十四章で構成されている。

　地獄はこの世でさまざまな罪を犯した人たちがいる所で、煉獄はその罪をあがなうための苦行が行われる場で、罪をあがなった者は天国へ昇ることが許される。天国には九つの天界があり、それらは第一の天界に当たる月光天、第二の水星天、第三の金星天、第四の太陽天、第五の火星天、第六の木星天、第七の土星天、第八の恒星天、第九の原動天である。

『永遠の書』には地獄篇、煉獄篇がなく、『神曲』の第一、第二、第三に当たる天界があり第四の太陽天がなく、第五、第六、第七の天界があり、第八の恒星天、第九の原動天が「空の向こうに」に相当する。そして『永遠の書』の中では土星天に『神曲』の地獄篇に当たるような記述がある。

『神曲』にも『永遠の書』にも旅の案内人が登場する。『神曲』ではローマの詩人ウェルギリウスが地獄と煉獄においてダンテを導き、天界に着くとウェルギリウスに代わり、ダンテの恋人ベアトリーチェが案内人を務める。『永遠の書』では旅の始まりから最後にイクバール（ゼンデ・ルード）が神に会いに行く直前までペルシアの神秘主義詩人ルーミーが案内をする。

『神曲』はキリスト教以前の時代から、ダンテが生きた時代までの歴史的、政治的、宗教的な人物を盛り込んだ叙事詩となっている。ダンテは死後の生に興味があるように見える。

『永遠の書』も、イスラーム以前の時代からイクバールが生きた時代までの歴史的、政治的、宗教的な人物が登場する叙事詩となっている。だがイクバールはこの世の生を永遠にすることに関心があり、最後に天界に住む者へではなく、地上に住む若者へアドバイスを与える一章を置いている。ただし、両書とも、その中で哲学的気性を持つ詩人が、すなわちダンテにしろイクバールにしろ自らの信仰に従って真理の追求をしているのである。




（六）『永遠の書』の特徴




　イクバールの『永遠の書』にはいろいろな特徴があるが、次に示すことは誰もが認めるものである。

（１）『永遠の書』はイクバールの詩的創造力の最も優れた模範であり、疑いもなくイクバールのライフ・ワークと言えるものである。その中でイクバールは詩作と哲学を互いに分かれることができないものにした。

（２）イクバールはこの本の中で場面を天界に設定した旨を述べている。それゆえこの世への言及が少なく、その殆どの紙幅を使ってほかの世界の秘密のことでそれを明らかにしようとしているのである。それゆえ、次のように述べる。




わたしが述べたことはほかの世界のことです

この本はほかの天についての話です。

ページ23




　そして、神にこう祈っている。




神よ　わが詩が若者にとって平易なものでありますように

わが海が若者にも渡りやすくなりますように。

ページ24




（３）一九三二年出版の『永遠の書』はそれ以前のイクバールの詩集にもそれ以後のものにもないものであった。すなわち一九一五年に出版したペルシア語詩集『自我の秘密』も一九一八年に出版した同じくペルシア語詩集《忘我の秘義》もイクバールのメッセージを述べたものである。一九二三年に出版したペルシア語詩集の《東洋のメッセージ》には四行詩、断片詩、自由詩、ガザルがあり、それらの詩型をもって西洋文化を批判したものであった。一九二四年にウルドゥー語での詩集『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』が出版された。これはイクバールの詩の書き始めより、一九二四年までのさまざまの詩を集めたものである。一九二七年のペルシア語での《ペルシアの詩篇》ではガザルが中心である。一九三四年の《旅人》（Mosāfer）にはアフガニスタンへの旅の印象がつづられている。一九三五年のウルドゥー語の詩集『ジブリールの翼』（Bāl-e Jibrīl）はガザル、四行詩、自由詩でイスラーム教徒に覚醒を促すメッセージであった。一九三六年のウルドゥー語詩集『ムーサーの一撃』（[image: ]arb-e Kalīm）はすべて自由詩で構成され、衰退するイスラーム教徒に向けて主体性の強調と行動主義を基調とする自我の哲学を提示したものであった。イクバールの死は一九三八年四月であったが、死後六ヶ月後の同年十一月に出版された『ヒジャーズの贈物』（Armughān-e [image: ]ijāz）はウルドゥー語とペルシア語で書かれたイスラーム再建を語るものであった。

　だが一九三二年に出されたペルシア語の『永遠の書』は他の詩集とは異なっていた。この詩集はさまざまな詩型を駆使して、それらが一編の寓意詩を形成するものである。すなわち主人公が案内人に導かれて天界の旅をし、最後には神とも会ってくるという物語をなす寓意詩なのである。

（４）哲学的な詩であるにもかかわらず、本全体が文学的な優美さで満ちている。語句には安定性があり、甘味があり流暢さがある。そして一番優れているのは悶えが見られることである。次の例より推測される。




諸々の名前の秘密を知る者は誰だったか

その酌人と酒に陶酔した者は誰だったか。

ページ18




神よ　あなたは全世界の中から誰を選んだか

宇宙の秘密をあなたは誰に明かしたか。

ページ18




太陽のたくさんの光線の放出でも

太陽の光の富は尽き果てない。

ページ19




（５）詩の中で大部分のところで書かれている対話は適切で雄弁で興味深い。一つの対句での問いがあると、他の対句で回答がある。一つの片句で問いがあると他の片句で回答がある。

質問の対句　東洋の秘密に通じる方よ　もう一度語って下さい

禁欲家と恋した者の間の違いはなんなのですか。

ページ２０８




回答の対句　禁欲家はこの世で異邦人である

恋した者は来世で異邦人である。

ページ２０９




質問の片句　少しはっきり話して下さい　少しわかり兼ねます。

ページ２００




回答の片句　このことを包み隠さず語ることは誤りとなる。

ページ２００




（６）難しい哲学的議論だけでは頭が疲れるので、その疲れを癒やすために、そして気分転換のために適当な場所に魅力的なガザルが置かれている。

（７）本の中の詩のすべてが最初より最後まで、楽観主義で満ちている。読者は自分は最も尊い人間であると感じ、わが進歩には際限がないと感じ始める。そして正しい仕方で努力すればすべての困難に打ち勝てる、さらに時空をも支配できると感じ始める。次に示すのはその一例である。




おまえは生きているのか　ならば美の熱愛者となれ　創造者となれ

われわれのように全世界を包囲せよ。

おまえに適応しないものは壊してしまえ

そして自分の心で新しい世界を生じさせよ。

自由人にとっては耐え難いことである

他の人々の世界に生きることは。

創造力がない人は

わが目には異教徒や二元論者以外の何者でもない。

そのような人はわが美から自分の分け前を取らなかった

人生の棗椰子の実を取って食べなかった。

ページ３０２




（８）イクバールはその思慮深き見解のほかにその心の広さも示し、非ムスリムの人々、例えば、ゴータマ・ブッダ、ゾロアスター、トルストイ、バルタリーハリーにも尊敬の念を示している。

（９）イクバールは愛の陶酔を永遠にすることを望んでいる。別離により永遠の生が得られるという考えを示している。普通、詩人たちは別離を非難すべきものと考え、合一を望むがイクバールはその反対である。次の対句はこの『永遠の書』のものではないがその例の一つである。




恋の苦しみの中　別離は抱擁以上によく

抱擁には願望の死が　別れには求愛の喜びがある

『ジブリールの翼』ページ１９７




（10）『永遠の書』の中でインドの人々と独立運動の旗手にこの上ない尊敬の念を抱いている。そして祖国の惨めな様子と隷従を強く悲しんでいる。そしてカシュミールの崩壊には涙を流している。

（11）イクバールはこの本の中で「クルアーンの世界の基本的な信条」と題して、「神の後継者としてのアーダムの役割」、「アッラーの支配」、「大地は神の所有」、「英知は大いなる神の賜り物」の四つのテーマの下にイスラームの政治的、社会的体制の一つの全体像を提示した。そしてもしこの体制が世界に普及すれば世界は天国になるとの考えを示した。

（12）イクバールは人生の苦楽の重要なテーマを魅力的で優雅な比喩のベールを掛けて述べている。

（13）学問や理性と愛を比較して愛の優越を証明している。

（14）イクバールは若者に特別な呼びかけをしている。というのは、イクバールには革命の願望があり、その能力は年老いた者より若者の中にあると考えているからである。

（15）本の最後で、「ジャーヴィードに宛てて　新世代の若者へのメッセージ」の題で、若者にイスラームの基本的な考え方を明らかにした。

（16）『永遠の書』の基本的な思想は、次のとおりである。人間はいかにして時空（時間と空間）を征服できるかの課題に対して、人間は肉体にでなく、魂に踊りを教えよと言う。つまり、イクバールはこの寓意詩により、魂が踊ることを学び取ると時空に自ずから勝利する、すなわち永遠になれるということを示したのである。




　なお本書は、Jāvīd Nāme, Shaykh Ghulām ʻAlī and Sonsʼ Publishers, Lāhōre, 1983 を底本とした。
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訳者あとがき




　この『永遠の書』はイクバールがペルシア語の神秘主義詩人ルーミーに案内され、天界のいくつもの惑星天を訪れ、そこに霊魂となって存在する東西の歴史上の人物と面会し、さまざまな問題について議論し、最後は至高天に存在する神アッラーと面会する叙事詩である。

　イクバールがこの長編の叙事詩を完成させるにあたり彼の中にその下地となった要素が見える。その一つがイクバールが詩を書き始めてからこれを書き始める一九二七年までの間に二十数年間の月日があり、その間にすでに天や星、さらに至高天の神について書いていたことである。すなわち、イクバールのウルドゥー語詩集『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音バーンゲ・ダラー』（一九二四年）の中にそれらについて書いた詩がある。一九〇一年の「ヒマラヤヒマーラ」にはヒマラヤと天との関係の記述がある。また一九一〇年の「天の旅サイレ・ファラク」では天国まで旅をし、さらに天国から見た地獄についても述べている。さらに一九一一年の「神への訴えシクワ」や一九一三年の「神への訴えの回答ジャワーベ・シクワ」、一九二三年の「天国での対話フィルドウス・メン・マカーラ」などには、この『永遠の書』のクライマックスとなる神との面会をうかがわせる部分もある。すなわち『永遠の書』を書く前に、すでに天界への旅や神との面会を書いており、イクバール自身の宇宙論を発展させてきたと言える。

　第二の下地として考えられる点は、イクバールは敬虔なムスリムの家庭で育ち、幼時から預言者ムハンマドの昇天の話、すなわち『メラージ・ナーマ』について聞かされよく知っていたと推測できることである。

『メラージ・ナーマ』の発端となるのはクルアーン第17章１節で、それは「かれに栄光あれ。そのしもべを、（マッカの）聖なるマスジドから、わが周囲を祝福した至遠の（エルサレムの）マスジドに、夜間、旅をさせた。わが種々の印をかれ（ムハンマド）に示すためである」との章句である。ここで聖なるマスジドとはマッカのカアバ聖殿のことで、至遠のマスジドとは楽園を指している。だがウマイヤ朝（六六一～七五〇年）以降は楽園とはエルサレムにあるアクサー・マスジドを指すようになった。夜間、旅をさせたとは神が預言者ムハンマドに一夜のうちに旅をさせたことを指す。当初は一夜にして夜の旅と預言者ムハンマドがエルサレムの岩のドームから上昇して楽園に行く昇天は同一視されていた。だがやがてマッカからエルサレムまでの水平移動が夜の旅（イスラー）、その後に続くエルサレムの岩のドームから楽園への上昇が昇天（メラージまたはミウラージュ）であると区別されるようになった。

　預言者ムハンマドの言行録や『クルアーン注釈』、『預言者伝』などに記録された伝承によると、その昇天は預言者ムハンマドが天使ジブリールに手を引かれ、あるいは梯子により、あるいは天馬ブラークにまたがって七つの天を上昇し、最後は至高天で神と面会するという筋書きである。七つの天とはクルアーン第65章12節によれば神が創造したものでそれらは天界の上から土星、木星、火星、太陽、金星、水星、月を指す。しかしこの昇天では月光天、水星天、金星天、火星天、木星天、土星天の順で七つの天を上昇して行き、その道中、それぞれの天界で預言者ムハンマドは他の預言者、すなわちイブラーヒーム、ムーサー、イーサーなどと会って行き、最後は至高天で神と会う（本書「解説」中「『永遠の書』の執筆のヒント」の項（３４２ページ）参照）。

　この預言者ムハンマドの昇天の様子が十一世紀頃より散文や詩となって語られ、十三世紀に『メラージ・ナーマ』となり、それがムスリムのイスラーム文学として愛されるようになった。

　今もう一度、イクバールの『永遠の書』の構成を示せば、イクバールは案内人のルーミーの案内で、地上より天界の旅をし、『メラージ・ナーマ』と同じ惑星天の旅をしながら、天国に達し至高天の神との面会を望むとなっており、これは『メラージ・ナーマ』の構成と同じである。だが両書の大きな違いは天界を上昇していく時にあり、『メラージ・ナーマ』の方は預言者ムハンマドは、ムーサーやイーサーのような他の預言者たちと会っている。それに対し、『永遠の書』に出てくる人物は、かつて実在していた人物であり、その霊魂である。そしてその霊魂は存命中はムスリムの運命と深い関わりを持っていた人たちでもある。

　このようなことを思い出しながらこの『永遠の書』を読み返すとイクバールが案内人のルーミーに従って天界を上昇していく様子は預言者ムハンマドが天馬にまたがって、また天使ジブリールに導かれて昇天して行くかつての『メラージ・ナーマ』とは違って見える。それゆえそれらの霊魂との対話をたどると、ムスリムにどのようなことが起きたかがわかる。そしてそれらの霊魂はまたムスリムに将来どうすべきかも提言している。このことに気づいたことで、イクバールがなぜ現存した人間のたくさんの霊魂を天界に配したかがわかったような気がしてきた。すなわちこの『永遠の書』はイクバールによる新しい『メラージ・ナーマ』であり、ムスリムの過去、現在、未来を語るものと言えるのではないだろうか。

　もう一つ気になるのが旅の速さである。ダンテの『神曲』での地獄、煉獄、天国を巡るのに一週間を要し、『メラージ・ナーマ』の旅は一夜にして成ったという。イクバールの『永遠の書』の中の旅について彼は何も言っていない。だがそれについてイクバールに問えば、時空を超越することをモットーにしていた彼のことなので、心の中の旅の速さだったとでも言うのだろうか。

　この訳本『永遠の書』の目次は原著の目次を少し変えてある。というのは原著の目次は目次項目に当たる題名に始めから最後まで通し番号がついている。だがこの通し番号を見ると、内容にそぐわない不揃いが散見される。そこで原著の題名の通し番号に沿って全体を章で分け、さらに原著の通し番号に沿って各章に題名をつけた。それゆえ、不要となった通し番号は省き、題名の配置は原著の順を崩さない格好にしてある。なお章扉にある要約は訳者によるものである。

　この本の出版にあたり多数の方々のご協力をいただきました。翻訳の企画段階から大同生命国際文化基金専務理事の阪東敏哉氏、事務局の安田奈央氏、中嶋友紀氏には大変お世話になり深く感謝いたします。また編集担当の日経ＢＰのスタッフのみなさま、装幀担当の山崎登氏には心から御礼申し上げます。

　最後になりましたが、前インターナショナル・イスラミック大学言語・文学部学部長モイヌッディーン・アキール博士がお忙しい中、訳者・作品紹介の一文を執筆して下さいました。

　同氏は東京外国語大学に一九九三年より二〇〇〇年まで客員教授としてパーキスターンのカラーチー大学から招聘され、その間、大東文化大学でも非常勤講師として教鞭を執られ、われわれを今もって陰に日向に見守って下さっています。本当にありがとうございます。




　二〇二二年十一月

片岡弘次







著者略歴

ムハンマド・イクバール（Mu[image: ]ammad Iqbāl）

[image: ]


1877年、パンジャーブ州スィヤールコートで生まれる。1898年、ラーホールのガバメント・カレッジで修士号（哲学）を取得する。1905～08年、ケンブリッジ大学とミュンヘン大学に留学。論文「ペルシアにおける形而上学の発展」でミュンヘン大学より博士号を取得する。1908年、ロンドンで弁護士資格を取得する。1908年8月帰国し、同年10月より弁護士としてラーホールで開業する。留学前の一時期、オリエンタル・カレッジおよびガバメント・カレッジで哲学と英語の教鞭を執る。1919年、イスラーム擁護協会の理事長となる。1920年代半ばから政治活動に積極的に関与し、ムスリム世論の組織化に努める。1923年、英国よりナイトの称号を授与される。1930年、ムスリム連盟アラーハーバード大会で議長となり、ムスリム多住地域を合併して単一国家を成立させる構想を打ち出す。1931年、第2回イギリス・インド円卓会議に出席。1932年、第3回イギリス・インド円卓会議に出席。1938年、ラーホールにて没する。






訳者略歴

片岡弘次（かたおか・ひろじ）


1941年、埼玉県生まれ。1974年、東京外国語大学大学院アジア第二言語修了。1971～73年、パーキスターンのカラーチー大学に留学、ウルドゥー文学専攻。現在、大東文化大学名誉教授。

編著書に、『少数民族の生活と文化』（未來社、〈21世紀の民族と国家〉、1998年）、訳書に、マントー『黒いシャルワール』（鈴木斌共編訳、大同生命国際文化基金、1988年）、マントー『グルムク・スィングの遺言』（鈴木斌共編訳、大同生命国際文化基金、1990年）、ファイズ『ファイズ詩集』（花神社、1994年）、A・J・カイサル『インドの伝統技術と西欧文明』（多田博一・篠田隆共訳、[image: ]凡社、〈技術史クラシックス〉、1998年）、ガーリブ『ガーリブ詩集』（花神社、2006年）、イクバール『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』（花神社、2011年）、イクバール『ムーサーの一撃』（大同生命国際文化基金、2014年）、イクバール『ヒジャーズの贈物』（大同生命国際文化基金、2018年）などがある。イクバール『ジブリールの翼』（大同生命国際文化基金、2011年）で日本翻訳家協会の日本翻訳特別賞（2011年度）を受賞。

2010年、パーキスターン・イスラーム共和国よりスィターラ・エ・イムティアーズ勲章を受章。









永遠の書




電子版発行　2022年12月2日




著　者　ムハンマド・イクバール

訳　者　片岡弘次




発行者　北原睦朗

発行所　公益財団法人 大同生命国際文化基金

〒550-0002　大阪市西区江戸堀1-2-1

https://www.daido-life-fd.or.jp/





制作協力　　株式会社日経BP 日本経済新聞出版




精興社

本書の無断複製・複写は、著作権法上の例外を除いて禁じられています。






読者の方へのお願い　お読みになりました感想、当財団へのご要望をお寄せ下さい。
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